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はじめに

このたびは、IDEC 株式会社製スマー ト リ レーをお買い求めいただき ま し て誠にあ り が と う ご

ざいます。

ご使用の前に本書を よ く お読みいただき、 本製品の機能 と 性能を十分にご理解し た上で正し

く ご使用いただき ますよ う お願いいた し ます。

なお、 プロ グ ラ ミ ング ソ フ ト ウ ェ ア 「WindLGC」 につき ま し ては、 本書 と 「WindLGC オン

ラ イ ンヘルプ」 をご覧 く だ さい。

お断り

1. 本書の一部あ るいは全部を無断で複写、 転載、 販売、 譲渡、 賃貸する こ と は固 く お

断 り いた し ます。

2. 本書の内容については、 将来お断 り な しに変更する こ と があ り ます。

3. 本書の内容については、 万全を期し て作成し ま し たが、 万一誤 り や記載もれなどが

あ り ま し た ら、 お買い求めの販売店または IDEC 株式会社までご連絡 く だ さい。
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はじめに
本マニュアルの目的

本マニ ュ アルは、 FL1F 形スマー ト リ レー （以後、 スマー ト リ レーと記載） のベースモジ ュー

ル、 増設 I/O モジ ュール及びテキ ス ト デ ィ スプレ イモジ ュールの取 り 付け と使用方法、 回路

プロ グ ラ ムの作成について説明し ています。

FL1F シ リ ーズでは、 WindLGC はデバイ スのタ イプに基づいて異な る スマー ト リ レーデバイ

ス を見分けます。 詳細については、 以下の表を参照し て く だ さい。

本マニュアル以外のスマー ト リ レーに関する情報

スマー ト リ レーのマニ ュ アルに記載された結線図などの情報の一部は、 すべてのスマー ト リ

レーに同梱される取扱説明書に も記載されています。 パソ コ ン上でスマー ト リ レーのプロ グ

ラ ミ ングを行 う 場合の詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。

WindLGCは、プロ グ ラ ミ ング用の ソ フ ト ウ ェ アです。Windows®環境（Windows XP、Windows 7、  

Windows 8、 Windows 10） のパソ コ ンで動作し ます。 スマー ト リ レーの初期設定から、 プロ グ  

ラ ムの作成、 テス ト 、 印刷、 保存までを、 スマー ト リ レーを使わずに実行でき ます。

本マニ ュ アルは、 以下の内容で構成されています。

• スマー ト リ レーの概要

• スマー ト リ レーの取 り 付け と配線

• スマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ ング

• スマー ト リ レーのフ ァ ン ク シ ョ ン構成

• Web サーバー

• ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF）

• データ ロ グ

• スマー ト リ レーの設定

• メ モ リ カード の使用

• セキ ュ リ テ ィ

• スマー ト リ レーの ソ フ ト ウ ェ ア

• アプ リ ケーシ ョ ン

• 付録

デバイス WindLGC でのデバイスのタ イプ WindLGC のバージ ョ ン

スマー ト リ レーベース

モジ ュール （FL1F-

H12RC*, FL1F-B12RC*）

SmartRelay FL1F WindLGC V8.0

SmartRelay FL1F FS5 WindLGC V8.2

テキ ス ト デ ィ スプレ イ

（FL1F-RD1）

テキス ト デ ィ スプレ イ （TDE） WindLGC V8.0

テキス ト デ ィ スプレ イ （TDE） FS4 WindLGC V8.2
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はじめに
本マニュアルの適用範囲

本書は、 スマー ト リ レーのシステム構成、 仕様、 取 り 付け方法などの説明および各種機能に

ついて記載し ています。

スマー ト リ レー FL1F FS5 デバイスシ リーズの新機能

スマー ト リ レー FL1F FS5 デバイ スでは、 以下の機能が新し く 追加されています。

• TDE を スキ ャ ンでき る フ ァ ン ク シ ョ ンをサポー ト

WindLGC V8.2 を使ってスマー ト リ レー TDE FS4 を スキ ャ ンでき ます。

• FL1F Web エデ ィ タ ツールをサポー ト

FL1F Web エデ ィ タは、 スマー ト リ レーベースモジ ュール （BM） および WindLGC と と も 

に使用する新しいツールです。 これによ り 、 [ 編集 ] ペイ ンでユーザー定義の Web ページ

を作成し た り 、 スマー ト リ レーベースモジ ュールの Web サーバーを介し てプロ ジェ ク ト

全体にア ク セス し た り する こ と ができ ます。 FL1F Web エデ ィ タ を使って、 複数の変数を 

含む異な る コ ンポーネン ト を目的に合わせて統合する こ と もでき ます。 詳細については、

FL1F Web エデ ィ タオン ラ イ ン  ヘルプを参照し て く だ さい。

• フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クパラ メ ータの自動保存をサポー ト

フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クパラ メ ータの変更を SD カード に自動保存でき ます。

• イーサネ ッ ト TCP/IP ネ ッ ト ワーク で Modbus プロ ト コルをサポー ト

スマー ト リ レーは Modbus サーバー と Modbus ク ラ イ アン ト の両方のフ ァ ン ク シ ョ ンをサ

ポー ト し ています。Modbus モジ ュールは FL1F モジ ュール と コネ ク シ ョ ンを共有し ます。

スマー ト リ レーには、 サーバー と ク ラ イ アン ト で別々のコネ ク シ ョ ンプールがあ り ます。

サーバープールの各コネ ク シ ョ ンは、 FL1F サーバーまたは Modbus サーバーに使用でき

ます。 どのサーバーに も制限や例外は設け られていません。 これは、 すべてのサーバー

コネ ク シ ョ ンが Modbus サーバーによ って使用されている場合に、 FL1F サーバーはア ク

セスでき な く な り ます。 これは、 ク ラ イ アン ト のコネ ク シ ョ ンプールの場合も同じです。

サーバー／ク ラ イ アン ト のコネ ク シ ョ ンの詳細については、 FL1F のセ ク シ ョ ンを参照し

て く だ さい。

• よ り 幅広い環境温度をサポー ト

スマー ト リ レー BM および EM のモジュールが、 よ り 幅広い環境温度をサポー ト でき る

よ う にな り 、 環境温度の範囲が -20 ℃ ～ 55 ℃に拡大されています。

• 時刻およびデータ を同期化する ためのネ ッ ト ワーク タ イ ムプ ロ ト コル （NTP） フ ァ ン ク

シ ョ ンをサポー ト  

NTP ク ラ イ アン ト は NTP サーバーから時刻を同期化でき ます。 FL1F FS5 BM は、 NTP  

サーバーと NTP ク ラ イ アン ト の両方の機能を同時に果たすこ と ができ ます。 スマー ト リ

レー BM の NTP フ ァ ン ク シ ョ ンは、 デフ ォル ト では無効になっていますが、 BM/TDE メ

ニ ューまたは WindLGC で有効にする こ と ができ ます。
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はじめに
• FL1F ア ク セス ツールをサポー ト

今回新たに、 スマー ト リ レーベースモジ ュールの変数を表示および ト レースする ための

ツールであ る、 FL1F ア ク セス ツールが提供されます。 このツールを使って ト レース し て

いる変数の ロ グ フ ァ イルを保存する こ と も で き ます。 詳細については、 FL1F ア ク セス

ツールヘルプを参照し て く だ さい。

FL1F 形スマー ト リ レーの新機能

• ベースモジュール全機種イーサネ ッ ト 通信対応

ベースモジュールは、 イーサネ ッ ト 通信用に RJ-45 イ ン ターフ ェ イ ス と 2 色ステータ ス

LED を備えています。

• 高機能なテキス ト デ ィ スプレ イ (FL1F-RD1)

- テキス ト デ ィ スプレ イでは、2 つのイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スが用意されています。 

こ の 2 つのイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スは、 2 ポー ト ス イ ッ チャーと し て も機能し ま

す。 テキ ス ト デ ィ スプレ イは、 ベースモジ ュール、 パ ソ コ ン、 または別のテキ ス ト デ ィ

スプレ イ と イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を介し て接続する こ と ができ ます。

ま た、 IP ア ド レ ス を選択する こ と に よ っ て、 テキ ス ト デ ィ スプレ イ を異な るベースモ

ジ ュール と接続する こ と も でき ます。

- テキス ト デ ィ スプレ イは、 電源接続用に 3 ピン （P1、 P2、 FE） 端子を備えています。

- テキス ト デ ィ スプレ イには、ベースモジ ュールの IP ア ド レ ス選択、接続されているベー 

スモジ ュールの リ モー ト 設定、 およびテキ ス ト デ ィ スプレ イの単独構成に関し て、 3 つの

メ イ ン メ ニューコマン ド が提供されています。

• 6 行デ ィ スプレ イ と 3 色バッ ク ラ イ ト 対応

ベースモジ ュール （デ ィ スプレ イ あ り ） 及びテキ ス ト デ ィ スプレ イは、 6 行文字表示 と

バッ ク ラ イ ト 3 色 （白、 アンバー、 赤） に対応し ています。 ベースモジ ュール搭載デ ィ

スプレ イは、 最大で半角英数字 16 文字または全角文字 8 文字まで表示でき ます。 テキス

ト デ ィ スプレ イは、 最大で半角英数字 20 文字または全角文字 10 文字まで表示でき ます。

• I/O 接続を拡張

スマー ト リ レーは、 最大 24 点のデジ タル入力 と 20 点のデジ タル出力、 および 8 点のア

ナロ グ入力と 8 点のアナロ グ出力まで対応し ています。

• ベースモジュール内蔵 Web サーバー

イ ン ターネ ッ ト ブラ ウザを通し て簡単にスマー ト リ レーにア ク セスでき ます。 Web サー

バー機能に よ って、 ベースモジ ュールに接続し たデバイ ス （パソ コ ン、 タブレ ッ ト また

はスマー ト フ ォ ン） から、 Web ブラ ウザにベースモジ ュールの IP ア ド レ ス を入力し て、

ベースモジュールにア ク セスする こ と ができ ます。

• 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の機能を拡充

– メ ッ セージ出力 ： スマー ト リ レーは、 6 行 メ ッ セージテキ ス ト 表示 と メ ッ セージ点滅、 

および Web サーバー上の メ ッ セージテキス ト 表示に対応し ています。 ブロ ッ クパラ メ ー

タ を設定する こ と によ って、 各表示行の点滅設定をオンにでき ます。
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はじめに
• 回路プロ グ ラ ム作成用のフ ラ グを追加

スマー ト リ レーは、 64 のデジタルマーカ （内部 リ レー） と 64 のアナロ グマーカ （アナロ

グ用データ レジス タ） に対応しています。新規の特殊マーカをい く つか以下に紹介し ます。

– M28 ： ベースモジ ュール搭載デ ィ スプレ イのアンバー色バッ ク ラ イ ト をオンにし ます。

– M29 ： ベースモジ ュール搭載デ ィ スプレ イの赤色バッ ク ラ イ ト をオンにし ます。

– M30 ： テキ ス ト デ ィ スプレ イモジュールのアンバー色バッ ク ラ イ ト をオンにし ます。

– M31 ： テキ ス ト デ ィ スプレ イモジュールの赤色バッ ク ラ イ ト をオンにし ます。

• 診断 メ ニ ューコマン ド の拡張

診断 メ ニ ューコ マン ド の拡張に よ り 、 スマー ト リ レーは、 ソ フ ト ウ ェ アエ ラーやハー ド

ウ ェ アエラーを診断する機能、およびエ ラーロ グを閲覧する ための機能を提供し ます。 こ

れら の メ ニ ューコ マン ド を使用し て、 スマー ト リ レーシス テムの ト ラ ブルシ ューテ ィ ン

グやデバッ グを行 う こ と ができ ます。

• アナロ グ値の変化のグ ラ フ表示あ り

スマー ト リ レーは、 アナロ グ値の変化のグ ラ フ表示に対応し てお り 、 搭載デ ィ スプレ イ

に ト レ ン ド曲線を表示し ます。 スマー ト リ レーが RUN モード の と きに、 ト レ ン ド曲線で

各使用アナロ グ入出力を容易に監視する こ と ができ ます。

• micro SD メ モ リ カード 対応

スマー ト リ レーは、 FAT32 フ ァ イルシステム形式の micro SD メ モ リ カード に対応し てい  

ます。 プロセスデータのデータ ロ グの有無にかかわらず、 スマー ト リ レーから micro SD 

メ モ リ カー ド に回路プロ グ ラ ム を保存し た り 、 コ ピー保護機能を付与する こ と ができ ま

す。 また、 回路プロ グ ラ ムを micro SD メ モ リ カード から スマー ト リ レーにコ ピーする こ  

と も可能です。 micro SD メ モ リ カード の容量は 32GB まで対応可能です。

• データ ロ グ機能の拡張

スマー ト リ レーは、 micro SD メ モ リ カー ド に保存されている各データ ロ グフ ァ イルにつ  

き、 最大 20000 行までデータ を保存でき ます。 スマー ト リ レーは、 使用中のデータ ロ グ

フ ァ イルが最大行数に達し た と きに、自動的に新しいデータ ロ グフ ァ イルを作成し て、名

前をつけて micro SD メ モ リ カー ド に保存し ます。

旧スマー ト リ レーシ リーズとの互換性

• FL1F 形スマー ト リ レーシ リ ーズのハード ウ ェ アは、 FL1E 形などの旧スマー ト リ レーシ

リ ーズのハード ウ ェ ア と互換性がな く 、 接続する こ と ができ ません。

• FL1F 形スマー ト リ レーは、 バージ ョ ン 8.0 以降の WindLGC に対応し ています。 

バージ ョ ン 8.0 未満の WindLGC には対応し ていません。

• FL1E 形などの旧スマー ト リ レーシ リ ーズで使用し ていた回路プロ グ ラ ムは、WindLGC か

ら FL1F 形スマー ト リ レーに転送する こ と ができ ます。
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製品を安全にご使用いただくために
製品を安全にご使用いただ く ために

• 本製品の取 り 付け、 配線作業、 運転および保守点検を行な う 前には、 本書を よ く お読み

いただき、 正し く ご使用 く だ さい。

• 本製品は弊社の厳しい品質管理体制の も と で製造されてお り ますが、 万一本製品の故障

に よ り 重大な事故や損害の発生のおそれがあ る用途へご使用の際は、 バ ッ ク ア ッ プや

フ ェールセーフ機能をシステムに追加し て く だ さい。

• 本書では、 誤った取 り 扱いを し た場合に生じ る こ と が予想される危険の度合いを 

「警告」 「注意」 と し て区分し ています。 それぞれの意味する と こ ろは以下の通 り です。

  取 り 扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負 う か物的損害が発生  

する可能性があ り ます。

  取 り 扱いを誤った場合、 人が障害を負 う か物的損害が発生する可能性  

があ り ます。

注記 製品 と その取 り 扱いについて特に重要な情報や、 特に注意し ていただき たい

内容を示し ます。

• 取 り 付け、取 り 外し、配線作業および保守・点検は必ず電源を切って行って く だ さい。

• 本製品の設置、配線、プロ グ ラ ムの入力および操作を行 う には専門の知識が必要です。 

専門の知識のない一般消費者が扱 う こ と はでき ません。

• 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などはスマー ト リ レーの外部回路で構成し て く

ださい。 

これらの回路を スマー ト リ レーの内部で構成する と、 スマー ト リ レーが故障し た場

合、 機械の暴走、 破損や事故のおそれがあ り ます。

• 本書に記載の指示にし たがって取 り 付けて く だ さい。取 り 付けに不備があ る と落下、

故障、 誤動作の原因 と な り ます。
vi



正しくお使いください
正し く お使い く だ さい

• 本製品は、 装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外へは設置でき ません。

• カ タ ロ グ、 本書に記載の環境下で使用し て く だ さ い。 高温、 多湿、 結露、 腐食性、

ガス、過度の振動・衝撃のあ る所で使用する と感電、火災、誤作動の原因にな り ます。

• 本製品の使用環境の汚染度は “ 汚染度 2 ” です。汚染度 2 の環境下で使用し て く だ さ  

い。 （IEC60664-1 規格に基づ く ）

• 移動 ・ 運送時などに本製品を落下させないで く だ さ い。 本製品の破損や故障の原因

と な り ます。

• 設置 ・ 配線作業時に配線 く ずや ド リ ルの切 り 粉などが、 本製品内に入ら ないよ う に

注意し て く だ さ い。 配線 く ずなどが本製品内部に入 り ます と 火災、 故障、 誤動作の

原因にな り ます。

• 定格にあった電源を接続し て く だ さ い。 定格 と 異な る電源を接続する と 火災の原因

になるおそれがあ り ます。

• 本製品の電源ラ イ ンの外側には、 IEC60127 準拠品の ヒ ューズをご使用 く だ さい。

（スマー ト リ レーを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 出力回路には、 IEC60127 準拠品の ヒ ューズをご使用 く だ さい。 （スマー ト リ レーを 

組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• サーキ ッ ト ブレーカーは、 EN 規格認証品をご使用 く だ さい。 （スマー ト リ レーを組

み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転中の強制出力、 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認し てか ら行って く

だ さい。 操作 ミ スによ り 機械の破損や事故の原因になる こ と があ り ます。

• リ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り 、 出力が ON あ るいは OFF の状態になった  

ま まにな る こ と があ り ます。 重大事故の可能性のあ る出力信号については、 外部に

状態を監視する回路を設けて く ださ い。

• 分解、 修理、 改造等は行わないで く だ さい。

• 製品を廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て扱って く だ さい。
vii
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1. スマー ト リ レーの概要

スマー ト リ レーとは

スマー ト リ レーは、IDEC 株式会社製のマイ ク ロプロ グ ラ マブルコ ン ト ローラで、以下の機能

を搭載し ています。

• コ ン ト ロール装置

• 操作ス イ ッチ と バッ ク ラ イ ト 付きデ ィ スプレ イ

• 電源装置 （内部電源用）

• 増設 I/O モジ ュール用イ ン ターフ ェ イ ス

• micro SD メ モ リ カード 用イ ン ターフ ェ イ ス

• テキス ト デ ィ スプレ イ用接続イ ン ターフ ェ イ ス

• フ ァ ン ク シ ョ ン （オン／オフデ ィ レータ イマ、 ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチなど）

• タ イマ

• 入出力 （スマー ト リ レーモデルによ り 異な る）、 マーカ （内部 リ レー）

スマー ト リ レーは、 さ らに次のコ ンポーネン ト も搭載し ています。

• イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス

• アース接続用の機能接地端子

• イーサネ ッ ト 通信ステータ ス表示 LED

スマー ト リ レーの主な用途

設備用と し て以下のよ う な用途で使用でき ます。

階段照明、 屋外照明、 日よ けブラ イ ン ド、 シ ャ ッ ター、 シ ョ ーウ ィ ン ド ウの照明、 ス イ ッ チ

ボ ッ ク ス、 ゲー ト コ ン ト ロールシステム、 換気装置、 雨水ポンプなど

さ らに、 以下のよ う な特殊なコ ン ト ロールシステムに も利用でき ます。

温室、 コ ン ト ロール信号の処理、 機械やプロセス装置の分散型ローカルコ ン ト ロール

操作ス イ ッ チやデ ィ スプレ イのない専用タ イプ も用意し ています。
1



1. スマートリレーの概要
ベースモジュール

ベースモジ ュールでは、 ２ 種類の入力電源電圧ク ラ ス を用意し ています。

• 24V 以下の ク ラ ス （DC 12V、 AC/DC 24V） 

24V を超え る ク ラ ス （AC/DC 100 ～ 240V）

また、 以下の 2 つのタ イプがあ り ます。

• デ ィ スプレ イ あ り （8 点入力、 4 点出力）

• デ ィ スプレ イ な し （8 点入力、 4 点出力）

各モジ ュールには、 増設コネ ク タ  と イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スが装備されてお り 、 回路 

プロ グ ラ ム作成用に44の標準フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク と特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク を提供

し ています。

増設 I/O モジュール

• 入出力混合モジ ュール 

DC 12V、 AC/DC 24V、 AC/DC 100 ～ 240V、 ４ 点入力 / ４ 点出力

• アナロ グモジ ュール 

DC 24V、 DC 12V、 2 点アナロ グ入力または 2 点アナロ グ出力

入出力混合 / アナロ グモジ ュールは、 モジ ュールの追加接続用に ２ つの増設コネ ク タ を備え

ています。

デ ィ スプレ イモジュール

• ベースモジュール （デ ィ スプレ イ あ り ）

• テキス ト デ ィ スプレ イ 

（スマー ト リ レー専用のデ ィ スプレ イモジ ュールです。）

テキス ト デ ィ スプレ イの機能

テキ ス ト デ ィ スプレ イは、 ベースモジ ュール と 接続し て使用し て く だ さ い。 テキ ス ト デ ィ ス

プレ イには、 ベースモジ ュールよ り 幅の広いデ ィ スプレ イ と、 回路プロ グ ラ ム内で入力 と し

てプロ グ ラ ム可能な 4 つのフ ァ ン ク シ ョ ンキーが装備されています。 ベースモジ ュール と同

様に、 テキス ト デ ィ スプレ イには回路プロ グ ラ ムでプロ グ ラ ム可能な 4 つのカーソルキーと

ESC キーおよび Enter キーが装備されています。

WindLGC でテキ ス ト デ ィ スプレ イの電源投入時に表示する画面を作成し て、テキ ス ト デ ィ ス

プレ イにダ ウ ン ロード する こ と ができ ます。 こ の画面は、 テキ ス ト デ ィ スプレ イの電源を投

入し た際に、 短時間の間表示されます。 また、 テキス ト デ ィ スプレ イから WindLGC に、 こ

の電源投入画面をア ッ プロー ドする こ と もでき ます。

テキ ス ト デ ィ スプレ イでは、 接続するベースモジ ュールの IP ア ド レ ス選択、 接続されている

ベースモジ ュールの リ モー ト 設定、 およびテキ ス ト デ ィ スプレ イの設定に関し て、 3 つの メ

イ ン メ ニ ューコマン ド が提供されています。 テキ ス ト デ ィ スプレ イの メ ニ ューは、 付録 「テ
2



1. スマートリレーの概要  
キス ト デ ィ スプレ イ （D.2）」 をご覧 く だ さい。

WindLGC V8.2 を使ってスマー ト リ レー TDE FS4 を スキ ャ ンでき ます。

オプシ ョ ン

ベースモジ ュール、 増設 I/O モジ ュールおよびテキス ト デ ィ スプレ イは、 目的の用途に応じ

たフ レキシブルで最適なシステムを構築でき ます。

スマー ト リ レーシステムは、 簡易自動装置、 そ し てバスシステムを構築する こ と によ り 、 高

度なエンジニア リ ングシステムに も利用でき ます。

注記

ベースモジ ュールは、 同じ電圧ク ラ スの増設 I/O モジ ュール と のみ組合せが可能です。 モ

ジ ュールの増設ピンによ り 、電圧ク ラ スの異な るモジ ュールは接続でき ないよ う になって

います。

例外 ： アナロ グモジュールの左側の接続ポー ト は、 電気的に独立し ているので、 電圧ク ラ 

スが異な る増設 I/O モジュールを接続でき ます。 （2.1 参照）

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、 2 つのイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スがあ り ます。 各イ ン ター

フ ェ イ ス を介し て、 ベースモジ ュール、 パソ コ ン、 または別のテキ ス ト デ ィ スプレ イ と接続

する こ と ができ ます。

ベースモジ ュールは、 接続し た増設 I/O モジ ュールの個数に関係な く 、 回路プロ グ ラ ム作成

用に下記の接続を利用でき ます。

• 入力 ： I1 ～ I24

• アナロ グ入力 ： AI1 ～ AI8

• 出力 ： Q1 ～ Q20

• アナロ グ出力 ： AQ1 ～ AQ8

• マーカ （内部 リ レー） ： M1 ～ M64

- M8: ス ター ト ア ッ プマーカ （WindLGC V8.2 で青色を表示）

- M25: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : ベースモジュール搭載デ ィ スプレ イ  白色

- M26: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : テキス ト デ ィ スプレ イ  白色

- M27: メ ッ セージ言語切 り 替えマーカ （WindLGC V8.2 で緑色を表示）

- M28: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : ベースモジュール搭載デ ィ スプレ イ  アンバー色

- M29: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : ベースモジュール搭載デ ィ スプレ イ  赤色

- M30: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : テキス ト デ ィ スプレ イ  アンバー色

- M31: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : テキス ト デ ィ スプレ イ  赤色
3



1. スマートリレーの概要
• アナロ グマーカ ： AM1 ～ AM64

• シフ ト レジス タ ビ ッ ト ： S1.1 ～ S4.8 （32 シフ ト レジス タ ビ ッ ト ）

• 4 カーソルキー

• 未使用出力 ： X1 ～ X64

スマー ト リ レーは、 WindLGC V8.0 で回路プロ グ ラ ムにおいてネ ッ ト ワークデジ タル／アナ 

ロ グ入出力を予め設定し、 なおかつその回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーにダウ ン ロー ド し

ている場合に限 り 、 次のネ ッ ト ワークデジ タル／アナロ グ入出力を表示し ます。

• 64 のネ ッ ト ワークデジ タル入力 ： NI1 ～ NI64

• 32 のネ ッ ト ワーク アナロ グ入力 ： NAI1 ～ NAI32

• 64 のネ ッ ト ワークデジ タル出力 ： NQ1 ～ NQ64

• 16 のネ ッ ト ワーク アナロ グ出力 ： NAQ1 ～ NAQ16
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1. スマートリレーの概要  
スマー ト リ レーの構造

ベースモジ ュール （例 ： FL1F-H12RCC）

① 電源端子

② 入力端子

③ 出力端子

④ 機能接地端子

⑤ イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス

（10/100Mbps）

⑥ イーサネ ッ ト 通信ステータ ス 

表示 LED

⑦ micro SD メ モ リ カー ド ス ロ ッ ト

⑧ LCD （デ ィ スプレ イ あ り タ イプのみ搭載） 注 1

⑨ 操作ス イ ッチ （デ ィ スプレ イ あ り タ イプのみ

搭載）

⑩ 増設コネ ク タ

⑪ 増設ソ ケ ッ ト

⑫ 標準 DIN レール

⑬ バージ ョ ン番号 

（例 ：  はバージ ョ ン １ を表し ます）

H1 ： デ ィ スプレ イ あ り タ イプ ： 55 mm

デ ィ スプレ イ な し タ イプ ： 53 mm

H2 ： デ ィ スプレ イ あ り タ イプ ： 60 mm

デ ィ スプレ イ な し タ イプ ： 58 mm

注 1 ： デ ィ スプレ イ な し タ イプの場合、RUN/STOP

表示の LED ラ ンプに置き換わ り ます。
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1. スマートリレーの概要
増設 I/O モジ ュール （例 ： FL1F-M08B2R2）

アナロ グ入力モジ ュール （FL1F-J2B2）

① 電源端子 ⑥ 増設ピン

② 入力端子 ⑦ 増設ソ ケ ッ ト

③ 出力端子 ⑧ ス ラ イ ダ

④ ステータ ス LED ⑨ 標準 DIN レール

⑤ 増設コネ ク タ ⑩ バージ ョ ン番号

① 電源端子

② 入力端子

③ ステータ ス LED

④ 増設コネ ク タ

⑤ 増設ピン

⑥ 増設ソ ケ ッ ト

⑦ ス ラ イ ダ

⑧ 機能接地端子

⑨ 標準 DIN レール

⑩ バージ ョ ン番号
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1. スマートリレーの概要  
アナロ グ出力モジ ュール （FL1F-K2BM2）

① 電源端子

② 入力端子

③ ステータ ス LED

④ 増設コネ ク タ

⑤ 増設ピン

⑥ 増設ソ ケ ッ ト

⑦ ス ラ イ ダ

⑧ 機能接地端子

⑨ 標準 DIN レール

⑩ バージ ョ ン番号
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1. スマートリレーの概要
テキス ト デ ィ スプレ イ （FL1F-RD1） 

①  電源 

②  イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、 ベースモジ ュール搭載デ ィ スプレ イ よ り 広い表示領域があ り ま

す。 また、 4 つのプロ グ ラ ム可能なカーソルキー、 4 つのプロ グ ラ ム可能なフ ァ ン ク シ ョ ン

キー、ESC キーおよび Enter キーが装備されています。 イーサネ ッ ト ケーブルを使用し て、 テ

キス ト デ ィ スプレ イの右側にあ る イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス とベースモジ ュールを接続

し ます。

スマー ト リ レーの識別方法

スマー ト リ レーでは、 以下のよ う な識別子で属性を区分し ています。

ベースモジュール

FL1F －①②③④⑤

①  B ： ベーシ ッ ク タ イプ H ： HMI タ イプ

②  08 ： 8 点 I/O 12 ： 12 点 I/O

③  R ： リ レー出力 S ： ト ラ ンジス タ （ソース） 出力

④  C ： 時計機能あ り

⑤  D ： DC 24V E ： DC 12/24V A ： AC/DC 24V

  C ： AC/DC 100 ～ 240V
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1. スマートリレーの概要  
増設 I/O モジュール

入出力混合モジ ュール

FL1F － M ①②③④

①  入出力合計点数

②  B1 ： DC 24V B2 ： DC 12/24V C2 ： AC/DC 100 ～ 240V

③  S ： ト ラ ンジス タ （ソース） 出力 R ： リ レー出力

④  接続仕様 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ター ミ ナル

アナロ グ入力モジ ュール

FL1F － J ①②③

①  入力点数

②  分解能 B ： 10bit

③  接続仕様 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ター ミ ナル

アナロ グ出力モジ ュール

FL1F － K ①②③④

①  出力点数

②  分解能 B ： 10bit

③  出力仕様 M ： 0 ～ 10V, 0/4 ～ 20mA

④  接続仕様 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ター ミ ナル

テキス ト デ ィ スプレ イ

FL1F －①②

①  RD ： リ モー ト デ ィ スプレ イ

②  バージ ョ ン
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1. スマートリレーの概要
記号

ベースモジュールのタ イプ

ベースモジ ュールのタ イプには以下の ものがあ り ます。

デ ィ スプレ イ あ り のベースモジ ュール 

（8 点入力 /4 点出力 /1 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス）

デ ィ スプレ イ な しのベースモジ ュール 

（8 点入力 /4 点出力 /1 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス）

入出力混合モジ ュール （4 点入力 /4 点出力）

アナロ グモジ ュール （2 点アナロ グ入力または 2 点アナロ グ出力）

テキス ト デ ィ スプレ イ （2 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス）

マーク 名称 電源電圧 入力 出力 属性

FL1F-H12RCE DC 12/24V
デジ タル入

力 ： 8 点(1)

(1): 4 点デジタル / アナロ グ （0 ～ 10V） 共用入力および 4 点高速入力。

リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

FL1F-H12SCD DC 24V
デジ タル入

力 ： 8 点 (1)

ト ラ ンジス タ

出力 ： 4 点

（24V/0.3A）

FL1F-H12RCA(2)

(2): 入力は、 NPN/PNP 共用入力です。

AC 24V/ 
DC 24V

デジ タル入

力 ： 8 点

リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

FL1F-H12RCC(3)

(3): AC 240V バージ ョ ンでは、 AC 入力グループは 2 グループあ り 、 各グループは 4 入力です。  

各グループは同じ位相に接続し て く だ さ い。 内部接続の場合は、 位相が異なって も接続で

き ます。

AC/DC 
100 ～ 240V

デジ タル入

力 ： 8 点

リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

FL1F-B12RCE DC 12/24V
デジ タル入

力 ： 8 点 (1)
リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

デ ィ スプレ イ、 

操作ス イ ッ チな

し

FL1F-B12RCA(2) AC 24V/ 
DC 24V

デジ タル入

力 ： 8 点

リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

デ ィ スプレ イ、 

操作ス イ ッ チな

し

FL1F-B12RCC(3)
AC/DC  
100 ～ 240V

デジ タル入

力 ： 8 点

リ レー出力 ： 

4 点 （10A）

デ ィ スプレ イ、 

操作ス イ ッ チな

し
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1. スマートリレーの概要  
増設 I/O モジュールのタ イプ

以下の増設 I/O モジ ュールが接続でき ます。

テキス ト デ ィ スプレ イ

ベースモジ ュール と接続し て、 以下のテキス ト デ ィ スプレ イが使用でき ます。

マーク 名称 電源電圧 入力 出力

FL1F-M08B2R2 DC 12/24V
デジ タル入力 ： 

4 点

リ レー出力 ： 4 点

（5A）

FL1F-M08B1S2 DC 24V
デジ タル入力 ： 

4 点

ト ラ ンジス タ出力 ： 

4 点 （24V/0.3A）

FL1F-M08D2R2(1)

(1): 入力は、 NPN/PNP 共用入力です。

AC 24V/ 
DC 24V

デジ タル入力 ： 

4 点

リ レー出力 ： 4 点

（5A）

FL1F-M08C2R2
AC/DC 
100 ～ 240V

デジ タル入力 ： 

4 点(2)

(2): 入力は同じ位相にし て く ださ い。

リ レー出力 ： 4 点

（5A）

FL1F-J2B2 DC 12/24V

アナロ グ入力 ： 

2 点 （0 ～ 10V ま

たは 0 ～ 20mA）(3)

(3): 0 ～ 10V または 0 ～ 20mA を任意に選択し、 使用でき ます。

な し

FL1F-K2BM2 DC 24V な し

アナロ グ出力 ： 

2 点 （0 ～ 10V、 

0/4 ～ 20mA）(4)

(4): 0 ～ 10V、 0/4 ～ 20mA を任意に選択し、 使用でき ます。

マーク 名称 電源電圧 デ ィ スプレ イ

テキス ト デ ィ スプレ イ
AC/DC 24V 
DC 12V

LCD （160 x 96） 

6 行デ ィ スプレ イ
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1. スマートリレーの概要
規格の認証と承認

スマー ト リ レーは、 cULus 認証と cFMus 認証を取得し ています。

• cULus Haz. および一般 Loc

Underwriters Laboratories Inc. （以下 UL） によ る認証

- UL 508 （産業用制御装置）

- CSA C22.2 No. 142 （プロセス制御装置）

- ANSI/ISA 12.12.01 （危険な場所）

- CSA C22.2 No.213 （危険な場所）

認証対象用途

Class I、 Division 2、 Group A、 B、 C、 D Tx

Class I、 Zone 2、 Group IIC Tx

• Factory Mutual Research （FM） によ る FM 認証 （米国認証およびカナダ認証）

- 認証規格ク ラ ス番号 ： 3611、 3600、 3810

- ANSI/IEC60529 2004

- ANSI/NEMA 205 2003

- CSA C22.2 No.213

- CSA C22.2 No.1010-1

- CSA C22.2 No.94

- CSA C22.2 No.60529

認証対象用途

- Class I、 Division 2、 Group A、 B、 C、 D Tx

- Class I、 Zone 2、 Group IIC Tx

注記

現状の認証内容は、 各モジ ュールの製品側面に記載されています。

スマー ト リ レーは以下の整合規格に適合し てお り 、 CE マーク に適合し ています。

• EN 61131-2 

• EN 61000-6-1、 EN 61000-6-2、 EN 61000-6-3、 EN 61000-6-4

• EN 50581 

海事承認書 ：

• ABS - American Bureau of Shipping （ア メ リ カ） 
12



1. スマートリレーの概要  
• BV - Bureau Verites （フ ラ ン ス）

• DNV-GL - Det Norske Veritas-Germanischer Lloyd （ノ ルウ ェー / ド イ ツ）

• LRS - Lloyds Register of Shipping （イ ギ リ ス）

• Class NK （日本海事協会）

スマー ト リ レーは以下の条件付きで船舶認証を取得し ています。

・ 電源電圧 DC12/24V 仕様の製品は、 DC24V での使用を条件に認証を取得し ています。

・ 電源電圧 DC12/24V 及び DC24V 仕様の製品は、 サージ保護デバイ ス (( 形番 ： 918 402 /  

918 422 (DEHN+SÖHNE 社製 ) 又はこれ と同等のサージ保護デバイ ス ) の設置を条件に   

認証を取得し ています。

・ ブ リ ッ ジ及びデ ッ キ ゾーンで使用する場合は、 ノ イ ズ フ ィ ルタ ((B84113-C-B-30 (TDK 

EPCOS社製) 又はこれ と同等の ノ イ ズフ ィ ルタ )の設置を条件に認証を取得し ています。

その他、 使用可能な環境等については別途お問い合わせ下さい。

オース ト ラ リ ア市場向けの認証ラベル

こ の ラベルが記されている当社製品は、 AS/NZS CISPR11:2011 （Class A） 規格に適合し てい  

ます。

リサイ クルと廃棄 

スマー ト リ レー製品は、公害性の低い部品を使用していますので、完全 リ サイ クルが可能です。

廃棄する場合は、 環境保護のため、 電気製品の廃棄に関し て認定を受けた専門の機関にご相

談 く だ さい。
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1. スマートリレーの概要
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2. スマー ト リ レーの取り付けと配線

設置と配線時の注意

設置や配線作業の前に、 本ユーザーズマニュ アルに記載されている 「製品を安全にご使用い

ただ く ために」 の 「警告」 および 「注意」 に記載されている事項を必ずお読み く だ さい。

• 取 り 付けや取 り 外し、配線作業および保守、点検は必ず電源を切って行って く だ さい 。 

感電および火災の原因と な り ます。

• 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などは、 スマー ト リ レーの外部回路で構成し て く

だ さ い。 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路を スマー ト リ レーで構成する と、 スマー

ト リ レーが故障し た場合、 機械の暴走、 破損や事故の恐れがあ り ます。

• スマー ト リ レーの設置、 配線を行 う には専門の知識が必要です。 専門の知識のない 一 

般消費者が扱 う こ と はでき ません。

• 爆発が起こ る可能性のあ る場所では、 システムの動作中にコ ネ ク タ を外す と、 人が傷

害を負 う か物的損害が発生する可能性があ り ます。 

爆発が起こ る可能性のあ る場所では、 コ ネ ク タ を外す前に必ず、 スマー ト リ レー と 接

続機器の電源を切って く ださ い。

  

• スマー ト リ レーの設置、配線を行 う 場合には、配線 く ずやド リ ルの切 り 粉などがスマー

ト リ レー内部に入ら ないよ う に注意し て く だ さ い。 配線 く ずなどがスマー ト リ レー内

部に入る と、 火災や故障、 誤動作の原因にな り ます。

• 静電気破壊防止のため、 コネ ク タ類のピンに直接触れないよ う にし て く だ さい。

• 入力線 ・ 通信ケーブルは、 電源線 ・ 出力線 ・ 動力線と分離し て配線し て く だ さい。

• 出力部の リ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り 、 出力が ON あ るいは OFF の状態の  

ま まにな る こ と があ り ます。 重大事故の可能性のあ る出力信号については、 外部に状

態を監視する回路を設けて く だ さい。

• 出力モジ ュールには、 負荷に応じ た ヒ ューズを使用し て く だ さい。

• マグネ ッ ト やバルブなどの ノ イ ズ発生のあ る負荷を駆動する と きには、DC 電源ではダ

イオード 、 AC 電源ではサージアブ ソーバなど を使用し て く だ さい。

• スマー ト リ レーの外形寸法は DIN 43880 に適合し ています。スマー ト リ レー は、35mm   

幅の DIN レール （EN 60715） に装着し て使用でき ます。

• スマー ト リ レーの幅は、ベースモジ ュール …71.5mm、増設 I/O モジュール …35.5mm 、 

テキス ト デ ィ スプレ イ …128.2mm です。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
設置時の注意

スマー ト リ レーは制御盤等の装置内に固定し て設置し て く だ さい。

スマー ト リ レーは制御盤等の装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外には設置

でき ません。

装置外に設置し た場合、 予期し ない操作等によ り 人が死亡または重傷を負 う か物的損害

が発生する可能性があ り ます。

制御盤は鍵または道具がなければ使用でき ないよ う に し、 権限を もつ作業者や承認され

た作業者だけが使用でき る よ う にし て く だ さい。

スマー ト リ レーは正面からいつで も操作する こ と ができ ます。

電子制御装置の安全

はじめに

下記の注意事項は、 電子制御装置のタ イプや製造元に関係な く 適用されます。

信頼性への取 り 組み

スマー ト リ レー製品および構成部品は、 コ ス ト 効率を始め、 幅広い視野か ら開発および

製造を行ってお り ます。 これによ り 、 お客様に信頼度の高い製品をお届けいた し ます。

開発および製造の際に配慮し た内容は、 以下の通 り です。

• 高品質の構成部品を使用

• 最悪の事態を想定し た全回路の設計

• すべての構成部品を体系的にコ ンピ ュータ を使用し て試験

• すべての大規模集積回路 （プロセ ッ サ、 メ モ リ など） のバーン イ ン

• MOS IC を扱 う と きの静電気を防ぐ対策

• 製造の さ まざ まな段階における目視によ る点検

• 最大使用温度の耐熱試験を数日間にわた り 継続的に実施

• コ ンピ ュータ制御の最終試験を注意深 く 実施

• 返却されたシステムや構成部品をすべて統計的に評価し、 適切な是正措置をすぐに開始

• オン ラ イ ンテス ト を使用し て主要な制御部品を監視 （CPU の周期的な割込など）
16



2. スマートリレーの取り付けと配線  
試験の実施

工場では安全を確保し なければな り ません。

最終的にシス テムの稼働を開始する前に、 必要な安全試験のほかに、 全ての機能試験を

行 う 必要があ り ます。

試験では、 発生する と 予測されるいかな る障害も考慮に入れて く だ さ い。 これは、 操作

中に工場や人に発生し う るいかな る危険な状況を も防ぐ ためです。

危険性

障害の発生が物的損害または人的傷害を も た らす可能性があ るすべての場合に、 設置の

安全性および状況の安全性を高める特別な対策を と る必要があ り ます。 これら の対策を

利用するには、 システム固有の特別な規則があ り ます。 制御システムを設置する と きは、

これらの規則を遵守する必要があ り ます。（例 : バーナー制御システムの場合は VDE 0116）

安全機能付きの電子制御装置の場合、 障害を予防または修正する ために と ら なければな

ら ない対策は、 設置に伴 う 危険に基づいています。 あ る程度の危険に関し ては、 上記の

基本的な対策だけでは不充分です。 制御装置の場合、 これら以外の対策を実施し て承認

する必要があ り ます。

重要な情報

操作マニ ュ アルの指示には正し く 従って く だ さ い。 誤った取 り 扱いに よ り 、 危険な障害

を予防する ための対策が無効にな り 、 さ らに危険の原因を増す可能性があ り ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.1 スマー ト リ レーモジュールのセ ッ ト ア ッ プ

2.1.1 最大構成でのネ ッ ト ワークのセ ッ ト ア ッ プ

最大構成でのスマー ト リ レーのネ ッ ト ワークのセ ッ ト ア ッ プ

スマー ト リ レーは、 TCP/IP イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク （10/100Mbps） 上での FL1F/Modbus 通 

信に対応し ています。

スマー ト リ レーは、 次のネ ッ ト ワーク接続に対応可能です。

• 以下のデバイ ス を使用し た場合、 最大 16 までの TCP/IP ベースの FL1F/Modbus 通信接続

– 追加のスマー ト リ レー

– TCP/IP 経由 Modbus 互換デバイ ス

FL1F/Modbus 通信では、 静的接続と動的接続の 2 種類の接続方法が可能です。 静的接続

では、 接続されている ク ラ イ アン ト に対し て必要な リ ソース をあ ら かじめサーバが確保

する こ と に よ って、 安定し たデータ転送を実現し ます。 動的接続では、 空き リ ソースが

利用でき る場合に限 り 、 サーバが通信要求に対応し ます。 必要に応じ て、 静的接続 と 動

的接続を設定する こ と ができ ます。 例えば、 静的接続数 n、 動的接続数 16-n と設定でき

ます。 スマー ト リ レーは、 最大 8 つの静的接続に対応し ています。

• テキス ト デ ィ スプレ イに対し て最大1つのTCP/IP イーサネ ッ ト 接続。テキス ト デ ィ スプレ 

イは、IP ア ド レ ス選択を通じ て異な るベースモジ ュール と接続する こ と ができ ますが、同

時に複数のベースモジ ュール と通信する こ と はでき ません。

• ベースモジュール と WindLGC V8.0 以降を イ ン ス ト ール済みのパソ コ ン と の間で最大1つ 

の TCP/IP イーサネ ッ ト 接続。

注記

スマー ト リ レーのセキ ュ リ テ ィ 機能の詳細については、セキ ュ リ テ ィ  (335 ページ ) の章を 

参照し て く だ さい。

注記

スマー ト リ レーのネ ッ ト ワークは、 WindLGC V8.0 以降を使用し てのみ構成する こ と がで 

き ます。
18



2. スマートリレーの取り付けと配線  
スマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク構成の典型例を下図に示し ます。

2.1.2 増設 I/O モジュールの最大構成

スマー ト リ レーは、 スマー ト リ レーの概要 （1 ページ） に記載されている機能を搭載し ていま

す。 以下のよ う に、 様々な構成でスマー ト リ レーをセ ッ ト ア ッ プする こ とができます。

最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力あ り） のセ ッ ト ア ッ プ 

- ベースモジュールに装備されているアナログ入力を 4 点使用

例 ： べースモジ ュール、 入出力混合モジ ュール ×4、 アナロ グ入力モジ ュール ×2、 アナロ グ  

出力モジュール ×4）

① 実際のイーサネ ッ ト 接続

② スマー ト リ レーと パソ コ ン と の間の通信を確立する論理接続 （TCP/IP ベースのイーサネ ッ ト によ る）

③ Modbus 互換デバイ ス間の Modbus 通信 （TCP/IP 経由 Modbus プロ ト コルを使用） のための論理接続

WindLGC 
V8.2

1

2

3
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2. スマートリレーの取り付けと配線
最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力あ り） のセ ッ ト ア ッ プ 

- ベースモジュールに装備されているアナログ入力を 2 点使用

例 ： べースモジ ュール、 入出力混合モジ ュール ×4、 アナロ グ入力モジ ュール ×3、 アナロ グ  

出力 ×4）

最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力な し） のセ ッ ト ア ッ プ 

- アナログ入力が装備されていないベースモジュールを使用

例 ： べースモジ ュール、 入出力混合モジ ュール ×4、 アナロ グ入力モジ ュール ×4、 アナロ グ  

出力モジュール ×4）

FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE および FL1F-H12SCD モジ ュールでは、 装備されている 4 点の

アナロ グ入力の う ち、 使用する アナロ グ入力の点数 0 点、 2 点または 4 点をベースモジ ュー

ルで設定でき ます。 ベースモジ ュールで設定し たアナロ グ入力の点数に応じ て、 アナロ グ入

力に連続番号が割 り 付け られます。 ベースモジ ュールで使用する アナロ グ入力点数を 2 点と

設定し た場合、 AI1、 AI2 と番号が割 り 付け られ、 それぞれ入力端子 I7、 I8 に対応し ます。 後

続のアナロ グ入力モジュールのアナロ グ入力番号の割 り 付けは AI3 からです。 アナロ グ入力

点数を 4 点と設定し た場合、 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 と番号が割 り 付け られ、 それぞれ入力端子

I1、 I2、 I7、 I8 に対応し ます。 後続のアナロ グ入力モジ ュールのアナロ グ入力番号の割 り 付け

は AI5 からです。 4.1 参照、 および 8.2.4 参照。

通信性能の高速化および最適化

ベースモジ ュール と 各モジ ュール間の通信性能を高速 ・ 最適化する ためには、 最初に入出力

混合モジュールを設置し て、次にアナロ グ入出力モジ ュールを設置する よ う にし て く だ さい。

（前ページの例参照） （特殊フ ァ ン ク シ ョ ンであ る PI 制御は例外であ り 、 値 PV 用に使用され 

るAIがベースモジ ュール上またはベースモジ ュールに隣接する アナロ グ入力モジ ュール上に

あ る必要があ り ます。）

テキ ス ト デ ィ スプレ イ を別に イ ン ス ト ールし、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス でベースモ

ジュールに接続し ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.1.3 異なる入力電源電圧の構成

モジ ュールの増設について、 以下の注意があ り ます。

 

• 電源仕様DC12V/24Vのベースモジュール と電源仕様DC24Vの増設I/Oモジ ュールに1台

の電源よ り DC24V を供給する場合、 起動時間が 10 秒以内の電源を使用し て く だ さい。 

起動時間が 10 秒を超え る電源を使用し た場合、 増設 I/O モジ ュールが認識されないこ

と があ り ます。運転中の電源変動に対しては、許容電圧範囲の仕様値で正常動作し ます。 

異なる電源から各モジ ュールに電圧を供給する場合は、ベースモジ ュール と増設 I/O モ

ジ ュールに同時に、 も し く はベースモジ ュールよ り 先に増設 I/O モジ ュールに電圧を

供給し て く だ さい。 ベースモジ ュールよ り 後に増設 I/O モジ ュールに電圧を供給し た

場合、 増設 I/O モジ ュールが認識されないこ と があ り ます。  
異な る電源か ら各モジ ュールに供給し た場合には、 フ ァース ト ト ラ ンジ ェ ン ト ／バー

ス ト 性能 （IEC61000-4-4） は 1kV （電源） と な り ます。

• 定格動作電圧 DC 12/24V、 DC 24V、 AC/DC 24V のモジ ュールの右側には、 

AC/DC 100 ～ 240V のモジ ュールは接続でき ません。

• アナロ グ入力モジュール （FL1F-J2B2） 、 アナロ グ出力モジュール （FL1F-K2BM2） の

左側には、 どの動作電圧仕様のモジ ュールも接続でき ますが、 右側には AC/DC 100 ～ 

240V の動作電圧仕様のモジ ュールは接続でき ません。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.1.4 互換性

モジ ュールの互換性

FL1F 形スマー ト リ レーのベースモジ ュール、増設 I/O モジュール、テキ ス ト デ ィ スプレ イは、

FL1F 形スマー ト リ レーシ リ ーズのモジ ュール と のみ接続し て使用する こ と ができ ます。

FL1F 形スマー ト リ レーのベースモジ ュールは、 FL1E 形などの旧スマー ト リ レーシ リ ーズの

増設 I/O モジ ュール、 テキ ス ト デ ィ スプレ イ を接続する こ と はでき ません。

FL1F 形スマー ト リ レーの増設 I/O モジ ュールは、 FL1E 形などの旧スマー ト リ レーシ リ ーズ

のベースモジ ュール と接続する こ と はでき ません。

FL1F 形スマー ト リ レーのテキス ト デ ィ スプレ イは、 FL1E 形などの旧スマー ト リ レーのベー

スモジ ュール と接続する こ と はでき ません。

テキ ス ト デ ィ スプレ イは、 ネ ッ ト ワーク接続用に 2 つのイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス、 お

よびスマー ト リ レー専用に 6 行テキス ト デ ィ スプレ イ を装備し ています。

すべての FL1F 増設モジ ュールは、FL1F シ リ ーズのベースモジ ュール と完全に互換性があ り 、

FL1F シ リ ーズの機器でのみ使用でき ます。

FL1F 形スマー ト リ レーに使用でき る メ モ リ デバイ スは、micro SD メ モ リ カード に対応し てい  

ます。

メ ッ セージテキス ト の互換性

ベースモジュールから、 以下のパラ メータ を含むメ ッセージ出力を編集する こ とはでき ません。

• Par

• Time

• Date

• EnTime

• EnDate

• アナロ グ入力

• デジ タル入出力ステータ ス

• 特殊文字 （例 ： ±、 €）

このよ う なパラ メ ータ を含む メ ッ セージ出力は、 WindLGC からのみ編集でき ます。

回路図の互換性 

SD カード内の回路図は、 フ ォーマ ッ ト 変換を行 う こ と な く 直接使用でき ます。 

以下の表は、 各種デバイ スモジ ュール と回路図の互換性に関する詳細情報を示し ています。

デバイスモジュール 回路図のハー ド ウ ェ ア タ イプ

FL1F FL1F FS5

FL1F モジュール あ り な し

FL1F FS5 モジュール あ り あ り
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.2 スマー ト リ レーの取り付けと取り外し

寸法 

スマー ト リ レーの取 り 付け寸法は、 DIN 43880 に準拠し ています。

スマー ト リ レーは、EN 60715 準拠の 35mm DIN レールや 2 本の M4 ネジ を使って壁面に直接    

取 り 付ける こ と ができ ます。

スマー ト リ レーの横幅

• テキス ト デ ィ スプレ イの横幅は 128.2mm です。

•  ベースモジ ュールの横幅は 71.5mm です。

•  増設 I/O モジ ュールの横幅は 35.5mm です。

以降の図は、 FL1F-H12RCE の取 り 付け と取 り 外しの例を示し ていますが、 表示されている寸

法は、 その他すべてのベースモジ ュール と増設 I/O モジ ュールに適用されます。

 

通電部に触れる と生命の危険があ り ます。

通電部に触れる と、 死亡または重傷につながるおそれがあ り ます。

モジュール （ベースモジ ュール、 増設 I/O モジュール、 テキス ト デ ィ スプレ イ） を取 り 付

けおよび取 り 外しする場合は、 必ず先に電源ス イ ッチを切って く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.2.1 DIN レールへの取り付け

取り付け方法

ベースモジ ュール と増設 I/O モジ ュールの DIN レールへの取 り 付け

ベースモジュール ：

1. ベースモジュールの上部のツ メ をレールに引っ掛けます。

2. 下部を押し下げ、 カチ ッ とはめます。 モジュール背面の DIN レールフ ッ クがかみ合っ て

いる こ と を確認し て く だ さい。

増設 I/O モジュール ：

3. ベースモジュールと増設 I/O モジュールの右側面のコネクタカバーを外します。

4. ベースモジュールの右側の DIN レールに増設 I/O モジュールを取り付けます。

5. 増設 I/O モジュールを左へスラ イ ド させ、 ベースモジュールに接触させます。

1

2

3

4

5

6
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
6. ド ラ イバでイ ン ターロ ッ ク を左へずら し ます。 左端まで動かすと DIN レールフ ッ クが 

ベースモジュールとかみ合います。

増設 I/O モジュールを さ らに追加するには、 手順 3 ～ 6 を繰 り 返し ます。

注記

終端の増設 I/O モジュールの増設コネ ク タには、 カバーを取 り 付けて く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
取り外し方法

ベースモジュールを 1 台のみ取り付けている場合

ベースモジュール （パー ト A） ：

1. DIN レールフ ッ ク底面の小穴に ド ラ イバを差し込み、 ラ ッ チを押し下げます。

2. ベースモジュールを DIN レールから取り外し ます。

複数の増設 I/O モジュールを取り付けている場合

増設 I/O モジュール （パー ト B） ：

1. ド ラ イバで、 モジュール同士を繋ぎ止めているスラ イダを右へずら し ます。

2. 増設 I/O モジュールを右へスラ イ ド させて取り外し ます。

3. DIN レールフ ッ ク底面の小穴に ド ラ イバを差し込み押し下げます。

4. 増設 I/O モジュールを DIN レールから取り外し ます。

残 り の増設 I/O モジ ュールも手順 1 ～ 4 を繰 り 返し て取 り 外し ます。

5. 全ての増設 I/O モジュールを取り外し た後、 ベースモジュールを取り外し ます。

注記

複数の増設 I/O モジ ュールを取 り 付けている場合は、 右端のモジ ュールから取 り 外すよ う

にし て く ださ い。

モジ ュールを取 り 付けおよび取 り 外しする場合、DIN レールフ ッ ク が隣のモジ ュールにか

み合っていないこ と を確認し て く だ さい。

2

1
A

3

4

B

2

1
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.2.2 壁面への取り付け

２ 個の DIN レールフ ッ ク と 2 本の M4 ネジ （締付け ト ルク ： 0.8Nm ～ 1.2Nm） を使ってス

マー ト リ レーを壁面に取 り 付ける こ と ができ ます。

注記

スマー ト リ レーを壁に設置し ない場合、DIN レールフ ッ ク を工場出荷時の位置のま まにし 

て く だ さ い。 （上図に示す位置） 長期間にわたって高温多湿の環境に晒される こ と によ っ

て、 DIN レールフ ッ ク が変形する可能性があ り ます。
27



2. スマートリレーの取り付けと配線
取り付け穴寸法

スマー ト リ レーを壁面に取 り 付けるには、 事前に下記の図のよ う に壁に穴をあけてお く 必要

があ り ます。

寸法はすべて mm 単位です。

○ M4 ネジ用穴

締付け ト ルク ： 0.8Nm ～ 1.2Nm

① ベースモジュール

② 増設 I/O モジ ュール

53.5 35.5

n x 35.5

98
+/

--
0.

3

1 2 2 2

--0.0
+0.2

--0.0
+0.2

--0.0
+0.2
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.2.3 テキス ト デ ィ スプレ イの取り付け

次の手順に従ってテキス ト デ ィ スプレ イ を取 り 付けて く だ さ い。

1. 取り付け表面に、 119 mm x 78.5 mm の穴を開けます。

2. 同梱のガスケ ッ ト をテキス ト デ ィ スプレ イの前面に取り付けます。

3. テキス ト デ ィ スプレ イ を取り付け表面に開けた穴に合わせます。

4. テキス ト デ ィ スプレ イに取り付けブ ラケ ッ ト （同梱） を取り付けます。

5. 取り付けブ ラケ ッ ト の取り付けネジを 0.2Nm の ト ルクで締め付け、 テキス ト デ ィ スプレ

イ を固定し ます。

これで、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を通じ てテキス ト デ ィ スプレ イ をベースモジ ュール

に接続する こ と ができ ます。

注記

テキス ト デ ィ スプレ イは、 必ず IP65 または Type 4x/12 規格に適合する筐体の平面に取 り   

付けて く ださ い。

① 取 り 付けブラ ケ ッ ト

② 取 り 付けねじ

③ ガスケ ッ ト

④ キ ャ ビネ ッ ト ド アまたは

コ ン ト ロールパネル （厚
さ ： 1.5 ～ 4 mm）

119+0 5mm

7
8.

5+
0.

5m
m
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.2.4 ラベ リ ングについて

スマー ト リ レーにあ る長方形部分は、 ラベルを貼る ために設け られた場所です。

増設 I/O モジ ュールの場合は、 こ の長方形部分を入出力を示す場所に使用する こ と もでき ま

す。 こ の接続では、 ベースモジ ュールがすでに 8 点の入力または 4 点の出力を備えている場

合、 入力に +8 または出力に +4 のデルタ係数を入力でき ます。

2.3 スマー ト リ レーの配線

スマー ト リ レーの配線には、 ヘッ ド が 3mm 幅のマイナス ド ラ イバを使用し ます。 

適合電線は、 以下の通 り です。

• 電線 1 本の場合 ： 0.5 ～ 2.5 mm2

• 電線 2 本の場合 ： 0.5 ～ 1.5 mm2 

（締付け ト ルク ： 0.5 ～ 0.6Nm） 

（よ り 線及び電線 ２ 本を接続する場合には棒端子の使用を推奨致し ます）

• 導体の素材 ： 銅

• 絶縁温度定格 ： 75 ℃

• 締め付け ト ルク ： 0.5 Nm ～ 0.6 Nm または 4.5 in.lbf ～ 5.3 in.lbf

推奨圧着端子 

電線 １ 本の場合

断面積

[mm2」
AWG

フ ェ ニ ッ ク ス ・

コ ン タ ク ト 社製

棒端子型番

ニチフ社製

裸ブレー ド

端子型番

ニチフ社製

セン ターピン

棒形端子型番

0.3 22 AI0,5-10WH

BT1.25-10-1

TGN-TC-1.25-11T

0.5 20 AI0,5-10WH

0.75 18 AI0,75-8GY

1.25 16 AI1,5-8BK
BT1.25-10-1

BT2-9-1

2.0 14 AI2,5-8BU BT2-9-1 -

適用圧着工具 CRIMPFOX ZA 3
NH1

NH61

NH11

NH32

NH65

 1 2    AC/DC 100 ..240V  NPUT 8xAC/DC

L1 I1 I2 3I3 4I4 I5 I6 I7 I8N
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
推奨圧着端子 

電線 ２ 本の場合

注記

取 り 付けが終わった ら、 必ず端子カバーを付けて く だ さ い。 電流の流れている部分にス

マー ト リ レーが接触し ないよ う にし て く だ さい。

2.3.1 電源の接続

スマー ト リ レー は、 定格電圧でご使用 く だ さい。 許容電圧範囲、 電源周波数、 消費電力につ 

いては、 スマー ト リ レーに付属し ている取 り 扱い説明書と付録 A の仕様をご覧 く だ さい。

 

増設 I/O モジ ュール FL1F-M08C2R2 は、 接続されている AC/DC 100V ～ 240V タ イプのベー 

スモジ ュール用 と 同タ イプの電源 （AC または DC） で動作させる必要があ り ます。

DC 電源における出力 "+/- " または AC 電源における出力 "N/L" は、増設 I/O モジ ュール FL1F-    

M08C2R2 および接続されている FL1F-H12RCC/B12RCC の両方で、 必ず同じ位相に接続し て

く だ さい。 それが遵守されない場合、 人的傷害を引き起こす可能性があ り ます。

注記

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 電源遮断によ り エ ッ ジ ト リ ガ信号などが発生する ものがあ り ま

す。 電源遮断直前のサイ クルのデータは、 スマー ト リ レーに保存されます。

異な る電源を使用し ている場合は、 ベースモジュール と増設 I/O モジュールの電源投入を

同時に行 う か、 ベースモジ ュールよ り 先に増設 I/O モジ ュールの電源を入れて く だ さい。

ベースモジ ュールよ り 後に増設 I/O モジ ュールの電源を入れる と、 増設 I/O モジ ュールが

ベースモジ ュールに認識されない場合があ り ます。

また、 異な る電源を使用し ている場合、 フ ァース ト ト ラ ンジェ ン ト およびバース ト イ ミ ュ

ニテ ィ （IEC61000-4-4） は 1kV （電源） にな り ます。

断面積

[mm2」
AWG

フ ェ ニ ッ クス ・ コ ン タ ク ト 社製

棒端子型番

0.3 22 AI-TWIN2X0,5-8WH

0.5 20 AI-TWIN2X0,5-8WH

0.75 18 AI-TWIN2X0,75-8GY

1.25 18 AI-TWIN2X1,5-8BK

適用圧着工具 CRIMPFOX ZA 3
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2. スマートリレーの取り付けと配線
電源と の接続 ：

DC 電源の場合 ： AC 電源の場合 ：

注記

スマー ト リ レーは、 二重絶縁タ イプの開閉装置です。 

機能接地端子をアースに必ず接続し て く だ さい。

AC 電圧での回路の保護

電源ラ イ ンのピーク電圧を抑制する ために、 金属酸化バ リ ス タ （MOV） を取 り 付ける こ と が

でき ます。

バ リ ス タの動作電圧は、 必ず定格電圧の +20% 以上にし て く だ さい。

DC 電圧での回路の保護

電源ラ イ ンのピーク電圧を抑制する ために、 保護装置を取 り 付けて く ださ い。

2.3.2 テキス ト デ ィ スプレ イ と電源の接続

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、必ず DC 12V または AC/DC 24V の電圧を供給する外部電源が必  

要です。 電源コネ ク タはテキス ト デ ィ スプレ イに同梱されています。 電源を電源コネ ク タに

接続し、 電源コネ ク タ をテキス ト デ ィ スプレ イの電源端子に差し込みます。 

安全 ヒ ューズで保護し て く ださい。 

（推奨） 

FL1F-H12RCE... ： 0.8A 
FL1F-H12SCD ： 2.0A

サージ電圧 を抑制す る た めに、 定格電圧の

+20% 以上の動作電圧のバ リ ス タ （MOV） を

取 り 付けて く ださい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
① イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イス

② 電源

• 電源の接続には、 極性があ り ません。 テキ ス ト デ ィ スプレ イに DC 電源を接続し た場合、

＋側電源ワ イヤーおよび－側電源ワ イヤーは、 1 ピン、 2 ピンのいずれにで も接続でき ま

す。

• 3 ピンは、 必ずアースに接続し て く だ さい。

注記

電源に 0.5A 安全 ヒ ューズを使用し てテキス ト デ ィ スプレ イ を保護し て く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.3.3 入力端子の接続

要件 

入力端子は、 以下のよ う なセンサ素子に接続し ます。

例： モ メ ン タ リ ス イ ッ チ、オルタネ イ ト ス イ ッチ、 ラ イ ト バ リ ア、昼光コ ン ト ロールス イ ッチ

スマー ト リ レーのセンサ特性

注記

FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC の入力には、 2 グループあ り ます。 それぞれは ４ 入力で、 合

計 8 入力です。 同じ グループ内では、 すべての入力を同じ位相で動作させなければな り ま

せん。 グループが異なれば、 異な る位相で も動作でき ます。

例 ： I1 ～ I4 は位相 L1、 I5 ～ I8 は位相 L2

FL1F-M08C2R2 の入力は、 異な る位相には接続し ないで く だ さい。

センサとの接続

グ ロー球 と ２ 線式近接ス イ ッチを FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC または FL1F-M08C2R2 （AC）  

に接続する場合

下の図にグ ロー球付き ス イ ッ チを スマー ト リ レーに接続する方法を示し ます。 グ ロー球を通

る電流によ って、 スマー ト リ レーは、 ス イ ッ チ接点が閉じ ていな く て も信号 "1" を検出し ま

FL1F-H12RCE
FL1F-B12RCE FL1F-H12SCD FL1F-H12RCA

FL1F-B12RCA
FL1F-H12RCC
FL1F-B12RCC

I3 ～ I6 I1,I2,I7,I8 I3 ～ I6 I1,I2,I7,I8 AC DC AC DC

入力 OFF 電圧
入力 OFF 電流

＜ DC 5V
＜ 0.88mA

＜ DC 5V
＜ 0.07mA

＜ DC 5V
＜ 0.9mA

＜ DC 5V
＜ 0.07mA

＜ AC 5V
＜ 1.2mA

＜ DC 5V
＜ 1.2mA

＜ AC 40V
＜ 0.05mA

＜ DC 30V
＜ 0.06mA

入力 ON 電圧
入力 ON 電流

＞ DC 8.5V
＞ 1.5mA

＞ DC 8.5V
＞ 1.2mA

＞ DC 12V
＞ 2.1mA

＞ DC 12V
＞ 0.18mA

＞ AC 12V
＞ 2.6mA

＞ DC 12V
＞ 2.6mA

＞ AC 79V
＞ 0.08mA

＞ DC 79V
＞ 0.13mA

FL1F-M08B2R2 FL1F-M08B1S2
FL1F-M08D2R2 FL1F-M08C2R2

AC DC AC DC

入力 OFF 電圧
入力 OFF 電流

＜ DC 5V
＜ 0.88mA

＜ DC 5V
＜ 0.88mA

＜ AC 5V
＜ 1.1mA

＜ DC 5V
＜ 1.1mA

＜ AC 40V
＜ 0.05mA

＜ DC 30V
＜ 0.06mA

入力 ON 電圧
入力 ON 電流

＞ DC 8.5V
＞ 1.5mA

＞ DC 12V
＞ 2.1mA

＞ AC 12V
＞ 2.6mA

＞ DC 12V
＞ 2.63mA

＞ AC 79V
＞ 0.08mA

＞ DC 79V
＞ 0.13mA
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
す。 ただし、 電源付きのグ ロー球を使用する場合は信号を検出し ません。 

使用する ２ 線式近接ス イ ッ チのゼロ入力電流を考慮し て く だ さ い。 ２ 線式近接ス イ ッ チの特

性によ り 、 ゼロ入力電流のレベルが高 く 、 スマー ト リ レーの入力の信号レベルが "1" にな る

場合があ り ます。 近接ス イ ッチのゼロ入力電流 と入力の仕様 （付録 A ） は必ず比較し て く だ 

さい。

対応

入力の信号レベルが "1" にな るのを抑制するには、 定格 100nF、 AC 275V の X1/X2 タ イプの 

コ ンデンサをご使用 く だ さい。 こ のタ イプのコ ンデンサは、 故障を も た らす状況にな る と安

全な状態で接続が切れます。 コ ンデンサが過電圧によ って故障し ないよ う に、 コ ンデンサの

定格電圧レベルを選ぶ必要があ り ます。

AC 230V では、 信号 "0" を保証するには、 N と入力 I （n） 間の電圧が 40V を超えてはな り ま 

せん。 コ ンデンサには約 10 個のグ ロー球を接続でき ます。

制限事項

• 信号レベルの遷移 : 0 → 1 および 1 → 0

信号レベルが 0 → 1 または 1 → 0 に変化し た後、少な く と も １ プロ グ ラ ムサイ クルは、入 

力信号は一定でなければな り ません。 これに よ り 、 スマー ト リ レーは新しい信号レベル 

を検出でき ます。 

プロ グ ラ ムの実行時間は、 回路プロ グ ラ ムのサイ ズで決ま り ます。 付録 B に記載された 

テス ト 手順のサンプルを参考にして、現在のスキャ ンサイ クルタ イ ムを算出して く ださい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線

     
FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE および FL1F-H12SCD の特殊フ ァ ン クシ ョ ン

• 高速入力 ： I3、 I4、 I5 および I6

FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE および FL1F-H12SCD には、 高速カ ウ ン タ入力 （ア ッ プダウ

ンカ ウ ン タ、 周波数ス イ ッ チ） も装備されています。 前記の制限事項は、 高速カ ウ ン タ

入力には適用されません。

注記

増設 I/O モジ ュールには、 高速入力はあ り ません。

• アナロ グ入力 ： I1 および I2、 I7 および I8

FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE および FL1F-H12SCD タ イプの入力 I1、 I2、 I7 および I8 は、

通常のデジ タル入力およびアナロ グ入力のどち ら と し て も使用でき ます。入力の種類 （デ

ジ タルおよびアナロ グ） は、 回路プロ グ ラ ムで設定し ます。

入力 I1、 I2、 I7 および I8 はデジ タル機能を提供し、 入力 AI3、 AI4、 AI1 および AI2 はア  

ナロ グ機能を提供し ます。 （4.1 参照） AI3 は入力端子 I1 に、 AI4 は I2 に、 AI1 は I7 に、    

AI2 は I8 にそれぞれ対応し ています。 AI3 および AI4 を使用するには、 ベースモジ ュー   

ルで使用する アナロ グ入力の点数を 4 点に設定する必要があ り ます。2 点または 4 点のア 

ナロ グ入力を使用する よ う に設定でき ます。

入力 I1、 I2、 I7 および I8 をアナロ グ入力と し て使用する場合、 DC 0 ～ 10V の範囲での 

み使用でき ます。

入力 I1、 I2、 I7 および I8 にポテンシ ョ メ ータ を接続する場合

ポテンシ ョ メ ータ を完全に 1 回転させた と きに最大 10V の電圧が得られる よ う にするに

は、 入力電圧に関係な く 、 ポテンシ ョ メ ータの入力側に直列抵抗を接続する必要があ り

ます。 （下表参照）

以下のサイ ズのポテンシ ョ メ ータ と直列抵抗を推奨し ます。

ポテンシ ョ メ ータ と最大値 10V の入力電圧を使用する場合、 24V の接続入力電圧では、

ポテンシ ョ メ ータが 1 回転し た と きに最大値 10V を得られる よ う に、直列抵抗経由で 14V

を放出し なければな り ません。 電圧が 12V の場合、 こ の点に留意する必要はあ り ません。

注記

FL1F-J2B2アナロ グ入力モジ ュールには、さ らに多 く のアナロ グ入力が装備されています。

アナロ グ信号には、 必ずシール ド付き ケーブルを使用し て く だ さい。 ケーブル類はでき る

だけ短 く 配線し て く だ さい。

電圧 ポテンシ ョ メ ータ 直列抵抗

12V 5kΩ −
24V 5kΩ 6.6kΩ
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
センサとの接続

スマー ト リ レーにセンサを接続する場合

FL1F-H12RCA/FL1F-B12RCA/FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-H12SCD

接続例 

入力は絶縁されていないので、 共通の基準

電位 （シ ャーシ接地） が必要です。

FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE と FL1F-

H12SCD の場合、 供給電圧と グ ラ ン ド の間

で、 アナロ グ信号を取 り 出すこ と ができ ま

す。 

（* = DC 24V の直列抵抗 （6.6kΩ））

    DAC/DC 24V  INPUT 8xAC/DC

Q1

P1

11 2 1 2 1 22 11 2

I1 I2 I3 I4 I5 I6 7I7 I82P2

Q2Q2 Q3 4Q4

E(LAN)
 MAC ADDRESS

 OUTPUT 4xRELAY/10A
LAN

 RUN/STOP 
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC

接続例 

 

現在の安全規格 （VDE 0110、 IEC 61131-2、 UL508） では、 異な る位相を同じ AC 入力グ  

ループ （I1 ～ I4 または I5 ～ I8）、 または入出力混合モジ ュールの入力端子に接続する こ

と が禁止されています。

入力は、 ２ つのグループに分かれていま

す。 それぞれ 4 入力から な り ます。 グルー

プ間では位相が異なって もかまいません

が、 グループ内では同じ位相でなければな

り ません。

ESC OOK

    AC/DC 100...240V  INPUT 8xAC/DC

QQ1

1L1

1 2 1 2 1 2 1 2

I1 2I2 I3 I4 5I5 I6 I7 I8N

Q2 Q3Q3 Q4

IE(LAN)
 MAC ADDRESS

 OUTPUT 4xRELAY/10A

ALAN   OUTPUT 4x RELAY/5A

   P  AC/DC 115...240V  INPUT 4xAC/DC

U OP RUN/STOP 

L1 I1 I2 33 I4N

1 2

11 2 11 2

1 22
Q1 Q2

Q3 Q4

ESC OOK

   P  AC/DC 100...240V  INPUT 8xAC/DC

Q1

L1

1 2 1 22 1 2 1 2

I1 I2 I3 I4 I5 I6 I7 I8N

Q2 Q3Q3 Q4

AIE(LAN)
 MAC ADDRESS

 OUTPUT 4xRELAY/10A

LAN
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
FL1F-J2B2

上図では、 4 線式電流測定 と 2 線式電圧測定の例を示し ています。

FL1F-J2B2 に 2 線式センサを接続する場合

2 線式センサの接続は、 以下のよ う に行って く だ さい。

1. センサの出力端子を FL1F-J2B2 モジュールの端子 U （0 ～ 10V 電圧測定） または端子 I

（0/4 ～ 20mA 電流測定） に接続し ます。

2. センサのプ ラス コネク タ を 24V の供給電圧 （L+） に接続し ます。

3. 電流出力 M （上図のセンサの右側） のアース接続端子を FL1F-J2B2 モジュールの対応す    

る M 入力 （M1 または M2） に接続し ます。

注記

FL1F-J2B2 と アナロ グ出力機器を接続する際には、 アナロ グ値が変動する こ と があ り ます

ので、 以下に注意し て設置、 配線し て く だ さい。

• シール ド 付き ケーブルのみを使用し て く だ さい。

• ケーブルをでき るだけ短 く し て く だ さい。 ケーブルの長さは、 10m を超えてはな り ま

せん。

• シール ド 線の片側だけを FL1F-J2B2 / FL1F-K2BM2増設 I/OモジュールのFE端子だけに  

固定し ます。

• モジュールの FE 端子は、 アースに接続し ます。

INPUT 2x (0 10V/0 20mA)

DC 12/24V

RUN/STOP

L+

I1 I2M1 M2U1 U2

L+ MM

L+
M

L+
L+

M

M

M
0 - 10V

2

3

4

1

① アース を接続し、 シール ド付

き ケーブルを保護する ための

FE 端子

② アース

③ シール ド付き ケーブルのシー

ル ド部分

④ DIN レール

電圧測定電流測定

電流

0/4-20 mA
電流測定

センサ
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2. スマートリレーの取り付けと配線
入力等価回路

FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC 

デジ タル AC/DC 入力

FL1F-M08C2R2 

デジ タル AC/DC 入力

交流 2 線式センサを接続する場合は、 下図のよ う にブ リ ーダ抵抗 R1 を接続し て く だ さい。

390kΩ

120nF 43kΩ

180kΩ 270kΩ

I1 ～ I8

内部回路

N

390kΩ

120nF 43kΩ

180kΩ 270kΩ

I1 ～ I4
内部回路

N

交流
2線式
センサ

I1 ～ I8

L1

N

AC 100～ 240V

R1

～

(I1 ～ I4)

注意：ブリーダ抵抗（R1）算出式

R1 は、以下の条件を満たす値としてください。

条件 1： R1 ≦

条件 2： R1 ≦

ただし、センサOFF時の負荷の電圧降下が40V以下になること。

条件 3 ： PR1 ≧ ×3（3：余裕度の推奨値）

 入力の最大 OFF 電圧（=AC 40V）

センサの最大漏れ電流（A）

センサへの供給電圧（V）

 最小負荷電流（A）

 

｛センサへの供給電圧（V）｝2

R1 の抵抗値（Ω）
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
FL1F-H12RCA/FL1F-B12RCA 

デジ タル AC/DC 入力

FL1F-M08D2R2 

デジ タル AC/DC 入力

交流 2 線式センサを接続する場合は、 下図のよ う にブ リ ーダ抵抗 R2 を接続し て く だ さい。

I1 ～ I8

P2

4.3kΩ

100nF 510Ω 内部回路

I1 ～ I4

P2

4.3kΩ

100nF 510Ω 内部回路

交流
2線式
センサ

I1 ～ I8

L1

N

AC 24V

R2

～

注意：ブリーダ抵抗（R2）算出式

R2 は、以下の条件を満たす値としてください。

条件 1： R2 ≦

条件 2： R2 ≦

ただし、センサ OFF 時の負荷の電圧降下が 5V 以下になること。

条件 3 ： PR2 ≧ ×3（3：余裕度の推奨値）

 入力の最大 OFF 電圧（=AC 5V）

センサの最大漏れ電流（A）

センサへの供給電圧（V）

 最小負荷電流（A）

｛センサへの供給電圧（V）｝2

R2 の抵抗値（Ω）
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-H12SCD 

デジ タル DC 入力

FL1F-M08B2R2/FL1F-M08B1S2 

デジ タル DC 入力

FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-H12SCD 

アナログ入力 （0 ～ 10V）

I3 ～ I6

4.3kΩ

47nF1.5kΩ

4.7kΩ

M

内部回路

I1 ～ I4

4.3kΩ

47nF1.5kΩ

4.7kΩ

M

内部回路

I1,I2,I7,I8

54.9kΩ

10nF 20kΩ

M

内部回路

1nF

5.1kΩ

+3.3V
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
FL1F-J2B2 

アナログ入力 （0 ～ 10V）

FL1F-J2B2 

アナログ入力 （0 ～ 20ｍA）

U1, U2

57kΩ

10nF19kΩ

+3.3V

M1, M2

内部回路

I1,I2

M1,M2

Max.55Ω

10nF124Ω

内部回路
43



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.3.4 出力端子の接続

FL1F-H12RCA/FL1F-B12RCA/FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC/FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE

上記機種には、 リ レー出力が装備されています。 リ レー接点の電位は、 電源や入力か ら絶縁

されています。

リ レー出力の要件

出力端子には、 さ まざ まな負荷を接続する こ と ができ ます。

例 ： ラ ンプ、 蛍光灯、 モータ、 接点 リ レー

上記機種に接続でき る負荷の属性要件については、 付録 A を参照し て く だ さい。

注記

スマー ト リ レーの リ レー接点は、 大き な突入電流によ って損傷するおそれがあ り ます。

低エネルギーラ ンプまたは LED ラ ンプがスマー ト リ レーの リ レー接点によ って制御され

ている場合、 エネルギーラ ンプおよび／または LED ラ ンプに と て も大き な突入電流が存

在する可能性があ り ます。 突入電流が制限されていない場合、 ス イ ッ チサイ クルが何度か

行われた後で、 スマー ト リ レーの リ レー接点が損傷するおそれがあ り ます。

リ レー接点を保護する ために、 突入電流 リ ミ ッ タ を使用し て く だ さい。

接続方法

自動復帰型サーキ ッ ト ブレーカ （最大 16 A、 B16 特性） によ る保護

ト ラ ンジス タ出力

FL1F-H12SCD には、 ト ラ ンジス タ出力が装備されています。 ト ラ ンジス タ出力には、 短絡お

よび過負荷防止機能がついています。 スマー ト リ レーから負荷電圧が供給されるので、 補助

用の負荷電圧は不要です。

ト ラ ンジス タ出力の要件

スマー ト リ レーに接続する負荷には、 以下の特性が必要です。

• １ 出力あた り の最大ス イ ッ チ電流が 0.3A であ る こ と

負荷負荷
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
接続方法

FL1F-K2BM2

出力端子をご確認の上、 アナロ グ出力のモー ド に応じ て、 各出力端子に外部機器を正し く 配

線し て く だ さい。 誤った配線を行 う と出力先の機器が破損する恐れがあ り ます。

出力等価回路

FL1F-H12RCA/FL1F-B12RCA/FL1F-H12RCC/FL1F-B12RCC/ 
FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-M08B2R2/FL1F-M08C2R2/ 

負荷 負荷

負荷：DC 24V、 最大 0.3A

R2

0  10 V 0/4  20 mA

R1

L+

U1+ M1 M2 I21I1 U2+

M +L+ M

FL1F-K2BM2

V1, V2:  0 ～ 10V

R1:         >= 5kΩ

I1, I2:  0/4 ～ 20mA

R2:         <= 250Ω

① アース

② DIN   レール
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1F-M08D2R2 

リ レー出力

FL1F-H12SCD/FL1F-M08B1S2 

ト ラ ンジス タ出力 （ソース出力）

内部回路

+V 1

2

Q1 ～ Q4

内部回路

U+
U+

IN OUT

+24V

Q1 ～ Q4

M

10nF

100kΩ
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
FL1F-K2BM2 

アナログ出力 （0 ～ 10V）

FL1F-K2BM2 

アナログ出力 （0/4 ～ 20mA）

内部回路 U1+,U2+

M1,M2

+15V 

10Ω

100nF

+
-

内部回路 I1,I2

M1,M2

+15V

22Ω

10nF
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.3.5 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イスの接続

ベースモジ ュール、 テキス ト デ ィ スプレ イモジ ュールには、 10/100 Mbit/s のイーサネ ッ ト イ 

ン ターフ ェ イ スが装備されています。

使用ネ ッ ト ワークケーブル

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スへの接続は、 シール ド付き イーサネ ッ ト ケーブルを使用し て

く だ さい。 電磁妨害を最小限に抑え る ため、 Cat.5 STP ( カテゴ リ ー 5 シール ド ・ ツ イ ステ ッ  

ド ・ ペアケーブル ) 対応のイーサネ ッ ト ケーブルで、 両端にシール ド付き RJ-45 コネ ク タの

あ る ものを必ず使用し て く だ さい。

接続

機能接地端子をアースに接続し、 ネ ッ ト ワーク ケーブルを イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スに

接続し ます。

イーサネ ッ ト 通信ステータ ス表示 LED

①

②

③

アース

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス接続用イーサネ ッ ト ケーブル

イーサネ ッ ト ステータ ス表示 LED

表示タ イプ 色 説明

ステータ ス表示 橙点滅 イーサネ ッ ト を介し てデータ送受信中

緑点灯 イーサネ ッ ト と の接続完了
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.4 電源の投入

2.4.1 スマー ト リ レーの電源の投入

スマー ト リ レーには電源ス イ ッ チがあ り ません。 

また電源の投入時の動作は以下の条件によ って変わ り ます。

• 回路プロ グ ラ ムがスマー ト リ レーに保存されているかど う か。

• micro SD メ モ リ カード が挿入されているかど う か。

• スマー ト リ レーがデ ィ スプレ イ な しのタ イプ （FL1F-B12...） かど う か。

• 電源オフ直前の時点でのスマー ト リ レーの状態が RUN モード または STOP モード なのか

想定でき るすべての動作については次ページに記載し てあ り ます。

スマー ト リ レーの増設 I/O モジ ュールが確実に RUN モード に変わる よ う にするには、以下を

確認し て く だ さい。

• スマー ト リ レーの増設I/Oモジュールの間のDINレールフ ッ クが正し く かみ合っていますか?

• 増設 I/O モジ ュールに電源が接続されていますか ?

• また、必ず最初に増設 I/O モジ ュールの電源を入れてからベースモジュールの電源を入れ

て く だ さい。 （あ るいは両方の電源を同時に入れて く だ さい） こ の順序で電源を入れなけ

れば、ベースモジ ュールを起動し た と きにシステムが増設I/Oモジ ュールを検出し ません。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
以下のイ ラ ス ト は、 スマー ト リ レーの想定されるすべての動作を示し ています。

microSD

microSD

microSD

( )(SD )

(SD )

(SD )

( )

( )

( )

( )

(
)

RUN

(
)
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
スマー ト リ レーを起動する場合、 以下の簡単なルールも覚えてお く と便利です。

1. スマー ト リ レー及び挿入し たmicro SD メ モ リ カー ドのいずれにも回路プログラムが存在  

し ない場合、 デ ィ スプレ イ付きのスマー ト リ レーでは、 " エ ラー ： 空のプログラム " と表

示されます。

2. micro SD メ モ リ カー ド に保存されている回路プログラムは、 自動的にスマー ト リ レーに

コ ピーされます。 このと き、 スマー ト リ レー内に存在し ている回路プログラムは上書き

されます。

3. スマー ト リ レーまたは micro SD メ モ リ カー ド に回路プログラムが存在する場合、電源オ  

フ直前の動作状態が引継がれます。 デ ィ スプレ イな しのタ イ プ （FL1F-B12...） では、 自

動的に STOP モー ドから RUN モー ド に切り替わり ます。 （LED ラ ンプは赤から緑に変化

し ます。）

注記

回路プロ グ ラ ムの入力中に電源遮断が起こ る と、スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムは削

除されて し まいます。

回路プロ グ ラ ムを修正する場合、 事前に修正前の回路プロ グ ラ ムを micro SD メ モ リ カー  

ド、 あ るいはパソ コ ン （WindLGC） にバッ ク ア ッ プし ておいて く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.4.2 動作状態

ベースモジュールの動作状態

ベースモジ ュールには、 STOP と RUN の ２ つの動作モード があ り ます。

注記

主電源の投入後、 FL1F-H12SCD の出力に一時的に電源が入 り ます。 回路が開いている と、

8V を超え る電圧が最大 100 ミ リ 秒発生する可能性があ り ますが、 ロード後は、 電圧の発

生時間はわずかマ イ ク ロ秒程度に減少し ます。

スマー ト リ レー増設 I/O モジュールの動作状態

スマー ト リ レー増設 I/O モジュールには ３ つの動作状態があ り ます。動作状態によ って、LED

ラ ンプが緑色、 赤色、 橙色に点灯し ます。

STOP RUN

• プロ グ ラ ム起動時に、 プロ グ ラ ムが

空であ る こ と がデ ィ スプレ イに表示
される （FL1F-B12.. 以外）

• スマー ト リ レーはプロ グ ラ ミ ング

モード に切 り 替わ り ます。 
（FL1F-B12.. 以外）

•  LED は赤点灯 

（FL1F-B12.. のみ）

• デ ィ スプレ イ ： 入出力のモニ タ リ ン

グおよび メ ッ セージ表示用の画面
（ メ イ ン メ ニューで起動後） または
パラ メ ータ設定画面 
（FL1F-B12.. 以外）

• スマー ト リ レーはパラ メ ータ設定

モード に切 り 替わ り ます。 
（FL1F-B12.. 以外）

• LED は緑点灯 （FL1F-B12.. のみ）

スマー ト リ レーの動作

• 入力信号は読込まれません。

• 回路プロ グ ラ ムは実行されません。

• リ レー接点は常時オープンに、 ト ラ

ンジス タ出力はオフに切替わ り ま
す。

スマー ト リ レーの動作

• 入力信号が読込まれます。

• 回路プロ グ ラ ムによ り 出力の信号 

レベルが決定されます。

• リ レー出力や ト ラ ンジス タ出力の 

オン / オフが切替わ り ます。

LED 点灯

緑 （RUN） 赤 （STOP） 橙

増設 I/O モジ ュールは左

側のモジ ュール と通信し

ています。

増設 I/O モジ ュールは左

側のモジ ュール と通信し

ていません。

増設 I/O モジ ュールは初

期化中です。
52



3. スマー ト リ レーのプログラ ミ ング

はじめに

プロ グ ラ ミ ング と は、 スマー ト リ レー用に回路プロ グ ラ ムを作成する こ と です。 こ の回路プ

ロ グ ラ ムは、 通常の回路図と は多少異な り ますが、 回路図には違いあ り ません。

回路プ ロ グ ラ ムは、 スマー ト リ レーの表示画面に合わせて変更し てあ り ます。 こ の章では、

回路プロ グ ラ ムを作成する際のスマー ト リ レーの使用方法について説明し ています。

こ こ で、 WindLGC について改めて説明し ますが、 WindLGC は、 スマー ト リ レーのプロ グ ラ

ミ ング ソ フ ト ウ ェ アで、 回路プロ グ ラ ムの作成 / テス ト / 変更 / 保存 / 印刷が速 く 簡単に実行

でき ます。 本マニ ュ アルでは、 実際のスマー ト リ レー上で回路プロ グ ラ ムを作成する方法に

ついてのみ説明し ています。 それ以外は、 プロ グ ラ ミ ング ソ フ ト ウ ェ ア WindLGC 上のオン

ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。 （11 章参照）

注記

• デ ィ スプレ イ な しのタ イプ FL1F-B12RCE、FL1F-B12RCA、FL1F-B12RCC には、操作ス

イ ッ チやデ ィ スプレ イがあ り ません。 こ のタ イプは主に小型機械やプロセス装置など

のシステム用に設計されています。

• デ ィ スプレ イ な し の タ イ プは、 ス マー ト リ レー側で直接プ ロ グ ラ ムする のではな く 、

WindLGC または別の FL1F 形ベースモジュールから micro SD メ モ リ カード によ って、  

回路プロ グ ラ ムを このスマー ト リ レーにダウ ン ロード し ます。

• デ ィ スプレ イ なしのタ イプでは、micro SD メ モ リ カード に、データ を書込むこ と はでき  

ません。 （9 章、 11 章、 付録 C 参照）

この章のはじめで、 スマー ト リ レーの動作原理についての簡単な例を紹介し ます。

• まず、 2 つの基本用語、 コネ ク タ と ブロ ッ ク について説明し ます。

• 次のステ ッ プで、 従来の簡単な回路図に基づいて回路プロ グ ラ ムを作成し ます。

• 第 ３ ステ ッ プでは、 その回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーに直接入力し ます。

実行可能な回路プロ グ ラ ムを初めてスマー ト リ レーに入力する場合で も、 こ のマニ ュ アルを

数ページ読むだけで済みます。 適当なハー ド ウ ェ ア （ス イ ッ チなど） を接続すれば、 最初の

テス ト が可能にな り ます。
53



3. スマートリレーのプログラミング
3.1 コネク タ

スマー ト リ レーには入力端子 と出力端子が装備されています。

モジュールの組み合わせ例 ：

上記のイ ラ ス ト は、 モジ ュールの組み合わせの概念を示し てお り 、 モジ ュール上の実際の表
記ではあ り ません。

各入力は、 文字 "I" と 数字で識別されます。 スマー ト リ レーの正面上端部には、 入力端子が  

あ り ます。 アナロ グ入力モジュール FL1F-J2B2 の場合、 下端部に入力端子があ り ます。

各出力は、 文字 "Q" と数字で識別されます。 （FL1F-K2BM2: 文字 "AQ" と数字） 上図で示さ  

れる よ う に、 出力端子は下端部にあ り ます。

注記

スマー ト リ レーは、 増設 I/O モジ ュールのタ イプに関係な く 入出力の認識 / 読取 り / 切 り

替えが可能です。 各入出力は、 モジ ュールの取 り 付け順序に従って表現されます。 FL1F
シ リ ーズでは、 回路プロ グ ラ ム作成のために下記の入出力と マーカ （内部 リ レー） ブロ ッ
ク が用意されています。

I1 ～ I24、 AI1 ～ AI8、 Q1 ～ Q20、 AQ1 ～ AQ8、 M1 ～ M64、 AM1 ～ AM64 
さ らに、 

32 シフ ト レジス タ ビ ッ ト ： S1.1 ～ S4.8、 カーソルキー （C ▲、 C 、 C ▼、 C ）、 

4 フ ァ ン ク シ ョ ンキー ： F1 ～ F4 
64 未使用出力 ： X1 ～ X64

以前に WindLGC の回路プロ グ ラ ムでネ ッ ト ワークデジ タル / アナロ グの入出力 NI1 ～

NI64、 NAI1 ～ NAI32、 NQ1 ～ NQ64、 および NAQ1 ～ NAQ16 のいずれかを設定し てい

る場合は、 スマー ト リ レーに回路プ ロ グ ラ ム をダ ウ ン ロー ド し た後に、 こ れら のネ ッ ト
ワークデジ タル / アナロ グの入出力が使用可能にな り ます。 ただし、 Par パラ メ ータ以外

は、 スマー ト リ レーから残 り のプロ グ ラ ムを編集する こ と ができ ません。

詳細については、 「定数と コネ ク タ （4.1）」 を参照し て く だ さい。

以下は FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE と FL1F-H12SCD の入力 1、 I2、 I7 および I8 に適用さ

れます。 回路プロ グ ラ ムで I1、 I2、 I7 または I8 を使 う 場合、 これらの入力信号はデジ タ

M1

1         2       1         2 

1          2         1          2        1          2       1            2 1         2             1         2 

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
ルです。 AI3、 AI4、 AI1、 または AI2 を使 う 場合、 これらの入力信号はアナロ グです。 AI1
および AI2 は、I7 および I8 に対応し ています。追加された新しいアナロ グ入力付きのベー

スモジ ュールは、 オプシ ョ ン と し て I1/I2 をそれぞれアナロ グ入力端子 AI3/AI4 と し て使

用でき ます。 （2.1.2 参照） また、 I3、 I4、 I5 および I6 を高速入力と し て使用でき ます。

上記の番号付け された AI* は、 モジ ュールの組み合わせの概念を示し てお り 、 モジュール

上の実際の表記ではあ り ません。

コ ンス タ ン ト （Co）

コ ン ス タ ン ト （Co） と は、 スマー ト リ レーのすべての接続と レベルのこ と を指し ます。

入出力の信号レベルには、 "0" と "1" があ り ます。 レベル "0" と は、 入力に電圧がかかってい   

ない状態を、 レベル "1" と は電圧がかかっている状態を意味し ます。

コ ン ス タ ン ト （Co） と し て、 "hi"、 "lo" が用意されているので、 回路プロ グ ラ ムの作成が さ

らに簡単にな り ま し た。

"hi" はレベル "1" に、 "lo" はレベル "0" に割当て られています。

ブロ ッ ク内のすべてのコ ネ ク タ を使 う 必要はあ り ません。 未使用コネ ク タのレベルは、 該当
ブロ ッ クが適切に機能する よ う に、 回路プロ グ ラ ムによ って決定されます。 （「ブロ ッ ク」 の
意味については、 3.2 参照）

スマー ト リ レーでは下記のコネク タが使用できます。

コ ンス タ ン ト

（Co）

ベースモジュール
入出力混合
モジュール

アナログ入力
モジュール

アナログ出力
モジュール

入力

FL1F-H12RCC/ 
FL1F-B12RCC 
FL1F-H12RCA/ 
FL1F-B12RCA

2 グループ ： 
I1 ～ I4、 
I5 ～ I8

I9 ～ I24 AI1 ～ AI8 な し

FL1F-H12RCE/ 
FL1F-B12RCE 
FL1F-H12SCD

I1、 I2、 I3 ～
I6、 I7、 I8 
AI3、 AI4... 
AI1、 AI2

I9 ～ I24 AI3 ～ AI8 な し

出力 Q1 ～ Q4 Q5 ～ Q20 な し AQ1 ～ AQ8

lo 論理 "0" 信号 （オフ）

hi 論理 "1" 信号 （オン）

マーカ
デジ タルマーカ ： M1 ～ M64 
アナロ グマーカ ： AM1 ～ AM64

シフ ト レジ
ス タ ビ ッ ト

S1.1 ～ S4.8

ネッ ト ワーク
入力 1） NI1 ～ NI64

ネッ ト ワーク
アナログ入力 1） NAI1 ～ NAI32
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3. スマートリレーのプログラミング
1） スマー ト リ レーでこれら 4 つのコネ ク タ を使用でき る よ う にするには、 WindLGC V8.0 以降 
で回路プロ グ ラ ムに設定し、その回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーにダウ ン ロードする必要
があ り ます。

ネッ ト ワーク
出力 1） NQ1 ～ NQ64

ネッ ト ワーク
アナログ出力 1） NAQ1 ～ NAQ16
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.2 ブロ ッ ク と ブロ ッ ク番号

こ の章では、 スマー ト リ レーでの回路の作成方法 と フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の接続方法につ

いて紹介し ます。

3.3 章では、従来形式の回路図を スマー ト リ レー回路プロ グ ラ ムに変換する方法を説明し ます。

ブロ ッ ク  

スマー ト リ レーでの 「ブロ ッ ク」 は、 入力情報を出力情報に変換する機能を表し ます。

回路プロ グ ラ ムを作成する と きは、 ブロ ッ ク同士を相互接続し ます。

論理演算 

ほ と んどのすべての要素ブロ ッ クは論理演算用です。

• AND

• OR

• その他

左図で、入力 I1、 I2 は OR ブロ ッ ク に接続されています。 

ブロ ッ ク最下端の ２ 入力は未使用であ る こ と を、 回路 

プロ グ ラ ムの作成者によ って "x" で指定されています。

以下の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って、 スマー ト リ レーはさ らに高度な能力を発揮し ます。

• オルタネ イ ト ス イ ッ チ

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ

• オンデ ィ レータ イマ

• ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チ

• その他

第 4 章に、 スマー ト リ レーの全フ ァ ン ク シ ョ ン一覧を載せています。
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3. スマートリレーのプログラミング
スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによるブロ ッ クの表示

下図は、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによ る代表的な表示例です。

図に示される通 り 、一度に 1 ブロ ッ ク しか表示する こ と ができ ません。 スマー ト リ レーでは、

ブロ ッ ク に名前をつけなかった場合、 デフ ォル ト 設定でデ ィ スプレ イの上部に こ のブロ ッ ク

番号を表示し ます。 ブロ ッ ク番号は、 回路構造を確認する際に役立ちます。 または、 ブロ ッ

ク番号の代わ り にカ ス タマイ ズ し たブロ ッ ク名を表示する こ と も可能です。 ブロ ッ ク名の付

け方については、 「回路プロ グ ラ ムの入力 (73 ページ )」 を参照し て く だ さい。   

ブロ ッ ク番号の割当て

スマー ト リ レーは、 新しいブロ ッ ク ご と にブロ ッ ク番号を自動的に割当て、 ブロ ッ ク同士の

相互接続状態を表現し ます。 

し たがってブロ ッ ク番号は、 回路プロ グ ラ ム内での方向を示すのが主要目的です。

上図は、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによ る 3 つの表示状態で、 回路プロ グ ラ ムを示し てい

ます。

スマー ト リ レーでは、ブロ ッ ク番号によ って相互接続を表し ています。 または を押し て

回路プロ グ ラ ムを ス ク ロールし ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
ブロ ッ ク番号を使う利点

ブロ ッ ク番号を使 う こ と によ って、 ほ と んどすべてのブロ ッ ク を互いに接続する こ と ができ

ます。 こ う し て、 論理演算などの中間結果を再利用し た り 、 プロ グ ラ ミ ングの手間を省いた

り 、 メ モ リ 量を節約、 回路レ イ ア ウ ト を整形し た り でき ます。 ただし、 こ の機能を利用する

には、 ブロ ッ ク番号の付け方を知ってお く 必要があ り ます。

注記

プログラ ム構造図を作成する こ と を推奨し ます。 そ う すれば、 割当てられたブロ ッ ク番号を

すべてプロ グ ラ ム構造図に記入でき るので、回路プロ グ ラ ムを作成するのに大変便利です。

スマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ ングに WindLGC ソ フ ト ウ ェ アを使 う と、 回路プロ グ ラ ムの

機能構造図を直接、 作成する こ と ができ ます。 また、 WindLGC によ って、 12 文字の名称

を最大 100 のブロ ッ クに割当て る こ と ができ、 それらのブロ ッ ク を、 パラ メ ータ設定モー

ド で、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イに表示させる こ と ができ ます。 （3.4 参照）
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3. スマートリレーのプログラミング

  
3.3 回路図の作成

回路図の表示

回路の論理構造が回路図で表現されます。 その例を示し ます。

負荷 E1 はス イ ッチ （S1 または S2） かつ S3 によ って 

オン / オフ し ます。

リ レー K1 は、 条件 （S1 または S2） かつ S3 が成立する    

と、 オンにな り ます。

スマー ト リ レーでの回路作成

スマー ト リ レーでは、 ブロ ッ ク と コネ ク タ を相互接続し て回路の論理構造を作成し ます。

注記

論理演算用 と し て、4 つの入力を使 う こ と ができ ますが （「基本フ ァ ン ク シ ョ ン リ ス ト  - GF  

（4.2）」 参照）、 見やす く する ため、 こ こ では、 3 つの入力しか表示し ていません。 4 番目

の入力について も、プロ グ ラ ミ ング、パラ メ ータ設定共に、最初の 3 つの入力と同様です。

K1

S1 K1S2

E1

S3
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3. スマートリレーのプログラミング  
スマー ト リ レーで回路の論理構造を新し く 作成するには、 出力から始めます。 出力 と は、 ス

イ ッ チング動作を させる負荷または リ レーの こ と です。

回路の論理構造を、 出力から始めて入力まで、 順次ブロ ッ ク に変換し ます。

ステ ッ プ 1 ： 通常開状態の接点 S3 を、 別の回路エレ メ ン ト と直列に出力 Q1 に接続し ます。

直列接続は AND ブロ ッ ク に対応し ています。

ステ ッ プ 2 ： OR ブロ ッ ク を使用し て、 S1 と S2 を並列に接続し ます。 並列回路は OR ブロ ッ 

クに対応し ています。

未使用入力

回路プロ グ ラ ムは、未使用のコネ ク タに自動的に適切なステータ ス を割 り 当てて、該当ブロ ッ

クの正しい動作を保証し ます。

こ こ での例では、 OR ブロ ッ ク、 AND ブロ ッ ク共に、 各 2 つの入力だけを使 う こ と にし ます。

第 3、 4 入力は使用し ません。

接続方法

ス イ ッチ S1 ～ S3 を スマー ト リ レーのネジ端子に接続し ます。

•  S1 を コネ ク タ I1 に

•  S2 を コネ ク タ I2 に

•  S3 を コネ ク タ I3 に

AND ブロ ッ ク の出力は、 出力 Q1 の リ レーを コ ン ト ロールし ます。 負荷 E1 は、 出力 Q1 に接

続されています。
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3. スマートリレーのプログラミング
接続例

次の図は、 FL1F-H12RCC、 FL1F-B12RCC タ イプの場合の接続例です。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.4 スマー ト リ レーの使用における 4 原則

原則 1 

動作モー ドの変更

• 回路プロ グ ラ ムは、 プロ グ ラ ミ ングモード で作成し ます。 

電源をオンに し た後、 スマー ト リ レーで空のプロ グ ラ ムの場合、 デフ ォル ト 設定 と し て

スマー ト リ レーはプロ グ ラ ミ ングモード を選択し ます。

• 既存の回路プロ グ ラ ムのタ イマ / パラ メ ータ値は、 パラ メ ータ設定モード で も、 プロ グ ラ

ミ ングモード で も編集でき ます。 パラ メ ータ設定中は、 スマー ト リ レーは RUN モード に

なっていて、 回路プロ グ ラ ムの実行を続けます。 （5 章参照） 

プロ グ ラ ミ ングモード で操作する場合は、 回路プロ グ ラ ムを終了させる必要があ り ます。

• メ イ ン メ ニューで " 運転開始 " コマン ド を選択し て RUN モード に切 り 替えます。

• システムが RUN 状態の と きは、 ESC キーを押し て、 パラ メ ータ設定モード に戻る こ と が 

でき ます。

• パラ メ ータ設定モー ド 中にプロ グ ラ ミ ングモー ド に戻るには、 パラ メ ータ設定 メ ニ ュー

で  " 停止 " コマン ド を選択し て STOP モー ド に切 り 替えます。

動作モー ド についての詳細は、 付録 D を参照し て く だ さい。

原則 2 

出力と入力

• 回路プロ グ ラ ムの作成は、 必ず出力から始めて入力で終了し て く だ さい。

• １ つの入力を複数の出力に接続する こ と は可能ですが、 一つの出力を複数の入力に接続

する こ と はでき ません。

• 同じ プロ グ ラ ムパス内では、 出力を上流の入力に接続する こ と はでき ません。 こ の よ う

な内部復帰を させるには、 マーカ （内部 リ レー） または出力を使用し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
原則 3 

カーソルと カーソル移動

回路プロ グ ラ ムを編集する場合、 以下の内容が適用されます。

• カーソルが四角形表示になっている と きに、 カーソルを動かすこ と ができ ます。

- 回路プロ グ ラ ム内でカーソルを動かすには、 、 、 ▼、 ▲を押し ます。

- OK を押し て、 "Select Connector/block" に切替えます。

- ESC を押し て、 プロ グ ラ ミ ングモード を終了させます。

• コネ ク タ またはブロ ッ ク を選択し ます。

• カーソルが四角形に変わった ら、

- ▼または▲を押し て、 コネ ク タ またはブロ ッ ク を選択し ます。

- OK を押し ます。

- ESC を押し て、 直前のステ ッ プに戻 り ます。

原則 4 

準備

• 回路プロ グ ラ ムの作成を始める前に、 まず紙の上で設計図を書 く か、 WindLGC を使って

直接スマー ト リ レーをプロ グ ラ ムする こ と をお勧めし ます。

• スマー ト リ レーは、 エラーのない完全な回路プロ グ ラ ムのみ保存でき ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.5 スマー ト リ レーのメ ニュー使用制限の設定

スマー ト リ レーでは、 プロ グ ラ ミ ングモー ド の特定 メ ニ ューの使用を制限する ために、 管理

者レベル と操作者レベルの ２ つのア ク セス レベルがあ り ます。 管理者は、 すべての メ ニュー

コマン ド を使用する こ と ができ ます。 操作者 と し て使用する場合、 メ ニューコマン ド の一部

は隠されます。 （ 「スマー ト リ レー メ ニ ューの概要 （3.6） 」 参照） スマー ト リ レーの出荷時初

期設定では管理者 と し て使用する よ う になっていますが、 いつで も操作者に切 り 替え る こ と

ができ ます。 操作者から管理者に切 り 替え る際には、 有効なパス ワード を入力する必要があ

り ます。 （初期設定では 「IDEC」） スマー ト リ レーは、 電源がオフにな る前のア ク セス レベル

を常に保持し ます。

注記

テキス ト デ ィ スプレ イのア ク セス レベルは、 初期設定で操作者になっています。 管理者に

切 り 替え るには、 パス ワード （デフ ォル ト のパス ワード は 「IDEC」 です） を使用し ます。

テキス ト デ ィ スプレ イは、 電源オン後に同じベースモジュールに接続し た場合、 電源オフ

前のア ク セス レベルを保持し ています。 ただし、 別のベースモジ ュールを接続し た場合、

電源オン後にテキス ト デ ィ スプレ イのア ク セス レベルは操作者に復帰し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
スマー ト リ レーのアクセスレベル変更 （管理者→操作者）

スマー ト リ レーのア ク セス レベルを管理者から操作者に切 り 替え るには、 次の手順に従って

操作を行って く だ さい。

1. プログラ ミ ングモー ド のメ イ ン メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " 設定 " に移  

動させます。  

2. OK を押し て " 設定 " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを " 操作者に切替え " に移動させます。  

4. OK を押し て " 操作者に切替え " 選択を確定し ます。 

スマー ト リ レーのアクセスレベルは操作者に切り替えられ、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
スマー ト リ レーのアクセスレベル変更 （操作者→管理者）

スマー ト リ レーのア ク セス レベルを操作者から管理者に切 り 替え るには、 次の手順に従って

操作を行って く だ さい。  

1. プログラ ミ ングモー ド のメ イ ン メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " 設定 " に移  

動させます。  

2. OK を押し て " 設定 " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを " 管理者に切替え " に移動し ます。   

4. OK を押し て " 管理者に切替え " 選択を確定し ます。 以下の画面が表示されます。 

5. ▲または▼を押し てアルフ ァベ ッ ト を変更し、目的の文字を選択し ます。（例では 「IDEC」

と し ています） 

6. OK を押し てパスワー ド を確定し ます。 

スマー ト リ レーのアクセスレベルは管理者に切り替えられ、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6 スマー ト リ レー メ ニューの概要

下図は、 スマー ト リ レーの メ ニュー概要を示し ています。

＊これらの メ ニューコマン ド は、 ア ク セス レベルが管理者の場合のみ表示されます。

メ ニューの詳細については、 付録 「ベースモジ ュール （D.1）」 を参照し て く だ さい。

"BM AI "
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3. スマートリレーのプログラミング  
下図は、 テキス ト デ ィ スプレ イの メ ニュー概要を示し ています。

テキ ス ト デ ィ スプレ イは、 次の 3 つの メ ニューを提供し ます。

• ベースモジュール選択 メ ニュー

こ の メ ニ ューから、 特定の IP ア ド レ ス を入力し て、 接続するベースモジ ュールを選択す

る こ と ができ ます。

• ベースモジュール設定 メ ニュー

こ の メ ニ ューか ら、 接続されているベースモジ ュールの リ モー ト 設定を行 う こ と ができ

ます。 こ の メ ニ ューには、 ベースモジ ュールの メ ニ ュー と ほぼ同様の メ ニ ューコ マン ド

があ り ます。 " 設定 " 直下の メ ニューコマン ド は提供されていません。 ベースモジュール   

の起動画面、 メ ッ セージ出力、 コ ン ト ラ ス ト と バ ッ ク ラ イ ト 、 および メ ニ ュー言語を設

定する ための メ ニ ューコマン ド は、 テキス ト デ ィ スプレ イでは利用でき ません。

• テキス ト デ ィ スプレ イ設定 メ ニ ュー

こ の メ ニ ューから、 テキス ト デ ィ スプレ イの個別設定を行 う こ と ができ ます。

メ ニューの詳細については、 付録 「テキス ト デ ィ スプレ イ （D.2）」 を参照し て く だ さい。

   

(STOP ) (RUN )
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7 回路プログラムの作成と起動

次の例では、 回路設計に基づいて、 スマー ト リ レーでプロ グ ラ ムを作成する方法を説明し て

います。

3.7.1 プログラ ミ ングモー ドの選択

スマー ト リ レーを電源に接続し電源を入れる と、 プロ グ ラ ミ ングモー ド の メ イ ン メ ニ ューが

表示されます。

一番目の行が強調されています。 ▲または▼を押し て、 ハイ ラ イ ト バーを上下に移動さ

せます。 " プロ グ ラ ムする " にハイ ラ イ ト バーを移動し て、 OK で確定し ます。 スマー ト  

リ レーがプロ グ ラ ミ ング メ ニ ューを開き ます。

スマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ ング メ ニ ューは、 以下のよ う にな り ます。

こ こ で も▲または▼を押し て、 ハイ ラ イ ト バーを移動させます。 ハイ ラ イ ト バーを  " プロ グ 

ラ ム編集 " まで移動し て、 OK で確定し ます。

回路プロ グ ラ ム画面が開き ます。 OK を押し てプロ グ ラ ミ ング編集モー ド にする と、 "NEW"

ブロ ッ クにカーソルが四角と し て表示されます。 画面表示は以下のよ う にな り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
OK を押し て確定する と、 スマー ト リ レーは最初の出力を表示し ます。   

プロ グ ラ ミ ングモード で、 他の出力を選ぶには▲、 ▼を押し ます。 回路プロ グ ラ ムの編集を

始めて く だ さい。

注記

回路プロ グ ラ ム用のパス ワード はまだ保存されていないので、すぐに編集モード に入る こ

と ができ ます。 パス ワード で保護された回路プロ グ ラ ムを保存し た後、 プロ グ ラ ムを編集

する場合は、 パス ワード を入力し Ｏ Ｋ を押し ます。 正しいパス ワード を入力し た場合に

だけ、 プロ グ ラ ムの編集ができ ます。 （3.7.5 参照）

スマー ト リ レーで作成し た回路プロ グ ラ ムは、回路プロ グ ラ ム画面でブロ ッ ク にカーソル

を移動し て見る こ と ができ ます。 スマー ト リ レーは、最大 31×31 のブロ ッ ク を回路プロ グ

ラ ム画面に表示させる こ と ができ ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7.2 回路プログラム例 1

こ こ では、 ス イ ッ チが 2 個の並列回路を例に説明し ます。

回路図

対応する回路図 :

回路プログラム

ス イ ッチ S1 と S2 は、 各々 OR ブロ ッ ク の入力端子 I1、 I2 に接続されています。 OR ブロ ッ

クの出力は、 出力 Q1 の リ レー K1 を コ ン ト ロールし ます。 これらの対応する回路プロ グ ラ ム

は下記の通 り です。

接続図

対応する接続図

ス イ ッチ S1 と S2 は、 各々入力 I1 と I2 をオン / オフ し ます。 負荷は リ レー出力 Q1 に接続さ

れています。

K1

S1
K1

S2

E1

並列回路のス イ ッチ S1、 または S2 をオンする

と、 リ レー K1 はオン し ます。 また リ レー K1 は

負荷 E1 をオン し ます。 これよ り 入力 S1、 また

は S2 がオンする と出力 E1 をオンするので、 ス

マー ト リ レーはこの並列回路を"OR"論理とみな

し ます。
72



3. スマートリレーのプログラミング  
3.7.3 回路プログラムの入力

出力から始めて、入力で終わる よ う に、回路プロ グ ラ ムを書き ます。まず出力が表示されます。

Q1 に付いている四角形は、 カーソルです。 カーソルは、 回路プロ グ ラ ムの現在位置を示し、

▲、 ▼、 、 キーで移動させます。 キーを押し て左へ移動させて く だ さい。

こ こ では、 OR ブロ ッ ク だけを入力し ます。 OK を押し て、 編集モード を選んで く だ さい。

カーソルは四角形の点滅表示にな り ます。 スマー ト リ レーにはさ まざ まなオプシ ョ ンが用意

されています。

GF が表示される まで▼キーを押し続け、 GF （基本フ ァ ン ク シ ョ ン） を選択し、 OK を押し ま

す。 基本フ ァ ン ク シ ョ ン リ ス ト から 1 番目のブロ ッ ク が表示されます。

OK を押し て、 編集モー ド を選択し ます。 スマー ト リ レーはカーソルを点滅する四角 と し て

表示し ます。

1 番目の出力

▲

▲

▲

カーソルは、 回路プロ グ ラ ムの現在位置を示し

ます。

カーソルが点滅表示の四角形に変わ り 、 コ ネ ク タ、

またはブロ ッ ク を選択でき ます。

AND が基本フ ァ ン ク シ ョ ン リ ス ト の 1 番目のブ 

ロ ッ ク です。四角のカーソルが表示されるので、

ブロ ッ ク を選択し て く ださい。
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3. スマートリレーのプログラミング
OR ブロ ッ クが表示される まで、 ▲または▼キーを押し ます。

入力内容を確認し て OK を押し、 ダ イ ア ロ グを終了し ます。

1 番目のブロ ッ ク の入力が終わ り ま し た。 各ブロ ッ ク には、 ブロ ッ ク番号が自動的に割当て

られます。 ブロ ッ ク に名前を付けた場合、 スマー ト リ レーはブロ ッ ク番号ではな く 、 ブロ ッ

ク名を表示し ます。 必要に応じ て、 ブロ ッ ク名を付けて く だ さい。

OK を押し てカーソルを " B1" へ移動させます。

OK を押すと、 カーソルが点滅する四角と し て表示されます。▼または▲を押し て、 アルフ ァ

ベッ ト 、 数字および特殊文字を昇順または降順で リ ス ト 表示し ます。 使用可能な文字群につ

いては、 「回路プロ グ ラ ムの名前変更 （3.7.4）」 を参照し て く だ さい。

変更を行った後、 OK を押し て確定し ます。

次の手順でブロ ッ ク入力を接続し ます。

を押し てカーソルを In1 に合わせ、 OK を押し て編集モード を選択し ます。

四角形のカーソルは、 まだブロ ッ ク内に表示さ

れています。

完成し た回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト表示内容

ブロ ッ ク 

番号

表示内容

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
▼または▲を押し て、 デジ タル入力 リ ス ト を選択し ます。 デジ タル入力 リ ス ト の最初のエレ

メ ン ト は " 入力 1"、 すなわち "I1" です。 を押し て入力番号にカーソルを移動させ、 ▼また  

は▲を押し て目的の入力 （I1 ～ I24） を選択し ます。  

注記

入力 F1、 F2、 F3、 F4 は、 オプシ ョ ンのテキス ト デ ィ スプレ イの 4 つのフ ァ ン ク シ ョ ン

キーに対応し ています。

シフ ト レジス タ ビ ッ ト （S1.1 ～ S4.8）、 未使用出力 （X1 ～ X64）、 およびアナロ グマーカ

（AM1 ～ AM64） が、 FL1F デバイ スシ リ ーズで使用でき ます。

また、 ネ ッ ト ワークデジ タル入力 （NI1 ～ NI64）、 ネ ッ ト ワーク アナロ グ入力 （NAI1 ～

NAI32）、 ネ ッ ト ワークデジ タル出力 （NQ1 ～ NQ64）、 およびネ ッ ト ワーク アナロ グ出力

（NAQ1 ～ NAQ16） が、 FL1F デバ イ ス シ リ ーズで使用で き ます。 ス マー ト リ レーは、

WindLGC V8.0 以降で回路プ ロ グ ラ ムに こ れ ら の入出力を設定し、 なおかつス マー ト リ  

レーにそのプロ グ ラ ムをダウ ン ロード し ない限 り 、 これらの入出力を使用でき ません。

I1 を選択し た後、 表示は以下のよ う にな り ます。

OK を押し ます。 I1 は、 OR ブロ ッ クの入力に接続されています。

▲

表示内容

表示内容
こ こ までで完成し た回路プロ グ ラ ム
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3. スマートリレーのプログラミング
次に入力 I2 を OR ブロ ッ ク の入力に接続し ます。 方法は次の通 り です。

1. ▼または▲を押し てカーソルを In2 に移動させます。

2. OK を押し て編集モー ド に切り替えます。 

3. ▼または▲を押し てデジ タル入力リ ス ト を選択し ます。

4. を押し て入力番号にカーソルを移動させます。

5. ▼または▲を押し て I2 を選択し ます。

6. OK を押し て I2 を確定し ます。

I2 は、 OR ブロ ッ ク の入力に接続されま し た。

注記

基本フ ァ ン ク シ ョ ン、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン と もに、 各入力を反転させる こ と ができ ます。

すなわち、 入力に論理 "1" の信号が入ってき た場合、 回路プロ グ ラ ムは、 論理 "0" を出力    

し ます。 逆も同様に、 論理 "0" が論理 "1" の信号に反転し ます。

入力を反転させるには、 カーソルを該当の と こ ろへ移動し ます。 た と えば下図で、

▲

表示内容
こ こ までで完成し た回路プロ グ ラ ム
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3. スマートリレーのプログラミング  
OK を押し ます。 

▼、 ▲キーを押し て、 を選択し入力を反転させます。 

次に ESC を押し ます。

、 キーを押し てカーソルを動かし、 回路プロ グ ラ ムを見直すこ と ができ ます。

プロ グ ラ ミ ングモード を終了させるには、ESC を押し てプロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

注記

完成し た回路プロ グ ラ ムは、 不揮発性 メ モ リ に保存されます。 削除し ない限 り 、 スマー ト

リ レーの メ モ リ 内に残 り ます。

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが " パラ メータ保持 " に対応していて、必要なプログ ラ ム メ モ リ が使用 

でき る場合は、 停電時に備えてフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を保存する こ と ができ ます。 パ

ラ メ ータ保持は、 基本の状態 （フ ァ ン ク シ ョ ン挿入時） ではオフになっています。 パ ラ

メ ータ保持を使用するには、 このオプシ ョ ンをオンにする必要があ り ます。

●

回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7.4 回路プログラムの名前変更

回路プロ グ ラ ムには、 最大 16 文字 （大 ・ 小英字、 数字、 特殊文字） の名前を付ける こ と がで

き ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで、

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " プログラムする " に移動させます。

2. OK を押し て " プログラムする " を指定し ます。

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " プログラム名 " に移動させます。

4. OK を押し て " プログラム名 " を指定し ます。

▲ と ▼を押すと 、 A （a） ～ Z （z）、 数字、 特殊文字の一覧を、 昇順、 降順どち らで も表示で 

き、 任意の文字を選ぶこ と ができ ます。 スペース を入力するには、 でカーソルを右へ移動

させます。 スペース も 1 つの文字と し て扱われ、 表の最初に表示されています。

例 ：

▲を 1 回押し て "A" を選び、 ▲を 4 回押し て "{" を選びます。

以下の文字セ ッ ト が使用でき ます。

回路プロ グ ラ ムに "ABC" と い う 名前を付けるには、

1. ▲を押し て "A" を選びます。

2. を押し て次の文字に移り ます。

A B C D E F G H I J K L M N O
P Q R S T U V W X Y Z 0 1 2 3 4
5 6 7 8 9 ! " # $ % & ' ( ) * +
, - . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _
` { | } ∼ a b c d e f g h i j k
l m n o p q r s t u v w x y z

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
3. ▲を押し て "B" を選びます。

4. を押し て次の文字に移り ます。

5. ▲を押し て "C" を選びます。

6. 名前を確認し て OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムは "ABC" と名付け られ、 プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューに戻 り ます。

回路プロ グ ラ ム名を変更するの も同様の方法です。

注記

回路プロ グ ラ ム名を変更でき るのは、 プロ グ ラ ミ ングモード の場合だけです。 パス ワード

によ って保護された回路プロ グ ラ ムを保存し た場合、 正しいパス ワー ド を入力し てから、

回路プロ グ ラ ムの名前を変更する こ と ができ ます。 （「パス ワード （3.7.5）」 参照） 回路プ

ロ グ ラ ム名の読出しは、 プロ グ ラ ミ ングモード、 パラ メ ータ設定モード のどち らで も可能

です。

3.7.5 パスワー ド

パス ワー ド を設定する こ と によ り 、回路プロ グ ラ ムを不正ア ク セスから守る こ と ができ ます。

ベースモジ ュール、 WindLGC およびテキス ト デ ィ スプレ イから、 パス ワード の設定、 変更、

または無効化 （削除） を簡単に行 う こ と ができ ます。

注記

スマー ト リ レーでは、 回路プロ グ ラ ム保護パス ワー ド を一つだけ設定でき ます。

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
ベースモジュールでのパスワー ドの設定

パス ワー ド は、 最長 10 文字の大文字英字 （A ～ Z） で設定し、 パス ワード メ ニ ューでのみ、  

スマー ト リ レーから直接、 設定 ・ 変更 ・ 無効化が可能です。

パス ワー ド を入力するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューで以下の手順に従います。

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソル を " パスワー ド変更 " に移動させます。

4. OK を押し て " パスワー ド変更 " を指定し ます。

5. ▼、 ▲を押し て カーソルを上下させ、 文字を選びます。 パスワー ド には大文字しか使用

できませんので、 ▼を使っ てアルフ ァ ベ ッ ト の 「最後」 の文字に、 すばや く ア ク セスす

る こ とができます。

▼を 1 回押し て、 "Z" を選びます。

▼を 2 回押し て、 "Y" を選びます。

パス ワー ド に "AA" を設定し ます。

手順は、回路プロ グ ラ ムに名前を付ける と き と同じです。" 新パス ワード " を選んで以下のよ 

う に入力し ます。

6. ▲を押し て、 "A" を選びます。

7. を押し て、 次の文字に移り ます。

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
8. ▲を押し て、 "A" を選びます。

9. パスワー ド を確認し て、 OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムは、 パス ワー ド  "AA" で保護されます。 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

注記

ESC を押す と、 パス ワード の入力はキ ャ ンセルされ、入力されたパス ワード は保存されず

に、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

WindLGC およびテキス ト デ ィ スプレ イ を使ってパス ワード を設定する こ と もでき ます。 

正しいパス ワード を入力し ない限 り 、パス ワード で保護された回路プロ グ ラ ムを スマー ト

リ レーで編集し た り 、WindLGC に転送し た り する こ と はでき ません。保護されたモジ ュー

ル （カード） に回路プロ グ ラ ムを作成 ・ 編集でき る よ う にする ためには、 先に こ の新しい

プロ グ ラ ムにパス ワード を設定する必要があ り ます。 （10.2.2）

ベースモジュールでのパスワー ドの変更

パス ワー ド を変更するには、 現在のパス ワード を知っている必要があ り ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

前述の手順 5 ～ 9 を繰返し て、 古いパス ワード を入力し ます。 （例では、 "AA"）

表示内容

表示内容
81



3. スマートリレーのプログラミング
新しいパス ワー ド を入力し ます。 （例では、 "ZZ"）

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソル を " パスワー ド変更 " に移動させます。

4. OK を押し て " パスワー ド変更 " を指定し ます。

5. ▼を押し て "Z" を選びます。

6. を押し て次の文字に移り ます。

7. ▼を押し て "Z" を選びます。

8. 新しいパスワー ド を確認し て、 OK を押し ます。

新しいパス ワー ド  "ZZ" が設定され、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

ベースモジュールでのパスワー ド保護の無効化

た と えば、 他のユーザーが回路プロ グ ラ ムを編集でき る よ う に、 パス ワー ド保護を無効化す

るには、 現在のパス ワード （例では、 "ZZ"） を知っている必要があ り ます。

パス ワー ド保護を無効化するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューで以下の手順に従います。

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

前述の手順 5 ～ 7 を繰返し て、 現在のパス ワード を入力し ます。 入力内容を確認し て、

OK を押し ます。

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソル を " パスワー ド消去 " に移動させます。

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
4. OK を押し て " パスワー ド消去 " を指定し ます。

または、 “ パス ワード 変更 ” を選択し、 入力ボ ッ ク ス をブラ ン ク のま まにする と、 パス

ワード が削除されます。

5. どれでもキーを押すと、スマー ト リ レーはプログラ ミ ング メ ニューに戻り ます。パスワー

ド が消去されま し た。

注記

こ の操作によ り 、 パス ワード の入力要求は無効にな り 、 パス ワード を入力せずにプロ グ ラ

ムにア ク セスでき ます。

不正なパスワー ド

ユーザーが誤ったパス ワー ド を入力し、 OK を押し た場合は、 編集モー ド に移らずに、 以下

の画面が表示されます。

こ の場合、 どれで も キーを押す と、 スマー ト リ レーはプ ロ グ ラ ミ ング メ ニ ューに戻 り ます。

正しいパス ワー ド が入力される まで、 こ の動作が繰 り 返されます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7.6 RUN モー ドへの切り替え

スマー ト リ レーを RUN モー ド に切替え るには、 以下の手順に従います。

1. ESC を押し て、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。

2. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " 運転開始 " に移動させます。

3. " 運転開始 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. を押し て、 カーソル を " はい " に移動させ、 OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムが起動し、 下記の表示に変わ り ます。

スマー ト リ レーの起動画面は、 以下のいずれか一つを表示し ます。

• 日付と現在時刻 （日付と時刻） を設定し ていない場合、 こ のエレ メ ン ト が点滅し ます。

• デジ タル入力

• パラ メ ータ設定 メ ニュー

スマー ト リ レーが RUN モード で表示する起動画面のデフ ォル ト 設定を選択する こ と ができ

ます。 詳し く は、 「起動画面の設定 （8.2.5）」 をご覧 く だ さい。

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
RUN モー ド での表示内容 

I1 I9
I10 I19

Q1 Q9
Q10 Q19

I20 I24

Q20

AI1 AI5

AI6 AI8
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3. スマートリレーのプログラミング
AQ1 AQ5

AQ6 AQ8

M1 M9
M10 M19
M20 M29
M30  M39
M40  M49

4
ESC+

M50  M59

M60  M64
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3. スマートリレーのプログラミング  
アナログ値の変化の確認

スマー ト リ レーが RUN モード の と きに、 ト レ ン ド曲線で各使用アナロ グ入出力の値の変化

を確認する こ と ができ ます。 例と し て、 AI3 の値の変化を見る場合には、 以下の手順で操作

を行って く だ さい。

1. スマー ト リ レーを RUN モー ド に切り替えます。

2. または を押し て AI 画面フ ォーム （3/9） まで画面をスク ロールし ます。 

3. ▼または▲を押し てカーソルを AI3 に移動させます。

4. OK を押し て選択を確定し ます。 以下のよ う に、 AI3 の値の変化が曲線で表示されます。 

画面内容は常に更新され、 曲線は少しずつ画面左側に移行し ます。

または を押し て画面フ ォームを左右に移動し て、前または後の値を確認する こ と が

でき ます。

「スマー ト リ レーが RUN 中」 とは

スマー ト リ レーは RUN モード で回路プロ グ ラ ムを実行し ますが、 こ のためスマー ト リ レー

はまず入力状態を読取 り 、 次に回路プロ グ ラ ムを使って出力端子の状態を決め、 そ し てユー

ザーの設定値に従って出力をオン / オフ し ます。

下図は、 入 / 出力の状態表示です。

この例では、 I1、 I15、 Q8 と Q12 だけが " オン " に設定されています。

▲

▲

▲

▲

   /  "1"
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3. スマートリレーのプログラミング
デ ィ スプレ イでの状態表示

以下は、 スマー ト リ レーの入出力状態の表示の一例です。   

ス イ ッチ S1 が閉じ ている と き、 

入力 I1 は " オン "

ス マー ト リ レ ーは回路プ ロ グ ラ ム

に従って出力状態を決定

出力 Q1 = "1" の と き、 スマー ト リ レーは   

リ レー出力 Q1 をセ ッ ト し、 Q1 に接続さ

れた負荷には電圧が供給されます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.7.7 回路プログラム例 2

こ こ までで、 回路プロ グ ラ ム作成、 名前付け、 パス ワード の設定 （必要に応じ て） は完了し

ま し た。 こ こ では、 既存の回路プロ グ ラ ムの変更方法および特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの使用方法

について説明し ます。

• 既存の回路プロ グ ラ ムにブロ ッ ク を追加する方法

• 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン用のブロ ッ ク を選択する方法

• パラ メ ータの設定方法

回路の変更方法

回路プロ グ ラ ム例 1 を元に、 少し変更し て新し く 回路プロ グ ラ ムを作成し ます。

まず、 新し く 作成する回路プロ グ ラ ムの回路図について見てみま し ょ う 。

回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

回路プロ グ ラ ム例 1 で使った、 OR ブロ ッ ク と リ レー出力 Q1 が表示されています。 オフデ ィ

レータ イマブロ ッ ク が追加されている点だけが異な り ます。

L1

N

S1 S2 K1

K1 E1

ス イ ッチ S1 と S2 は、 負荷 E1 をオンにし、 12 分遅

れでオフにする リ レー K1 に切替えます。
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3. スマートリレーのプログラミング
回路プログラムの編集

回路プロ グ ラ ムを編集するには、 以下の手順に従います。

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。

（詳細については 63 ページ参照）

2. メ イ ン メ ニューで▲、 ▼を押し て、 カーソル を " プログラムする " に移動させます。

3. " プログラムする " を確認し て、 OK を押し ます。

4. プログラ ミ ング メ ニューで▲、 ▼を押し て、 カーソル を " プログラム編集 " に移動させ   

ます。

5. " プログラム編集 " を確認し て、 OK を押し ます。 パスワー ド入力が必要な場合は、 プロ   

ンプ ト にパスワー ド を入力し、 OK を押し ます。

6. 回路プログラムウ ィ ン ド ウで OK を押すと、 四角形のカーソルが表示されます。

以上で回路プロ グ ラ ムの変更が可能にな り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
回路プログラムへのブロ ッ クの追加

を押し て、 カーソルを B1 （B1 ： OR ブロ ッ ク の番号） へ移動させます。

こ こに新しいブロ ッ ク を挿入し ます。 

OK を押し ます。 四角形のカーソルが点滅表示されます。    

▼を 2 回押し て SF リ ス ト を選びます。 SF リ ス ト には特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が含まれ 

ています。

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
OK を押すと、 1 番目の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が表示されます。

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク または基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク を選択する と、 スマー ト リ

レーは該当フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク を表示し、 四角のカーソ ルをブロ ッ ク上に表示し ます。

OK を押し て編集モー ド にする と、 カーソルが点滅する四角 と し て表示されます。 ▲または

▼を押し て目的のブロ ッ ク を選択し ます。

追加するブロ ッ ク （オフデ ィ レータ イマ、 下図参照） を選び、 OK を押し ます。

を押し てカーソルを  Trg に移動させ、 OK を押し ます。

▲または▼を押し て B1 を選択し、 OK を押し て確定し ます。

以前、 Q1 に接続されたブロ ッ ク B1 は、 新しいブロ ッ ク の最上位の入力に自動的に接続され

ます。 相互接続ができ るのは、 入力 と出力同士、 またはアナロ グ入力 と アナロ グ出力同士で

あ る こ と に注意し て く だ さい。 そ う し ない と、 「古い」 ブロ ッ クは消えて し まいます。

オフデ ィ レータ イマのブロ ッ ク には 2 つの入力 と 1 つのパラ メ ータがあ り 、 先頭は ト リ ガ入

力 （Trg） で、 オフデ ィ レー時間のカ ウ ン ト を開始するのに使います。 説明の例では、 OR ブ

ロ ッ ク B1 がオフデ ィ レーを ト リ ガ し ます。 リ セ ッ ト 入力 （R） の信号によ り 、 時間と出力を

リ セ ッ ト し ます。 Par のパラ メ ータ T にオフデ ィ レー時間を設定し ます。

B2

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
ブロ ッ クのパラ メ ータ設定

オフデ ィ レー時間 T を設定し ます。

1.  を押し て、 カーソルを “Par” へ移動させます。

2.  OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

パラ メ ータ設定ウ ィ ン ド ウにパラ メ ータが表示されます。

時間を変更するには、 以下の手順に従います。

1. ▼を押し て時間値にカーソルを移動させます。

2. OK を押し て編集モー ド に切り替えます。

3. または を押し てカーソルを合わせます。

4. ▲または▼を押し て、 対象の位置で値を変更し ます。

5. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

時間設定の方法

時間 T = 12 ： 00 分に設定し ます。

1.  、 を押し て、 カーソルを 10 の位に移動させます。

2.  ▲、 ▼を押し て、 数字 "1" を選びます。 

3.  、 を押し て、 カーソルを 1 の位に移動させます。

4.  ▲、 ▼を押し て、 数字 "2" を選びます。 

5.  、 を押し て、 カーソルを 「単位」 に移動させます。

6.  ▲、 ▼を押し て、 時間の単位 "m" （分） を選びます。

7. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

▲

/

T  B2

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
パラ メ ータの表示 / 非表示 -- パラ メ ータ保護モー ド

パラ メ ータ設定モード で、パラ メ ータ を表示 / 非表示にし た り 、変更を許可 / 不許可にするに

は、 以下の手順に従います。

1. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを “-/” に移動させます。

2. OK を押し て、 編集モー ド に切り替えます。

3.  ▲、 ▼を押し て、 パラ メ ータ保護モー ド を選びます。

4. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

電源遮断時現在値保持機能の有効化 / 無効化

電源遮断の後、 現在値を保持するかど う かを設定するには、 以下の手順に従います。

1.  ▲、 ▼を押し て、 カーソルを "-/" に移動させます。

2.  OK を押し て、 編集モー ド に切り替えます。

3.   、 を押し て、 カーソルを "R" （ 電源遮断時現在値保持） に移動させます。

4.  ▲、 ▼を押し て、 "R" （電源遮断時現在値保持） を選びます。

5. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

パラ メ ータ保護モード - ：

パラ メ ータ設定モード で、 

時間 T の値が変更でき ません。

表示内容

パラ メ ータ保護モード ＋ ：

パラ メ ータ設定モード で、 

時間 T の値が変更でき ます。

または

▲

▲

表示内容

電源遮断時現在値保持設定 R ： 

現在値は保持されます。

電源遮断時現在値保持設定 / ： 

現在値は保持されません。

または
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3. スマートリレーのプログラミング  
注記

パラ メ ータ保護モード についての詳細は、 4.3.5 を参照し て く ださ い。

電源遮断時現在値保持機能についての詳細は、 4.3.4 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ保護モード と電源遮断時現在値保持設定は、パラ メ ータ保護モード でのみ変更

でき ます。 パラ メ ータ設定モード では変更でき ません。

実際に切 り 替えが可能な場合だけ、 パラ メ ータ保護モー ド （"+"、 "-"） と 電源遮断時現在

値保持 （"R", "/"） がデ ィ スプレ イに表示されます。

回路プログラムの検証

Q1 の分岐プロ グ ラ ムは完成し、 出力 Q1 が表示されます。 回路プロ グ ラ ムはデ ィ スプレ イで

見直すこ と ができ ます。 キーを使用し て、 回路プロ グ ラ ムを閲覧するには、 、 を押し て 

ブロ ッ ク間を移動させ、 また▲、 ▼を押し てブロ ッ ク内の入力間を移動させます。

プログラ ミ ングモー ドの終了

プロ グ ラ ミ ング完了後は、 以下の手順でプロ グ ラ ミ ングモード を終了し ます。

1. ESC を押し て、 プログラ ミ ング メ ニューに戻り ます。

2. ESC を押し て、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " 運転開始 " に移動させます。

4. " 運転開始 " を確認し て、 OK を押し ます。

RUN モード に戻 り ます。

▲

▲

、 を押し て、 ページを ス ク ロールし、 入出力の状態

を見る こ と ができ ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7.8 ブロ ッ クの削除

回路プロ グ ラ ムからブロ ッ ク B2 を削除し、 B1 を Q1 に直接接続する もの と し ます。

以下のよ う に操作し ます。

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （70 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 " プログラムする " を選びます。

3. " プログラムする " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 " プログラム編集 " を選びます。

5. " プログラム編集 " を確認し て、 OK を押し ます。 

（必要に応じ てパスワー ド を入力し、 OK を押し ます。）

6. 回路プログラムウ ィ ン ド ウで OK を押すと、 カーソルが四角形表示されます。

7. カーソルをブロ ッ ク Q1 に移動し て、 OK を押し ます。

8. 出力 Q1 のブロ ッ ク B2 にカーソルを移動させて、 OK を押し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
9. 出力 Q1 のブロ ッ ク B2 をブロ ッ ク B1 で置き換えます。

- を押し て、 B2 の 2 にカーソルを移動させます。

- ▼を押し て、 "B1" を選びます。

- "B1" を指定し て、 OK を押し ます。

結果 ： スマー ト リ レーは、 回路からブロ ッ ク B2 を削除し、 B1 の出力を出力 Q1 に直接接続

し ます。

3.7.9 ブロ ッ クグループの削除

下図の回路プロ グ ラ ム （3.7.7 の回路プロ グ ラ ムに対応し ています） から、 ブロ ッ ク B1 と B2

を削除するには、 以下の手順に従います。    

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （70 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 " プログラムする " を選びます。

3. " プログラムする " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 " プログラム編集 " を選びます。

5. " プログラム編集 " を確認し て、 OK を押し ます。 

（必要に応じ てパスワー ド を入力し、 OK を押し ます。）

6. 回路プログラムウ ィ ン ド ウで OK を押すと、 カーソルが四角形表示されます。

▲
▲
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3. スマートリレーのプログラミング
7. カーソルをブロ ッ ク Q1 に移動し て、 OK を押し ます。

8. 入力 Q1 の B2 にカーソルを移動させて、 OK を押し ます。

9. ブロ ッ ク B2 の代わり に、 出力 Q1 に空のコネク タ を設定し ます。

- ▲、 ▼を押し て、 空のコネ ク タ を選びます。

- 空のコネ ク タ を指定し て、 OK を押し ます。

結果 ： 不要になったブロ ッ ク  B2 は削除されます。 B2 に接続されているブロ ッ ク （今回はブ   

ロ ッ ク  B1） もすべて削除されます。

3.7.10 キー入力エラーの修正

スマー ト リ レーでは、 プロ グ ラ ミ ングエラーを簡単に修正でき ます。

• 編集モード がまだ終了し ていない と きは、ESC を押すたびに、入力を 1 つずつ戻すこ と が

でき ます。

• すべての入力が終わった場合は、 誤った入力だけを、 次のよ う に設定し なおし ます。

1. カーソルを修正箇所に移動させます。

2. OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

3. 正しい入力回路を設定し ます。

ブ ロ ッ ク同士を入替え る場合、 両ブ ロ ッ ク の入力端子の個数が同じ であ る必要があ り ます。

ただし、古いブロ ッ ク を完全に削除すれば、どのブロ ッ クでも新し く 挿入する こ と はでき ます。

3.7.11 RUN/STOP モー ド切り替え用アナログ出力値の選択

スマー ト リ レーが RUN モー ド から STOP モー ド に移行し た際のアナロ グ出力の動作を、８ つ

まで設定する こ と ができ ます。 以下の手順で、 RUN モード から STOP モードへの移行時のア

ナロ グ出力の動作を設定し ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで、 以下の手順に従います。
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1. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 設定 " に移動させます。

2. OK を押し て " 設定 " を指定し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを "AQ" に移動させます。

4. OK を押し て "AQ" を指定し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 停止中 AQ" に移動させます。

6. OK を押し て " 停止中 AQ" を指定し ます。

上図の " 最後の出力 " の前で円の中に点があ る項目が、 アナロ グ出力チャネルの現在の設定  

です。

" 出力を指定 " または " 最後の出力 " から選択する こ と ができ ます。 デフ ォル ト 設定は " 最後    

の出力 " です。 こ の と き、 スマー ト リ レーはアナロ グ出力の最後の値を保持し ます。

" 出力を指定 " に設定されている場合、スマー ト リ レーは特定の値をアナロ グ出力値にセ ッ ト  

し ます。 この値は設定可能です。

スマー ト リ レーが RUN モー ド から STOP モー ド に切 り 替わる と き、設定によ っては、 アナロ

グ出力の値も変わ り ます。

7. ▲、 ▼ を押し て、 希望する出力設定を選びます。

8. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容
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特定のアナログ出力値の設定

アナロ グ出力で特定のアナロ グ値を出力するには、 次の手順に従って操作し て く だ さい。

1. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 出力を指定 " に移動させます。 

2. " 出力を指定 " を確認し て、 OK を押し ます。 

3. 目的のアナログ出力を選択し て、 OK を押し ます。

4. アナログ出力に特定の出力値を入力し ます。 

5. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容
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3.7.12 アナログ出力のモー ドの選択

アナロ グ出力のモード と し て 0..10V/ 0..20mA （デフ ォル ト ） または 4 ～ 20mA のどち らかを 

選択でき ます。

アナロ グ出力のモード を選択するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで以下の手順に従います。

1. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 設定 " に移動させます。

2. OK を押し て " 設定 " を指定し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを "AQ" に移動させます。

4. OK を押し て "AQ" を指定し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを "AQ タ イプ " に移動させます。

6. OK を押し て "AQ タ イプ " を指定し ます 

   

7. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを変更する AQ に移動させます。 

アナログチャネルに定義された タ イプは、 円の中に点がある項目です。

8. ▲、 ▼ を押し て、 0..10V/ 0..20mA （ デフ ォル ト ）、 または 4...20mA を指定し ます。

9. OK を押し てアナログ出力のモー ド を決定し ます。

表示内容
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3.7.13 スマー ト リ レーの電源オン時遅延の設定

スマー ト リ レーの電源オン時遅延を設定し て、 スマー ト リ レーが回路プロ グ ラ ムを実行する

前に、 接続し ているすべての増設 I/O モジ ュールの電源がオンにな り 、 使用可能な状態にす

る こ と ができ ます。

以下の手順で電源オン時遅延を設定し ます。

1. プログラ ミ ング メ ニューで、 ▲または▼を押し てカーソルを " 設定 " に移動し ます。 

2. OK を押し て " 設定 " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを " 電源 ON 時遅延 " に移動させます。  

4. OK を押し て " 電源 ON 時遅延 " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ  

う にな り ます。 

5. または を押すと、0.2 秒ご とに遅延時間を増減し ます。 または を長押しする と、

遅延時間を速 く 増減する こ とができます。

6. OK を押し て設定を確定し ます。

▲

▲

▲

▲
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3.7.14 回路プログラムの削除

回路プロ グ ラ ムを削除するには、 以下の手順に従います。

1. スマー ト リ レーをプログラ ミ ングモー ド に切替えます。 メ イ ン メ ニューが表示されます。

2. メ イ ン メ ニューで、 ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " プログラムする " に移動させ、 OK を 

押し ます。 プログラ ミ ング メ ニューに切替わり ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " プログラム消去 " に移動させます。

4. " プログラム消去 " を確認し て、 OK を押し ます。

5. メ モ リ に保存されている回路プログラムを消去する場合は、 カーソルを " はい " に合わ  

せ、 OK で確定し ます。 スマー ト リ レーは、 回路プログラムとパスワー ド を消去し ます。

回路プロ グ ラ ムの消去をキ ャ ンセルする場合、 カーソルを  " いいえ " に合わせたま ま OK  

を押し ます。
103



3. スマートリレーのプログラミング
3.7.15 夏時間 / 冬時間変換

夏時間 / 冬時間の自動変換機能を有効 / 無効に設定でき ます。

注記

ア メ リ カ合衆国では、 「夏時間」 は 「サマータ イ ム」 を表し、 「冬時間」 は 「通常時間」 を

表し ます。

プログラ ミ ングモー ド で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定する方法

1. プログラ ミ ングモー ド に切り替えます。 メ イ ン メ ニューが表示されます。

2. ▲、 ▼ を押し て、 メ イ ン メ ニューから " 設定 " メ ニューコマン ド を選びます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 時計 " に移動させます。

5. " 時計 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 夏 / 冬時間の設定 " に移動させます。
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7. " 夏 / 冬時間の設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

現在選択されている夏時間／冬時間の自動変換設定は、 点が中にあ る円で示されています。

デフ ォル ト 設定は " オフ " で、 無効になっています。

表示内容

• " オフ " ： スマー ト リ レーは、 夏時間／冬時間の自動変換を無効にし ます。

• "EU" は、 EU 夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "UK" は、 UK 夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "US1" は、 2007 年よ り 前の米国の夏時間の開始と終了を表し ています。

• "US2" は、 2007 年以降の米国の夏時間の開始と終了を表し ています。

• "AUS" は、 オース ト ラ リ ア夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "AUS-TAS" は、 オース ト ラ リ ア / タ スマニア夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "NZ" は、 ニ ュージーラ ン ド夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• " ユーザー定義 " ： 任意の月 / 日 / 時差を設定でき ます。

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
設定されている変換データは下表の通 り です。

8. 夏時間／冬時間変換を有効に し て、 パラ メ ー タ を設定するには、 ▲または▼を押し て変

換を選択し、 OK を押し て確定し ます。

注記

時差 Δ は、 0 ～ 180 分で指定でき ます。

パラ メ ータ設定モー ド で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定する方法

パラ メ ータ設定モード で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定するには、パラ メ ータ設定

メ ニューで " 設定 " を選んでから、 " 時計 " を選び、 " 夏 / 冬時間の設定 " を選びます。 

これで夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定でき ます。

夏時間の開始 夏時間の終了
タ イムゾーンの時

差 ∆

EU
3 月の最終日曜日

02:00 → 03:00

10 月の最終日曜日

03:00 → 02:00
60 分

UK
3 月の最終日曜日

01:00 → 02:00

10 月の最終日曜日

02:00 → 01:00
60 分

US1
4 月の第 1 日曜日

02:00 → 03:00

10 月の最終日曜日

02:00 → 01:00
60 分

US2
4 月の第 2 日曜日

02:00 → 03:00

11 月の第 1 日曜日

02:00 → 01:00
60 分

AUS
10 月の最終日曜日

02:00 → 03:00

4 月の第 1 日曜日

03:00 → 02:00
60 分

AUS-TAS
10 月の第 1 日曜日

02:00 → 03:00

4 月の第 1 日曜日

03:00 → 02:00
60 分

NZ
9 月の最終日曜日

02:00 → 03:00

4 月の第 1 日曜日

03:00 → 02:00
60 分

ユーザー

定義

月 ・ 日は任意設定

02:00 → 02:00+ 時差

月 ・ 日は任意設定

03:00 → 03:00- 時差

任意設定

（分単位）
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ユーザー設定のパラ メ ータ

夏時間 / 冬時間の既存パラ メ ータが、 スマー ト リ レーを使用する国に当てはま ら ない場合は、

以下のよ う に メ ニュー " ユーザー定義 " によ り 設定し ます。

1.  ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " ユーザー定義 " に移動させます。

2. メ ニュー " ユーザー定義 " を確認し て、 OK を押し ます。

以下のよ う にパラ メ ータ を設定する もの と し ます。 

夏時間の開始 = 3 月 31 日、 夏時間の終了 = 11 月 1 日、 時差 120 分

入力方法は、 以下の手順に従います。

• 、 を押し て、 点滅する四角のカーソルを移動させます。

• ▲、 ▼を押し て、 カーソル位置の値を変更し ます。

• 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

以上で、 夏時間 / 冬時間変換の設定ができ ま し た。

注記

夏時間 / 冬時間変換は、 スマー ト リ レーが動作し ている と き （RUN または STOP モード ）

だけ機能し ます。 スマー ト リ レーの電源遮断中は機能し ません。 （4.3.3 参照）

MM DD

 [  ]

表示内容

▲

▲

3  31 
11  1 

 120 
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3.7.16 ネ ッ ト ワーク タ イムプロ ト コル （FL1F FS5 以降のバージ ョ ンのみ）

ネ ッ ト ワーク タ イ ムプ ロ ト コル （NTP） フ ァ ン ク シ ョ ンは新機能で、 FL1F FS5 以降のバー 

ジ ョ ンの BM でサポー ト されています。 こ のフ ァ ン ク シ ョ ンは、 ネ ッ ト ワークの時刻の同期

化に使用し ます。

NTP には 3 つのフ ァ ン ク シ ョ ン設定があ り ます。

• NTP ク ラ イ アン ト

NTP ク ラ イ アン ト は NTP フ ァ ン ク シ ョ ンの設定に使用され、 FL1F FS5 BM は、 NTP サー  

バーと NTP ク ラ イ アン ト の両方の機能を同時に果たすこ と ができ ます。 スマー ト リ レー

BM に NTP サーバーからの時刻を同期化させるには、 まず BM を NTP ク ラ イ アン ト と し

て設定し、 NTP サーバー IP を設定する必要があ り ます。

• NTP サーバー

NTP サーバーは単なる リ ア ク ターサーバーです。 ブロード キ ャ ス ト フ ァ ン ク シ ョ ンが無

効になっている間は、 時刻を受動的にしか提供し ません。 FL1F FS5 は NTP サーバーと し 

ての機能を果たすこ と ができ ます。FL1F FS5 を有効にする と、FL1F FS5 は Windows/Linux  

NTP ク ラ イ アン ト や FL1F FS5 など、 あ ら ゆる標準 NTP ク ラ イ アン ト のタ イ ムプロバイ 

ダーと し て機能し ます。

• NTP タ イ ムゾーン

NTP ク ラ イ アン ト ／サーバーは異な る タ イ ムゾーンで時刻を同期化でき ます。そのため、

スマー ト リ レーで参照用の NTP タ イ ムゾーンを設定する必要があ り ます。 NTP タ イ ム

ゾーンは、 BM/TDE および WindLGC でのローカルタ イ ムゾーンの設定に使用されます。

デフ ォル ト で設定されている タ イ ムゾーンは GMT です。

スマー ト リ レー BM の NTP フ ァ ン ク シ ョ ンは、 デフ ォル ト では無効になっていますが、 BM/

TDE メ ニューまたは WindLGC で有効にする こ と ができ ます。

プログラ ミ ングモー ド での NTP の設定

NTP フ ァ ン ク シ ョ ンを設定するには、 以下の手順に従います。

1. スマー ト リ レーを プ ログ ラ ミ ングモー ド に切 り 替えます。 スマー ト リ レーに メ イ ン メ

ニューが表示されます。

2. " 設定 " を選択し ます （▲ または ▼ を押す）。

3. " 設定 " を確定し ます （[OK] を押す）。
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4. カーソルを " 時計 " に動かし ます （▲または ▼ を押す）。

5. " 時計 " を確定し ます （[OK] を押す）。

6. カーソルを " NTP " に動かし ます （▲ または ▼ を押す）。

7. " NTP " を確定し ます （[OK] を押す）。

8. こ こ で、 3 つの選択オプシ ョ ンが表示されます。

• NTP タ イ ムゾーン

NTP ク ラ イ アン ト ／サーバーは異な る タ イ ムゾーンで時刻を同期化でき、 FL1F FS5 では 

NTP フ ァ ン ク シ ョ ン用のタ イ ムゾーンを指定でき ます。

デフ ォル ト で設定されている タ イ ムゾーンは GMT です。 こ のタ イ ムゾーンは、 BM/TDE

および WindLGC で実際のローカルタ イ ムゾーンに変更でき ます。

• NTP ク ラ イ アン ト

スマー ト リ レーBM に NTP サーバーからの時刻を同期化させるには、まず BM を NTP ク

ラ イ アン ト と し て設定し、 NTP サーバー IP を設定する必要があ り ます。 FL1F FS5 では、 

Windows/Linux NTP サーバーや標準タ イ ムプロバイ ダー、 FL1F FS5 自体など、 任意の標  

準 NTP サーバーを使用でき ます。

注記

スマー ト リ レーのセキ ュ リ テ ィ 機能の詳細については、セキ ュ リ テ ィ  (335 ページ ) の章を 

参照し て く だ さい。

NTP ク ラ イ アン ト は、 デフ ォル ト では無効になっていますが、 BM/TDE および WindLGC

で有効にする こ と ができ ます。

NTP ク ラ イ アン ト のフ ァ ン ク シ ョ ンを有効にするには、 以下の手順に従います。

– カーソルを " NTP ク  ラ  イ  ア ン ト  " に動かし ます （▲ または ▼ を押す）。
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–" NTP ク  ラ  イ  ア ン ト  " を確定し ます （[OK] を押す）。

– スマー ト リ レーに以下の画面が表示されます。

NTP ク ラ イ アン ト のフ ァ ン ク シ ョ ンを有効にするには、▲ または ▼ を押し て " NTPC 設    

定 " を選択し ます。

同期化の要求が成功し たか失敗し たかを特定するには、 ▲ または ▼ を押し て " NTPC 同    

期 " を選択し てから、 [OK] を押し て確定し ます。 最後の同期化が成功し ている場合、 こ  

の メ ニ ュー項目の結果パネルに最後の同期化のタ イ ム ス タ ンプが リ アルタ イ ムモー ド で

表示されます。 失敗し ている場合は 「同期化されていません」 と表示されます。

NTP ク ラ イ アン ト のフ ァ ン ク シ ョ ンを有効にするには、 以下の手順に従います。

注記

NTP ク ラ イ アン ト は、 NTP サーバーからの時刻を 4096 秒ご と に同期化し ますが、 以下の

場合はすぐに同期化を行います。

• ベースモジュールの電源が入れられる

• ベースモジュールが STOP モード から RUN モード にな る

• サーバー IP が変更される

• " NTPC 同期 " を選択する

• NTP サーバー

NTP サーバーは単な る リ ア ク ターサーバーです。ブロード キ ャ ス ト フ ァ ン ク シ ョ ンが無効

になっている間は、 時刻を受動的にしか提供し ません。 

NTP サーバーは、 デフ ォル ト では無効になっていますが、 BM/TDE または WindLGC で有

効にする こ と ができ ます。 

FL1F FS5 は NTP サーバー と し ての機能を果たすこ と ができ ます。FL1F FS5 を有効にする  

と、 FL1F FS5 は Windows/Linux NTP ク ラ イ アン ト や FL1F FS5 など、 あ ら ゆる標準 NTP   

ク ラ イ アン ト のタ イ ムプロバイ ダーと し て機能し ます。

パラ メ ータ割り当てモー ド での NTP の設定

パラ メ ータ割 り 当てモード で NTP フ ァ ン ク シ ョ ンを設定するには、 パラ メ ータ割 り 当て

メ ニューで " 設定 " を選択し てから、 " 時計 "、 " NTP " および " NTP ク  ラ  イ  ア ン ト  " の    

順に メ ニ ューを選択し ます。 最後に " NTPC 同期 " を選択する こ と で、 NTP ク ラ イ アン ト     

の同期化が有効にな り ます。
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3.8 スマー ト リ レーの追加フ ァ ン クシ ョ ンの設定

2 つ目の回路プロ グ ラ ムの作成に成功する と、 以下の メ ニ ューコマン ド を使って追加フ ァ ン

ク シ ョ ンを設定でき る よ う にな り ます。

• ネ ッ ト ワーク

• 診断

ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン とデータ ログ

ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF） とデータ ロ グフ ァ ン ク シ ョ ンは、 WindLGC からのみ設

定でき ます。 WindLGC で設定し、 スマー ト リ レーにダウ ン ロード し た後に、 デバイ スから こ

れらのフ ァ ン ク シ ョ ンに接続されているエレ メ ン ト を編集する こ と ができ ます。

• ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF）

• データ ロ グ

ネ ッ ト ワークのデジ タル／アナログ入出力

ネ ッ ト ワーク のデジ タル入出力およびアナロ グ入出力を表す以下のコネ ク タは、WindLGC か

らのみ設定でき ます。

• ネ ッ ト ワークデジ タル入力

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ入力

• ネ ッ ト ワークデジ タル出力

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ出力

注記

スマー ト リ レーの回路プ ロ グ ラ ムにデジ タルま たはアナロ グのネ ッ ト ワーク入出力があ

る場合、スマー ト リ レーからはフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のパラ メ ータ Par のみ編集可能で

す。 デバイ スから その他のパラ メ ータ を編集する こ と はでき ません。
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3.8.1 ネ ッ ト ワーク設定

スマー ト リ レーは、 他のスマー ト リ レーや WindLGC V8.0 以降を導入し たパソ コ ン と ネ ッ ト  

ワーク通信を確立でき ます。 （詳細は最大構成でのネ ッ ト ワーク のセ ッ ト ア ッ プ （2.1.1） を参

照） スマー ト リ レー FL1F ネ ッ ト ワークは、 WindLGC V8.0 以降からのみ設定する こ と ができ 

ます。 スマー ト リ レーからは、 IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト マス ク、 ゲー ト ウ ェ イ などのスマー

ト リ レーのネ ッ ト ワーク設定を行 う こ と ができ ます。 

注記

IP ア ド レ ス、サブネ ッ ト マス ク、ゲー ト ウ ェ イ などのスマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク設定

を行 う には、 ア ク セス レベルが管理者であ る必要があ り ます。 操作者のア ク セス レベルで

は、 ネ ッ ト ワーク設定を閲覧する こ と はでき ますが、 変更する こ と はでき ません。

スマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ の詳細については、 セキ ュ リ テ ィ  (335 ペー 

ジ ) の章を参照し て く だ さい。

ネ ッ ト ワーク設定

スマー ト リ レーには、 ネ ッ ト ワーク設定のための メ ニ ューコマン ド があ り ます。

1. スマー ト リ レーをプログラ ミ ングモー ド に切り替えます。

2. ▲または▼を押し てカーソルを " ネ ッ ト ワーク " に移動させます。 

3. OK を押し て " ネ ッ ト ワーク " 選択を確定し ます。

4. ▲または▼を押し てカーソルを "IP ア ド レス " に移動させます。 

5. OK を押し て "IP ア ド レス " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う に   

な り ます。 
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6. 画面には、 スマー ト リ レーの初期設定の IP ア ド レスが表示されます。 OK を押すと、 設

定を変更する こ とができます。 点滅する四角の中にカーソルが表示されている と きには、

または を押し て数字を変更し たい場所にカーソルを移動させ、▲または▼を押し て

数字を増減させます。 OK を押し て変更を確定し ます。

注記

FL1F 用のデフ ォル ト IP ア ド レ ス ： 192.168.000.001

テキス ト デ ィ スプレ イ用のデフ ォル ト IP ア ド レ ス ： 192.168.000.002

FL1F FS5 以降のバージ ョ ン用のデフ ォル ト IP ア ド レ ス ： 192.168.000.003

スマー ト リ レーは、 設定済みのア ド レ ス を 4 件まで保存し ます。 最後の設定を見るには、

を押してカーソルを " ▼ " まで移動させ、OK を押してプルダウン メ ニューを開き ます。  

以下はその例です。 

▲または▼を押し て設定済みの IP ア ド レ ス を一覧よ り 選択し、OK を押し て確定し ます。

7. ▲または▼を押し てサブネ ッ ト マス ク設定に移動させます。 初期設定のサブネ ッ ト マス

クは上図の通り です。 OK を押すと、 設定を変更する こ とができます。 点滅する四角の中

に カー ソルが表示 さ れている と きには、 または を押 し て数字を変更 し たい場所に

カーソルを移動させ、 ▲または▼を押し て数字を増減させます。 OK を押し て変更を確定

し ます。

8. ▼を押し てゲー ト ウ ェ イア ド レス設定に移動させます。 初期設定のゲー ト ウ ェ イは上図

の通り です。 OK を押すと、 設定を変更する こ とができます。 点滅する四角の中にカーソ

ルが表示されている と きには、 または を押し て数字を変更し たい場所にカーソルを

移動させ、 ▲または▼を押し て数字を増減させます。 OK を押し て変更を確定し ます。

WindLGC への回路プログラムの転送

ネ ッ ト ワーク設定が完了する と、 WindLGC の転送コマン ド  [IDEC SmartRelay → PC] を使用   

し て、 スマー ト リ レーから WindLGC に回路プロ グ ラ ムを転送する こ と ができ ます。 この転

送 メ ニ ューを使用し て、WindLGC に回路プロ グ ラ ムをア ッ プロード する方法についての詳細

は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

113



3. スマートリレーのプログラミング
3.8.2 ユーザー定義フ ァ ン クシ ョ ンの設定

ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF） ブロ ッ クは、 WindLGC からのみ設定する こ と ができ ま

す。

UDF ブロ ッ クは、 WindLGC で作成する、 設定済みの回路プロ グ ラ ムです。 フ ァ ン ク シ ョ ン

ブロ ッ ク同様、 既存の回路プロ グ ラ ムに追加する こ と ができ ます。 WindLGC における UDF

設定の詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムに UDF ブロ ッ クが含まれている場合、ブロ ッ ク に接続さ

れているエレ メ ン ト を設定する こ と ができ ます。スマー ト リ レーからの UDF エレ メ ン ト の設

定についての詳細は、 ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF） （6 章） を参照し て く だ さい。

3.8.3 データ ログの設定

データ ロ グブロ ッ クは、 WindLGC からのみ設定でき ます。

WindLGC を使用し て、 回路プ ロ グ ラ ムに １ つまでデータ ロ グ を設定する こ と がで き ます。

データ ロ グは、 選択されたフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のプロセス測定変数を記録する ために使

用されます。 WindLGC におけるデータ ロ グフ ァ ン ク シ ョ ンの設定の詳細は、 WindLGC のオ

ン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムにデータ ロ グブロ ッ ク が含まれている場合、 ブロ ッ ク に

接続されているエレ メ ン ト を設定する こ と ができ ます。 スマー ト リ レーからのデータ ロ グエ

レ メ ン ト の設定についての詳細は、 データ ロ グ （7 章） を参照し て く だ さい。

3.8.4 ネ ッ ト ワーク入出力の閲覧

WindLGC では、 ネ ッ ト ワーク入出力ブロ ッ ク を表す以下のコネ ク タがあ り ます。

• ネ ッ ト ワークデジ タル入力 （スマー ト リ レーでは NI と識別されています）

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ入力 （スマー ト リ レーでは NAI と識別されています）

• ネ ッ ト ワークデジ タル出力 （スマー ト リ レーでは NQ と識別されています）

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ出力 （スマー ト リ レーでは NAQ と識別されています）

ネ ッ ト ワーク のデジ タル／アナロ グ入力は、 フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の入力に接続する こ と

ができ ます。 ネ ッ ト ワーク のデジ タル／アナロ グ出力は、 フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の出力に

接続する こ と ができ ます。

回路プロ グ ラ ムにネ ッ ト ワーク のデジ タル／アナロ グ入力が含まれる場合、 スマー ト リ レー

はネ ッ ト ワーク上のデバイ スの別の回路プロ グ ラ ムからデジ タル値／アナロ グ値を読み取る

こ と ができ ます。回路プロ グ ラ ムにネ ッ ト ワーク のデジ タル／アナロ グ出力が含まれる場合、

スマー ト リ レーはネ ッ ト ワーク上の他の FL1F デバイ ス （ス レーブモード ） にそのデジ タル

出力値／アナロ グ出力値を書き込むこ と ができ ます。 
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注記

回路プログラムのこれらのネットワークコネクタは、WindLGC からのみ設定することがで

きます。スマートリレー内の回路プログラムにネットワークコネクタが含まれる場合、ス

マートリレー内蔵ディスプレイから回路プログラムを編集することはできません。

スマー ト リ レーのマス ターと ス レーブ間の通信は TCP/IP で行われます。 通信コネ ク シ ョ

ンが途切れた場合、 ス レーブ側はすべての出力を ク リ ア し、 マス ターはすべてのネ ッ ト

ワーク入力を 0 に リ セ ッ ト し ます。

スマー ト リ レーでのネ ッ ト ワーク コネク タの閲覧

ネ ッ ト ワークデジ タル入力 NI1 がフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク B5 に接続する回路プロ グ ラ ムを

例にし ます。 B5 は Q4 に接続されます。 以下の手順で このネ ッ ト ワーク入力を閲覧し ます。

1. スマー ト リ レーをプログラ ミ ングモー ド に切り替えます。

2. ▲または▼を押し て " 運転開始 " を選択し ます。  

3. OK を押し て " 運転開始 " 選択を確定し ます。

4. ▲または▼を押し て " プログラム編集 " を選択し ます。  

5. OK を押し て " プログラム編集 " 選択を確定し ます。

（必要な場合、 パスワー ド を入力し て OK で確定し ます。）

6. 回路プログラム画面で OK を押すと、 カーソルが四角形に変わり ます。

7. カーソルを B5 ブロ ッ クに移動させ、 OK を押し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下の

よ う にな り ます。 

B5 の最初の入力でネ ッ ト ワークデジ タル入力 NI1 が接続されている こ と が分か り ます。 
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スマー ト リ レーにおけるネ ッ ト ワークのデジタル／アナロ グ出力の例を以下に示し ます。 

WindLGC で使用可能なネ ッ ト ワーク入出力ブロ ッ ク

以下のネ ッ ト ワーク入出力ブロ ッ クが、 WindLGC での回路プロ グ ラ ム作成に使用でき ます。

• ネ ッ ト ワークデジ タル入力 ： NI1 ～ NI64

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ入力 ： NAI1 ～ NAI32

• ネ ッ ト ワークデジ タル出力 ： NQ1 ～ NQ64

• ネ ッ ト ワーク アナロ グ出力 ： NAQ1 ～ NAQ16

3.8.5 スマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク通信モー ドの変更

スマー ト リ レーには、 ネ ッ ト ワーク通信設定のための メ ニ ューコマン ド があ り ます。 こ こ で

は、 スマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク通信モード の変更方法について説明し ます。 

スマー ト リ レーは、 通信モー ド と し てマス ターモード またはス レーブモード で動作し ます。 

マス ターモー ド と スレーブモー ド

マス ターモー ド で動作する スマー ト リ レーは、 イーサネ ッ ト 上の他のスマー ト リ レー と の ク

ラ イ アン ト －サーバ間の通信をサポー ト し ます。このスマー ト リ レーはさ らに、ス レーブモー

ド の別の FL1F デバイ ス 1 台以上と通信する ためのマス ター と し て機能する こ と も可能です。 

ス レーブモード のスマー ト リ レーは、 スマー ト リ レーの増設 I/O モジ ュール と し て機能し ま

す。 ス レーブのスマー ト リ レーデバイ スは、 回路プロ グ ラ ムを必要 と し ません。 マス ターで

あ る スマー ト リ レーは、 1 台以上のス レーブのスマー ト リ レーのデジ タル／アナロ グ入出力

値を読み取 り 、 またそのデジ タル／アナロ グ出力値を これらのス レーブに書き込むこ と がで

き ます。 これによ って、 スマー ト リ レーのネ ッ ト ワーク入出力拡張が可能にな り ます。 

注記

ス レーブモード のスマー ト リ レーも、増設 I/O モジュールを持つこ と ができ ます。最大 24

のデジ タル入力と 8 のアナロ グ入力、 20 のデジ タル出力と 8 のアナロ グ出力まで対応し

ています。  
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マス ターモー ドからスレーブモー ドへの変更

1. プログラ ミ ングモー ド のメ イ ン メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " ネ ッ ト ワー 

ク " に移動させます。 

2. OK を押し て " ネ ッ ト ワーク " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを "M/S モー ド 設定 " に移動させます。
 

4. OK を押し て "M/S モー ド設定 " 選択を確定し ます。

5. ▲または▼を押し てカーソルを " スレーブ " に移動させます。
 

6. OK を押し て " スレーブ " 選択を確定し ます。

7. この画面では、 スレーブのスマー ト リ レーのマス ターに設定し たいスマー ト リ レーの IP

ア ド レスを入力し ます。 OK を押すと、 設定を変更する こ とができます。 カーソルが点滅

表示の四角形で表示されている と き、 または を押し て数字間を カーソル移動させま

す。 ▲または▼を押し て数字を変更し ます。

8. OK を押し て設定を確定し ます。

これでマス ターモー ド か ら ス レーブモー ド への変更は完了です。 スマー ト リ レーは自動

的に再起動し、 メ イ ン メ ニ ューを表示し ます。 以下の画面で、 スマー ト リ レーがス レー

ブモード になっている こ と が確認でき ます。

▲

▲
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注記

スマー ト リ レーがス レーブモード の と き、ス レーブのスマー ト リ レーからは回路プロ グ ラ

ムを編集する こ と ができ ません。 

パラメータ設定モード時に、スマートリレーをマスターモード／スレーブモードに変更す

ることはできません。 

スレーブモー ドからマス ターモー ドへの変更

ス レーブモード のスマー ト リ レーに対し て、 以下の操作を行います。

1. ▲または▼を押し てカーソルを " マス ター " に移動させます。 

2. OK を押し て " マス ター " 選択を確定し ます。

これでス レーブモー ド か ら マス ターモー ド への変更は完了です。 スマー ト リ レーは自動

的に再起動し、 メ イ ン メ ニューを表示し ます。

別の方法 と し て、WindLGC か ら スマー ト リ レーを ス レーブモード から マス ターモー ド に変更

する こ と も でき ます。WindLGC から ス レーブモード のスマー ト リ レーに回路プロ グ ラ ムをダ

ウ ン ロード 中、 ダウ ン ロード を完了する ためにスマー ト リ レーをマス ターモード に変更する

ための確認 メ ッ セージが表示されます。 詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く

ださい。

3.8.6 スマー ト リ レーのエラー診断

スマー ト リ レーは、 エラーイベン ト 診断に対応し ています。 スマー ト リ レーの診断 メ ニュー

から以下の操作が可能です。

• ソ フ ト ウ ェ アのステータ ス と エラーの確認

- データ接続エ ラー

- スマー ト リ レーのフ ァーム ウ ェ アバージ ョ ン

• ハード ウ ェ アのステータ ス と エラーの確認

イーサネ ッ ト 接続エラー

- micro SD メ モ リ カード エラー （例 ： カード書き込み ・ 読み取 り エラー、 カード未挿入エ   

ラー、 空き容量な し）

- 増設 I/O モジュールのステータ ス と エラー （例 ： バスエラー、 構成ア ッ プデー ト ）

- スマー ト リ レーの MAC ア ド レ ス

• イベン ト ロ グの確認 と ク リ ア、 および特定 IP ア ド レ スが利用可能かの確認

• エラーイベン ト 警告の切 り 替え
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3. スマートリレーのプログラミング  
ソ フ ト ウ ェ アのステータ ス と エラーの確認

以下の手順で ソ フ ト ウ ェ アのステータ ス と エラーを確認し ます。

1. メ イ ン メ ニューで、 ▲または▼を押し てカーソルを " 診断 " に移動させます。   

2. OK を押し て " 診断 " 選択を確定し ます。

3. スマー ト リ レーに診断メ ニューが表示されます。▲または▼を押し てカーソルを " ソ フ ト  

ウ ェ ア " に移動させます。  

4. OK を押し て " ソ フ ト ウ ェ ア " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う  

にな り ます。 

5. " データ コネクシ ョ ン " を選択する と、 FL1F 接続または Modbus 接続のリ アルタ イムの   

ステー タ スを確認できます。 スマー ト リ レーのフ ァ ームウ ェ アバージ ョ ン を確認するに

は、 " FW バージ ョ ン " を選択し ます。

" データ コ ネ ク シ ョ ン " を選択し た後、 または を押し て各データ コ ネ ク シ ョ ンのス  

テータ ス を確認する こ と も でき ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング

  
ハー ド ウ ェ アのステータ ス と エラーの確認

以下の手順でハード ウ ェ アのステータ ス と エラーを確認し ます。

1. メ イ ン メ ニューで、 ▲または▼を押し てカーソルを " 診断 " に移動させます。  

2. OK を押し て " 診断 " 選択を確定し ます。

3. スマー ト リ レーに診断メ ニューが表示されます。▲または▼を押し てカーソルを " ハー ド 

ウ ェ ア " に移動させます。  

4. OK を押し て " ハー ド ウ ェ ア " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う  

にな り ます。 

5. 以下の メ ニューコ マン ド を選択し て、 対応するハー ド ウ ェ アのステー タ スやエ ラーを確

認する こ とができます。

- イーサネ ッ ト  ：スマー ト リ レーのイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スのステータ ス を確認し  

ます。 イーサネ ッ ト ケーブルが接続されていない場合にはエラーが表示されます。

- SD カード  ： micro SD メ モ リ カード のステータ ス を確認し ます。 micro SD メ モ リ カード    

が挿入されていない場合、 空き容量がない場合、 または読み取 り ・ 書き込みエラーが起

こ った場合に、 この メ ニューコマン ド でエ ラーイベン ト を表示し ます。

- EM のステータ ス  ： 接続されている増設 I/O モジ ュールのステータ ス を リ アルタ イ ムで  

確認し ます。 こ の メ ニ ューコマン ド で、 増設 I/O モジ ュール数と I/O 総数を表示し ます。

- MAC ア ド レ ス  ： スマー ト リ レーの MAC ア ド レ ス を確認し ます。
120



3. スマートリレーのプログラミング  
エ ラー情報の確認

検出されたエラーを以下の手順で確認し ます。

1. 以下に示す診断メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " ツール " に移動させます。   

2. OK を押し て " ツール " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを " イベン ト Log 表示 " に移動させます。  

4. OK を押し て " イベン ト Log 表示 " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーは、 検出されたす  

べてのエ ラーを表示し ます。 または を押し て、 それぞれのエ ラーの記録を見る こ と

ができます。 ESC または OK を押し て、 前のメ ニューに戻り ます。

▲

▲

121



3. スマートリレーのプログラミング
エ ラー情報のク リ ア

以下の手順でエ ラーをすべて ク リ ア し ます。

1. 以下に示す診断メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " ツール " に移動させます。   

2. OK を押し て " ツール " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを " イベン ト Log 消去 " に移動させます。   

4. OK を押し て " イベン ト Log 消去 " 選択を確定し ます。

5. ▲または▼を押し てカーソルを " はい " に移動させます。  

6. OK を押し て " はい " 選択を確定し ます。 スマー ト リ レーは、 すべてのエ ラー メ ッ セージ 

を消去し、 以下を表示し ます。 
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3. スマートリレーのプログラミング  
特定の IP ア ド レスの診断

以下の手順で、 特定の IP ア ド レ スが利用可能かど う か確認する こ と ができ ます。

1. 以下に示す診断メ ニューで、▲または▼を押し てカーソルを " ツール " に移動させます。   

2. OK を押し て " ツール " 選択を確定し ます。

3. ▲または▼を押し てカーソルを "Ping" に移動させます。  

4. OK を押し て "Ping" を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う にな り ます。 

5. OK を押すと、 IP ア ド レスの入力が可能にな り ます。 点滅する四角の中にカーソルが表

示 さ れている と き に、 または を押 し て数字を変更 し たい場所に カー ソルを移動 さ

せ、 ▲または▼を押し て数字を増減させます。

6. OK を押し て入力内容を確定し ます。

Ping が成功し、 IP ア ド レ スが利用可能であ る場合、 OK メ ッ セージが表示されます。 タ

イ ムア ウ ト が発生し、IPア ド レ スが利用でき ない場合、エラー メ ッ セージが表示されます。

スマー ト リ レーは、 入力済みのア ド レ ス を 4 件まで保存し ます。 最後の入力内容を見る

には、 を押し てカーソルを " ▼ " まで移動させ、OK を押し てプルダウ ン メ ニ ューを開  

き ます。 以下はその例です。 

▲または▼を押し て設定済みの IP ア ド レ ス を一覧よ り 選択し、OK を押し て確定し ます。

▲

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
エ ラー警告の切り替え

以下の手順でエ ラー警告をオン／オフ し ます。

1. 以下に示す診断メ ニューで、 ▲または▼を押し てカーソルを " 切換 " に移動させます。  

2. OK を押し て " 切換 " 選択を確定し ます。

3. 円の中に点があるほう が現在の設定です。 ▲または▼を押し て設定を変更し ます。  

4. OK を押し て設定を確定し ます。 スマー ト リ レーの表示は前画面に戻り ます。

エ ラー警告がオンにな っ てい る と、 エ ラー発生時にス マー ト リ レーのデ ィ スプレ イ が赤 く

光ってエラーの検出を知らせます。 診断 メ ニ ューから エ ラーの内容を確認、 消去する こ と が

でき ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.9 メ モ リ量と回路プログラムのサイズ

スマー ト リ レーでは、 回路プロ グ ラ ムのサイ ズは、 メ モ リ 量によ って制限されます。

メ モ リ  エ リ ア

プログラム メ モ リ

スマー ト リ レーの回路プロ グ ラ ムでは、 使用でき るブロ ッ ク の数は限られています。

さ らに、 回路プロ グ ラ ムが収容でき る最大バイ ト 数によ る制約も あ り ます。 使用される合計 

バイ ト 数は、対応する フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク で使用されるバイ ト 数を加算し て決ま り ます。

保持メ モ リ （REM）

このエ リ アには、 稼働時間カ ウ ン タ値などの、 保持するプロセス変数が保存されます。

自己保持機能がオプシ ョ ンのブロ ッ ク では、 そのブロ ッ ク が実際に有効になっている場合だ

け、 こ の メ モ リ エ リ アを使用し ます。

 

電源停止時、 電圧の下降状態によ り スマー ト リ レーの CPU が停止する前に、 論理入力レベル

が OFF にな る場合があ り ます。 電源遮断時保持機能 （REM） を有する次のフ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク では、 その内容が正し く 保持されない場合があ り ます。

オンデ ィ レータ イマの場合

図 .1 のよ う に、 REM=ON、 入力 Trg に入力 （例 :I1） を接続する よ う な回路を作成し た場合、

入力 I1 を ON のま ま、 電源を入 り 切 り する と、 図 2 のよ う にタ イマ現在値が 0 から リ ス ター

ト する場合があ り ます。

図 .1 電源遮断時の状態
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3. スマートリレーのプログラミング
その他の REM 機能を持つフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの動作は以下の通 り です。

• タ イマの現在値が保持されない場合のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク

オフデ ィ レータ イ マ、 オンデ ィ レータ イ マ、 オン／オフデ ィ レータ イ マ、 自己保持の

オンデ ィ レー、1 シ ョ ッ ト パルス、立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー、デュー

テ ィ ー比可変パルス出力、 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ、 オルタ ネ イ ト デ ィ レー

ス イ ッ チ、 稼働時間カ ウ ン タ

• S （R） 端子に B 接点で入力 （|*） を接続し、 電源入 り 切 り し た場合に、 出力がセ ッ ト  

（ リ セ ッ ト ） する場合のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク

自己保持、 オルタ ネイ ト ス イ ッチ

スマー ト リ レーで利用でき る リ ソース

回路プロ グ ラ ムは、 最大で下記の リ ソース を占有し ます。

スマー ト リ レーでは、 メ モ リ の使用状況が監視され、 リ ス ト 上のフ ァ ン ク シ ョ ンの う ち、 十

分な メ モ リ 量を確保でき る ものだけが使用でき ます。

スマー ト リ レーシ リーズ名 バイ ト 数 ブロ ッ ク数 REM

FL1F-xxxx 8500 400 250

図 .2 電源再投入時の状態
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3. スマートリレーのプログラミング  
メ モ リの必要量

下表は、 基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クおよび特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク用 メ モ リ の必要量

について、 概要を示し ます。

フ ァ ン ク シ ョ ン
プログラム

メ モ リ
REM メ モ リ （*）

基本フ ァ ン ク シ ョ ン

AND 12 -

AND ↑ （立ち上が り 検出） 12 -

NAND 12 -

NAND ↓ （立ち下が り 検出） 12 -

OR 12 -

NOR 12 -

XOR 8 -

NOT 8 -

特殊フ ァ ン ク シ ョ ン

タ イマ

オンデ ィ レータ イマ 12 3

オフデ ィ レータ イマ 16 3

オン／オフデ ィ レータ イマ 16 3

自己保持のオンデ ィ レータ イマ 16 3

1 シ ョ ッ ト パルス 12 3

立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ム リ レー 20 4

デューテ ィ ー比可変パルス出力 16 3

ラ ンダムパルス出力 16 -

消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ 16 3

オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ 20 3

週間タ イ ム ス イ ッチ 24 -

年間タ イ ム ス イ ッチ 12 -

天文時計 40 -

ス ト ッ プウ ォ ッ チ 28 19

カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ 32 5

稼働時間カ ウ ン タ 36 13

周波数ス イ ッチ 20 -

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッ チ 20 -

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス イ ッ チ 20 -
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3. スマートリレーのプログラミング
* ： 電源遮断時現在値保持機能が有効の場合は、 REM メ モ リ エ リ ア内のバイ ト 数

注記

ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF） ブロ ッ クは、 スマー ト リ レーデバイ スで使用する た

めに WindLGC から作成する設定済み回路プロ グ ラ ムであ る ため、UDF ブロ ッ ク の メ モ リ

サイ ズ （プロ グ ラ ム メ モ リ および REM メ モ リ ） は、 その UDF に含まれる フ ァ ン ク シ ョ ン

ブロ ッ ク のサイ ズに依存し ます。

メ モ リ エ リ アの使用状況

回路プロ グ ラ ムに、 これ以上ブロ ッ ク を追加でき ない場合は、 「 メ モ リ 量不足」 が表示されま

す。 スマー ト リ レーでは、十分な メ モ リ 量を確保でき る フ ァ ン ク シ ョ ンだけが使用でき ます。

も し メ モ リ 量が不足のため、 ブロ ッ ク が収容でき ない場合は、 ブロ ッ ク リ ス ト へのア ク セス

は拒否されます。

メ モ リ 量が完全に占有された場合は、回路プロ グ ラ ムを最適化するか、新しいスマー ト リ レー

を取 り 付けて く だ さい。

アナロ グ比較 24 -

アナロ グモニ タ 24 -

アナロ グ リ ニア変換 12 -

パルス幅変調器 （PWM） 32

アナロ グ演算 24

アナロ グ演算エラー検出 16 1

アナロ グマルチプレ ク サ 20 -

アナロ グ台形制御 40 -

PI 制御 44 2

アナロ グフ ィ ルタ 20 -

最大／最小 20 7

平均化 32 20

その他

自己保持 12 1

オルタネ イ ト ス イ ッチ 12 1

メ ッ セージ出力 12 -

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチ 12 2

シフ ト レジス タ 16 1

フ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換 20 -

イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換 24 -
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3. スマートリレーのプログラミング  
メ モ リ必要量の計算

回路プロ グ ラ ムの作成に必要な メ モ リ の必要量を計算するには、 すべての メ モ リ エ リ アを考

慮する必要があ り ます。

例 ：

回路プログラムの内容

* ： 電源遮断時現在値保持機能あ り の設定

この回路プロ グ ラ ムは、 スマー ト リ レーで対応可能 と いえます。

ブロ ッ ク

番号
フ ァ ン ク シ ョ ン

メ モ リ エ リ ア

バイ ト 数 ブロ ッ ク数 REM

B1 OR 12 1 -

B2 AND 12 1 -

B3 年間タ イ ム ス イ ッ チ 12 1 -

B4 オンデ ィ レータ イマ * 12 1 3

B5 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ 16 1 3

B6 AND 12 1 -

回路プロ グ ラ ムが使用する リ ソース 76 6 6

メ モ リ 量の制限 8500 400 250

残 り の使用可能分 8424 394 244
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3. スマートリレーのプログラミング
使用可能な メ モ リ量の表示

使用可能な メ モ リ 量の大き さ を表示させるには、 以下の手順に従います。

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （70 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを “ プログラムする ” に移動させます。

3. " プログラムする " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " メ モ リ使用量 " に移動させます。

5. " メ モ リ使用量 " を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容
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4. スマー ト リ レーのフ ァ ン ク シ ョ ン構成

プロ グ ラ ミ ングモード では、 種々なエレ メ ン ト を使用する こ と ができ ます。 これらのエレ メ

ン ト は以下の リ ス ト に分類されます。

• 定数と コネ ク タの リ ス ト （Connector） （4.1 参照）

• ↓ GF ： 基本フ ァ ン ク シ ョ ン （AND、 OR、 ...） の リ ス ト （4.2 参照）

• ↓ SF ： 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの リ ス ト （4.4 参照）

• 回路プロ グ ラ ム内に設定されている、 再利用可能なブロ ッ ク番号

スマー ト リ レーは、 プロ グ ラ ミ ングモード において さ らに以下のエレ メ ン ト を提供する こ と

ができ ます。 ただし、 これらのエレ メ ン ト は、 予め WindLGC を使用し て回路プロ グ ラ ムに

設定し ている必要があ り ます。

• UDF ： 回路プロ グ ラ ムで設定し たユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の リ ス ト

• L ： 回路プロ グ ラ ムで設定し たデータ ロ グフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク

リ ス ト の内容

すべての リ ス ト は、 スマー ト リ レーで利用可能なエレ メ ン ト を示し、 すべてのコネ ク タ、 基

本フ ァ ン ク シ ョ ン、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが含まれています。

以下の場合、 一部のエレ メ ン ト が表示されません。

• ブロ ッ ク を追加でき ない場合 

メ モ リ 量が不足し ているか、 または最大ブロ ッ ク数に達し たかのいずれかです。

• スマー ト リ レーの容量を超え るブロ ッ ク を使用し た場合

（3.9 参照）

• WindLGC でプロ グ ラ ムエレ メ ン ト を作成し ているが、 スマー ト リ レーにプロ グ ラ ムをダ

ウ ン ロード し ていない場合
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.1 定数と コネク タ  

コ ン ス タ ン ト と コネ ク タは、 入力、 出力、 マーカ （内部 リ レー）、 コ ン ス タ ン ト 、 ネ ッ ト ワー

クデジ タル入出力およびネ ッ ト ワーク アナロ グ入出力を表し ます。

入力 ：

1） デジ タル入力

デジ タル入力は、 記号 "I" で識別されます。 デジ タル入力 （I1、 I2、 ...） の数字は、 ベースモ  

ジ ュールの入力コネ ク タ と、 接続されている入出力混合モジ ュールの番号 （取 り 付け順） に

対応し ています。高速カ ウ ン タ と し て、 FL1F-H12RCE、 FL1F-B12RCE、 および FL1F-H12SCD

バージ ョ ンのスマー ト リ レーの高速デジ タル入力 I3、 I4、 I5、 および I6 を使用でき ます。

注記

ベースモジ ュールの搭載マ イ ク ロ コ ン ト ローラ ユニ ッ ト （MCU） の反応性が高い こ と に

よ って旧スマー ト リ レーデバイ スの MCU よ り 速 く 動作する こ と で、 ベースモジ ュールが

信号読み取 り に失敗し ないよ う に、オン／オフデ ィ レー機能がスマー ト リ レーに搭載され

ています。

• FL1F-H12RCC と FL1F-B12RCC の場合、デジ タル入力 I1 ～ I8 に対し て 25ms のオンデ ィ

レー時間と 20ms のオフデ ィ レー時間が定義されています。

• その他のスマー ト リ レーのバージ ョ ンの場合、すべてのデジタル入力に対して 5ms のオン

デ ィ レー時間 と 5ms のオフデ ィ レー時間が定義されています。

ただし、 ベースモジ ュールがス レーブモード の と きには、 すべてのデジ タル入力に対し て

5ms のオンデ ィ レー時間 と 100ms の信号保持時間が定義されています。

2） アナログ入力

FL1F-H12SCD、 FL1F-H12RCE、 FL1F-B12RCE の各タ イプには、 入力 I1、 I2、 I7、 I8 が装備 

されていて、 それぞれにアナロ グ入力 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 と し て使え る よ う に設定でき ま

す。 お使いのベースモジ ュールのアナロ グ入力点数を 2 点 （AI1、 AI2） または 4 点 （AI1、

AI2、 AI3、 AI4） 使用する よ う に設定する こ と ができ ます。 （8.2.4 参照） 入力 I1、 I2、 I7、 I8

での信号は、 デジ タル値 と し て、 また入力 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 での信号は、 アナロ グ値と

し て解釈されます。 AI3 は I1 に、 AI4 は I2 に対応する と い う 点に注意し て く だ さい。 この番

号の割 り 付けは、 FL1D シ リ ーズでの対応関係を保っています。 接続されている アナロ グ入

力モジュールの入力には、 既存のアナロ グ入力に対応した番号が割 り 付けられます。 （2.1.1 参 

照） 入力信号 （アナログ入力 AI1 ～ AI8） や、 アナログマーカ （アナログ用データ レジス タ） AM1

～ AM6、 アナロ グ出力付き フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号が選ばれた と きに、 入力がアナロ

グ入力にだけ接続される よ う な特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが、 プロ グ ラ ミ ングモード で利用でき ま

す。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
出力 ：

1） デジ タル出力

デジ タ ル出力は、 記号 "Q" で識別 さ れます。 出力の番号 （Q1、 Q2、 ... Q20） は、 ベース モ   

ジュールの出力コネ ク タ と、 増設 I/O モジュールの番号 （取 り 付け順） に対応し ています。

また、 64 個の未使用出力用 （ "X" で識別） も使用でき ますが、 マーカ （内部 リ レー） など と   

は異な り 、 回路プロ グ ラ ムでの再利用はでき ません。 メ ッ セージ出力だけが回路プロ グ ラ ム

に と って重要な場合、 未使用出力は、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン 「 メ ッ セージ出力」 に対し て有効

です。 （4.4.25 参照）

2） アナログ出力

アナロ グ出力は、記号 "AQ" で識別されます。スマー ト リ レーでは 8 つのアナロ グ出力（AQ1、  

AQ2...AQ8） を使用でき ます。 アナログ出力を接続でき るのは、 アナログ入力のフ ァ ン クシ ョ ン、

アナロ グマーカ AM、 アナロ グ出力コネ ク タのみです。

以下の図は、スマー ト リ レーの設定例、および回路プロ グ ラ ム用の入力および出力の番号付け

を示し ています。

注記

スマー ト リ レーは、 アナロ グ値の変化のグ ラ フ表示に対応し てお り 、 搭載デ ィ スプレ イに

ト レ ン ド曲線を表示し ます。 スマー ト リ レーが RUN モード の と きに、 ト レ ン ド曲線で各

使用アナロ グ入出力を容易に監視する こ と ができ ます。 ト レ ン ド 曲線の見方については、

「アナロ グ値の変化の確認 (87 ページ )」 を参照し て く だ さい。

M1

1         2       1         2 

1          2         1          2        1          2       1            2 1         2             1         2 
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4. スマートリレーのファンクション構成
マーカ （内部リ レー） ブロ ッ ク

マーカ （内部 リ レー） ブロ ッ クは、 記号 "M" または "AM" で識別される仮想出力で、 入力の    

値を出力し ます。 スマー ト リ レーには、 64 個のデジ タルマーカ M1 ～ M64 と 64 個のアナロ

グマーカ （アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM64 あ り ます。

開始マーカ M8

マーカ M8 は、 回路プロ グ ラ ムの最初の実行スキ ャ ンに ON するので、 回路プロ グ ラ ムで開

始マーカ と し て使用されます。 こ の信号は、 回路プロ グ ラ ムが最初の実行ス キ ャ ンを完了し

た後、 自動的に リ セ ッ ト されます。

マーカ M8 は、第 2 サイ クル以降、他のマーカ と同様に設定・解除・判定の処理に使用でき ます。

バッ ク ラ イ ト 出力マーカ （内部リ レー） M25、 M26、 M28~M31

以下のマーカは、 スマー ト リ レー搭載デ ィ スプレ イ またはテキ ス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ

イ ト 色を制御し ています。

注記

テキス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の寿命は、 20,000 時間です。

バッ ク ラ イ ト デ ィ スプレ イ マーカ 備考

白 M25 白色は、 スマー ト リ レーが RUN モード に

なっている こ と を表し ます。

M26 白色は、 テキス ト デ ィ スプレ イが RUN モー

ド になっている こ と を表し ます。

アンバー M28 アンバー色は、 スマー ト リ レーがプロ グ ラ ミ

ングモード またはパラ メ ータ設定モード に

なっている こ と を表し ます。

M30 アンバー色は、 テキス ト デ ィ スプレ イがプロ

グ ラ ミ ングモード、 パラ メ ータ設定モード 、

またはテキス ト デ ィ スプレ イ設定モード に

なっている こ と を表し ます。

赤 M29 赤色は、 スマー ト リ レーに診断エラーがあ る

こ と を示し ます。

M31 赤色は、 テキス ト デ ィ スプレ イに診断エラー

があ る こ と を示し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  

   
メ ッ セージ言語切り替えマーカ （内部リ レー） M27

マーカ M27 は、 メ ッ セージテキ ス ト を表示する言語を、 メ ッ セージ出力で設定し た 2 言語間

で切 り 替えます。 

状態 0 は第一言語に対応し、 状態 1 は第二言語に対応し ます。 つま り 、 M27=0 （lo） の場合

は、 第一言語で作成された メ ッ セージテキ ス ト が表示されます。 M27=1 （hi） の場合は、 第

二言語で作成された メ ッセージテキス ト が表示されます。回路プログ ラ ムで M27 を使用しない

場合、 WindLGC またはスマー ト リ レーで選択した言語で メ ッセージテキス ト が表示されます。

注記

• こ のマーカの出力は、 常に １ つ前のプロ グ ラ ム ス キ ャ ンの状態を引継ぎ、 同じプロ グ

ラ ム スキ ャ ン内では一定です。

• ネ ッ ト ワーク か ら マーカの読み取 り や書き込みができ ます。 特殊マーカを図面に追加

せず、 ネ ッ ト ワーク から特殊マーカを書き込んだ場合、 M27 以外は機能し ます。 従っ

て、 M27 によ って言語を制御する場合は、 先にそれを図面に追加し てから、 M27 を NI

ブロ ッ ク に接続し てネ ッ ト ワーク から制御する こ と ができ ます。

シフ ト レジス タ ビ ッ ト

スマー ト リ レーには、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト S1.1 ～ S4.8 が装備され、 回路プロ グ ラ ム内で

リ ード 専用の属性が割当て られます。 シフ ト レジス タ ビ ッ ト の内容は、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン

「シフ ト レジス タ」 によ ってのみ変更可能です。 （4.4.27 参照）

カーソルキー

最大 4 個のカーソルキーすなわち C ▲、 C 、 C ▼、 C （"C" = "Cursor"） が使用でき ます。   

他の入力 と同様に、カーソルキーも回路プロ グ ラ ムに応じ て設定を変更する こ と ができ ます。

カーソルキーは、 システムが RUN 状態の と き （3.7.6 参照）、 または、 メ ッ セージ出力がア ク  

テ ィ ブな状態 （ESC+ カーソルキー） の と きに、 画面上に表示されます。 カーソルキーを使

用する こ と で、 操作者によ る回路プロ グ ラ ムのコ ン ト ロールが可能にな り 、 操作ス イ ッ チ と

入力を節約でき ます。 

テキ ス ト デ ィ スプレ イのカーソルキー入力は、 ベースモジ ュールのカーソルキー入力 と同一

です。

テキス ト デ ィ スプレ イのフ ァ ン ク シ ョ ンキー

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、 回路プロ グ ラ ムで使用でき る F1、 F2、 F3、 および F4 の 4 つの

フ ァ ン ク シ ョ ンキーがあ り ます。 これらのキーは、 他の入力 と 同様の方法でプロ グ ラ ムでき

ます。 カーソルキーのよ う に、 スマー ト リ レーが RUN モード中に これらのキーを押し て回

路プロ グ ラ ムの動作を変更する こ と が可能と な り 、 追加の操作ス イ ッ チや入力を節約でき ま

す。

レベル

電圧レベルは、 hi と lo で表されます。 ブロ ッ ク において、定数 "1 = hi" または定数 "0 = lo" と    

いった信号状態は、 固定電圧レベルまたは定数値 hi/lo によ って設定でき ます。

▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
未使用出力

未使用のブロ ッ ク コネ ク タは、 x で識別されます。

ネ ッ ト ワーク入出力 （WindLGC から設定し た場合のみ使用可能）

次のネ ッ ト ワーク入出力は、 WindLGC からのみ設定でき ます。 スマー ト リ レー内の回路プロ

グ ラ ムにネ ッ ト ワークデジ タル／アナロ グ入出力が含まれている場合、Par パラ メ ータ以外は

回路プロ グ ラ ムの他のエレ メ ン ト を編集する こ と ができ ません。 プロ グ ラ ムの他のエレ メ ン

ト を編集する場合、 まず WindLGC にプロ グ ラ ムをア ッ プロード し てから WindLGC で編集し

て く だ さい。 

1. ネ ッ ト ワークデジ タル入力

「NI」 は、 ネ ッ ト ワークデジ タル入力を表し ます。 WindLGC での回路プロ グ ラ ムの設定

には、 64 のネ ッ ト ワークデジ タル入力 NI1 ～ NI64 が使用でき ます。

2. ネ ッ ト ワーク アナログ入力

「NAI」 は、 ネ ッ ト ワーク アナロ グ入力を表し ます。 WindLGC での回路プロ グ ラ ムの設定

には、 32 のネ ッ ト ワーク アナロ グ入力 NAI1 ～ NAI32 が使用でき ます。

3. ネ ッ ト ワークデジ タル出力

「NQ」 は、 ネ ッ ト ワークデジ タル出力を表し ます。 WindLGC での回路プロ グ ラ ムの設定

には、 64 のネ ッ ト ワークデジ タル出力 NQ1 ～ NQ64 が使用でき ます。

4. ネ ッ ト ワーク アナログ出力

「NAQ」 は、 ネ ッ ト ワーク アナロ グ出力を表し ます。 WindLGC での回路プロ グ ラ ムの設

定には、 16 のネ ッ ト ワーク アナロ グ出力 NAQ1 ～ NAQ16 が使用でき ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  

   
4.2 基本フ ァ ン クシ ョ ン リ ス ト  - GF

基本フ ァ ン ク シ ョ ンは論理図を用いた基本的なオペレーシ ョ ンツールです。

各基本フ ァ ン ク シ ョ ンの入力は反転させる こ と ができ ます。 つま り 、 回路プロ グ ラ ムによ っ

て、 入力信号を "1" から  "0"、 または "0" から  "1" に変更でき ます。 プロ グ ラ ミ ング例につい    

ては、 3.7.3 を参照し て く ださ い。

GF リ ス ト には、 回路プロ グ ラ ムで使用可能な基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が含まれていま

す。 下記の基本フ ァ ン ク シ ョ ンが使用でき ます。

回路プログラムでの

表示

スマー ト リ レーでの

表示
基本フ ァ ン クシ ョ ンの名称

直列回路 
常時開接点あ り

AND
（139 ページ参照）

AND ↑ （立ち上が り 検出）

（140 ページ参照）

並列回路
常時閉接点あ り

NAND
（141 ページ参照）

NAND ↓ （立ち下が り 検出）

（142 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成
回路プログラムでの

表示

スマー ト リ レーでの

表示

基本フ ァ ン ク シ ョ ンの

名称

並列回路
常時開接点あ り

OR
（143 ページ参照）

直列回路
常時閉接点あ り

NOR
（144 ページ参照）

2 点ブレーク付切換接点

XOR
（145 ページ参照）

常時閉接点

NOT
（145 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.1 AND

AND の出力は、 全入力が 1 の と き、 すなわち全接点が閉じ ている と きだけ 1 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

AND 論理の表

1 2 3 4 Q

0 0 0 0 0

0 0 0 1 0

0 0 1 0 0

0 0 1 1 0

0 1 0 0 0

0 1 0 1 0

0 1 1 0 0

0 1 1 1 0

1 0 0 0 0

1 0 0 1 0

1 0 1 0 0

1 0 1 1 0

1 1 0 0 0

1 1 0 1 0

1 1 1 0 0

1 1 1 1 1

複数の常時開接点を もつ直列回路の回路図 : スマー ト リ レーでの表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.2 AND ↑ （立ち上がり検出）

AND ↑ （立ち上が り 検出） は、 任意の入力がオフからオンに変化した と き、 入力がすべてオン 

になっている場合に、 1 スキ ャ ンのみ出力がオン し ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

AND ↑ （立ち上がり検出） のタ イ ミ ング図

スマー ト リ レーでの表示 ：

1

3

Q

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4

スキ ャ ン
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.3 NAND

NAND の出力は、 全入力での状態が 1、 すなわち全接点が閉じ ている と きだけ 0 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

NAND 論理の表

1 2 3 4 Q

0 0 0 0 1

0 0 0 1 1

0 0 1 0 1

0 0 1 1 1

0 1 0 0 1

0 1 0 1 1

0 1 1 0 1

0 1 1 1 1

1 0 0 0 1

1 0 0 1 1

1 0 1 0 1

1 0 1 1 1

1 1 0 0 1

1 1 0 1 1

1 1 1 0 1

1 1 1 1 0

複数の常時閉接点を もつ並列回路を回路図で表し た場合 スマー ト リ レーでの表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.4 NAND ↓ （立ち下がり検出）

NAND ↓ （立ち下が り 検出） は、 入力すべてがオンの状態から、 1 つ以上の入力がオフに変 

化し た と きに、 1 スキ ャ ンのみ出力がオン し ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

NAND ↓ （立ち下がり検出） のタ イ ミ ング図

スマー ト リ レーでの表示 ：

1

3

Q

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4

スキ ャ ン
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.5 OR

OR の出力は、 1 つ以上の入力が 1 の と き、 すなわち 1 つ以上の接点が閉じ ている と きだけ 1

にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

OR 論理の表

1 2 3 4 Q

0 0 0 0 0

0 0 0 1 1

0 0 1 0 1

0 0 1 1 1

0 1 0 0 1

0 1 0 1 1

0 1 1 0 1

0 1 1 1 1

1 0 0 0 1

1 0 0 1 1

1 0 1 0 1

1 0 1 1 1

1 1 0 0 1

1 1 0 1 1

1 1 1 0 1

1 1 1 1 1

複数の常時開接点を もつ並列回路を回路図で表し た場合 ： スマー ト リ レーでの表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.6 NOR

NOR の出力は、 すべての入力が 0、 すなわちオフの と きだけ 1 にな り ます。 NOR 出力は、 入

力の う ちの １ つがオン （論理 1） の と き、 0 に設定されます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

NOR 論理の表

1 2 3 4 Q

0 0 0 0 1

0 0 0 1 0

0 0 1 0 0

0 0 1 1 0

0 1 0 0 0

0 1 0 1 0

0 1 1 0 0

0 1 1 1 0

1 0 0 0 0

1 0 0 1 0

1 0 1 0 0

1 0 1 1 0

1 1 0 0 0

1 1 0 1 0

1 1 1 0 0

1 1 1 1 0

複数の常時閉接点を もつ直列回路を回路図で表し た場合 ： スマー ト リ レーでの表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.7 XOR

XOR の出力は、 入力同士が等し く ない と き、 1 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

XOR 論理の表

4.2.8 NOT

NOT の出力は、入力が 0 の と き、 1 にな り ます。 NOT ブロ ッ クは、入力状態を反転させます。

NOT ブロ ッ ク があ る と、 例えば、 スマー ト リ レーが閉接点を必要 と し ない場合、 開接点 と

NOT を使えば、 閉接点に変換でき るので便利です。

NOT 論理の表

1 2 Q

0 0 0

0 1 1

1 0 1

1 1 0

1 Q

0 1

1 0

XOR は回路図では、切換接点を 2 個もつ直列回路と

し て表現されます。

スマー ト リ レーでの表示 ：

回路図中の閉接点 ：
スマー ト リ レーでの表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3 特殊フ ァ ン クシ ョ ンの基本

特殊フ ァ ン ク シ ョ ン （SF） と 基本フ ァ ン ク シ ョ ン （GF） では、 入力の指定方法が違 う ので、

両者に違いがあ る こ と はすぐにわか り ます。 SF には、 タ イマフ ァ ン ク シ ョ ン、 自己保持フ ァ

ン ク シ ョ ン、 種々のパラ メ ータ設定オプシ ョ ンが用意されているので、 アプ リ ケーシ ョ ン要

求に応じ て回路プロ グ ラ ムを変更する こ と ができ ます。

この章では、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン （SF） の入力信号やパラ メ ータについての概要を説明し ま

す。 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの詳細については、 4.4 で説明し ます。

4.3.1 入力の指定

論理入力

こ こ では、 他のブロ ッ クや、 スマー ト リ レーの入力 と の論理接続を作成する ために使用でき

る コネ ク タについて説明し ます。

• S （Set） :

入力 S の信号は、 出力を論理 "1" に設定し ます。

• R （ リ セ ッ ト ） :

リ セ ッ ト 入力 R は、 他のすべての入力に優先し て出力を リ セ ッ ト し ます。

• Trg （Trigger） :

こ の入力は、 フ ァ ン ク シ ョ ンを起動する ために使用されます。

• Cnt （Count） :

こ の入力は、 パルス数をカ ウ ン ト する ために使用されます。

• Fre （Frequency） :

測定対象の周波数信号が Fre に入力されます。

• Dir （Direction） :

こ の入力は、 方向 （+ / –） を指定し ます。

• En （Enable） :

こ の入力は、 ブロ ッ ク フ ァ ン ク シ ョ ンを有効にし ます。 こ の入力が "0" の と き、 ブロ ッ ク

に送信される他の信号は無視されます。

• Inv （Invert） :

こ の入力の信号は、 ブロ ッ ク の出力信号を反転させます。

• Ral （Reset all） :

内部の値すべてが リ セ ッ ト されます。

• Lap （ス ト ッ プウ ォ ッチフ ァ ン ク シ ョ ン用）

こ の入力での信号によ って、 ス ト ッ プウ ォ ッチが停止し ます。

注記

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの使用し ていない論理入力のデフ ォル ト は "0" です。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
SF の入力でのコネク タ X

SF の入力にコネ ク タ x を接続する と、 入力は low にセ ッ ト されます。 つま り 、 入力の信号レ 

ベルは "lo" にな り ます。

パラ メ ータ入力

入力によ っては、 入力信号を受けつけない入力があ り ます。 代わ り に、 該当するブロ ッ ク の

値を設定し ます。 例えば、

• Par （Parameter） :

こ の入力は、 ど こ にも接続されず、 該当するブロ ッ クパラ メ ータ （時間、 On/Off 閾値な

ど） が設定されます。

• P （Priority） :

これはオープン入力です。 優先度を決め、 RUN 状態で メ ッ セージを認識するかど う かを

指定でき ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3.2 時間応答

パラ メ ータ T

SF には、 時間値 T を設定でき る ものがあ り ます。 こ の時間を予め設定し てお く と、 入力値は

設定された時間の単位が基本にな り ます。

スマー ト リ レー固有のス ト ッ プウ ォ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンでは、追加で 10 ミ リ 秒のタ イ ムベー

ス を設定でき ます。 （4.4.14 参照）

T の精度

電子部品特性のわずかな誤差によ り 、 設定時間 T に誤差が出る場合があ り ます。 「オンデ ィ

レータ イマ」 の項目で、 こ のよ う な誤差の詳細を説明し ています。 （157 ページ参照）

タ イマの精度 （週間タ イムスイ ッ チおよび年間タ イムスイ ッ チ）

FL1F-H12RC... タ イプ （時計機能内蔵タ イプのスマー ト リ レー） では、 上記の誤差によ る、 時

計の不正確さ を防止する ために、 タ イマ値は、 常に高精度の基準時間 と比較 ・ 補正されてい

ます。 その結果、 最大時間誤差は、 ±2 秒 / 日にな り ます。

4.3.3 時計のバッ クア ッ プ

スマー ト リ レーの内部時計はバ ッ ク ア ッ プ されている ので、 電源遮断の後も動いています。

バッ ク ア ッ プ時間の長さは周囲温度の影響を受け、 25 ℃の場合、 通常 20 日間です。

電源遮断が 20 日以上に渡った場合、 スマー ト リ レーの内部時計は、再起動時に電源遮断が起

こ る前の状態に戻 り ます。

時間の単位 _ _ : _ _

s （秒） 秒 ： 1/100 秒

m （分） 分 ： 秒

h （時） 時 ： 分

時間 T に 250 分を設定 :

時間単位

04 ： 00 時間 240 分

00 ： 10 時間 +10 分

＝ 250 分
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.3.4 電源遮断時現在値保持機能

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のス イ ッ チング状態、 カ ウ ン タ値、 およびタ イマ値は、 電源遮

断時現在値保持機能を設定する と電源遮断の後も現在値を保持し ます。 つま り 現在値が電源

遮断の後も保持され、ブロ ッ クは中断された と こ ろから動作を再開でき ます。タ イマは リ セ ッ

ト されずに、 残 り 時間がな く な る まで、 動作は再開 ・ 継続されます。

こ の機能を有効にするには、 該当する フ ァ ン ク シ ョ ンに電源遮断時現在値保持機能が設定さ

れている必要があ り ます。 次の 2 つのいずれかを選択でき ます。

R: データは保持されます。 

/: 現在のデータは保持されません。 （デフ ォル ト ） （94 ページの例参照）

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの稼働時間カ ウ ン タ、 週間タ イ ム ス イ ッ チ、 年間タ イ ム ス イ ッ チ、 およ

び PI 制御は常に保持されます。

4.3.5 パラ メ ータの保護

パラ メ ータの保護設定では、 スマー ト リ レー パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 

編集でき る よ う にするかど う かを指定でき ます。 次の 2 つのいずれかを選択でき ます。

+: パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 編集でき ます。 （デフ ォル ト ） 

- ： パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 編集でき ません。 プロ グ ラ ミ ングモード で

のみ編集ができ ます。 （94 ページの例参照）

注記

パラ メ ータの保護はパラ メ ータ設定で設定でき るパラ メ ータに対し てのみ有効です。特殊

フ ァ ン ク シ ョ ンの保護されたパラ メ ータ を メ ッ セージ出力で使用し ている な らば、そのパ

ラ メ ータは メ ッ セージテキ ス ト 上で編集でき ます。 メ ッ セージテキス ト 上のパラ メ ータ を

保護するには、 メ ッ セージ出力のパラ メ ータ保護を有効にし て く だ さい。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3.6 アナログ値の増加率と補正値の計算

センサをアナロ グ入力に接続し ます。 測定する アナロ グ入力値は、 センサによ って電気信号

に変換されます。 センサで扱われる電気信号の値には一定の範囲があ り ます。

スマー ト リ レーでは、アナロ グ入力の電気信号は、常に0～1000のデジ タル値に変換されます。

入力 AI の電圧 0 ～ 10V は、 内部的に 0 ～ 1000 の値に変換されます。 10V を越え る入力電圧

は、 内部的に 1000 に変換されます。

スマー ト リ レーであ らかじめ定義された 0 ～ 1000 の範囲以外でアナロ グ値を処理し たい場合

は、 増加率 と 補正値を使って、 測定し たアナロ グ入力値を変換でき ます。 これによ り 、 測定

し たアナロ グ値を、 実際のプロセス値に沿った値 と し てスマー ト リ レーの画面上に表示でき

ます。

計算のルール

実際の値 Ax = （入力 Ax の内部値 × 増加率） + 補正値

増加率と補正値の計算

増加率と補正値は、 該当フ ァ ン ク シ ョ ンの最大値と最小値に基づいて計算されます。

例 1:

使用可能な熱電対の技術仕様 :-30 ℃～ +70 ℃、 DC 0 ～ 10V （スマー ト リ レーでは 0 ～ 1000）

実際の値 = （内部値 × 増加率） + 補正値、 し たがって、

-30 = （0×A） + B、 すなわち、 補正値 B = -30

+70 = （1000×A） -30、 すなわち、 増加率 A = 0.1

例 2:

圧力センサは、 圧力 1000mbar を電圧 0V に、 5000mbar を電圧 10V に変換し ます。

実際の値 = （内部値 × 増加率） + 補正値、 し たがって、

1000 = （0×A） + B、 すなわち、 補正値 B = 1000

5000 = （1000×A） + 1000、 すなわち、 増加率 A = 4

パラ メ ータ 最小 最大

入力電圧 （V） 0 ≧ 10

内部値 0 1000

増加率 -10.00 10.00

補正値 -10000 +10000
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4. スマートリレーのファンクション構成  
アナログ値の例

219 ページ 「アナロ グ比較」 にアプ リ ケーシ ョ ン例があ り ます。

アナロ グ入力についての詳細は、 4.1 参照。

プロセス変数 電圧 （V） 内部値 増加率 補正値
表示の値

（Ax）

-30 ℃

0 ℃

+70 ℃

0
3

10

0
300

1000

0.1
0.1
0.1

-30
-30
-30

-30
0

70

1000 mbar 
3700 mbar 
5000 mbar 

0
6.75

10

0
675

1000

4
4
4

1000
1000
1000

1000
3700
5000

0
5

10

0
500

1000

0.01
0.01
0.01

0
0
0

0
5

10

0
5

10

0
500

1000

1
1
1

0
0
0

0
500

1000

0
5

10

0
500

1000

10
10
10

0
0
0

0
5000

10000

0
5

10

0
500

1000

0.01
0.01
0.01

5
5
5

5
10
15

0
5

10

0
500

1000

1
1
1

500
500
500

500
1000
1500

0
5

10

0
500

1000

1
1
1

-200
-200
-200

-200
300
800

0
10

0
1000

10
10

-10000
-10000

-10000
0

0.02
0.02
0.02
0.02

2
2
2
2

0.01
0.1

1
10

0
0
0
0

0
0
2

20
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4. スマートリレーのファンクション構成

  
4.4 特殊フ ァ ン クシ ョ ンのリ ス ト  - SF

スマー ト リ レーで回路プロ グ ラ ム を作成する場合は、 SF リ ス ト 中の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク を参照し て く だ さい。

SF の入力は、 個別に反転させる こ と ができ ます。 つま り 、 回路プロ グ ラ ムによ って、 入力信

号は "1" か ら  "0"、 または "0" か ら  "1" に変更でき ます。 プロ グ ラ ム コー ド の例については、    

3.7.3 を参照し て く ださ い。

以下の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンを使用でき ます。 また、 以下の図では、 各フ ァ ン ク シ ョ ンに電源

遮断時現在値保持機能を設定でき るかど う かも表示し ています。

スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 REM

時間関連フ ァ ン ク シ ョ ン

オンデ ィ レータ イマ 

（157 ページ参照）

REM

オフデ ィ レータ イマ 

（161 ページ参照）

REM

オン／オフデ ィ レータ イマ 

（163 ページ参照）

REM

自己保持のオンデ ィ レータ イマ 

（166 ページ参照）

REM

1 シ ョ ッ ト パルス 

（168 ページ参照）

REM
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4. スマートリレーのファンクション構成  
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 REM

立上が り 検出イ ン ターバル 

タ イ ムデ ィ レー 

（170 ページ参照）

REM

デューテ ィ ー比可変パルス出力 

（173 ページ参照）

REM

ラ ンダムパルス出力 

（175 ページ参照）

消灯警報付オフデ ィ レー 

ス イ ッ チ 

（178 ページ参照）

REM

オルタネ イ ト デ ィ レー 

ス イ ッ チ （181 ページ参照）

REM

週間タ イ ム ス イ ッチ 

（184 ページ参照）

年間タ イ ム ス イ ッチ 

（188 ページ参照）

天文時計 

（194 ページ参照）

ス ト ッ プウ ォ ッチ 

（197 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 REM

カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ 

（200 ページ参照）

REM

稼働時間カ ウ ン タ 

（204 ページ参照）

REM

周波数ス イ ッ チ 

（209 ページ参照）

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッチ 

（212 ページ参照）

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス

イ ッ チ 

（216 ページ参照）

アナロ グ比較 

（219 ページ参照）

アナロ グモニ タ 

（224 ページ参照）

アナロ グ リ ニア変換 

（227 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 REM

アナロ グマルチプレ クサ 

（251 ページ参照）

パルス幅変調器 （PWM） 

（265 ページ参照）

アナロ グ演算 

（269 ページ参照）

アナロ グ台形制御 

（254 ページ参照）

PI 制御 

（259 ページ参照）

REM

アナロ グフ ィ ルタ 

（275 ページ参照）

最大／最小  
（277 ページ参照）

REM

平均化  
（281 ページ参照）

REM

その他

自己保持 

（231 ページ参照）

REM
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4. スマートリレーのファンクション構成
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 REM

オルタネ イ ト ス イ ッ チ 

（232 ページ参照）

REM

メ ッ セージ出力 

（235 ページ参照）

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チ 

（246 ページ参照）

REM

シフ ト レジス タ 

（249 ページ参照）

REM

アナロ グ演算エラー検出 

（273 ページ参照）

フ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換 

（283 ページ参照）

イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換 

（285 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.1 オンデ ィ レータ イマ

概要

設定されたオンデ ィ レー時間が経過する と、 出力がオンにな り ます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も でき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 実際の値を使用でき

ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実効値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （実際の値 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （実際の値 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （実際の値 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg オンデ ィ レータ イマは、 入力 Trg （Trigger） での

立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） でタ イマを開始

し ます。

パラ メ ータ T は、 出力がオンに切替わる までの時間です。 

（出力信号の 0 → 1 遷移） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Trg がオンの状態 （"1"） の間、 設定時間 T が経

過する と、 Q はオンに切替わ り ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は調整でき ます。

時間単位の有効範囲 （T = パラ メ ータ）

タ イ ムベース値には、 以下の特徴があ り ます。

プロ グ ラ ミ ングモード時では、 パラ メ ータ T は最初以下の例のよ う に表示されます。

時間単位 最大値 最小単位 精度

s （秒） 99 ： 99 10ms ±10ms

m （分） 99 ： 59 1s ±1s

h （時間） 99 ： 59 1min ±1min
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4. スマートリレーのファンクション構成  
時間単位の有効範囲

既存のフ ァ ン ク シ ョ ンが T の値を提供する場合、 タ イ ムベースの有効範囲は以下のよ う にな

り ます。

例えば、 単位を秒 と し て B6 の実際の値を B12 のパラ メ ータ T にセ ッ ト し た場合、 プロ グ ラ

ミ ングモード のスマー ト リ レーでは以下のよ う に表示されます。

基準のブロ ッ ク （こ の例では B6） が、 有効範囲を超え る値を返し た場合は、 も っ と も近い有

効な値に切上げ / 切捨て られます。

設定済みパラ メ ータ  = プログラ ミ ング済みフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値

既存のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値をパラ メ ータ T と し て使用する場合、 以下の手順に従って

操作し て く だ さい。

1.  を押し て、 カーソルをパラ メ ータ T の = マークへ移動させます。

2. ▼を押し て、 = マーク を矢印に変えます。 存在する場合は、 最後の基準ブロ ッ クが表示さ 

れます。

3.  を押し て、 カーソルが表示されているブロ ッ クの "B" へ移動させ、 それから▼を押し  

て必要なブロ ッ ク番号を選択し ます。

時間単位 最大値 意味 精度

ms 99990 ms の数 ±10ms

s 5999 s の数 ±1s

m 5999 min の数 ±1min

▲

 を 2 回 

押す

▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.  を押し て、 カーソルをブロ ッ クの時間単位へ移動させ、 ▼を押し て必要な時間単位を 

選択し ます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

タ イ ミ ング図

機能説明

時間 Ta は、 入力 Trg での 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト が開始されます。 （時間 Ta は、 スマー ト リ

レーにおける現在の時刻です。）

入力 ト リ ガの状態が、 少な く と も設定時間の間 １ な らば、 出力は、 設定時間が経過する と １

にセ ッ ト されます。 （出力の状態は、 オンデ ィ レータ イマ と入力によ って決ま り ます。）

時間 T が 0 に戻る前に、 入力 Trg での状態が 0 に戻る と 、 時間 T は リ セ ッ ト されます。

入力 Trg での信号が 0 の と き、 出力は 0 に リ セ ッ ト されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と 経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

▲

または

現在時刻

Trg

T T

Q

タ イ ミ ング図の太線部分は、

オンデ ィ レータ イマア イ コ ン

にも表示されています。

時間 Ta が経過
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.2 オフデ ィ レータ イマ

概要

オフディ レータ イマがセッ ト される と、設定時間が経過した と きに、出力は リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （実際の値 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （実際の値 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （実際の値 AQ、 4.4.35 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg オフデ ィ レータ イマは、 入力 Trg （Trigger） での

立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷移） でカ ウ ン ト を開始

し ます。

入力 R 入力 R での信号が、 オンデ ィ レー時間と 出力を

リ セ ッ ト し ます。

パラ メ ータ T は、 出力がオフに切替わる までの経過時間で

す。 （出力信号の 1 → 0 遷移） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 Trg での信号によ り セ ッ ト され、 設

定時間 T が経過する まで保持されます。
161



4. スマートリレーのファンクション構成
• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 

時間の単位は調整でき ます。 時間単位の有効範囲 と設定済みのパラ メ ータについては、 4.4.1

を参照し て く だ さい。

タ イ ミ ング図

機能説明

入力 Trg がオンに変わる とすぐに、 出力はオンにセ ッ ト されます。

スマー ト リ レーでの実時間 Ta は、Trg の 1 → 0 遷移で改めてカ ウ ン ト が開始され、出力はセ ッ

ト されたま まにな り ます。 Ta が T で設定された値に達する と （Ta = T）、 出力 Q は、 オフデ ィ   

レータ イマによ り 0 に リ セ ッ ト されます。

時間 Ta は、 入力 Trg での単一パルスによ り 、 改めてカ ウ ン ト が開始されます。

Ta が経過する までに、 入力 R （Reset） をセ ッ ト し て、 時間 Ta と出力を リ セ ッ ト する こ と も

でき ます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

Trg

TT

Q

R

タ イ ミ ング図の太線部分は、

オフデ ィ レータ イマア イ コ ン

にも表示されています。

時間 Ta が経過
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.3 オン／オフデ ィ レータ イマ

概要

オン／オフデ ィ レータ イマフ ァ ン ク シ ョ ンでは、設定されたオンデ ィ レー時間が経過する と、

出力がセ ッ ト され、 オフデ ィ レー時間が経過する と リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での立上 り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） で、 オンデ ィ レー時間 TH のカ ウ ン ト が開

始されます。 

入力 Trg （Trigger） での立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷

移） で、 オフデ ィ レー時間 TL のカ ウ ン ト が開始

されます。

パラ メ ータ TH は、 出力がオンにセ ッ ト される までの時間で

す。 （出力信号遷移 0 → 1） 

TL は、 出力が リ セ ッ ト される までの時間です。

（出力信号遷移 1 → 0） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 Trg での信号によ り セ ッ ト され、 

設定時間 TH が経過する まで保持されます。 

スマー ト リ レーは、 入力 Trg がセ ッ ト されてい

ない場合、 TL が経過し た と きに Q を リ セ ッ ト

し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

Trg

TH TH

Q

TLTL

TH

TL

タ イ ミ ング図の太線部分は、 

オン／オフデ ィ レータ イマ 

ア イ コ ンにも表示されています。

時間 Ta が経過

時間 Ta が経過
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

時間 TH は、 入力 Trg での 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト が開始されます。 入力 Trg での状態が、 少な

く と も時間 TH の間 1 の場合、 TH が経過する とすぐに出力は 1 にセ ッ ト されます。 （出力の

状態は、 オンデ ィ レータ イマ と入力によ って決ま り ます。）

時間 TH が経過する までに、 入力 Trg での信号が 0 に リ セ ッ ト される と、 時間 TH は リ セ ッ ト

されます。

入力 Trg での 1 → 0 遷移によ り 、 時間 TL のカ ウ ン ト が開始されます。

入力 Trg での状態が、 少な く と も時間 TL の間 0 の場合、 TL が経過する とすぐに出力は 0 に

セ ッ ト されます。 （出力の状態は、 オフデ ィ レータ イマ と入力によ って決ま り ます。）

時間 TL が経過する までに、入力 Trg での信号が 1 に変わる と、時間 TL は リ セ ッ ト されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.4 自己保持のオンデ ィ レータ イマ

概要

入力での単一パルスによ って、 設定可能なオンデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開始されます。 こ

の時間が経過する と、 出力がセ ッ ト されます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 オンデ ィ

レー時間のカ ウ ン ト が開始されます。

入力 R 入力 R での信号によ り 、 オンデ ィ レー時間 と出

力が リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ T は、 出力用のオンデ ィ レー時間を表し ます。 

（出力状態の 0 → 1 遷移） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 時間 T が経過する と セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

機能説明

現在時間 Ta は、 入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ ってカ ウ ン ト が開始されます。 Ta = T の と   

き出力 Q がセ ッ ト されます。 入力 Trg が再び 1 になって も、 時間 Ta には影響あ り ません。

出力と時間 Ta は、 入力 R のつぎの信号で リ セ ッ ト されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

Trg

T

Q

R

T時間 Ta が経過

タ イ ミ ング図の太線部分は、 自己保持のオンデ ィ レータ イマア イ コ ンにも表示されて

います。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.5 1 シ ョ ッ ト パルス

概要

設定された時間の間、 入力パルスによ って、 出力に信号が発生し ます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ って、 1 シ ョ ッ

ト パルス フ ァ ン ク シ ョ ン用の時間カ ウ ン ト が開

始されます。

パラ メ ータ 時間 T が経過し た後、 出力はオフに切替わ り ま

す。 （出力信号の 1 → 0 遷移） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 入力 Trg での信号によ って、 Q がセ ッ ト されま

す。 入力信号が 1 の と き、 出力 Q は時間 Ta の間

セ ッ ト されたま まになっています。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

機能説明

出力が、 入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ ってセ ッ ト され、 出力がセ ッ ト されたま まにな る

時間 Ta のカ ウ ン ト が開始されます。

Ta が T で設定された値に達する と （Ta = T）、出力 Q は lo （パルス出力） に リ セ ッ ト されます。

指定された時間が経過する までに、 入力 Trg に 1 → 0 遷移があ る と、 出力はすぐに リ セ ッ ト

されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

Trg

Q

T時間 Ta が経過

タ イ ミ ング図の太線部分は、 1

シ ョ ッ ト パルスア イ コ ンにも表示

されています。

時間 T は未経過
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.6 立上がり検出イ ン ターバルタ イムデ ィ レー

概要

立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レーでは、 事前にパルス幅 と中断時間を設定し てお

けば、 入力パルスによ り 、 設定し たデ ィ レー時間が経過する と、 目的の出力パルス数が生成

されます。

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ って、 立上が り

検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー用の時間カ ウ

ン ト が開始されます。

入力 R 入力 R での信号によ って、 現在時間 （Ta） と 出

力が リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ 中断時間 TL と パルス幅 TH は設定可能です。 

N によ り 、 パルス数が決ま り ます。 

（範囲 ： 1 ～ 9） 

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q TL が経過する と Q がセ ッ ト され、 TH が経過す

る と Q が リ セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図 A

タ イ ミ ング図 B

Trg

Q

TH TH N=1
TL=0

Ta が動作中

タ イ ミ ング図の太線部分は、 立

上が り 検出イ ン ターバルタ イ ム

デ ィ レーア イ コ ンにも表示され

ています。

Trg

N=2

Q

TL THTL TH TL THTL TH

構成例の場合のタ イ ミ ング図
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4. スマートリレーのファンクション構成
機能説明

入力 Trg での 0 → 1 遷移によ り 、 時間 TL （Time Low） のカ ウ ン ト が開始されます。 時間 TL 

が経過し た後、 出力 Q は、 TH （Time High） の間セ ッ ト されます。

設定時間 （TL+TH） が経過する までに、 入力 Trg で さ らに 0 → 1 遷移 （再 ト リ ガパルス） が

あった場合は、 Ta は リ セ ッ ト され、 パルス / ポーズサイ クルは再ス ター ト し ます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と 経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

プロ テ ク シ ョ ンモード と電源遮断時現在値保持機能

中断時間

パルス幅

パルス数 （例）

TL または TH を表示
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.7 デューテ ィ ー比可変パルス出力

概要

このフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 パルス を非同期的に出力する こ と ができ ます。  

パラ メ ータ TH および TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En によ り 、 デューテ ィ ー比可変パルス出力

をセ ッ ト / リ セ ッ ト でき ます。

入力 Inv 入力 Inv によ り 、 動作中のデューテ ィ ー比可変

パルス出力の出力信号を反転させる こ と ができ

ます。

パラ メ ータ パルス接続時間 TH と中断時間 TL は設定可能で

す。 
電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力 Q は、 パルス / ポーズ比 （TH、 TL） によ

り 、 周期的にセ ッ ト / リ セ ッ ト でき ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

機能説明

パルス接続時間 と中断時間は、 TH （Time High）、 TL （Time Low） パラ メ ータで設定し ます。

ブロ ッ クが入力 En での信号によ って有効になっている場合は、入力 Inv によ り 出力信号を反

転させる こ と ができ ます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

En

Inv

TH

Q

TL THTL TH TLTH
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.8 ラ ンダムパルス出力

概要

ラ ンダムパルス出力フ ァ ン ク シ ョ ンは、設定時間内において ラ ンダムに出力をセ ッ ト し ます。   

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En （Enable） での立上 り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） で、 ラ ンダムパルス出力のオンデ ィ レー時間

のカ ウ ン ト が開始されます。 

入力 En （Enable） での立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷

移） で、 ラ ンダムパルス出力のオフデ ィ レー時間

のカ ウ ン ト が開始されます。

パラ メ ータ Max. オンデ ィ レー時間は、 0s-TH の間でラ ンダム

にセ ッ ト されます。 
Max. オフデ ィ レー時間は、 0s-TL の間でラ ンダム

にセ ッ ト されます。

出力 Q 出力 Q は、 En がまだ設定されている場合に、 オ

ンデ ィ レー時間が経過し た と き、 セ ッ ト されま

す。 

また出力 Q は、 En がまだ設定されていない場合、

オフデ ィ レー時間が経過し た と き、 リ セ ッ ト され

ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

En

Q

TLTH

タ イ ミ ング図の太線部分は、

ラ ンダムパルス出力ア イ コ ン

にも表示されています

T はビジー
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

入力 En での 0 → 1 遷移によ り 、 0s-TH の間で、 ラ ンダムオンデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開始

されます。 入力 En が、 少な く と も この時間の間 hi の場合、 オンデ ィ レー時間が経過する と

出力はセ ッ ト されます。

オンデ ィ レー時間が経過する までに入力 En が リ セ ッ ト される と、 時間は リ セ ッ ト されます。

入力 En での 1 → 0 遷移によ り 、 0s ～ TL の間で、 ラ ンダムオフデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開

始されます。

入力 En が、少な く と も この時間の間 lo の場合、オフデ ィ レー時間が経過する と出力は リ セ ッ

ト されます。

オフデ ィ レー時間が経過する までに入力 En での信号が再び 1 に変わる と、 時間は リ セ ッ ト

されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。
177



4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.9 消灯警報付オフデ ィ レースイ ッ チ

概要

入力エ ッ ジによ り 、 設定 ・ 再開始可能な時間のカ ウ ン ト が開始されます。 こ の時間が経過す

る と、 出力は リ セ ッ ト されます。 消灯が差し迫っている場合、 それを警告する ために警告信

号を出力する こ と ができ ます。

パラ メ ータ T、 T! および T!L

パラ メ ータ T/T!/T!L の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T/T!/T!L は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 消灯警報付

オフデ ィ レース イ ッチ用のオフデ ィ レー時間の

カ ウ ン ト が開始されます。

パラ メ ータ T は出力のオフデ ィ レー時間を表し ます。 

（出力信号の 1 → 0 遷移） 

T! には、 事前警告開始時間を設定し ます。 

T!L には、 事前警告信号の長さ （期間） を設定し

ます。 
電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力 Q は、 時間 T が経過する と リ セ ッ ト されま

す。 時間 T が経過する前に警告信号を出力する

こ と ができ ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

機能説明

入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ り 、 出力 Q がセ ッ ト され、 つぎの 1 → 0 遷移によ り 、 現在

時間 Ta のカ ウ ン ト が開始され、 出力 Q はセ ッ ト された状態を保ちます。

Ta=T の と き、 出力 Q は リ セ ッ ト されます。 オフデ ィ レー時間が経過する前に、 警告信号を

出力し、 事前警告時間 T!L の間、 出力 Q を リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

Ta の間に、入力 Trg につぎの単一パルスがあ る と、時間 Ta のカ ウ ン ト が改めて開始されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

T

Q

Trg

T!L

T!Ta はビジー
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

パラ メ ータの既定値は、 4.3.2 に記載されています。

注記

設定時間はすべて同じ時間単位でなければな り ません。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

T T!

T
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.10 オルタ ネイ ト デ ィ レースイ ッ チ

概要

オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッチは、 以下の 2 つのス イ ッチの機能があ り ます。

• オフデ ィ レータ イマ付のパルス ス イ ッチ

• オルタネ イ ト ス イ ッ チ （連続照明）

パラ メ ータ T、 T! および T!L

パラ メ ータ T/T!/T!L の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T/T!/T!L は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 出力 Q （常

時点灯） がセ ッ ト され、 オフデ ィ レータ イマで リ

セ ッ ト されます。 ス イ ッチの作動中は、 入力 Trg、

入力 R での信号によ り 、 出力 Q を リ セ ッ ト でき

ます。

入力 R 入力 R での信号によ り 、 現在時刻 Ta と出力が リ

セ ッ ト されます。

パラ メ ータ オフデ ィ レー時間 （T） は、 出力が リ セ ッ ト され

る までの時間を表し ます。 （出力信号の 1 → 0 遷

移） 
永久照明 （TL） は、 常時点灯機能を有効に設定す

る ために、 出力がセ ッ ト されていなければな ら な
い時間を表し ます。 
事前警告時間 （T!） は、 Off 警告信号の開始設定

時間を表し ます。 
事前警告期間 （T!L） は、 Off 警告時間の長さ を表

し ます。 
電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 入力 Trg での信号によ り 、 出力 Q がオン されま

す。 Trg での入力の長さ に従って、 出力が、 再度

オフになった り 、 固定的にオンになった り 、 さ ら

には、 Trg の新たな信号によ って リ セ ッ ト された

り し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

T

Q

Trg
TLTL

T!L

T!Ta はビジー
182



4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ り 、 出力 Q がセ ッ ト されます。

出力 Q = 0 で、 少な く と も TL の間、 入力 Trg が hi にセ ッ ト されている場合、 永久照明機能は  

有効にな り 、 出力 Q はそれに応じ てセ ッ ト されます。 

TL が経過する前に、入力 Trg が 0 に戻る と、オフデ ィ レー時間 T のカ ウ ン ト が開始されます。 

Ta= T の と き、 出力 Q は リ セ ッ ト されます。

オフデ ィ レー時間が経過する前に、Off 警告信号を出力し、事前警告期間 T!L の間、出力 Q を

リ セ ッ ト する こ と ができ ます。 

Trg に新たな信号が与え られる と、 時間 T と出力 Q は常に リ セ ッ ト されます。

ブロ ッ クが保持指定されている場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過時間を電源障害前の値

に リ セ ッ ト し ます。 ブロ ッ クが保持指定されていない場合、 スマー ト リ レーは出力 Q と経過

時間を電源障害後にデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト し ます。

Par パラ メ ータの設定

パラ メ ータの既定値は、 4.3.2 に記載されています。

注記

T、 T!、 T!L はすべて同じ時間単位でなければな り ません。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

T T!

TL T

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.11 週間タ イムスイ ッ チ

概要

週間タ イ ム ス イ ッチでは、 出力をオンにする日付と オフにする日付を設定し ます。 日付の組

み合わせは、 自由に選択でき ます。 非稼働日を非表示にする こ と によ って、 稼働日を選択し

ます。

注記

バージ ョ ン 4 以前の FL1F-H12SCD は時計機能を持たないので週間タ イ ム ス イ ッチは使え

ません。

タ イ ミ ング図 （ ３ つの例）

カム No1: 毎日 ： 06 ： 30 ～ 08 ： 00

カム No2: 火曜日 ： 03 ： 10 ～ 04 ： 15

カム No3: 土 ・ 日曜日 ： 16 ： 30 ～ 23 ： 10

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

カムパラ メ ータ : 
No1、 No2、 No3

カムパラ メ ータで、 各カムパラ メ ータに、 週間

タ イ ムス イ ッチのオン / オフ時刻を設定し ます。 

また こ こ で、 日付と現在時刻を設定し ます。

タ イマを作動し てから リ セ ッ ト し た と きに、 

1 サイ クルでタ イマがパルス を出すかど う かを

指定する こ と も でき ます。 パルス設定は、 3 つ

のカムすべてに適用されます。

Par タ イマを作動し てから リ セ ッ ト し た と きに、 

1 サイ クルでタ イマがパルス を出すかど う かを

指定し ます。 パルス設定は 3 つのカムのすべて

に適用されます。

出力 Q 設定されたカムが動作状態にな る と、 Q がセ ッ

ト されます。

Q

11 2 31 1 11 1 3

（月）

カム

（火） （水） （木） （金） （土） （日）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

週間タ イ ム ス イ ッ チにはそれぞれ 3 つのカムがあ り 、 時間 ヒ ステ リ シス を設定する こ と がで

き ます。 カムパラ メ ータでオン／オフ時刻を設定し ます。 週間タ イ ム ス イ ッチは特定のオン

時刻に出力をセ ッ ト し ます。 オン時刻を設定し ていない場合、 週間タ イ ム ス イ ッ チは、 オフ

時刻が設定されていればその時刻に出力を リ セ ッ ト し、 パルス出力が設定されていればサイ

クル終了時に出力を リ セ ッ ト し ます。

重複するオン時刻またはオン時刻を設定する と、 競合が起こ り ます。 その場合、 最も早いオ

ン時刻またはオフ時刻が優先されます。 以下に例を示し ます。     

この例では、 稼働時間が 1:00h から 1:40h と なっています。

週間タ イ ム ス イ ッ チのス イ ッチ状態は、 3 つのカムの状態によ って決ま り ます。

パラ メ ータ設定画面

カム 1 の場合のパラ メ ータ設定画面 :

曜日

接尾文字 "D=" （Day） の意味 :

• M: 月曜日

• T: 火曜日

• W: 水曜日

カム オンタイム オフタイム

1 1:00 2:00

2 1:10 1:50

3 1:20 1:40

08 00
06 30

B1

: 

No1
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4. スマートリレーのファンクション構成
• T: 木曜日

• F: 金曜日

• S: 土曜日

• S: 日曜日

大文字は曜日を示し ます。 " -" は曜日の指定がない こ と を意味し ます。 各文字は曜日順に表  

示されます。 土曜日と日曜日は文字の位置で識別し ます。

オン / オフ時刻

00:00 ～ 23:59 の任意の時刻が設定でき ます。 さ らにオン時刻をパルス信号に設定する こ と も

でき ます。 週間タ イ ム ス イ ッチは設定された時刻に 1 サイ クルの間、 出力をオン し て リ セ ッ

ト し ます。

--:-- は、 オン / オフ時刻が設定されていないこ と を意味し ます。

週間タ イムスイ ッ チの設定

オン / オフ時刻のセ ッ ト :

1. カーソルを タ イマのどれかのカムパラ メ ータ （例 ： No1） に移動させます。

2. OK を押し ます。 カーソルは曜日の位置に移動し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 １ つ以上の曜日を選択し ます。

4. を押し て、 カーソルをオン時刻の最初の位置へ移動させます。

5. オン時刻をセ ッ ト し ます。

▲、 ▼を押し て、 各位置の値を変更し ます。 、 を押し て、 カーソルを各位置へ移動させ

ます。 最初の位置では、 --:-- だけが選択でき ます。 （--:-- は、 オン / オフ時刻が設定されてい  

ないこ と を意味し ます）

6. を押し て、 カーソルをオフ時刻の最初の位置へ移動させます。

7. オフ時刻をセ ッ ト し ます。 （ステ ッ プ 5 と同じ）

8. 入力を確認し て OK を押し ます。

を押し て、 カム 2 を設定し ます。 カーソルが No2 パラ メ ータ （カム 2） に移動し、 

手順 1 ～ 8 に進むこ と ができ ます。

注記

タ イマ精度については、 付録 A の仕様 と 4.3.2 を参照し て く だ さい。

▲

▲

▲

▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成  
週間タ イムスイ ッ チの例

週間タ イ ム ス イ ッ チの出力は、 毎日 06 ： 30 ～ 08 ： 00 の間セ ッ ト され、 さ らに毎週火曜日 

03 ： 10 ～ 04 ： 15 と 、 毎週土 ・ 日曜日 16 ： 30 ～ 23 ： 10 に も セ ッ ト される も の と し ます。

この場合、 カムは ３ つ必要です。

前記のタ イ ミ ング図に基づき、 カム No1、 2、 3 のパラ メ ータ設定画面を下図に示し ます。

スマー ト リ レーでの表示

カム No1 は、 毎日 06 ： 30 ～ 08 ： 00 の間、 週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

カム ２

カム No2 は、 毎週火曜日 03 ： 10 ～ 04 ： 15 の間、 週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

カム ３

カム No3 は、毎週土・日曜日 16：30 ～ 23：10 の間、週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

出力の結果

Q

11 2 31 1 11 1 3

（月）

カム

（火） （水） （木） （金） （土） （日）
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.12 年間タ イムスイ ッ チ

概要

年間タ イ ム ス イ ッチは、 出力をオンにする日付 と オフにする日付を設定し て、 出力を制御し

ます。 毎年モー ド、 毎月モー ド、 またはユーザーが設定する タ イ ムベースでタ イ マを設定し

ます。 いずれのモード で も、 設定された期間に出力をオンする よ う に設定し ます。 2000 年 1

月 1 日から 2099 年 12 月 31 日までの日付を設定でき ます。

注記

バージ ョ ン 4 以前の FL1F-H12SCD は時計機能を持たないので年間タ イ ム ス イ ッチは使え

ません。

タ イムチャー ト

例 1 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2000-06-01、 オ  

フ時刻 = 2099-08-31。毎年 6 月 1 日に出力をオン し て、 そのま まオンの状態を維持し、 8 月 31 

日に出力をオフ し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

カムパラ メ ータ カムパラ メ ータで、 モード 、 オン / オフ時刻お

よびパルス出力のオン / オフを設定し ます。

出力 Q 設定されたカムがオンにな る と、 出力 Q がセ ッ

ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
例 2 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オン、 オン時刻 = 2000-03-15、 オ  

フ時刻 = 2099-**-**。 毎年 3 月 15 日に 1 サイ クルのみ出力をオン し ます。

例 3 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-06-01、 オ  

フ時刻 = 2010-08-31。 2008 年、 2009 年、 2010 年の 6 月 1 日に出力をオン し て、 そのま まオン 

の状態を維持し、 8 月 31 日に出力をオフ し ます。

例 4 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オン、 オン時刻 = 2008-03-15、 オ  

フ時刻 = 2010-**-**。 2008 年、 2009 年、 2010 年の 3 月 15 日に出力をオン し て、 1 サイ クル 

のみ出力をオン し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
例 5 ： 毎年モード ： オフ、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-06-01、 オ  

フ時刻 = 2010-08-31。2008 年 6 月 1 日に出力をオン し て、そのま まオンの状態を維持し、2010 

年 8 月 31 日に出力をオフ し ます。

例 6 ： 毎年モード ： オフ、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： 設定済み、 オン時刻 = 2008-03-15、  

オフ時刻 = ****-**-**: 2008 年 3 月 15 日に 1 サイ クルのみ出力をオン し ます。 毎年モード 、  

毎月モード と もオフ と設定されているため、出力は設定されたオン時刻に 1 度だけオン し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
例 7 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-12-15、 オフ  

時刻 =2010-01-07。 2008 年および 2009 年 12 月 15 日に出力をオン して、 そのま まオンの状態を

維持し、 翌年の 1 月 7 日に出力をオフ し ます。 2010 年 1 月 7 日に出力をオフする と、 2010 年

12 月 15 日には出力をオン し ません。

例 8 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オン、 オン時刻 = 2008-**-01、 オフ時刻 = 2010-**-05。   

2008 年以降、 各月の 1 日に出力をオン して、 そのま まオンの状態を維持し、 5 日にオフ し ます。

2010 年 12 月まで こ のパターンで動作し続けます。

機能説明

年間タ イ ム ス イ ッチは設定し たオン時刻およびオフ時刻に出力をオン、 オフ し ます。 出力の

オン、 オフは 00:00 に実行されます。 00:00 と は異なる時間に出力をオン、 オフ させたい場合

は、 回路プロ グ ラ ムで週間タ イ ム ス イ ッチを年間タ イ ム ス イ ッチ と併用し ます。

オン時刻には タ イ マが作動し て出力をオンする時刻を設定し ます。 オフ時刻には出力が リ

セ ッ ト される時間を設定し ます。 オン時刻 と オフ時刻については、 フ ィ ール ド の順序に注意

し て く だ さい。 最初のフ ィ ール ド には年を設定し、 2 番目のフ ィ ール ド には月を、 3 番目の

フ ィ ール ド には日を設定し ます。

毎月モード をオンに設定する と、 オン時刻に設定された日に毎月出力をオン し て、 オフ時刻

に設定された日まで出力はオンのま まにな り ます。 オン時刻には、 タ イマが作動する最初の

年を設定し ます。 オフ時刻には、 タ イマが リ セ ッ ト する最後の年を設定し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
毎年モード をオンに設定する と、 オン時刻に設定された月日に毎年出力をオン し て、 オフ時

刻に設定された月日まで出力はオンのま まにな り ます。 オン時刻には、 タ イマが作動する最

初の年を設定し ます。 オフ時刻には、 タ イマが リ セ ッ ト する最後の年を設定し ます。

パルス出力をオンに設定する と、設定されたオン時刻に 1 サイ クルのみ出力がオン し、リ セ ッ

ト されます。 毎月、 毎年または 1 サイ クルのみ出力をオンする よ う に設定でき ます。

毎月モード 、 毎年モード およびパルス出力も オフの場合、 オン時刻およびオフ時刻を使用し

て特定の期間を設定でき ます。 つま り 、 任意の期間を設定する こ と ができ ます。

年間を通し て複数回不規則にオンおよびオフする よ う なア ク シ ョ ンは、 OR フ ァ ン ク シ ョ ン

ブロ ッ ク と複数個の年間タ イ ム ス イ ッ チを使用し て実現でき ます。

時計のバッ ク ア ッ プ

スマー ト リ レーの内部時計はバ ッ ク ア ッ プ されている ので、 電源遮断の後も動いています。

バッ ク ア ッ プ時間の長さは周囲温度の影響を受け、 25 ℃の場合、 通常 80 時間です。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
設定例

毎年 3 月 1 日に出力をオン し て、 4 月 4 日にオフ し、 かつ 7 月 7 日にオン し て、 11 月 19 日に

オフする よ う に設定し ます。 2 つの年間タ イ ム ス イ ッ チを使用する必要があ り ます。 OR ブ

ロ ッ ク を使って論理的に接続し ます。

出力結果

1
3 1
4 4

2
7 7
11 19

On

Off
B1 B2

4 月 4 日

00:00

11 月 19 日

00:00

7 月 7 日

00:00

3 月 1 日

00:00
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.13 天文時計

概要

天文時計機能は、 ベースモジ ュールの現在の時刻が日の出時刻 （TR） と日の入 り 時刻 （TS）

と の間にあ る と きに、 出力をオン （high） に設定する ために使用されます。 スマー ト リ レー

は、 地理的な位置、 夏時間／冬時間の自動変換設定、 およびモジ ュールの現在の時刻に基づ

いて、 自動的に これらの時刻を計算し ます。      

スマー ト リ レーの記号 配線 説明

パラ メ ータ 経度、 緯度、 タ イ ムゾーン、 日の出時間オフ

セ ッ ト 、 日の入 り 時間オフセ ッ ト を指定し ます。

経度 

方角設定 ：

東または西

設定値範囲 ： 

0 ～ 180°

0 ～ 59 分

0 ～ 59 秒

緯度 

方角設定 ：

北または南

設定値範囲 ： 

0 ～ 90°

0 ～ 59 分

0 ～ 59 秒

タ イ ムゾーン

設定値範囲 ： 

-11 ～ 12

TR オフセ ッ ト （日の出時間オフセ ッ ト ）

設定値範囲 ：

-59 ～ 59 分

TS オフセ ッ ト （日の入 り 時間オフセ ッ ト ）

設定値範囲 ：

-59 ～ 59 分

出力 Q スマー ト リ レーは、 ベースモジュールの現在の

時刻が日の出時間 （TR） と日の入 り 時間 （TS）

と の間にあ る と き、 Q を 1 にセ ッ ト し ます。 
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4. スマートリレーのファンクション構成  
注記

WindLGC V8.0 では、 定義済みのタ イ ムゾーンの都市から選択する こ と ができ ます。 都市 

を選択する と、 WindLGC は選択された都市の緯度、 経度、 タ イ ムゾーンを使用し ます。 こ

のあ らかじめ定義された都市によ る設定は、 WindLGC からのみ使用可能です。 

タ イ ミ ング図

以下の図はタ イ ミ ング図の例です。 Ta はベースモジ ュールの現在時刻を表し ています。 

機能説明

入力での TR 値 と TS 値を計算し、 Ta （Ta はスマー ト リ レーにおける現在の時刻です） が TR

と TS と の間にあ る と きに Q をセ ッ ト し ます。 それ以外の場合、 Q を リ セ ッ ト し ます。

夏時間／冬時間の自動変換 （詳細は夏時間 / 冬時間変換 （3.7.15） の項目を参照） が設定され

ている場合、 設定された時間差を考慮し て TR 値および TS 値を算出し ます。 

Par パラ メ ータの設定 

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

を押す

を押す

▲
▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ設定モード での表示 （例）

を押す ▼

夏時間／冬時間の自動変換が無効になっている場合、▼を押すと、スマー ト リ レーはパラ メ ー

タ設定モード で以下を表示し ます。 （例）

夏時間／冬時間の自動変換が有効になってお り 、 例 と し て EU にセ ッ ト されている場合、 

▼を押す と、 スマー ト リ レーはパラ メ ータ設定モード で以下を表示し ます。 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.14 ス ト ッ プウォ ッ チ

概要

ス ト ッ プウ ォ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンは、 開始ス ト ッ プウ ォ ッ チ信号から停止ス ト ッ プウ ォ ッ チ

信号までの経過時間をカ ウ ン ト し ます。      

パラ メ ータ TB

次のタ イ ムベース項目から タ イ ムベース を設定する こ と ができ ます。

• 10 ms （10 ミ リ 秒）

• s （秒）

• m （分）

• h （時間）

スマー ト リ レーの

記号
配線 説明

En 入力 En での信号がアナロ グ出力 AQ で経過時

間のカ ウ ン ト を開始し ます。

Lap 入力 Lap での立上 り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） に

よ ってス ト ッ プウ ォ ッチが停止し ます。

入力 Lap での立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷移） に

よ ってス ト ッ プウ ォ ッチが再開し ます。

R 入力 R での信号が経過時間を リ セ ッ ト し ます。 

パラ メ ータ ス ト ッ プウ ォ ッチのタ イ ムベース TB を設定す

る こ と ができ ます。 

設定可能な タ イ ムベース  

10 ミ リ 秒、 秒、 分、 時間

電源遮断時現在値保持機能 :

/ = オフ

R = オン

出力 AQ 入力 Lap での信号は、 Lap が 0 に リ セ ッ ト され

る まで AQ の値を保持し ます。 入力 R での信号

は、 AQ の値を 0 に リ セ ッ ト し ます。 
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図

機能説明

En=1 かつ Lap=0 の場合 ： ス ト ッ プウ ォ ッチは、 選択し た タ イ ムベース を使用し て、 現在の経

過時間 （CurT） を AQ に出力し ます。 

En=1 かつ Lap=1 の場合 ： Lap=0 にな る と、 ス ト ッ プウ ォ ッチは AQ を最後の値のま まにし ま

す。 こ の値は、 LapT と し て、 ス ト ッ プウ ォ ッ チ一時停止時間に記録されます。 

En=0 かつ Lap=1 の場合 ： ス ト ッ プウ ォ ッチは、 時間カ ウ ン ト を一時停止し ます。 LapT を AQ

に出力し ます。 

En=0 かつ Lap=0 の場合： ス ト ッ プウ ォ ッ チは、現在の経過時間 （CurT） を AQ に出力し ます。 

R での信号が AQ の値を 0 にセ ッ ト し ます。 
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

タ イ ムベース を変更するには、 を押し てカーソルを  "10ms" に移動させます。 OK 押す と、  

タ イ ムベースが選択でき る よ う にな り ます。 別のタ イ ムベース を選択するには、 ▲または▼

を押し て く だ さい。 OK を押し て選択を確定し ます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例）

▲

AQ
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.15 ア ッ プ / ダウン カウン タ

概要

入力パルスによ って、 パラ メ ータ設定に応じ て、 内部のカ ウ ン タが加算 ・ 減算されます。 

設定された閾値 （ス レ ッ シ ュ ホール ド） に達する と、 出力はセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 

カ ウ ン ト の方向 （＋ /-） は、 入力 Dir の信号によ って変更が可能です。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 R 入力 R の信号が、 内部のカ ウ ン ト 値を 0 に リ セ ッ

ト し ます。

入力 Cnt 入力 Cnt の 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト されます。 1 →

0 遷移はカ ウ ン ト されません。 

使用方法

• 入力 I3、 I4、 I5、 I6 ： 高速カ ウ ン タ用 

（FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-H12SCD の

み）、 最大 5 kHz。 （高速入力がア ッ プ / ダウ ン

カ ウ ン タに直接接続されている場合）

• 他の入力 / 回路部品 ： 低周波信号カ ウ ン ト 用

（4Hz （Typ.））

入力 Dir 入力 Dir によ り 、 カ ウ ン ト 方向 （＋ /-） が決定さ

れます。 

Dir= 0: カ ウ ン ト ア ッ プ 

Dir= 1: カ ウ ン ト ダウ ン

パラ メ ータ On: オン ス レ ッ シ ュ ホール ド 

範囲 :0 ～ 999999 
Off: オフ ス レ ッ シュ ホール ド 

範囲 :0 ～ 999999
StartVal: カ ウ ン ト を開始する初期値

内部カウ ン ト 値 Cnt の電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 Cnt での値と設定された閾値に応じ て、

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図

機能説明

内部カ ウ ン タは、入力 Cnt での立上が り エ ッ ジご と に、1 だけ加算（Dir=0） または減算（Dir=1）

されます。

入力 R で内部カ ウ ン ト 値を開始値に リ セ ッ ト でき ます。 R = 1 の場合、 出力も lo にな り 、 入  

力 Cnt でのパルスはカ ウ ン ト されません。

電源遮断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源遮断の後、 電源出力 Q と経過時

間は リ セ ッ ト されます。

Q は、 Cnt での現在値と設定された閾値に応じ て、 セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルール

については、 下記で説明し ます。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧ オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

Cnt ≧ On な らば Q = 1

Cnt < Off な らば Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

On ≦ Cnt ≦ Off な らば Q = 1

注記

カ ウ ン タの限界値がシステムによ って周期的にスキ ャ ン されます。

し たがって、 高速入力 I3、 I4、 I5、 I6 でのパルス周波数がサイ クルタ イ ム よ り 速い場合は、

指定された限界値を超え る までは、 その特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは動作し ません。

例 : １ スキ ャ ンあた り 、 100 パルス までカ ウ ン ト でき、 現在までに 900 パルスがカ ウ ン ト

された もの と し ます。 On = 950、 Off = 10000 
出力は、 値が 1000 に達し た後、 つぎのスキ ャ ンでセ ッ ト されます。 （Off = 980 の場合、 出   

力はセ ッ ト されません。）

R

Dir

On=Off=5

Cnt

StartVal

Q

内部のカ ウ ン ト 値 Cnt
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4. スマートリレーのファンクション構成  
プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

基準のブロ ッ ク （こ の例では B021） は、 有効範囲外の値を返し、 最も近い有効値に切上げ /

下げられます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.16 稼働時間カウン タ

概要

モニ タ入力での信号によ り 、 設定時間のカ ウ ン ト を開始し ます。 こ の時間が経過する と出力

がセ ッ ト されます。

注記

MI、 MN および OT は、 常に保持されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 R 入力 R での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） によ り 、
出力 Q は 0 にな り ます。 また、 残 り 時間 MN は、
設定時間間隔 MI にな り ます。

入力 En En はモニ タ入力です。 スマー ト リ レーでは、 この
入力のオンの時刻が読み取られます。

入力 Ral 入力 Ral （Reset all） での立上が り エ ッ ジによ って、

稼働時間カ ウ ン タ （OT） と 出力が リ セ ッ ト され、

残 り 時間は、 設定時間間隔 MI にな り ます。 

つま り 、

• 出力 Q = 0

• 測定された稼働時間 OT = 0

• 時間間隔の残 り 時間 MN = MI

パラ メ ータ MI: 1 時間および 1 分単位で設定でき る時間間隔、 
設定可能範囲 :0000 ～ 9999 h、 0 ～ 59 m 
OT: 稼働時間カ ウ ン タ

補正値の設定可能範囲 :00000 ～ 99999 h、 

0 ～ 59 m

以下の条件で Q → 0 遷移が起こ り ます。 ：

• "R" が選択されている 
MN = 0 な らば Q = 1 
R = 1 または Ral = 1 な らば Q = 0

• "R+En" が選択されている 
MN = 0 な らば Q = 1 
R = 1 または Ral = 1 または En = 0 な らば Q = 0

出力 Q 残 り 時間 MN = 0 の と き出力がセ ッ ト されます。 
（タ イ ミ ング図参照） 
出力が リ セ ッ ト されるのは ：

• "Q → 0：R+En" の場合：R = 1 または Ral = 1 または
En = 0 の と き

• "Q → 0 ： R" の場合 ： R = 1 または Ral = 1 の と き
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ MI

パラ メ ータ MI は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づいて、

予め設定し てお く こ と も可能です。 参照値のタ イ ムベースは "h" （時間） のみです。 以下の  

フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図

Par:

Q

R

Ral

En

MN=MI

OT

MN=0

MI=5h

MI = 設定された時間間隔

MN = 残 り 時間

OT = 稼働時間カ ウ ン タ
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

稼働時間カ ウ ン タは、 入力 En = 1 の と き、 経過時間と残 り 時間 MN が計算され、 パラ メ ータ  

設定モー ド で表示されます。 出力 Q は、 残 り 時間 MN = 0 の と きにセ ッ ト されます。

入力 R の信号によ り 、 出力 Q は リ セ ッ ト され、 残 り 稼働時間カ ウ ン タは、 設定値 MI にな り

ます。 内部カ ウ ン タ OT は続行し ています。

入力 Ral の信号によ り 、 出力 Q は リ セ ッ ト され、 残 り 稼働時間カ ウ ン タは、 設定値 MI にな  

り ます。 内部カ ウ ン タ OT は 0 に リ セ ッ ト されます。

出力が リ セ ッ ト されるのは、パラ メ ータ Q の設定に従って、以下のどれかの場合にな り ます。

入力 R または Ral （"Q → 0 ： R"） での信号によ る場合、 リ セ ッ ト 信号が hi にセ ッ ト された と

き、 En 信号が lo （"Q → 0 ： R+En"） にセ ッ ト された と き。

MI、 MN、 OT 値の表示

MI、MN、OT 値は WindLGC 上の " ツール " ＞ " 転送 " ＞ " 稼働時間カ ウ ン タ " で確認でき ます。

OT の限界値

入力 R の信号によ って残 り 時間 MN が リ セ ッ ト されて も、 稼働時間カ ウ ン タ OT は保持され

ます。 入力 Ral の 0 → 1 への遷移で OT は 0 に リ セ ッ ト されます。 入力 R の信号状態にかか

わらず、 OT は、 En ＝ 1 であ る限 り 、 カ ウ ン ト を続行し ます。

OT のカ ウ ン タの上限は、99999時間です。こ の値に達する と、稼働時間カ ウ ン タは停止し ます。

OT の初期値はプロ グ ラ ミ ングモード で設定でき ます。 入力 R = 0 の と き、 MN は次の式で計  

算されます ： 

MN = MI - （OT % MI）

例

0 20 40 60 80 100 120 

MN

OT 

30h 30h 30h 30h 

20h 100h 

MI

実行モード では OT をプ リ セ ッ ト でき ません。 MI が変更されて も MN は計算さ

れません。 MN は MI の値と な り ます。

MI = 30h、 OT = 100h

MN = 30 - （100 % 30）

MN = 30 - 10

MN = 20h
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

MI は、 設定可能な時間間隔で、 設定可能範囲は 0 時間 0 分～ 9999 時間 59 分

パラ メ ータ設定モード での表示 ：
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.17 周波数スイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ G_T

パラ メ ータ G_T は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づいて、

予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用する こ

と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Fre 入力 Fre での 0 → 1 遷移がカ ウ ン ト されます。 

1 → 0 遷移はカ ウ ン ト されません。

使用方法

• 入力 I3、 I4、 I5、 I6 ： 高速カ ウ ン タ用 

（FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE/FL1F-H12SCD
のみ）、 最大 5 kHz。 （高速入力が周波数ス

イ ッチに直接接続されている場合）

• 他の入力 / 回路部品 ： 低周波信号カ ウ ン ト 用 

（4Hz （Typ.））

パラ メ ータ On ： 周波数ス イ ッ チ （上）、 範囲 ： 0000 ～ 9999

Off ： 周波数ス イ ッチ （下）、 範囲 ： 0000 ～ 9999

G_T ： 入力パルスが測定される時間間隔または

ゲー ト 時間、 範囲 ： 00 ： 00 ～ 99 ： 99

（秒 ： 1/100 秒）

出力 Q Q は、 閾値によ ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。
209



4. スマートリレーのファンクション構成
• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

タ イ ミ ング図

機能説明

周波数ス イ ッチは、 入力 Fre での信号を測定し ます。 パルスが、 設定された時間 G_T の間に

記録されます。

出力 Q は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルールは以下の とお

り です。

判定のルール

• 周波数ス イ ッ チ （上） ≧周波数ス イ ッチ （下） の場合 ：

fa > On な らば、 Q = 1 または、

fa ≦ Off な らば、 Q = 0

• 周波数ス イ ッ チ （上） < 周波数ス イ ッチ （下） の場合 ：

On ≦ fa < Off な らば、 Q = 1

Q

fa = 9 fa = 10 fa = 8 fa = 5

G_T

Fre

fa = 入力パルス数
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

注記

システムは、 時間間隔 G_T ご と にカ ウ ン タ限界値を ス キ ャ ン し ます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

注記

時間の単位には、固定のデフ ォル ト 値 " 秒 " が設定されています。時間 G_T に 1 秒を設定  

する と、 現在の周波数 （Hz） がパラ メ ータ fa にセ ッ ト されます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

注記

fa は、 時間単位 G_T ご と に測定されたパルス数の合計を常に表し ています。

Q  1 (fa > On)
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.18 アナログスイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかに

な り ます。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナログ出力付フ ァ ン クシ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： -10.00 ～ 10.00

B ： 補正値、 範囲 ： -10,000 ～ 10,000

On ： オン ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： -20,000 ～ 20,000

Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： -20,000 ～ 20,000

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 アナロ グス イ ッチによ ってセ ッ ト / 
リ セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力のOn、Off、Axの表示にのみ適用されます。 On/Off値の比較には影響し ません。

（比較フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 小数点は無視されます。）

タ イ ミ ング図

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算されま

す。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

出力 Q は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルールは以下の とお

り です。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧ オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 :

Ax ＞ On な らば、 Q = 1 または、

Ax ≦ Off な らば、 Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 :

On ≦ Ax < Off な らば、 Q = 1

Q

1000

0Ax

On
Off
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

増加率と補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

メ ッ セージ出力での表示 （例） ：

Q  1 (Ax > On)

p  2 Ax
Q  1 (Ax > On)
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.19 アナログデ ィ フ ァ レンシャルスイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値 と差分値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の On、 Off、 Ax の表示にのみ適用されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかに

な り ます。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナログ出力付フ ァ ン クシ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： -10.00 ～ 10.00

B ： 補正値、 範囲 ： -10,000 ～ 10,000

On ： オン （On/Off 閾値）、 範囲 ： -20,000 ～ 20,000

Δ ： 差 （Off パラ メ ータ を計算する ための差分

値）、 範囲 ： -20,000 ～ 20,000

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 閾値 と差分値によ ってセ ッ ト / リ セ ッ ト

されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図 A ： マイナス差分 ∆ のフ ァ ン ク シ ョ ン

タ イ ミ ング図 B ： プ ラス差分 ∆ のフ ァ ン ク シ ョ ン

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算されま

す。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

出力 Q は、 設定された （On） 閾値と差分値 （Δ） に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 Off パ

ラ メ ータは、 Off = On +Δ （Δ は、 プラ ス またはマ イナス） で自動的に計算されます。 判定の   

ルールは以下の とお り です。

判定のルール

• 差分 Δ をマ イナスに設定し、 On 閾値≧ Off 閾値で、 しかも

Ax > On な らば、 Q = 1 または、

Ax ≦ Off な らば、 Q = 0

タ イ ミ ング図 A 参照

• 差分 Δ をプラ スに設定し、 On 閾値 < Off 閾値で、 しか も

On ≦ Ax < Off な らば、 Q = 1

タ イ ミ ング図 B 参照

Q

O

n

Ax

Off = On + Δ

Q

Off = On + Δ

Ax

On
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

増加率と補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

On/Off
On/Off

Off
On

Off 
Q  1 (Ax > On)
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.20 アナログ比較

概要

出力は、 差分 Ax-Ay と、 設定された ２ つの閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Ax、 Ay 入力 Ax および Ay は、 以下のアナロ グ信号のい

ずれかにな り ます。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナログ出力付フ ァ ン クシ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： -10.00 ～ 10.00

B ： 補正値、 範囲 ： -10,000 ～ 10,000

On ： オン ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： -20,000 ～ 20,000

Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： -20,000 ～ 20,000

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 差分 Ax-Ay と、 設定された閾値に従って

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。
219



4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の Ax、 Ay、 On、 Off、 Δ の表示にのみ適用されます。 On/Off 値の比較には影

響し ません。 （比較フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 小数点を無視し ます。）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

機能説明

入力 Ax、 Ay でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax と Ay の各々に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その各積にパラ メ ータ B （補正値） の

値が加算されます。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

（Ay × 増加率） + 補正値 = 実際の Ay

アナロ グ比較では、 Ax と Ay の差 "Δ" が計算されます。

出力 Q は、 実際の差 Ax-Ay と、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定の

ルールは以下の とお り です。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

（実際の Ax - 実際の Ay） > On な らば、 Q = 1 または、

（実際の Ax - 実際の Ay） ≦ Off な らば、 Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド で、 しかも ：

On ≦ （実際の Ax - 実際の Ay） < Off な らば、 Q = 1

Ax

1000

0

Ay

1000

0

Ax-A y

1000

0
200

Ax-Ay > 200、 

On 閾値 = Off 閾値 = 200 の   

と きの Q
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

増加率と補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

例

温度コ ン ト ロール システムでは、 出力温度 TV と測定温度 Tr は、 例えば AI2 のセンサで比較 

されます。

測定温度 と設定温度と の差が 15 ℃を超え る場合、 制御信号が起動されます。 （例 ： 「 ヒ ーター

On」） 制御信号は、 差が 5 ℃以下の場合、 リ セ ッ ト されます。

温度についてのプロセス変数は、 パラ メ ータ設定モード で説明し ます。

使用可能な熱電対のテ ク ニカルデータ ： -30 ～ +70 ℃、 DC 0 ～ 10V

（4.3.6 参照）

設定 （例） ：

実測値 内部用変換値

-30 ～ +70 ℃ = DC 0 ～ 10V 0 ～ 1000

0 ℃ 300 →オフセ ッ  ト  = -30

範囲 ： -30 ～ +70 ℃ = 100 1000 → 増加率 = 100/1000 = 0.1

On 閾値 = 15 ℃ 閾値 = 15

Off 閾値 = 5 ℃ 閾値 = 5
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

メ ッ セージ出力での表示 （例） ：

アナログ比較の入力応答を遅らせるには

オン／オフデ ィ レータ イ マの特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って、 アナロ グ比較の出力を遅らせる

こ と もでき ます。 オンデ ィ レータ イマを使 う と、 入力 Trg での ト リ ガ信号 （ = アナロ グ比較  

出力） のパルス幅が、 オンデ ィ レー時間よ り も長い と きに限って、出力 Q がセ ッ ト されます。

また、 オフデ ィ レータ イマを使 う と 、 入力 Trg での ト リ ガ信号のパルス幅が、 オフデ ィ レー

時間よ り も長い と きに限って、 出力 Q が リ セ ッ ト されます。

こ の方法によ り 、 仮想の ヒ ステ リ シス を実現し、 短い信号に合わせて入力応答を遅らせる こ

と ができ ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク図

Q  1  > On

Q1

AI

ΔA

AI

AI1

AI2

B1

B2

B3

アナロ グ比較

オンデ ィ レータ イマ

オフデ ィ レータ イマ
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.21 アナログモニ タ

概要

アナロ グモニ タでは、 入力 En の立ち上が り 時のアナロ グ入力を基準に閾値が計算され、 そ

の閾値を基準に、 1 または 0 を出力し ます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） に

よ って、 入力 Ax （"Aen"） でのアナロ グ値が メ

モ リ に保存され、 アナロ グ範囲 Aen-Δ2 ～

Aen+Δ1 のモニ タが開始されます。

入力 Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかに

な り ます。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナログ出力付フ ァ ン クシ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： -10.00 ～ 10.00

B ： 補正値、 範囲 ： -10,000 ～ 10,000

Δ1: 差 1 （On 閾値を計算するための差分値） :

設定可能範囲 : 0 ～ 20,000

Δ2: 差 2 （Off 閾値を計算する ための差分値） :

設定可能範囲 : 0 ～ 20,000

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 保存されたアナロ グ値と補正値によ って

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ ∆1 および ∆2

パラ メ ータ Δ1/Δ2 は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力に表示される Aen、 Ax、 n1 および n2 値にのみ適用されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成

    

 

タ イ ミ ング図

機能説明

入力 En での 0 → 1 遷移によ って、 アナロ グ入力 Ax での信号の値が保存されます。 この保存

されたプロセス変数は、 "Aen" と呼ばれます。

実際のアナロ グ値 Ax と Aen に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補

正値） の値が加算されます。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Aen （入力 En が 0 から 1 に変わる と き）

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

出力 Q は、 入力 En = 1 で、 かつ入力 Ax での実際の値が Aen - Δ2 ～ Aen + Δ1 の範囲から外れ    

た と きにセ ッ ト されます。

また出力 Q は、入力 Ax での実際の値が Aen - Δ2 ～ Aen + Δ1 の範囲内にあ り 、 または入力 En    

での信号が lo に変わった と きに リ セ ッ ト されます。

Par パラ メ ータの設定

使用されているセンサを、 各アプ リ ケーシ ョ ンに適合させる ために、 増加率 と 補正値が使わ

れます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

Q

Aen + 1 

Ax

En

Aen – 2  

Aen

On/Off

Q  1 Ax Aen  Δ2 Aen + Δ1
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.22 アナログ リ ニア変換

概要

アナロ グ入力の値が増幅され、 その値がアナロ グ出力に出力されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の AQ にのみ適用されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかに

な り ます。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナログ出力付フ ァ ン クシ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： -10.00 ～ 10.00

B ： 補正値、 範囲 ： -10,000 ～ 10,000

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 AQ この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンには、 アナロ グ出力が

あ り ます。 こ の出力は、 アナロ グ入出力、 アナ

ロ グマーカ またはネ ッ ト ワーク アナロ グ出力に

しか接続する こ と ができ ません。 

AQ の範囲 ： -32767 ～ 32767
227



4. スマートリレーのファンクション構成
機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。 

この値に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算さ

れます。 つま り 、 

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax 
Ax の実際の値が AQ に出力されます。

アナログ 出力

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンは、 0 ～ 1000 までのアナロ グ信号を処理し ます。 そのためアナ

ロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンの直前に、 アナロ グ リ ニア変換を接続し て特殊フ ァ ン ク シ ョ ンのア

ナロ グ出力値を 0 ～ 1000 の範囲内に変換し て く だ さい。下図の例は、 アナロ グ リ ニア変換を

使用し て、あ る特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの実際のAx値 -5000～5000 を 0～1000 に変換し ています。

  0 ～ 1000 の範囲外であるアナログ信号がアナログ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された場合

0 ～ 1000 の範囲外のアナロ グ信号 （アナロ グ信号 < 0、 1000 < アナロ グ信号） がアナロ グ出    

力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された場合、 アナロ グ出力モジュールは以下のよ う に動作し ます。

アナロ グ出力のモード を 0-10V/0-20ｍA と設定し た場合 ： 

0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された と きは、 0V、 0mA のアナ

ロ グ値を出力し ます。 また 1000 よ り 大きいアナロ グ信号が入力された と きは、 10V、 20ｍA

のアナロ グ値を出力し ます。

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される アナロ グ信号と アナロ グ出力値の関係

Ax01000 1000

10V / 20mA
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4. スマートリレーのファンクション構成  
アナロ グ出力のモード を 4-20ｍA と設定し た場合 ： 

0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された と きは、 4mA 未満の電流

を出力し ます。 また 1000 よ り 大きいアナロ グ信号が入力された と きは、 20ｍA の電流を出力

し ます。

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される アナロ グ信号と アナロ グ出力値の関係

注記

0 未満、 または 1000 よ り 大きいアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力されてい

る こ と は、 アナロ グス イ ッチを使用し て検出でき ます。

アナロ グ出力のモード を 4-20ｍA と設定し た場合に、 0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力

フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される と アナロ グ出力モジ ュールは 4mA 未満の電流を出力し ます。

4mA 未満の電流を出力し ない よ う にする ためには、 下図の よ う に、 アナロ グ出力フ ァ ン ク

シ ョ ン （AQ1） の直前にアナロ グマルチプレ ク サ （B007） を、 そのアナロ グマルチプレ クサ

の直前にアナロ グ ス イ ッ チ （B006） を接続し て、 その 0 未満のアナロ グ信号を 0 以上にする

必要があ り ます。

例 ： 下図のプロ グ ラ ムの場合、 アナロ グ出力モジュールは右下の図のよ う に動作し ます。

Ax01000 1000

20mA

4mA

250

Ax01000 1000

20mA

4mA
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4. スマートリレーのファンクション構成

  
各フ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータは下表を参考に設定し て く だ さい。 

各フ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータ

アナログ入力値の増幅

アナ ロ グ入力を アナ ロ グ リ ニア変換およびアナ ロ グマーカに接続する こ と に よ り 、 ポテン

シ ョ メ ータのアナロ グ入力値に影響を与え る こ と ができ ます。

• アナロ グ リ ニア変換のアナロ グ値を、 今後再利用する ために増幅する

• 例 : 時間関連のフ ァ ン ク シ ョ ン（4.4.3 オン / オフ  デ ィ レー タ イマなど）のパラ メ ータ  T の    

時間ベース またはア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ  （4.4.15） の On/Off 限界値を、 増幅し たアナロ 

グ値に接続する

プロ グ ラ ミ ング例の詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ン ヘルプを参照し て く だ さい。

Par パラ メ ータの設定

増加率と補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

パラ メ ータ

アナロ グ ス イ ッ チ
（上図の B006）

A ： 増加率 = + 1.00

B ： 補正値 = 0

On ： オン ス レ ッ シュ ホール ド  = 0

Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド  = 0

p ： 小数点位置 ： 任意に設定可能

アナロ グマルチプレ ク サ
（上図の B007）

V1 = 0

V2 ： 任意に設定可能 

V3 = AQ1 から出力し たい実際の AQ 値を持つ特

殊フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

V4 ： 任意に設定可能

p ： 小数点位置 ： 任意に設定可能
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.23 自己保持

概要

出力 Q は、 入力 S によ ってセ ッ ト され、 入力 R によ って リ セ ッ ト されます。

タ イ ミ ング図

動作説明

電源遮断時現在値保持は、 フ リ ッ プフ ロ ッ プの一種で、 出力値は、 入力状態 と その前の出力

状態によ って決ま り ます。 下表はその論理を示し ます。

電源遮断時現在値保持機能が有効の と きは、 現在の出力信号状態は、 電源遮断後も保持され

ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 S 出力 Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され

ます。

入力 R 出力 Q は、 入力 R での信号によ って リ セ ッ ト さ

れます。 

S と R が 1 な らば、 出力は リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ 電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され、 入

力 R での信号によ って リ セ ッ ト されます。

S R Q 説明

0 0 x 値は変化し ない。

0 1 0 リ セ ッ ト

1 0 1 セ ッ ト

1 1 0 リ セ ッ ト （セ ッ ト よ り 優先されます。）

S

R

Q
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.24 オルタ ネイ ト スイ ッ チ

概要

出力は、 入力での短いパルスによ って、 セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

タ イ ミ ング図

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 出力 Q は、 入力 Trg （Trigger） での信号によ っ

てセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 S 出力 Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され

ます。

入力 R 出力 Q は、 入力 R での信号によ って リ セ ッ ト さ

れます。

パラ メ ータ 選択 ：

RS （R 入力優先） または

SR （S 入力優先）

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 Trg での信号によ ってセ ッ ト され、 S と R

が 0 な らば、 Trg でのつぎの信号によ って リ セ ッ

ト されます。

Trg

Q

R

S

タ イ ミ ング図の太線部分は、 オルタネ

イ ト ス イ ッチのア イ コ ンにも示されて

います。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

出力 Q は、 入力 S と R が 0 な らば、 入力 Trg での各 0 → 1 遷移によ ってセ ッ ト または リ セ ッ

ト されます。 

S または R が 1 な らば、 入力 Trg の信号には影響されません。 

オルタネ イ ト ス イ ッチは、 入力 S での信号でセ ッ ト されます。 つま り 出力は hi にセ ッ ト され

ます。 

また、 入力 R での信号で リ セ ッ ト されます。 つま り 出力は lo にセ ッ ト されます。

状態の表

* ： RS または SR

** ： S と R = 0 なので、 ト リ ガ信号は有効です

Par Qn-1 S R Trg Qn

* 0 0 0 0 0

* 0 0 0 0->1 1**

* 0 0 1 0 0

* 0 0 1 0->1 0

* 0 1 0 0 1

* 0 1 0 0->1 1

RS 0 1 1 0 0

RS 0 1 1 0->1 0

SR 0 1 1 0 1

SR 0 1 1 0->1 1

* 1 0 0 0 1

* 1 0 0 0->1 0**

* 1 0 1 0 0

* 1 0 1 0->1 0

* 1 1 0 0 1

* 1 1 0 0->1 1

RS 1 1 1 0 1

RS 1 1 1 0->1 0

SR 1 1 1 0 1

SR 1 1 1 0->1 1
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4. スマートリレーのファンクション構成
設定によ って、 入力 R が入力 S に優先するか （R = 1 の と き、 入力 S が無効）、 その逆 （S = 1    

の と き、 入力 R が無効） かを選択でき ます。

電源遮断時現在値保持機能を有効に設定し ていない場合、電源遮断の後、オルタ ネイ ト ス イ ッ

チ と出力 Q は リ セ ッ ト されます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

パラ メ ータ設定モード では、 この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは使用でき ません。

注記

Trg= 0 で Par = RS の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン 「オルタ ネイ ト ス イ ッチ」 は、 特殊フ ァ ン   

ク シ ョ ン 「自己保持」 と同じ機能にな り ます。 （4.4.23 参照）

▲または▼

押す
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.25 メ ッ セージ出力

概要

メ ッ セージ出力はスマー ト リ レーが RUN モード の と き、 ユーザーが作成し たテキス ト と パ

ラ メ ータ を含む メ ッ セージテキス ト を表示し ます。

棒グ ラ フやデジ タル入出力の状態名などは WindLGC でのみ設定でき ます。 詳細については、

WindLGC オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

メ ッ セージ出力の設定

プロ グ ラ ム ミ ングモー ド で、 すべての メ ッ セージ出力に適用するパラ メ ータ を設定し ます。

• AI 更新時間 : メ ッ セージテキス ト 上でのアナロ グ入力値の表示更新周期 （単位 ms）

点滅時間 : メ ッ セージテキス ト がデ ィ スプレ イ上でス ク ロールする速さ 

メ ッ セージテキ ス ト を ス ク ロールさせる方法は 2 つです。 

1 文字ずつ （Ch by Ch）

1 行ずつ （Ln by Ln）

作成された メ ッ セージテキ ス ト の各文字、 または各行は点滅時間に基づいてスマー ト リ

レーデ ィ スプレ イ上でス ク ロールし ます。1 行ずつス ク ロールする場合の実際の点滅時間

は、 設定された点滅時間の 10 倍です。 1 文字ずつス ク ロールする場合の点滅時間は、 設

定された点滅時間です。

• 言語設定 : メ ッ セージ出力のテキス ト の言語設定 

第一言語および第二言語は、 スマー ト リ レーでサポー ト される以下の言語か ら選択でき

ます。

スマー ト リ レーでの
言語設定

共通名 サポー ト 言語

ISO8859-1 Latin-1

英語、 ド イ ツ語、 
イ タ リ ア語、 
スペイ ン語 （一部）、
オラ ンダ語 （一部）

ISO8859-5 キ リル文字 ロ シア語

ISO8859-9 Latin-5 ト ルコ語

ISO8859-16 Latin-10 フ ラ ンス語

GB-2312 中国語 中国語

Shift-JIS 日本語 日本語 （第一水準）
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4. スマートリレーのファンクション構成
1 回路プロ グ ラ ムの中で使用でき る最大 50 個の メ ッ セージ出力は、 第一言語または第二言語

から任意に言語設定でき ます。例えば、第一言語で作成された メ ッ セージ出力を 50 個設定す

る こ と ができ ます。 また メ ッ セージ出力を 25 個設定し て、第一言語および第二言語で作成さ

れた合計 50 個の メ ッ セージテキス ト を設定でき ます。 1 回路プロ グ ラ ムの中で実際に使用す

る メ ッ セージ出力の合計が50個を越えなければ、言語を任意に組み合わせる こ と ができ ます。

1 つのテキス ト 内で複数言語を使用する こ と はでき ません。

メ ッ セージ出力のテキス ト は WindLGC で編集でき ます。

ベースモジ ュール上では、 言語設定 ISO8859-1 で作成されたテキス ト のみ編集でき ます。

メ ッ セージ出力でテキ ス ト を表示する言語は、 スマー ト リ レーの メ ニ ュー言語の設定から独

立し ています。 言語が同じであ る必要はあ り ません。

メ ッ セージ出力のパラ メ ータのプログラ ミ ング

0.1 0.2 0.4 0.8 1s

0.1s 1s

0.1s
0.1s

10s
236



4. スマートリレーのファンクション構成  
メ ッ セージ出力

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En （Enable） の 0 → 1 への遷移によ って、

メ ッ セージ出力の出力がセ ッ ト されます。

入力 P P ： メ ッ セージ出力の優先度 

設定可能範囲 :0...127

メ ッ セージテキ ス ト の表示先 ： 

スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ、 

テキ ス ト デ ィ スプレ イ、 

スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ と テキス ト デ ィ

スプレ イ

メ ッ セージテキ ス ト のス ク ロール方法 ： 

1 文字ずつ （Ch by Ch） 

1 行ずつ （Ln by Ln）

Ack ： メ ッ セージ出力の確認応答

パラ メ ータ Ack ： メ ッ セージ出力の確認応答

Msg Text ： メ ッ セージ出力の入力

Priority ： メ ッ セージ出力の優先度

設定可能範囲 ： 0 ～ 127

点滅タ イプ

• C-C ： 文字ご と に メ ッ セージを点滅させる

• L-L ： 行こ と に メ ッ セージを点滅させる

Msg. Dst ： メ ッ セージ表示先 （BM、 TDE、 また

は両方）

Web Show ： スマー ト リ レーベーシ ッ ク を Web

サーバで表示する

行点滅設定 （各行設定）

• 行 1 点滅

• 行 2 点滅

• 行 3 点滅

• 行 4 点滅

• 行 5 点滅

• 行 6 点滅

注 : パラ メ ータ Text はスマー ト リ レーで編集で

き ます。 テキス ト を編集でき る言語は

ISO8859-1 のみです。 他の言語および他の

パラ メ ータは WindLGC で編集でき ます。

詳細については、 オン ラ イ ンヘルプを参照

し て く だ さい。

出力 Q メ ッ セージ出力がセ ッ ト されている間は、 出力

Q はオン し ています。
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4. スマートリレーのファンクション構成
制限事項

最大 50 個の メ ッ セージ出力ブロ ッ ク を使用でき ます。

機能説明

スマー ト リ レーが RUN モー ド で、 入力 En の信号が 0 → 1 へ遷移し た と きに、 パラ メ ータ と

設定し たテキス ト を表示し ます。

設定 さ れた メ ッ セージテキ ス ト の表示先に従っ て、 メ ッ セージテキ ス ト はス マー ト リ レー

デ ィ スプレ イ、 テキス ト デ ィ スプレ イ、 またはその両方に表示されます。

回路プロ グ ラ ムでマーカ M27 を使用し ている場合、 M27 = 0 （lo） な らば、 スマー ト リ レー  

は第一言語で作成された メ ッ セージテキ ス ト を表示し ます。 

M27 = 1 （hi） な らば、 スマー ト リ レーは第二言語で作成された メ ッ セージテキス ト を表示し  

ます。 （M27 の説明については、 4.1 を参照し て く だ さい。）

点滅設定が設定されている行は、 設定された点滅設定に応じ て 1 文字ずつ、 または 1 行ずつ

メ ッ セージテキス ト がス ク ロールし ます。

確認応答を無効に設定し た場合 （Ack = No）、 入力 En = 0 な らば、 メ ッ セージテキス ト は表    

示されません。

確認応答を有効に設定し た場合 （Ack = Yes）、 入力 En の信号が 1 → 0 へ遷移し て も、 Enter  

キーを押すまで メ ッ セージテキス ト は表示され続けます。Enter キーを押すと メ ッ セージテキ

ス ト は非表示と な り ます。入力 En = 1 な らば、Enter キーを押し て も メ ッ セージテキス ト は表  

示されます。

複数個の メ ッ セージ出力の入力 En が 1 の場合、スマー ト リ レーは優先度が最高の （0 = 最低、  

127 = 最高） メ ッ セージ出力の メ ッ セージテキス ト を表示し ます。 入力 En の信号が 1 → 0 へ  

遷移し た後や確認応答後は、 入力 En = 1 であ る メ ッ セージ出力の う ち、 最高の優先度を持つ  

メ ッ セージ出力の メ ッ セージテキス ト が自動的に表示されます。

▲、 ▼を押し て、 メ ッ セージ出力の表示を変え る こ と ができ ます。
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例

２ つの メ ッ セージ出力を表示させる方法 ：

メ ッ セージのスク ロール

メ ッ セージテキス ト の行を ス ク ロールさせる方法を設定でき ます。 以下の 2 つのタ イプがあ

り ます。

• 1 文字ずつ

• 1 行ずつ

1 文字ずつス ク ロールする場合は、 設定し た行の文字が同時に 1 文字ずつ左にス ク ロールし

ます。 ス ク ロールする時間間隔は、 点滅時間から設定し ます。

1 行ずつス ク ロールする場合は、 設定し た行のテキ ス ト の半分が、 一度に左にス ク ロールし

ます。 ス ク ロールする実際の時間間隔は、 設定された点滅時間の 10 倍です。 二分割されたテ

キス ト が交互に表示されます。

30

10

RUN モード での表示
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例 :1 文字ずつス ク ロールする メ ッ セージテキス ト  

以下の図は、 1 行 24 文字の メ ッ セージ出力を示し ています。

この メ ッ セージ出力の行が点滅時間 0.1 秒で 「1 文字ずつ」 ス ク ロールする よ う に設定されて

いる場合、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ またはテキス ト デ ィ スプレ イでの表示は以下の図の

よ う にな り ます。

0.1 秒後に、行中の各文字が同時に左へス ク ロールし ます。 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ また

はテキス ト デ ィ スプレ イでの表示は以下の図のよ う にな り ます。

例 :1 行ずつス ク ロールする メ ッ セージテキス ト  

以下の例は、 前述の例 と同じ メ ッ セージ設定を使用し ています。

この メ ッ セージ出力の行が点滅時間 0.1 秒で 「1 行ずつ」 ス ク ロールする よ う に設定されてい

る場合、入力 En が 0 → 1 へ遷移し た直後のスマー ト リ レーデ ィ スプレ イ またはテキス ト デ ィ

スプレ イでの表示は以下の図のよ う にな り ます。

1 秒後 （10 x 0.1 秒） に、 このテキス ト を二分割し た残 り の部分が表示されます。

画面には、 １ 秒毎に二分割されたテキス ト が交互に表示されます。

メ ッ セージ出力の各行を ス ク ロールさせるかど う かを設定する こ と ができ ます。「1文字ずつ」

または 「1 行ずつ」 の設定は、 ス ク ロールする よ う に設定し たすべての行に適用されます。
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Par パラ メ ータの設定

入力 P から、 メ ッ セージテキス ト に関する次の項目を設定し ます。

• 優先度

• 確認応答

• メ ッ セージテキ ス ト の表示先

• ス ク ロールの方法、 各行のス ク ロールの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

1. を押し、 カーソルを "Ack" に移動し ます。

2. ▲または▼を押し て、 "Ack" を有効にし ます。

3. を押し てカーソルを "Msg Text" 行に合わせます。 OK を 2 回押し ます。 ▲または▼を   

押し て メ ッ セージテキス ト の行を選択し ます。 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う にな

り ます。

4. ▲または▼を押し て、 テキス ト に表示する文字を選択し ます。 カーソル移動には、 や

を押し ます。

注記

使用可能な文字は、 回路プ ロ グ ラ ム名に使用で き る文字 リ ス ト と 同様です。 文字 リ ス ト

は、 「回路プロ グ ラ ムの入力 （3.7.3） 」 をご覧 く だ さ い。 スマー ト リ レーベーシ ッ ク か ら

メ ッ セージテキス ト を入力する場合、 ISO8859-1 文字 リ ス ト にあ る文字のみ入力する こ と

ができ ます。

別の言語のテキス ト を入力するには、WindLGC から テキス ト を入力する必要があ り ます。

メ ッ セージテキス ト の行ご と の文字数が、スマー ト リ レー搭載デ ィ スプレ イ上の文字数よ

り 多 く て も問題あ り ません。

"+"

▲
▲

▲

▲
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5. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

6. を押し、 カーソルを "Priority" に移動し ます。

7. ▲を押し て優先度を上げます。

8. を押し、 カーソルを "Msg. Dst" に移動し ます。

9. ▲または▼を押し て、 メ ッ セージの表示先を以下の 3 つの選択肢から選択し ます。

"BM","TDE" または "BM&TDE"。

10. を押し、 カーソルを "Tick Type" に移動し ます。

11. ▲または▼を押し て、 スク ロールのタ イプを "C-C" または "L-L" から選択し ます。

12. を押し て、 各行をスク ロールさせるかど うかを設定し ます。 スマー ト リ レーは以下の

画面を表示し ます。

13.  ▲または▼を押し て、 行 1 で "No" か "Yes" を選択し、 1 行目をスク ロールさせるかど う    

かを設定し ます。

14. を押し て、 カーソルを行 2 に移動し ます。 ▲または▼を押し て、 "No" または "Yes" を   

選択し、 2 行目をスク ロールさせるかど う かを設定し ます。 続いて、 行 1 および行 2 と   

同様の方法で、 行 3、 行 4、 行 5、 および行 6 のスク ロールを設定し ます。

15. を押し、 カーソルを "Web Show" に移動し ます。 ▲または▼を押し て、 "Web Show"   

の設定を "No" または "Yes" から選択し ます。

16. OK を押し て、 メ ッ セージ出力の設定を完了し ます。

▲
▲

: 

▲

:
1 C C 1 L L

▲

Web

WebNo:

No:

Yes:

Yes:

▲
▲
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表示可能なパラ メ ータ と プロセス変数

以下のパ ラ メ ータ ま たはプ ロ セ ス変数は、 数値 と し て ま たは棒グ ラ フ表示の値 と し て メ ッ

セージ出力に表示でき ます。

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称
メ ッ セージ出力で表示可能な

パラ メ ータ、 プロセス変数

時間関連フ ァ ン ク シ ョ ン

オンデ ィ レータ イマ T, Ta

オフデ ィ レータ イマ T, Ta

オン／オフデ ィ レータ イマ Ta, TH, TL

自己保持のオンデ ィ レータ イマ T, Ta

1 シ ョ ッ ト パルス T, Ta

立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー Ta, TH, TL

デューテ ィ ー比可変パルス出力 Ta, TH, TL

ラ ンダムパルス出力 TH, TL

消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ Ta, T, T!, T!L

オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッチ Ta, T, TL, T!, T!L

週間タ イ ム ス イ ッチ 3*on/off/day

年間タ イ ム ス イ ッチ On, Off

天文時計 経度 , 緯度 , 時間帯 , TS, TR

ス ト ッ プウ ォ ッチ TB, Ta, ラ ッ プ ,  AQ

カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ Cnt, On, Off

稼働時間カ ウ ン タ MI, Q, OT

周波数ス イ ッ チ fa, On, Off, G_T

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッチ On, Off, A, B, Ax

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス イ ッ チ On, Δ, A, B, Ax, Off

アナロ グ比較 On, Off, A, B, Ax, Ay, ΔA

アナロ グモニ タ Δ, A, B, Ax, Aen

アナロ グ リ ニア変換 A, B, Ax

アナロ グマルチプレ クサ V1, V2, V3, V4, AQ

アナロ グ台形制御 L1, L2, MaxL, StSp, Rate, A, B, AQ

PI 制御 SP, Mq, KC, TI, Min, Max, A, B, PV, AQ

アナロ グ演算 V1, V2, V3, V4, AQ

パルス幅変調器 （PWM） A, B, T, Ax 増幅済み
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タ イマについては、 メ ッ セージ出力は残 り 時間も表示でき ます。 「残 り 時間」 と は、 パラ メ ー

タ設定の時間がどれだけ残っているかを指し ます。

棒グ ラ フは最小値 と最大値の間でス ケール設定された現在の値または実効値を水平方向、 ま

たは垂直方向に表示でき ます。 メ ッ セージ出力におけ る棒グ ラ フの設定および表示の詳細に

ついては、 WindLGC オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

その他

自己保持 -

オルタネ イ ト ス イ ッ チ -

メ ッ セージ出力 -

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チ On/Off

シフ ト レジス タ -

アナロ グ演算エラー検出 MathBN, ZD, OF

アナロ グフ ィ ルタ  Sn, Ax, AQ

最大／最小 Mode, Min, Max, Ax, AQ

平均化 Ax, St, Sn, AQ

フ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換 Typ, VM, Res, eAx, Aq

イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換 Typ, VM, Res, eAx, eAq, Aq
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メ ッ セージ出力の編集

ベースモジ ュール上では、 パラ メ ータ Text のみ編集でき ます。 棒グ ラ フ、 入出力状態名など

の機能を使用する メ ッ セージ出力は、 ベースモジ ュール上では編集でき ません。 これらのタ

イプの メ ッ セージテキス ト は、 WindLGC からのみ編集する こ と ができ ます。

また、 ベースモジ ュール上では、 次のいずれかのパラ メ ータ を含む メ ッ セージ出力を編集す

る こ と はでき ません。

• Par

• Time

• Date

• EnTime

• EnDate

• アナロ グ入力

• デジ タル入出力ステータ ス

• 特殊文字 （例 ： ±、 €）

有効メ ッ セージ出力中のパラ メ ータの変更

メ ッ セージ出力が有効 と なっている状態で、 ESC を押し て編集モード に移行し ます。

注記

ESC キーは、 １ 秒以上押し続けて く だ さい。

、 を押し て、 該当する行を選択し ます。 （パラ メ ータ を含む行だけが選択でき ます） 

行を選択し た ら、 OK を押し て、 、 、 ▲、 ▼を使用し てパラ メ ータ を変更し ます。

変更内容を確認し て、 OK を押し ます。 他にも変更するパラ メ ータがあれば変更し、 ESC を

押し て、 編集モード を終了し ます。

カーソルキーによる メ ッ セージ出力の入力

本体で メ ッ セージ （画面） を表示させた状態で、 ESC キーと カーソルキーを押し た と き、 

本体の 4 つのカーソルキーが有効と な り ます。

▲

▲

▲

▲
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4.4.26 ソ フ ト ウ ェ アスイ ッ チ

概要

こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブ ロ ッ ク は、 機械的なモ メ ン タ リ ス イ ッ チま たはオルタ ネ イ ト ス

イ ッ チの機能を実現する フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク です。

工場出荷時の設定

"Par" のデフ ォル ト 設定は、 「モ メ ン タ リ ス イ ッチ」 です

タ イ ミ ング図

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 En パラ メ ータ設定モード で、 "Switch = On" が確認

された場合に、 入力 En （Enable） での 0 → 1 遷

移によ って、 出力 Q がセ ッ ト されます。

パラ メ ータ プロ グ ラ ミ ングモード ：

モ メ ン タ リ ス イ ッ チまたはオルタネ イ ト ス イ ッ

チの動作を設定し ます。

REM ： プロ グ ラ ムが起動し た際に、 最初のス

キ ャ ンに適用される On または Off 状態。

電源遮断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン 

パラ メ ータ設定モード 

（RUN モード） ：

Switch ： モ メ ン タ リ ス イ ッチやオルタネ イ ト ス

イ ッチの On/Off を切 り 替えます。

出力 Q En = 1 の場合、 "Switch = On" で OK が押された

と き、 出力がセ ッ ト されます。

Switch

En

Q
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機能説明

パラ メ ータ設定モード で、"Switch" パラ メ ータが "On" に設定されていて、OK が押される と 、 

入力 En での信号によ り 、 出力がセ ッ ト されます。

以下の ３ つの場合、 出力は リ セ ッ ト されます。

• 入力 En での 1 → 0 遷移の後

• こ のフ ァ ン ク シ ョ ンが、 モ メ ン タ リ ス イ ッ チ と し て設定され、 ス イ ッチ On の後、 １ サイ

クルが経過し た と き

• パラ メ ータ設定モード で、 "Switch" パラ メ ータは "Off" が選択され、 OK が押された と き

電源遮断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 "Start" パラ メ ータの設定に従って、

電源遮断の後、 出力は初期化されます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

1. カーソルを “Par” に移動させ、 OK を押し ます。

2. を押し、 カーソルを "On" に移動し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 「モ メ ン タ リ スイ ッ チ」 か 「オルタ ネイ ト スイ ッ チ」 動作を選択し ます。

4. カーソルを “Start” に移動させ、 OK を押し ます。

5. ▲、 ▼を押し て、 “Start” の状態を変更し ます。

▲

Q

Q
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6. 入力内容を確認し て OK を押し ます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

こ こ では、 "Switch" パラ メ ータ をセ ッ ト / リ セ ッ ト （On/Off） でき ます。

RUN 中の場合は、 以下の表示にな り ます ：

"Switch" パラ メ ータ をセ ッ ト （On） する もの と し ます。

1. OK を押し ます。 （カーソルは、 "Off" の位置にあ り ます。）

2. ▲、 ▼を押し て、 "Off" を "On" に変更し ます。

3. 入力内容を確認し て OK を押し ます。
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4.4.27 シフ ト レジス タ

概要

シフ ト レジス タは、 入力値を読み取 り 、 ビ ッ ト を移動するのに使用でき ます。 出力値は、 設

定し たシフ ト レジス タ ビ ッ ト と一致し ます。 移動方向は、 専用の入力で変更でき ます。

機能説明

入力 Trg （Trigger） での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） によ って、 入力 In の値が読込まれます。

この値は、 シフ ト 方向に基づいて、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト Sx.1 または Sx.8 に適用されます。

"x" はシフ ト レジス タのイ ンデッ ク ス番号を指し、小数点以下の数字はビ ッ ト 番号を指し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 In こ のフ ァ ン ク シ ョ ンが起動された と きに、 入力が

読込まれます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） によ って、 このフ ァ ン ク シ ョ ンが起動されま

す。 1 → 0 遷移には影響されません。

入力 Dir 入力 Dir でのシフ ト レジス タ ビ ッ ト Sx.1 ～ Sx.8 の

移動方向を指定し ます。 "x" は、 設定されたシフ

ト レジス タバイ ト イ ンデッ ク ス 1、 2、 3、 4 を指し

ます。 

Dir = 0 ： シフ ト ア ッ プ （Sx.1 → Sx.8） 

Dir = 1 ： シフ ト ダウ ン （Sx.8 → Sx.1）

入力 R SFB が入力 R （ リ セ ッ ト ） の立上が り エ ッ ジ （0 

→ 1 遷移） で リ セ ッ ト されます。 SFB が リ セ ッ ト

される と、 すべてのシフ ト レジス タ ビ ッ ト （Sx.1 

～ Sx.8） が 0 に設定されます。

パラ メ ータ シフ ト レジス タ ビ ッ ト によ って、 出力 Q の値が決

ま り ます。 

設定範囲 ： 

バイ ト イ ンデッ ク ス ： 1 ～ 4 
Q ： S1 ～ S8 
スマー ト リ レーでは、 各シフ ト レジス タに 8 ビ ッ

ト 、 計 32 のシフ ト レジス タ ビ ッ ト があ り ます。 

電源遮断時現在値保持機能 ： 

/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力値は、 設定し たシフ ト レジス タ ビ ッ ト と一致

し ます。
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• シフ ト ア ッ プ：入力 In の値が Sx.1 にセ ッ ト され、Sx.1 の元の値は Sx.2 にシフ ト され、Sx.2

の元の値は Sx.3 にシフ ト され、 以下同様 と な り ます。

• シフ ト ダウ ン：入力 In の値が S8 にセ ッ ト され、S8 の元の値は Sx.7 にシフ ト され、Sx.7 の元

の値は Sx.6 にシフ ト され、 以下同様と な り ます。

出力 Q は、 設定されたシフ ト レジス タ ビ ッ ト によ って決ま り ます。

電源遮断時現在値保持機能がオフの場合は、 電源遮断の後、 Sx.1 または Sx.8 から フ ァ ン ク

シ ョ ンが再開されます。 オンの場合は、 シフ ト レジス タの全ビ ッ ト について常に電源遮断時

現在値保持機能が働き ます。

注記

スマー ト リ レー内の回路プ ロ グ ラ ムに使用で き る シフ ト レジ ス タ フ ァ ン ク シ ョ ンブ ロ ッ

クは、 最大 4 つあ り ます。

タ イ ミ ング図

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

上図では、 設定されたシフ ト レジス タ ビ ッ ト が S4.8 であ る こ と を示し ています。

この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは、 パラ メ ータ設定モード では使用でき ません。

シフ ト ア ッ プ
S4 = Q （例） シフ ト ダウ ン

1 4

1 8
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.28 アナログマルチプレ クサ

概要

この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは、 事前に設定された 4 つのアナロ グ値の う ちの 1 つまたは 0 をア

ナロ グ出力し ます。

スマー ト リ レー 

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En （Enable） の状態が 0 から 1 に変化する

と、 設定されたアナロ グ値が、 S1 および S2 の値

に応じ て、 出力 AQ に切 り 替わ り ます。

入力 S1  
および S2

S1 と S2 によ って、 送信する アナロ グ値が決定さ

れます。

• S1 = 0、 S2 = 0 の と き :  
値 1 を送信

• S1 = 0、 S2 = 1 の と き :  
値 2 を送信

• S1 = 1、 S2 = 0 の と き :  
値 3 を送信

• S1 = 1、 S2 = 1 の と き :  
値 4 を送信

パラ メ ータ V1 ～ V4 ： 送信する アナロ グ値 

設定可能範囲 ： -32768 ～ 32767 
p: 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 AQ こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンには、 アナロ グ出力の機

能があ り ます。 アナロ グ出力に接続でき るのは、

アナロ グ入力のフ ァ ン ク シ ョ ン、 アナロ グマーカ、

アナロ グ出力コネ ク タ、 およびネ ッ ト ワーク アナ

ロ グ出力のみです。 

AQ の範囲 ： -32768 ～ 32767
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ V1 ～ V4

パラ メ ータ V1 ～ V4 のアナロ グ値は、すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の 

値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax － Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実効値 AQ、 4.4.32 を参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 節を参照し て く ださ い。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ p （小数点位置）

このフ ァ ン ク シ ョ ンは、 メ ッ セージ出力内に表示された値に対し てのみ適用されます。

タ イ ミ ング図

機能説明

入力 En がオンになる と、 S1 と S2 の値に応じ て、 V1 から V4 までの 4 つの値の う ちの 1 つ 

が出力 AQ に送信されます。

入力 En がオフの場合、 アナロ グ値 0 が出力 AQ に送信されます。

アナログ出力

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンは、 0 ～ 1000 までのアナロ グ信号を処理し ます。 そのためアナ

ロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンの直前に、 アナロ グ リ ニア変換を接続し て特殊フ ァ ン ク シ ョ ンのア

ナロ グ出力値を 0 ～ 1000 の範囲内に変換し て く だ さい。 （詳細は 4.4.22 参照）

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 :

En

SS1

S2

AQ

V1

V3

V2

V4
0
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.29 アナログ台形制御

概要

こ のフ ァ ン ク シ ョ ンは、 出力を指定された率で現在のレベルから指定されたレベルまで変え

る こ と ができ ます。

スマー ト リ レー 

の表示
接続 説明

入力 En 入力 En （Enable） の状態が 0 から  1 に変化する と 、

100ms の間開始 / 停止レベル （StSp+B） と なった

後、 設定し たレベルへ値の変化が開始されます。

状態が 1 から  0 に変化する と 、即座に出力 AQ に 0 

を送 り ます。

入力 Sel • SeI = 0 : ステ ッ プ 1 （レベル 1） がス ター ト し ま

す。

• SeI = 1 : ステ ッ プ 2 （レベル 2） がス ター ト し ま

す。

Sel の状態の変化は、 出力 AQ が指定された率で指

定されたレベルに変わ り 始める ト リ ガーにな り ま

す。

入力 St 入力 St の状態が 0 から  1 に変化する と、 出力 AQ

が開始 / 停止レベル （StSp+B） まで指定し た率で

減少し、 100ms 維持し た後 0 と な り ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ L1 （レベル 1） および L2 （レベル 2） :  
到達目標レベル 

各レベルの設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 20,000

MaxL: 
超えてはな ら ない最大値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 20,000

StSp: 
開始 / 停止補正値。 この値に補正値 （B） が

加わ り 開始 / 停止レベル と な り ます。 も し開

始 / 停止補正値が ０ な らば開始 / 停止レベル

は補正値 （B） と な り ます。 

設定可能範囲 : 0 ～ 20,000 

Rate: 
レベル 1、 レベル 2、 または補正値に達する

までの速度。 ステ ッ プ / 秒で表示。 

設定可能範囲 : 1 ～ 10,000 

A : 増加率 

設定可能範囲 : 
0 ～ 10.00

B: 補正値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 10,000

p : 小数点位置 

設定可能範囲 : 
0、 1、 2、 3

出力 AQ AQ の設定可能範囲 : 0 ～ 32767

（現在値 - 補正値 B） / 増幅率 A

設定可能範囲 : 0 ～ 32767

注 : 
AQ がパラ メータ設定モード またはメ ッセージモー

ドで表示される場合、 ベースモジュールおよび

WindLGC の両方でスケール設定されていない値

（現在値） と して表示されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ L1 および L2

パラ メ ータ L1 および L2 のアナロ グ値には、 すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの

実際の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。
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4. スマートリレーのファンクション構成  

       

        

  

   

 

パラ メ ータ p （小数点位置）

このパラ メ ータは、 メ ッ セージ出力内に表示された AQ、 L1、 L2、 MaxL、 StSp、 Rate の値に

対し てのみ適用されます。

AQ のタ イ ミ ング図

機能説明

入力 En がセ ッ ト される と、 最初の 100ms の間、 出力 AQ に開始 / 停止レベル （StSp+B） を出

力し ます。 その後、 Sel の接続に応じ て、 値 StSp + B から レベル 1 または レベル 2 まで Rate    

で設定し た速度でフ ァ ン ク シ ョ ンが実行されます。入力 St を設定する と、フ ァ ン ク シ ョ ンは、  

値 StSp + B まで Rate で設定し た速度で実行されます。 その後、 100ms の間値 StSp + B を出力    

AQ に送出し てから、 0 を出力 AQ に送出し ます。 入力 St を設定する と、 フ ァ ン ク シ ョ ンは、    

入力 St および En が リ セ ッ ト されてから再開されます。入力 Sel を変更する と、Sel に応じ て、    

フ ァ ン ク シ ョ ンはレベル 1 から レベル 2 まで、 またはその逆の方向に実行されます。 入力 En    

を リ セ ッ ト する と、 フ ァ ン ク シ ョ ンは即座に 0 を出力 AQ に送出し ます。 出力のアナロ グ値   

は、 100ms ご と に再計算されます。 下記の実際の値 AQ と現在値の関係に注意し て く だ さい。

実際の値 AQ = （現在値 - 補正値 B / 増加率 A）

注記

アナロ グ値の処理に関する詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く

ださい。
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 :
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.30 PI 制御

概要

PI 制御には、 比例動作 （P 動作） と積分動作 （I 動作） の 2 つのタ イプがあ り ます。 これら を

単独で使用する こ と も組み合わせて使用する こ と も でき ます。

スマー ト リ レー 

の表示
接続 説明

入力 A/M 制御モード の設定 : 
1: 自動モード  

0: 手動モード

入力 R 入力 R で出力 AQ を リ セ ッ ト し ます。 入力 A/M は

入力 R がオンの間は使用でき ません。

出力 AQ は 0 にな り ます。

入力 PV アナロ グ値 : 出力に影響を与え る処理値
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4. スマートリレーのファンクション構成
スマー ト リ レー 

の表示
接続 説明

パラ メ ータ SP: 設定値の割 り 当て 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 20,000

KC : 増加率 

設定可能範囲 : 
00.00 ～ 99.99

TI: 積分時間 

設定可能範囲 : 
00:01 ～ 99:59 m

Dir: コ ン ト ローラの動作方向 

設定可能範囲 : + または -

Mq: 手動モード での AQ からの値 

設定可能範囲 : 
0 ～ 1000

Min: PV の最小値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 20,000

Max: PV の最大値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 20,000

A : 増加率 

設定可能範囲 : 
-10.00 ～ 10.00

B: 補正値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ 10,000

p : 小数点位置 

設定可能範囲 : 
0、 1、 2、 3

出力 AQ こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンには、 アナロ グ出力 （= 

操作変数） の機能があ り ます。 このアナロ グ出力

に接続でき るのは、 アナロ グ入力のフ ァ ン ク シ ョ

ン、 アナロ グマーカ、 アナロ グ出力コネ ク タ、 お

よびネ ッ ト ワーク アナロ グ出力のみです。

AQ の範囲 :0 ～ 1000
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ SP および Mq

パラ メ ータ SP および Mq のアナロ グ値には、すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの

実際の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （実際の値 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （実際の値 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （実際の値 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ KC および TI

下記条件に留意し て く だ さい。

• パラ メ ータ KC が値 0 を もつ場合、 "P" フ ァ ン ク シ ョ ン （比例制御） は実行されません。

• パラ メ ータ TI が値 99:59m を もつ場合、"I" フ ァ ン ク シ ョ ン （積分動作制御） は実行されま

せん。

パラ メ ータ p （小数点位置）

このパラ メ ータは、 メ ッ セージ出力内に表示される PV、 SP、 Min、 Max の値に対し てのみ適

用されます。

タ イ ミ ング図

AQ の変化の仕方や速度はパラ メ ータ KC および TI によ って異な り ますので、 以下の AQ の 

タ イ ミ ング図は一例にすぎません。 制御は連続動作ですので、 以下のタ イ ミ ング図では動作

の一部のみを表示し ています。

1. 外乱が発生し て PV が低下し た場合、 Dir が上向きなら、 AQ は PV が再び SP と一致する

まで増加し ます。

2. 外乱が発生し て PV が低下し た場合、 Dir が下向きなら、 AQ は PV が再び SP と一致する

まで減少し ます。 

フ ァ ン ク シ ョ ンの実行中は方向 Dir を変更できません。上記図では説明のために変化を加

えています。

3. 入力 R によ っ て AQ が 0 になる と、 PV は変化し ます。 これは Dir が上向きなので AQ が

下降し、 PV が上昇するためです。

1 2 3

A/M

R

Dir

AQ
Mq

500 ms

Min

Max

PVSP

/+

/–

Q
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機能説明

入力 A/M を 0 にする と、 パラ メ ータ Mq で設定し た値が出力 AQ に送信されます。

入力 A/M を 1 にする と、 自動モード に切 り 替わ り ます。 積分和 と し てパラ メ ータ Mq が適用

される と、 こ の PI 制御フ ァ ン ク シ ョ ンによ って計算が開始されます。

注記

コ ン ト ローラの基礎に関する詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て

く ださ い。

更新された値 PV はつぎの計算式で算出でき ます。

更新された値 PV = （PV× 増加率） + 補正値

• 更新された値 PV = SP の場合、 AQ の値は特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って変更されません。

• Dir = 上向き （+） （タ イ ミ ング図番号 1 および 3）

更新された値 PV > SP の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、 AQ の値は減少し ます。

更新された値 PV < SP の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、 AQ の値は増加し ます。

• Dir = 下向き （-） （タ イ ミ ング図番号 2）

更新された値 PV > SP の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、 AQ の値は増加し ます。

更新された値 PV < SP の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、 AQ の値が減少し ます。

外乱が発生し て PV が変化し た場合、 AQ は PV が再び SP と一致する まで増加 / 減少し ます。  

AQ の変化速度はパラ メ ータ KC と TI によ って異な り ます。

入力 PV の値がパラ メ ータ Max を超え る と、 更新された値 PV は Max の値にな り ます。 PV

の値がパラ メ ータ Min よ り 小さい場合、 更新された値 PV は Min の値にな り ます。

入力 R が 1 にな る と、AQ は リ セ ッ ト されます。入力 R が 1 の間は入力 A/M は使用でき ません。

サンプ リ ング時間

サンプ リ ング時間は、 500ms に設定されています。

パラ メ ータ セ ッ ト

パラ メ ータ KC、 TI、 Dir をアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て組み合わせる場合の詳細情報やアプ リ

ケーシ ョ ン例については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。
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Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 :
264



4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.31 パルス幅変調器 （PWM）

概要

パルス幅変調器 （PWM） は、 アナロ グ入力値をパルス信号に変調し ます。 パルス幅はアナロ

グ入力値に比例し ます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T のデフ ォル ト 値については、 4.3.2 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ T には、 すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用する こ と

もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ （実際の値 AQ、 4.4.34 参照）

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明

入力 En 入力 En （Enable） の状態が 1 の と き、 アナロ グ入

力値 Ax がパルス信号に変調されます。

入力 Ax パルス信号に変調される アナロ グ信号

パラ メ ータ Min: オフ ス レ ッ シュ ホール ド  

設定可能範囲 :-20,000 ～ +20,000

Max: オン ス レ ッ シュ ホール ド  

設定可能範囲 :-20,000 ～ +20,000

T : 周期時間

A : 増加率 

設定可能範囲 :-10.00 ～ 10.00

B : 補正値 

設定可能範囲 :-10,000 ～ 10,000

p : 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q 出力 Q は、 設定された範囲でのアナロ グ入力値

Ax の比率に応じ てオン、 オフ し ます。
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• 平均化 （実際の値 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （実際の値 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータのデフ ォル ト 値については、 4.4.1 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージテキス ト に Ax を表示する と きに適用されます。

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ値が読み込まれます。

Ax にパラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） が加算されます。

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の値 Ax

設定し たパラ メ ータ Min （オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド）、 Max （オン ス レ ッ シ ュ ホール ド） の範

囲での実際の値 Ax の比率を求めます。 パラ メ ータ T （周期時間） に こ の比率を掛けた時間を

hi に、 残 り の期間 （周期時間から hi の時間を差し引いた時間） を lo に設定し ます。
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タ イ ミ ング図

以下に、 アナロ グ入力値をパルス信号に変調する方法を示し ます。

1. オフスレ ッ シュホールド Min = 0、 オンスレ ッ シュホールド Max = 1000、 周期時間 T = 4    

sec と設定し た場合、 実際の値 Ax = 500 のと き以下のタ イ ミ ング図のよ う なデジ タル信  

号と な り ます。 デジ タル信号列は 2 秒間 hi、 2 秒間 lo、 2 秒間 hi、 2 秒間 lo と な り、 入力

En = 1 のと き、 このパターンを繰り返し ます。 入力 En = 0 のと き、 出力はオフ です。

2. オフスレ ッ シュホールド Min = 0、 オンスレ ッ シュホールド Max = 1000、 周期時間 T =     

10 sec と設定し た場合、実際の値 Ax = 300 のと き以下のタ イ ミ ング図のよ う なデジ タル   

信号と な り ます。 デジ タル信号列は 3 秒間 hi、 7 秒間 lo、 3 秒間 hi、 7 秒間 lo と な り、 入

力 En = 1 のと き、 このパターンを繰り返し ます。 入力 En = 0 のと き、 出力はオフです。
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判定のルール

Min ≦実際の値 Ax ≦ Max の場合、

期間 T × （実際の値 Ax - Min） / （Max - Min） ： Q = 1

期間 T - T × [ （実際の値 Ax - Min） / （Max - Min） ] ： Q = 0

実際の値 Ax < Min の場合、 Q = 0

Max < 実際の値 Ax の場合、 Q = 0

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （タ イ ミ ング図 1 の例） ：

パラ メ ータ設定モード での表示 :
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4.4.32 アナログ演算

概要

アナロ グ演算は、 オペラ ン ド および演算子で定義された式の計算結果をアナロ グ値 と し て出

力し ます。

パラ メ ータ V1...V4

パラ メ ータ V1 ～ V4 のアナロ グ値には、すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際

の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明

入力 En 入力 En （Enable） の状態が 1 の と き、 フ ァ ン ク

シ ョ ンが有効にな り ます。

パラ メ ータ V1 ～ V4 ： 

オペラ ン ド の値 （定数、 または実際のアナロ グ値）

Op1 ～ Op3 ： 演算子

Operator Prio ： 演算子の優先度

Qen → 0 ：

• "0" が選択されている 

En = 0 の と き AQ = 0 に リ セ ッ ト

• "1" が選択されている 

En = 0 の と き、 En が 1 → 0 へ遷移する直前の

AQ の値を保持

p : 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q 出力 AQ は、 オペラ ン ド の値 と演算子に基づいて

計算された結果です。 0 で除算された場合、 また

はオーバーフ ローが発生し た場合は、 AQ = 32767

と な り ます。 アンダーフ ローが発生し た場合は、

AQ = -32768 と な り ます。
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• アナロ グフ ィ ルタ （実際の値 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （実際の値 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （実際の値 AQ、 4.4.35 参照）

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照）

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照）

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照）

• 1 シ ョ ッ ト パルス （現在時間 Ta、 4.4.5 参照）

• 立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照）

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照）

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照）

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照）

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照）

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点以下の桁数）

メ ッ セージテキス ト に V1、 V2、 V3、 V4、 AQ を表示する と きに適用されます。

フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

アナロ グ演算は、 設定し た 4 つのオペラ ン ド の値と 3 つの演算子に基づいて計算された結果

をアナロ グ値と し て出力し ます。

演算子は、 加算 （+）、 減算 （－）、 乗算 （*）、 除算 （/） を使用でき ます。 演算子の優先順位

は、 " （ ） " や "[ ]" で決められています。 " （ ） " のほ う の優先順位が高 く な り ます。 オペラ    

ン ド の値にはすでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際のアナロ グ値を使用する こ

と も でき ます。

オペラ ン ド の数は 4 つに、 演算子の数は 3 つに固定されています。 これよ り 少ない数のオペ

ラ ン ド を使用する場合、 0 を加算、 または 1 を乗算する など し てすべてのパラ メ ータ を設定

する必要があ り ます。

さ らに En = 0 の場合の AQ の値を設定でき ます。En = 0 と な る直前の AQ の値を保持するか、    

または AQ = 0 のどち らかを設定でき ます。 Qen → 0 ： 0 の場合、 En = 0 の と き AQ を 0 に リ     

セ ッ ト し ます。 Qen → 0 ： 1 の場合、 En = 0 の と き、 En が 1 → 0 へ遷移する直前の AQ の値  

を保持し ます。
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発生可能なエ ラー : 0 での除算およびオーバーフ ロー

0 で除算された場合、 またはオーバーフ ローが発生し た場合は、 発生し たエ ラーのタ イプを

示す内部ビ ッ ト を設定し ます。 アナロ グ演算エラー検出を使って、 これらのエラーを検出し、

必要に応じ てプロ グ ラ ムの挙動を制御する こ と ができ ます。 1 つのアナロ グ演算エ ラー検出

は、 1 つの特定のアナロ グ演算を参照し ます。

例

以下は、 アナロ グ演算のパラ メ ータの簡単な例、 計算式、 および結果を示し ています。

計算式 : [12 + （6 / 3） ] - 1 
結果 : 13

計算式 : 2 + [3 * （1 + 4） ] 
結果 : 17

計算式 : （100 - 25） / [2 + 1] 
結果 : 25

V1 Op1
（優先度）

V2 Op2
（優先度）

V3 Op3
（優先度）

V4

12 [+] 6 (/) 3 - 1

V1 Op1（Pr1） V2 Op2（Pr2） V3 Op3（Pr3） V4

2 + 3 [*] 1 (+) 4

V1 Op1（Pr1） V2 Op2（Pr2） V3 Op3（Pr3） V4

100 (-) 25 / 2 [+] 1
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Par パラ メ ータの設定

下図は、 プロ グ ラ ミ ングモー ド における、 一番目の例 [12 + （6 / 3） ] - 1 に対応する表示を示    

し ています。

パラ メ ータ設定モード での表示 : 
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4.4.33 アナログ演算エラー検出

概要

アナロ グ演算エ ラー検出は、 参照し ている アナロ グ演算でエラーが発生し た場合に出力をオ

ン し ます。

パラ メ ータ MathBN

MathBNパラ メ ータ参照の値は、すでにプロ グ ラ ム されたアナロ グ演算フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ

クのブロ ッ ク番号にな り ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

アナロ グ演算エ ラー検出は、 参照し ている アナロ グ演算でエラーが発生し た場合に出力をオ

ン し ます。 0 によ る除算エ ラー、 オーバーフ ローエ ラー、 またはそのどち らかのエラーが発

生し た場合の出力をセ ッ ト でき ます。

AutoRst を "Y" に設定する と、 参照し ている アナロ グ演算のエラーが解除される と、 出力 Q

が リ セ ッ ト されます。

AutoRst を "N" に設定する と、 参照し ている アナロ グ演算のエラーが解除されて も、 出力 Q

は リ セ ッ ト されません。入力 R の状態が 0 から 1 に変化し た と きに出力 Q が リ セ ッ ト されま

す。 こ のよ う に、 エラーが解除された後で も、 あ る時点でエ ラーが発生し た こ と を回路プロ

グ ラ ムに認識させる こ と ができ ます。

アナロ グ演算エ ラー検出よ り 前に参照し ている アナロ グ演算が実行される場合、 エラーは同

一のスキ ャ ンサイ クルで検出されます。 アナロ グ演算エ ラー検出よ り 後に参照し ている アナ

ロ グ演算が実行される場合、 エラーは次のスキ ャ ンサイ クルで検出されます。

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明

入力 En 入力 En （Enable） の信号が 1 の と き、 こ のフ ァ ン

ク シ ョ ンが有効にな り ます。

入力 R 入力 R の状態が 0 から 1 に変化する と 、 出力 Q が

リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ MathBN:アナロ グ演算のブロ ッ ク番号

Err: ZD: 0 によ る除算エラー

OF: オーバーフ ローエ ラー

ZD/OF: （0 によ る除算エ ラー） または 

（オーバーフ ローエラー）

AutoRst: アナロ グ演算エラー自動 リ セ ッ ト

Y = はい、 N = いいえ

出力 Q 最後の実行で、 参照する アナロ グ演算フ ァ ン ク

シ ョ ンブロ ッ ク で検出対象のエ ラーが発生し た場

合、 Q は高 （high） に設定されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
アナログ演算エ ラー検出論理表

下記の表では、

• Err ： 検出し たいエラーのタ イプ

• ZD ： 0 での除算エラー （内部ビ ッ ト ）

• OF ： オーバーフ ローエラー （内部ビ ッ ト ）

• Q ： アナロ グ演算エラーの出力 （内部ビ ッ ト ）

エ ラーが発生し た場合は 1、 発生し ない場合は 0 にな り ます。

ZD/OF は、 0 での除算エラー、 またはオーバーフ ローエラーが発生する場合を意味し ます。 

”x” は、出力に影響を与え る こ と な く 、内部ビ ッ ト を 0 または 1 にでき る こ と を示し ています。

パラ メ ータ MathBN に何も設定されていない場合、 出力 Q は常にオフ と な り ます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

Err ZD OF Q

ZD 1 x 1

ZD 0 x 0

OF x 1 1

OF x 0 0

ZD/OF 1 0 1

ZD/OF 0 1 1

ZD/OF 1 1 1

ZD/OF 0 0 0

ZD OF ZD/OF

Y N

Y N

ZD OF ZD/OF
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.34 アナログフ ィ ルタ

概要

アナロ グフ ィ ルタ フ ァ ン ク シ ョ ンは、 アナロ グ入力信号を平滑化し ます。 

スマー ト リ レーの

記号
配線 説明

Ax 入力 Ax は、 平滑化される アナロ グ入力信号で

す。 

入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかに

な り ます。 

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナロ グ出力のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ

ク番号

パラ メ ータ Sn （サンプル数） は、 設定されたサンプル数で

決定されるプロ グ ラ ムサイ クル内でサンプ リ ン

グ される アナロ グ値の数を決定し ます。 スマー

ト リ レーは、 各プロ グ ラ ムサイ クル内でアナロ

グ値をサンプ リ ング し ます。 プロ グ ラ ムサイ ク

ル数は、 設定されたサンプル数 と 同数です。 

設定値 ：

8、 16、 32、 64、 128、 256

出力 AQ AQ は、 現在のサンプル数における入力 Ax の平

均値です。 

* AI1 ～ AI8 ： 0V ～ 10V は 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図 （例）

機能説明

このフ ァ ン ク シ ョ ンは、 設定されたサンプル数 （Sn） に基づいて入力 Ax でアナロ グ信号を

取得し、 平均値を出力し ます。 

注記

スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムでは、 最大 8 つのアナロ グフ ィ ルタ ・ フ ァ ン ク シ ョ ン

ブロ ッ ク が使用でき ます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

パラ メ ータ設定モード での表示 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.35 最大／最小

概要

最大／最小フ ァ ン ク シ ョ ンは、 Ax の最大値または最小値を記録し ます。 

スマー ト リ レーの記号 配線 説明

En 入力 En （有効） が ON する と、 パラ メ ータ ERst と モー

ド の設定に従って、 アナロ グ値を AQ に出力し ます。

S1 S1 は、 パラ メ ータモード が 2 に設定されている場

合にのみ機能し ます。

モード が 2 に設定されている場合、 入力 S1 （セレ

ク タ） の状態が 0 → 1 へ遷移する と最大値が AQ に

出力されます。 

モード が 2 に設定されている場合、 S1 の状態が 

1 → 0 へ遷移する と最小値が AQ に出力されます。 

Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかにな り

ます。 

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナロ グ出力のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク

番号

パラ メ ータ モード

設定値 ： 

0、 1、 2、 3

モード =0 ： AQ= 最小値

モード =1 ： AQ= 最大値

モード =2 かつ S1=0 （low） ： AQ= 最小値 

モード =2 かつ S1=1 （high） ： AQ= 最大値

モード =3 ： AQ= 実際の Ax 値

ERst （ リ セ ッ ト 有効） 

設定値 ： 

ERst=0 ： リ セ ッ ト 無効

ERst=1 ： リ セ ッ ト 有効

電源遮断時現在値保持機能 ： 

/ = オフ

R = オン

出力 AQ 設定によ って、 フ ァ ン ク シ ョ ンが最小値、 最大値、

または現在の AQ 値を出力し ます。 

* AI1 ～ AI8 ： 0V ～ 10V は 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ モー ド

プロ グ ラ ム済みの別のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を、 パラ メ ータモー ド の値と する こ と がで

き ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値が使用可能です。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.20 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.18 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.22 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.29 参照）

• アナロ グ演算 （実際の値 AQ、 4.4.32 参照）

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.30 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ  （実際の値 Cnt、 4.4.15 参照）

• アナロ グフ ィ ルタ  （現在時間 AQ、 4.4.34 参照）

• 平均化 （現在時間 AQ、 4.4.36 参照）

• 最大／最小 （現在時間 AQ、 4.4.35 参照） 

• オンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.1 参照

• オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.2 参照）

• オン／オフデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.3 参照） 

• 自己保持のオンデ ィ レータ イマ （現在時間 Ta、 4.4.4 参照） 

• 1 シ ョ ッ ト パルス  （現在時間 Ta、 4.4.5 参照） 

• 立上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー （現在時間 Ta、 4.4.6 参照 ） 

• デューテ ィ ー比可変パルス出力 （現在時間 Ta、 4.4.7 参照） 

• 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ （現在時間 Ta、 4.4.9 参照） 

• オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ （現在時間 Ta、 4.4.10 参照） 

• ス ト ッ プウ ォ ッ チ （実際の値 AQ、 4.4.14 参照） 

• 周波数ス イ ッ チ （実際の値 Fre、 4.4.17 参照） 

ブロ ッ ク番号で必要なフ ァ ン ク シ ョ ンを選択し ます。 
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図 （例）

機能説明

ERst=1 かつ En=0 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは AQ 値を 0 にセ ッ ト し ます。 

ERst=1 かつ En=1 ： フ ァ ン ク シ ョ ンはモード と S1 の設定に従って AQ での値を出力し ます。 

ERst=0 かつ En=0 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは現在の値で AQ 値を保持し ます。 

ERst=0 かつ En=1 ： フ ァ ン ク シ ョ ンはモード と S1 の設定に従って AQ での値を出力し ます。 

モード =0 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは AQ を最小値にセ ッ ト し ます。

モード =1 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは AQ を最大値にセ ッ ト し ます。

モード =2 かつ S1=0 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは AQ を最小値にセ ッ ト し ます。

モード =2 かつ S1=1 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは AQ を最大値にセ ッ ト し ます。

モード =3 ： フ ァ ン ク シ ョ ンは現在のアナロ グ入力値を出力し ます。 
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

パラ メ ータ設定モード での表示 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.36 平均化

概要

平均化機能は、 設定時間内でのアナロ グ入力の平均値を計算し ます。     

スマー ト リ レーの記号 配線 説明

En 入力 En の状態 0 → 1 の遷移によ って、 

平均化機能が開始されます。 

入力 En の状態 1 → 0 の遷移によ って、 

アナロ グ出力値が保持されます。 

R 入力 R での信号はアナロ グ出力値を ク リ ア し ます。

Ax 入力 Ax は、 以下のアナロ グ信号のいずれかにな り

ます。 

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM64

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ8

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナロ グ出力のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番

号

パラ メ ータ St （サンプ リ ング時間） ： タ イ ムベースを s （秒）、 d

（日）、 h （時間）、 または m （分） に設定でき ます。 

設定値範囲 ：

St= s ： 1 ～ 59 

St= d ： 1 ～ 365 

St= h ： 1 ～ 23

St= m ： 1 ～ 59

Sn （サンプル数） 

設定値範囲 ：

St= s ： 1 ～ St×100

St= d ： 1 ～ 32767

St= h ： 1 ～ 32767

St=m かつ St ≦ 5 分 ： 1 ～ St×6000

St=m かつ St ≧ 6 分 ： 1 ～ 32767

電源遮断時現在値保持機能 ：  

/ = オフ

R= オン

出力 AQ 設定サンプ リ ング時間における入力 Ax の平均値を

出力し ます。 

* AI1 ～ AI8 ： 0V ～ 10V は 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図 （例）

機能説明

このフ ァ ン ク シ ョ ンは、 設定サンプ リ ング時間 St と サンプル数 Sn に基づいてアナロ グ入力

信号を取得し、 平均値を出力し ます。 信号 R は AQ を 0 にセ ッ ト し ます。 

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.37 フ ロー ト ／イ ンテジャ変換

簡単な説明

スマー ト リ レーはイ ンテジ ャのみ処理でき ます。 FL1F/Modbus プロ ト コルのネ ッ ト ワーク経

由で外部システムから フ ロー ト を転送する と、スマー ト リ レーはそれを直接処理でき ません。

そのよ う な場合にフ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク を使 う と、 値の範囲内

で解像度を分割する こ と に よ って フ ロー ト を イ ン テジ ャ に変換する こ と がで き る ため、 ス

マー ト リ レーがそのイ ンテジ ャ を使って ロ ジ ッ ク を処理でき る よ う にな り ます。 必要な場合

は、 イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換を使って結果を フ ロー ト に変換し、 VM に保存し ます。 その

後、 FL1F/Modbus プロ ト コルでフ ロー ト を外部システムに転送し ます。 パラ メ ータ設定で入

力フ ロー ト に適し た解像度を設定する必要があ り ます。

スマー ト リ レーの記号 配線 説明

パラ メ ータ • Typ. ： 入力データのタ イプを指定し ます。

– フ ロー ト ： 32 ビ ッ ト の単精度フ ロー ト 数です。

– ダブル ： 64 ビ ッ ト の倍精度フ ロー ト 数です。

• VM. ： VM に保存されている フ ロー ト またはダブ

ルのア ド レ スから始ま る、 変数 メ モ リ ア ド レ ス。

値の範囲 ：

– フ ロー ト ： 0 ～ 847

– ダブル ： 0 ～ 843

• Res. ： 解像度。 出力値の除数です。

値の範囲 ： 0.001 ～ 1000

拡張アナロ

グ出力 eAQ

パラ メ ータ参照を使ったプロ グ ラ ミ ング用の拡張ア

ナロ グ出力。

• 他のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの参照パラ メ ータ と

し て使用される。

• 符号付き 32 ビ ッ ト 値。

• 値の範囲 ： -999,999,999 ～ 999,999,999

出力 AQ AQ はアナロ グ出力値で、 以下の特徴があ り ます。

• 他のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの入力値 と し て使用

される。

• 符号付き 16 ビ ッ ト 値。

• 値の範囲 ： -32768 ～ 32767
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4. スマートリレーのファンクション構成
フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

通常、 タ ス ク を完了する ためには、 フ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換 と イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換

の両方のブロ ッ ク が必要です。 一般的には、 これらのフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クは以下のよ う

に使用し ます。

1. ネ ッ ト ワーク （FL1F/Modbus プロ ト コルを使用） 経由で外部システムから フ ロー ト を転

送し、 それら を VM に保存し ます。

2. VM に保存されている フ ロー ト を フ ロー ト ／イ ンテジャ変換でイ ンテジ ャに変換し ます。

3. スマー ト リ レー BM でイ ンテジャ を処理し ます。

4. 結果を イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換でフ ロー ト に変換し、 それら を VM に保存し ます。

5. フ ロー ト を （FL1F/Modbus プロ ト コルで） 外部システムに転送し ます。

計算規則

定義 Q = データ入力／解像度

アナロ グ出力 （AQ）

• -32768 ≤ Q ≤ 32767 の と き、 アナロ グ出力 = Q

• Q ≥ 32767 の と き、 アナロ グ出力 = 32767

• Q ≤ -32768 の と き、 アナロ グ出力 = -32768

拡張アナロ グ出力 （eAq）

• -999,999,999 ≤ Q ≤ 999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = Q

• Q ≥ 999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = 999,999,999

• Q ≤ -999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = -999,999,999

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

パラ メ ータ割 り 当てモード での表示 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.38 イ ンテジャ／フ ロー ト 変換

簡単な説明

スマー ト リ レーはイ ンテジ ャのみ処理でき ます。 FL1F/Modbus プロ ト コルのネ ッ ト ワーク経

由で外部システムから フ ロー ト を転送する と、スマー ト リ レーはそれを直接処理でき ません。

こ のイ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク を使用する と、 値の範囲内で解像度

を乗算する こ と によ って イ ンテジ ャ を フ ロー ト に変換し、 それを VM に保存する こ と ができ

ます。 さ らにその結果をネ ッ ト ワーク経由で外部システムに転送でき ます。 パラ メ ータ設定

で出力フ ロー ト に適し た解像度を設定する必要があ り ます。

スマー ト リ レーの記号 配線 説明

入力 Ax 入力 Ax は以下のいずれかのアナロ グ信号です。

• AI1 ～ AI8 （*）

• AM1 ～ AM16、 または AM1 ～ AM64 （FL1F の場合）

• NAI1 ～ NAI32

• AQ1 ～ AQ2、 または AQ1 ～ AQ8 （FL1F の場合）

• NAQ1 ～ NAQ16

• アナロ グ出力を伴 う フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ • Typ. ： 出力データのタ イプを指定し ます。

– フ ロー ト ： 32 ビ ッ ト の単精度フ ロー ト 数です。

– ダブル ： 64 ビ ッ ト の倍精度フ ロー ト 数です。

• VM. ： VM に保存されている フ ロー ト またはダブ

ルのア ド レ スから始ま る、 変数 メ モ リ ア ド レ ス。

– フ ロー ト ： 0 ～ 847

– ダブル ： 0 ～ 843

• Res. ： 解像度。 出力値の乗数です。

値の範囲 ： 0.001 ～ 1000

拡張アナロ

グ入力 eAx

アナロ グ入力 （Ax） を利用でき ない場合は、 eAx

フ ィ ール ド に値を入力するか、 他の FB のパラ メ ー

タ を参照する こ と によ って拡張アナロ グ入力 （eAQ）

に値を割 り 当て る こ と ができ ます。

値の範囲 ： -999,999,999 ～ 999,999,999

拡張アナロ

グ出力 eAQ

パラ メ ータ参照を使ったプロ グ ラ ミ ング用の拡張ア

ナロ グ出力。

• 他のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの参照パラ メ ータ と

し て使用される。

• 符号付き 32 ビ ッ ト 値。

• 値の範囲 ： -999,999,999 ～ 999,999,999
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4. スマートリレーのファンクション構成

   
フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

通常、 タ ス ク を完了する ためには、 フ ロー ト ／イ ンテジ ャ変換 と イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換

の両方のブロ ッ ク が必要です。 一般的には、 これらのフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クは以下のよ う

に使用し ます。

1. ネ ッ ト ワーク （FL1F/Modbus プロ ト コルを使用） 経由で外部システムから フ ロー ト を転

送し、 それら を VM に保存し ます。

2. VM に保存されている フ ロー ト を フ ロー ト ／イ ンテジャ変換でイ ンテジ ャに変換し ます。

3. スマー ト リ レー BM でイ ンテジャ を処理し ます。

4. 結果を イ ンテジ ャ／フ ロー ト 変換でフ ロー ト に変換し、 それら を VM に保存し ます。

5. フ ロー ト を （FL1F/Modbus プロ ト コルで） 外部システムに転送し ます。

計算規則

VM ア ド レ スのフ ロー ト 値

VM ア ド レ スのフ ロー ト 値 = アナロ グ入力 x 解像度

アナロ グ出力 （AQ）

• アナロ グ入力コネ ク タが接続されている場合 ： アナロ グ出力 = アナロ グ入力

• アナロ グ入力コネ ク タが接続されていない場合 ：

– 32768 ≤ 拡張アナロ グ入力 ≤ 32767 の と き、 アナロ グ出力 = 拡張アナロ グ入力

– アナロ グ入力 ≥ 32767 の と き、 アナロ グ出力 = 32767

– アナロ グ入力 ≤ -32768 の と き、 アナロ グ出力 = -32768

拡張アナロ グ出力 （eAQ）

• アナロ グ入力コネ ク タが接続されている場合 ： 拡張アナロ グ入力 = アナロ グ入力

• 拡張アナロ グ入力コネ ク タが接続されていない場合 ：

– 999,999,999 ≤ 拡張アナロ グ入力 ≤ 999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = 拡張アナロ    

グ入力

– 拡張アナロ グ入力 ≥ 999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = 999,999,999

– 拡張アナロ グ入力 ≤ -999,999,999 の と き、 拡張アナロ グ出力 = -999,999,999

出力 AQ AQ はアナロ グ出力値で、 以下の特徴があ り ます。

• 他のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの入力値 と し て使用

される。

• 符号付き 16 ビ ッ ト 値。

• 値の範囲 ： -32768 ～ 32767

* AI1 ～ AI8 ： 0V ～ 10V は 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ます。

スマー ト リ レーの記号 配線 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例）

パラ メ ータ割 り 当てモード での表示 （例）
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4. スマートリレーのファンクション構成
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5. Web サーバー

スマー ト リ レーには、 一般的なパソ コ ン またはモバイルデバイ スからベースモジ ュールまた

はテキス ト デ ィ スプレ イ を操作する ための Web サーバーが内蔵されています。 

この方法では、 接続されているデバイ ス （Web ブラ ウジングが可能な一般的なパソ コ ン、 タ

ブレ ッ ト 、 またはスマー ト フ ォ ン） から IP ア ド レ ス を通し て、 ベースモジ ュールやテキ ス ト

デ ィ スプレ イにア ク セスする こ と ができ ます。 

Web サーバーによ って、 マウ スポ イ ン タやタ ッ チス ク リ ーン （使用デバイ スによ り ます） を

使用し て、 仮想のベースモジ ュールやテキ ス ト デ ィ スプレ イ上で簡単かつ素早い操作ができ

ます。

スマー ト リ レーのセキ ュ リ テ ィ 機能の詳細については、 セキ ュ リ テ ィ  (335 ページ ) の章を参 

照し て く だ さい。 
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5. Web サーバー
5.1 Web サーバーの有効化

あ らかじめ目的のベースモジ ュールまたはテキス ト デ ィ スプレ イにパソ コ ン またはモバイル

デバイ ス を接続し、 WindLGC で Web サーバーア ク セス を有効にし ます。 （WindLGC のオン

ラ イ ンヘルプのユーザープロ フ ァ イル設定の指示に従って有効化し て く だ さい）

対応ネ ッ ト ワーク エ ク スプローラ

スマー ト リ レーの Web サーバーは、 以下のウ ェブブラ ウザに対応し ています。

• Microsoft Internet Explorer ver.8.0 以上

• Mozilla Firefox ver.11.0 以上

• Google Chrome ver.16.0 以上

• Apple Safari ver.5.0 以上

• Opera ver.12.0 以上

注記

ブラ ウザのク ッ キーが有効になっている こ と を確認し て く ださい。 

対応デバイス

スマー ト リ レーの Web ブラ ウザは、 以下の通信デバイ スに対応し ています。 （上記のブラ ウ

ザを使用し ます）

• 一般的なパソ コ ン

• Apple iPhone シ リ ーズ

• Apple iPad シ リ ーズ

• Android 2.0 以上の Android スマー ト フ ォ ンおよびタブレ ッ ト

対応 Web ページ言語

スマー ト リ レーの Web サーバーは、 以下の Web ページ言語に対応し ています。

• ド イ ツ語

• 英語

• イ タ リ ア語

• フ ラ ン ス語

• スペイ ン語

• 中国語 （簡体字）

• 日本語
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5. Web サーバー  
5.2 Web サーバーへのログオン

以下の手順に従って、 目的のベースモジ ュールにロ グオン し ます。 

1. ウ ェ ブブ ラウザを開きます。

2. IP ア ド レスバーに、 ベースモジュールの IP ア ド レスを入力し ます。 

- LAN （ローカルエ リ アネ ッ ト ワーク） ア ク セス   

- リ モー ト ア ク セス   

注記

リ モー ト ア ク セス用に TCP ポー ト 8080 が開放されている こ と を確認し て く だ さい。 

3. ボタ ンを ク リ ッ ク またはタ ッ プ し ます。スマー ト リ レーの Web サーバーによ ってウ ェ

ルカム画面に リ ダイ レ ク ト されます。 

注記

パス ワード を変更せずにWebサーバーア ク セス を可能にし た場合、初期パス ワード 「IDEC」

でロ グオンでき ます。
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5. Web サーバー
4. 必要に応じ てプルダウン メ ニューから言語を選択し ます。  

5. パスワー ド を入力し ます。 

注記

• Web サーバーア ク セスの許可およびロ グオンパス ワード の変更は、WindLGC からのみ

可能です。 ユーザーパス ワー ド の設定についての詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘル

プを参照し て く だ さい。

• 次回ロ グオン時に再びユーザー名 と パス ワード を入力し た く ない場合、 " ① " にチェ ッ  

ク を入れて く だ さ い。 ブ ラ ウザをプ ラ イベー ト モー ド に設定し ていない こ と を確認し

て く だ さい。 プラ イベー ト モード では、 閲覧履歴やパス ワード が保存されません。  

• 一台のベースモジュールに複数のスマー ト リ レーWeb サーバーク ラ イアン ト から ア クセ

スする こ とは可能ですが、 メ モ リ 使用量の関係で、 接続されているベースモジ ュールの

動作に影響を与え るおそれがあ り ます。  

6.  " ② " を ク リ ッ ク またはタ ッ プ し て Web サーバーにログオン し ます。 

注記

• リ モー ト ア ク セスの場合、 ロ グオンに数秒かかる こ と があ り ます。 

• ロ グオンに失敗し た場合、 ブラ ウザの更新ボタ ンを押すかタ ッ プして （パソ コ ンの場合

はキーボード のシ ョ ー ト カ ッ ト キー [F5] を押し て）、 や り 直し て く だ さい。 
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5. Web サーバー  
5.3 スマー ト リ レーのシステム情報の確認

一旦ロ グオン し た後は、 モジ ュールのシ リ ーズ名、 モジ ュールタ イプ、 フ ァーム ウ ェ アバー

ジ ョ ン、 IP ア ド レ ス、 モジ ュールステータ スなど、 ベースモジ ュールを含むすべてのシステ

ム情報がスマー ト リ レー Web サーバーに表示されます。 

注記

上図の画面のフ ァーム ウ ェ アバージ ョ ンは参考用のため、ご使用のスマー ト リ レーデバイ

スのバージ ョ ン と は異なる場合があ り ます。 
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5. Web サーバー
5.4 Web サーバー上での仮想モジュールの操作

スマー ト リ レー Web サーバーによ って、 SmartRelay BM メ ニ ューから仮想ベースモジ ュー 

ル、およびSmartRelay TD メ ニューから仮想テキス ト デ ィ スプレ イで以下の操作が行えます。 

仮想モジュールでのキー操作

すでに回路プ ロ グ ラ ム内でカーソ ルキーやフ ァ ン ク シ ョ ンキーをプ ロ グ ラ ム し ている場合、

仮想ベースモジ ュールまたはテキス ト デ ィ スプレ イで、 これらのキーを使った基本的な操作

ができ ます。

プロ グ ラ ム されたカーソルの機能を有効にするには、 ESC キーを ク リ ッ ク またはタ ッ プし ま

す。 フ ァ ン ク シ ョ ンキーは常に有効です。   

完了後、 次の操作を行って く だ さい。

• パルス入力を許可するには、 該当のカーソルキーまたはフ ァ ン ク シ ョ ンキーを ク リ ッ ク

またはタ ッ プし ます。      

• 連続する高レベル信号の入力を有効にする には、 カー ソ ルキーま たはフ ァ ン ク シ ョ ン

キーを ク リ ッ ク し続けます。 ボタ ンを放すと、 高レベル信号が失われます。

• プロ グ ラ ム されたカーソルキーまたはフ ァ ン ク シ ョ ンキーを無効にするには、 ESC キー

を も う 一度ク リ ッ ク またはタ ッ プし ます。 

• WindLGC であ らかじめ確認応答設定が されている ア ク テ ィ ブ メ ッ セージを非表示にする

場合、 OK キーを ク リ ッ ク またはタ ッ プし ます。 

メ ッ セージ出力の確認

WindLGC のオン ラ イ ンヘルプの指示に従って WindLGC で メ ッ セージテキ ス ト を作成し てい

る場合、 モジ ュールの仮想画面でそれらの メ ッ セージを見る こ と ができ ます。 

左のナビゲーシ ョ ンバーの SmartRelay BM または SmartRelay TD を ク リ ッ ク またはタ ッ プ  

する と、 仮想デバイ スでア ク テ ィ ブ メ ッ セージが確認でき ます。 
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5. Web サーバー  
• ベースモジュール上の表示

• テキス ト デ ィ スプレ イ上の表示

▲または▼を ク リ ッ ク またはタ ッ プし て、 メ ッ セージを手動で一つずつ閲覧する こ と ができ

ます。

注記

と はグレーア ウ ト されている ため、 メ ッ セージテキス ト 閲覧に使用でき ません。▲

▲
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5. Web サーバー
メ ッ セージ点滅の確認

WindLGC のオン ラ イ ンヘルプの指示に従って WindLGC で メ ッ セージ点滅を設定し た場合、

仮想ベースモジ ュールまたはテキ ス ト デ ィ スプレ イ上で メ ッ セージテキ ス ト の行または文字

が点滅し ます。 

バッ ク ラ イ ト 色の状態確認

WindLGC のオン ラ イ ンヘルプの指示に従って WindLGC でバッ ク ラ イ ト 設定を行った場合、

仮想ベースモジ ュールまたはテキ ス ト デ ィ スプレ イ上で同じバッ ク ラ イ ト 効果が表示されま

す。 

設定可能なパラ メ ータの設定

WindLGC のオン ラ イ ンヘルプの指示に従ってベースモジ ュールまたはテキ ス ト デ ィ スプレ

イ上で特定パラ メ ータ を表示する設定を行った場合、 それらのパラ メ ータは画面表示されま

す。 

表示されたパラ メ ータ をダブルク リ ッ ク またはダブルタ ッ プする と、 パラ メ ータ編集ダ イ ア

ロ グが表示されます。 編集不可のパラ メ ータはグレーア ウ ト されています。 

• ベースモジュール上の表示
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5. Web サーバー  
• テキス ト デ ィ スプレ イ上の表示

上記の画面の " ① " で任意のパラ メ ータ値を入力し ます。 この例では 「20:00」 と入力し てい  

ます。 

現在の値を参考にし て新しい値を入力し て く ださい。同様に入力されていない と、モジュール

でエラー と な る場合があ り ます。 

" ② " を ク リ ッ ク またはタ ッ プし ます。 更新されたパラ メ ータが表示されます。 
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5. Web サーバー
• ベースモジュール上の表示

• テキス ト デ ィ スプレ イ上の表示
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5. Web サーバー  
5.5 変数メ モ リ テーブルの閲覧と編集

スマー ト リ レー Web サーバーでは、 ウ ェブブラ ウザ上で変数 メ モ リ テーブルを確認し た り 編

集する こ と ができ ます。 

スマー ト リ レーの変数の詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプの 「パラ メ ータ VM

マ ッ ピング」 の項目を参照し て く だ さい。

左のナビゲーシ ョ ンバーの " ① " を ク リ ッ ク またはタ ッ プする と、 変数テーブルが表示され  

ます。

" ② " を ク リ ッ ク またはタ ッ プし て新しい変数を追加し ます。 以下の手順に従って変数を設 

定し て く だ さい。 

1. 任意の範囲を選択し ます。 Web サーバーは、 その範囲のマ ッ ピングア ド レス、 変数タ イ

プ、 および表示形式を表示し ます。 

2. 追加された空白の行 " ③ " に新しいマ ッ ピングア ド レスを入力し ます。

 は、 変数が編集可能であ る こ と を表し ます。

 は、 変数が編集不可であ る こ と を表し ます。

" ④ " を ク リ ッ ク またはタ ッ プし て新しいマ ッ ピングア ド レ ス を適用し ます。

5.6 Web サーバーからのログオフ

Web サーバーから ロ グオフするには、 左ナビゲーシ ョ ンバーの上にあ るボタ ンを ク リ ッ ク ま

たはタ ッ プし ます。  
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6. ユーザー定義フ ァ ン クシ ョ ン （UDF）

ユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF）

WindLGC には、 回路プロ グ ラ ム作成用の UDF エデ ィ タが提供されています。 UDF エデ ィ タ

で作成し た回路プロ グ ラ ムを、 回路プロ グ ラ ムで使用する UDF ブロ ッ ク と し て個別に UDF

エデ ィ タ または FBD エデ ィ タに保存する こ と ができ ます。 

UDF ブロ ッ クは、 ユーザーが作成する、 設定済みの回路プロ グ ラ ムです。 フ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク同様、 既存の回路プロ グ ラ ムに追加する こ と ができ ます。 WindLGC の回路プロ グ ラ ム

に既に UDF が含まれている場合、WindLGC から スマー ト リ レーに回路プロ グ ラ ムを転送後、

モジ ュールから この UDF に接続されているエレ メ ン ト を編集する こ と ができ ます。

WindLGC における UDF 設定の詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

UDF ブロ ッ クに接続されているエレ メ ン ト の編集

スマー ト リ レーからは、UDF ブロ ッ ク を作成し た り 、 UDF ブロ ッ ク の メ ンバを編集する こ と

はでき ません。 UDF ブロ ッ ク の入出力に接続されたエレ メ ン ト 、 または UDF ブロ ッ ク のパ

ラ メ ータ設定のみ編集する こ と ができ ます。

注記

WindLGC の設定によ り 、 各 UDF ブロ ッ ク には最大 8 つの入力と 4 つの出力があ り ます。

UDF ブロ ッ クの入力に接続されるエレ メ ン ト の編集

1. スマー ト リ レーをプログラ ミ ングモー ド に切り替えます。 

2. メ イ ン メ ニューで▲または▼を押し て " プログラムする " を選択し ます。 

3. OK を押し て " プログラムする " 選択を確定し ます。 

4. ▲または▼を押し て " プログラム編集 " を選択し ます。 
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6. ユーザー定義ファンクション（UDF）
5. OK を 2 回押すと、 回路プログラム編集モー ド に入り ます。 「U」 は、 UDF ブロ ッ ク であ 

る こ と を示し ています。 「U1」 は、 一番目の UDF ブロ ッ クである こ と を表し ます。 以下

の画面は、 WindLGC から設定し た UDF ブロ ッ ク を含む回路プログラムの一例です。 

6. ▲、 ▼、 または を押し てカーソルを "U1" に移動させます。

7. OK を押し て、 一番目の UDF ブロ ッ ク 「U1」 の画面フ ォームを開きます。 別のエレ メ ン

ト を選択するには、 カーソルキーを押し て く だ さい。 

8. 選択し た入力にカーソルを合わせ （この例では 「I1」）、 OK を押し ます。 カーソルが四角

形の点滅に変わり ます。 一番目の入力を別のエレ メ ン ト に変更する場合は、 ▲または▼

を押し ます。

9. OK を押し て選択を確定し ます。 「U1」 の一番目の入力が変更されま し た。 

UDF ブロ ッ クの出力に接続されるエレ メ ン ト の編集

上記手順 5 に示すよ う な画面フ ォームがスマー ト リ レーに表示されている場合で、 「Q1」 を

別のエレ メ ン ト に変更し たい と きは、 以下の手順で操作を行います。 

▲

▲
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6. ユーザー定義ファンクション（UDF）  
1. OK を押すと、 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う にな り ます。 

2. を押し てカーソルを "In" に移動させます。 OK を押すと、 カーソルが四角形の点滅に  

変わり ます。 ▲または▼を押し て入力を 「U1.1」 （「.1」 は Q1 に接続されている UDF ブ

ロ ッ クの一番目の出力を意味し ます） に変更する こ とができます。 スマー ト リ レーの表

示は以下のよ う にな り ます。 

3. OK を押し て選択を確定し ます。 ESC を押すと、 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う に

な り ます。 

「U1」 は Q3 に接続されま し た。

4. OK を押し、 ▲、 ▼、 または を押し てカーソルを "Q1" に移動させます。 OK を押す  

と、 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う にな り ます。 

5. OK を押すと、 カーソルが四角形の点滅に変わり ます。 ▲または▼を押し て空白の入力を

選択し ます。 OK を押すと、 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う にな り ます。 

▲

▲

▲
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6. ユーザー定義ファンクション（UDF）
6. ESC を押すと、 スマー ト リ レーの表示は以下のよ う にな り ます。 

「U1」 と 「Q1」 と の間の接続が削除されま し た。

「U1」 の一番目の出力に接続されるエレ メ ン ト が 「Q1」 から 「Q3」 に変更されま し た。

Par パラ メ ータの設定

WindLGC を使用し て UDF のパラ メ ータ を設定し た場合、 この UDF ブロ ッ ク のパラ メ ータ

Par を編集する こ と ができ ます。 それ以外の場合、 UDF ブロ ッ ク のパラ メ ータ を編集する こ

と はでき ません。 UDF ブロ ッ ク にパラ メ ータ Par が含まれる場合、 以下の方法でパラ メ ータ

を編集する こ と ができ ます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） 

1. ▼を押し てカーソルを "Par" に移動し、 OK を押し ます。 スマー ト リ レーの表示は以下の  

よ う にな り ます。（T と TH は、WindLGC で該当 UDF パラ メ ータに指定し た識別子です。

WindLGC を使用し て、 各 UDF ブロ ッ クに最大 8 つのパラ メ ータ を設定する こ とができ

ます。 スマー ト リ レーは、 一度に 3 つのパラ メ ータ まで表示できます。） 

2. OK を押すと、 カーソルは T の最初の数字に移動し ます。 

U1 1

U1 1
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6. ユーザー定義ファンクション（UDF）  
3. ▲または▼を押し て値を変更し ます。 または を押し て別の数字を選択し、 ▲または

▼を押し てその値を変更し ます。 OK を押し て変更内容を確定し ます。 スマー ト リ レーの

表示は、 以下のよ う にな り ます。 

プロ グ ラ ミ ングモード同様に、パラ メ ータ設定モード でも UDF パラ メ ータ設定を編集する こ

と ができ ます。

▲

▲
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7. データ ログ

WindLGC を使用し て、 回路プ ロ グ ラ ムに １ つまでデータ ロ グ を設定する こ と がで き ます。

データ ロ グには、 データ ロ ギング用に設定し たフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のプロセス測定変数

が記録されます。 通常のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク同様、 回路プロ グ ラ ムにデータ ロ グブロ ッ

ク を追加する こ と ができ ます。 

回路プロ グ ラ ムにデータ ロ グを設定し た場合、WindLGC から スマー ト リ レーにプロ グ ラ ムを

転送後、 データ ロ グブロ ッ クに接続されているエレ メ ン ト を編集する こ と ができ ます。

WindLGC におけるデータ ロ グフ ァ ン ク シ ョ ンの設定の詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘル

プを参照し て く だ さ い。 ベースモジ ュールからは、 データ ロ グブロ ッ ク に接続されているエ

レ メ ン ト しか設定でき ません。 

データ ログブロ ッ クに接続されているエレ メ ン ト の編集

スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムに、WindLGC で設定されたデータ ログブロ ッ クが含まれて

いる場合、 以下の手順でデータ ログに接続されているエレ メ ン ト を編集する こ と ができ ます。

1. プロ グ ラ ミ ングモード に切 り 替えます。OK を 2 回押すと、回路プロ グ ラ ムが以下のよ う

に表示されます。 

2. ▼を押し てカーソルを  "L1" に移動させます。 （データ ロ グは "L1" で識別されています。）   

OK を押し ます。 スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う にな り ます。 

3. 選択し た入力 （こ の例では "M1"） で OK を押す と、 カーソルが四角形の点滅に変わ り ま 

す。 選択可能なエレ メ ン ト から別のエレ メ ン ト （こ こ では例 と し て B3） を選択するには、

▼を押し て く だ さい。OK を押し ます。スマー ト リ レーの表示は、以下のよ う にな り ます。 
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7. データログ
4. 以下の例では、 こ の "L1" が B3 ブロ ッ ク に接続された こ と がわか り ます。 

注記

スマー ト リ レーは、データ ロ ギング用に 1024 バイ ト のバッ フ ァ を備えています。このバッ

フ ァ のデータ量が 512 バイ ト に到達する と、スマー ト リ レーはカード ス ロ ッ ト に挿入され

ている micro SD メ モ リ カード に自動的にデータ を書き込みます。 スマー ト リ レーのデー  

タ生成速度が、micro SD メ モ リ カードへのデータの書き込み速度よ り 速い場合、データが  

失われる こ と があ り ます。データ消失の発生を防止する ため、最小時間間隔 500ms でデー

タ ロ グフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クにイ ネーブル信号を印加し て く だ さい。 ただし、 カード ス

ロ ッ ト に micro SD メ モ リ カード が挿入されていない と きには、スマー ト リ レーのバッ フ ァ  

領域には 512 バイ ト 分のデータ ロ グ しか保存でき ないため、残 り のデータ ロ グは失われま

す。

micro SD メ モ リ カー ド は、 ベースモジ ュール 1 台につき、 最大 50 のデータ ロ グフ ァ イル  

を保存でき ます。同じ micro SD メ モ リ カード を別のベースモジュールに挿入し た場合、そ  

のベースモジ ュールのデータ ロ グを さ らに 50 フ ァ イル保存でき ますが、 micro SD メ モ リ   

カード が保存でき る最大行数はそのカード の メ モ リ 容量に制限されます。micro SD メ モ リ   

カード に保存される各データ ロ グフ ァ イルには 20000 行まで保存可能です。micro SD メ モ  

リ カード の メ モ リ に空きがない状態で、 新しいデータ フ ァ イルの作成を試みた場合、 自動

的にエラー メ ッ セージが表示されます。

ス マー ト リ レーは、 "<XYZ>_< 数字 >.csv" の形式で自動的にフ ァ イ ル名を決定し ます。  

<XYZ> は、 接続されているベースモジュールの、 4 部構成の IP ア ド レ ス コード の最後の 

1 部を表し、 1 ～ 3 桁の数字にな り ます。 < 数字 > は、 作成されたデータ フ ァ イルの連番 

で、 1 ～ 50 の値を と り ます。 ベースモジ ュールはユーザーによ って定義されたフ ァ イル

名は認識し ないため、 フ ァ イル名は変更し ないで く だ さい。

micro SD メ モ リ カー ド に保存されたデータ ロ グ フ ァ イルの う ち最新のフ ァ イルのみを ス  

マー ト リ レーから WindLGC にア ッ プロード する こ と ができ ます。

以下の状態の と きに、 スマー ト リ レーは新しいデータ ロ グフ ァ イルを作成し ます。

• スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムが変更された と き

• データ ロ グフ ァ イルの行数が 20000 を超えた と き

作成されたフ ァ イルは、 +1 の数字でフ ァ イル名が付け られます。 例えば、 現在のデータ

フ ァ イル名が "135_1.csv" であれば、 新しいフ ァ イルのフ ァ イル名は "135_2.csv" にな り ま    

す。
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8. スマー ト リ レーの設定

こ の章では、 フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の 「パラ メ ータ設定」 について説明し ます。 時間関連

フ ァ ン ク シ ョ ンのデ ィ レー時間、 タ イマのス イ ッ チ時間、 カ ウ ン タの閾値、 稼働時間カ ウ ン

タのモニ タ時間間隔、 ト リ ガの On/Off 閾値などのパラ メ ータ を設定でき ます。

パラ メ ータは以下のモード で設定し ます。

• プロ グ ラ ミ ングモード

• パラ メ ータ設定モード

パラ メ ータ設定モー ド は、 回路プロ グ ラ ムを変更せずにパラ メ ータだけを変更する場合に使

用し ます。 プロ グ ラ ミ ングモー ド を使用せずにパラ メ ータ を変更する こ と で、 特定の用途に

合わせて、 既存の回路プロ グ ラ ムを保持し たま ま回路プロ グ ラ ムの機能を変更でき る と い う

利点があ り ます。

注記

パラ メ ータ設定モード では、 回路プロ グ ラ ムは実行されたま まの状態にな り ます。
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8. スマートリレーの設定
8.1 パラ メ ータ設定モー ドの選択

ESC を押し て、 RUN モー ド からパラ メ ータ設定モード に切 り 替えます。

パラ メ ータ設定モード での メ ニューコマン ド の詳細については、 「ベースモジ ュール （D.1）」

を参照し て く だ さい。

以下の手順で、 回路プロ グ ラ ム を停止し、 プロ グ ラ ミ ングモー ド の メ イ ン メ ニ ューに戻

り ます。

1.  ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " 停止 " へ移動し ます。

2. " 停止 " を確認し て、 OK を押し ます。

3.  を押し て、 カーソルを " はい " へ移動し ます。

4.  " はい " を確認し て、 OK を押し ます。

プロ グ ラ ミ ングモード の メ イ ン メ ニューが表示されます。

スマー ト リ レーを RUN モードへ切替え る際の詳細については、 「RUN モード への切 り 替

え （3.7.6）」 を参照し て く だ さい。

ESC

▲

310



8. スマートリレーの設定  
パラ メ ータ設定メ ニューのその他のメ ニューコ マン ド について

• メ ニューコマン ド " プロ グ ラ ムする  "

各設定の詳細については、 下記の各項を参照し て く だ さい。

- パラ メ ータ （8.1.1 参照）

- パラ メ ータの選択 （8.1.2 参照）

- パラ メ ータの変更 （8.1.3 参照）

- 回路プロ グ ラ ムの名前変更 （3.7.4 参照）

• メ ニューコマン ド " 設定 "

各設定の詳細については、 下記の各項を参照し て く だ さい。

- 日付と時刻の設定 （8.2.1 参照）

- 夏時間 / 冬時間変換 （3.7.15 参照）

- ネ ッ ト ワーク タ イ ムプロ ト コル （FL1F FS5 以降のバージ ョ ンのみ） （3.7.16 参照）

- 起動画面の設定 （8.2.5 参照）

- デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト と バッ ク ラ イ ト の選択の設定 （8.2.2 参照）

- スマー ト リ レーのデフ ォル ト 値の設定 （8.2 参照）

• メ ニューコマン ド " ネ ッ ト ワーク  "

各設定の詳細については、 「ネ ッ ト ワーク設定 （3.8.1）」 を参照し て く だ さい。

• メ ニューコマン ド " 診断 "

各設定の詳細については、 「スマー ト リ レーのエラー診断 （3.8.6）」 を参照し て く だ さい。

8.1.1 パラ メ ータ

注記

パラ メ ータ設定モー ド で表示 ・ 編集可能なパラ メ ータは、 表示 ・ 編集 （"+"） 指定があ る

ものに限られます。 「パラ メ ータの保護 （4.3.5）」 を参照し て く ださ い。

パラ メ ータには、 以下のよ う な ものがあ り ます。

• タ イマ リ レーのデ ィ レー時間

• タ イマス イ ッ チのス イ ッチング時刻 （カム）
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8. スマートリレーの設定
• カ ウ ン タ閾値

• 稼働時間カ ウ ン タのモニ タ時間

• ト リ ガの閾値

各パラ メ ータは、 ブロ ッ ク番号 （Bx） と パラ メ ータの略称によ って識別されます。

例 ：

• T ： 設定時間

• MI ： 設定時間間隔

注記

WindLGC を使用し て、 ブロ ッ ク に名前を付ける こ と も でき ます。 （詳細は、 「スマー ト リ

レーの ソ フ ト ウ ェ ア （11 章）」 参照）

8.1.2 パラ メ ータの選択

パラ メ ータの選択方法 ：

1. パラ メ ータ設定メ ニューで、 ▼、 ▲を押し て、 " プログラムする " を選択し ます。 

2. " プログラムする " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソルを " パラ メ ータ設定 " に移動させます。 

4. " パラ メ ータ設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーは、 以下の例のよ う に、 使用可能なブロ ッ ク を リ ス ト 表示し ます。 

下記のよ う に設定でき るパラ メ ータがない場合は、 ESC を押し てパラ メ ータ設定 メ ニューに 

戻 り ます。 
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8. スマートリレーの設定  
5. ▲、 ▼を押し て、 パラ メ ータ を変更し たいブロ ッ クにカーソルを移動させて、 OK を押し

ます。 

6. ▲、 ▼を押し て変更するパラ メ ータ を選択し ます。

7. OK を押し ます。

8.1.3 パラ メ ータの変更

まず、 変更するパラ メ ータ を選択し ます。 （8.1.2 参照）

パラ メ ータの値は、 プロ グ ラ ミ ングモード と同様の方法で変更でき ます。

1. 、 を押し て、 変更するパラ メ ータにカーソルを移動し ます。

2. ▲、 ▼を押し て、 値を変更し ます。

3. OK を押し て、 値を確定し ます。

注記

システムが RUN 中に時間関連パラ メータ を変更する場合、同時に時間単位 （s = 秒、m = 分、    

h = 時） も変更でき ます。 ただ し、 時間関連パラ メ ータが別のフ ァ ン ク シ ョ ンの結果を参   

照し ている場合は、 パ ラ メ ータ値 と 時間単位は変更で き ません。 （例については、 「オン

デ ィ レータ イマ （4.4.1）」 参照） 時間単位を変更し た場合、現在の時間は リ セ ッ ト されます。

▲

▲

OK 
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8. スマートリレーの設定
時間 T の現在値

パラ メ ータ設定モード での時間 T の表示 ：

設定時間 T は変更可能

タ イマの現在値

パラ メ ータ設定モード でのタ イマカムの表示 ：

On/Off する日付 と時刻は変更可能

カウン タの現在値

パラ メ ータ設定モード でのカ ウ ン タパラ メ ータの表示

On/Off 閾値は変更でき ますが、 On/Off 閾値が別のフ ァ ン ク シ ョ ンの結果を参照し ている場合

は変更でき ません。 （こ の例では、 B21。 「ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （4.4.15）」 参照）

Ta

T
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8. スマートリレーの設定  
稼働時間カウン タの現在値

パラ メ ータ設定モード での稼働時間カ ウ ン タパラ メ ータの表示 ：

設定時間間隔 MI の値は変更可能

周波数スイ ッ チの現在値

パラ メ ータ設定モード での周波数ス イ ッチのパラ メ ータの表示 ：

On/Off 閾値は変更可能

Off
On
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8. スマートリレーの設定
8.2 スマー ト リ レーのデフ ォル ト 値の設定

スマー ト リ レーでは、 以下のデフ ォル ト 値を設定でき ます。

時計の設定

日付と時刻、 夏時間 / 冬時間、 ネ ッ ト ワーク タ イ ムプロ ト コル （FL1F FS5 以降のバージ ョ ン 

のみ） の切 り 替えに関するデフ ォル ト 値は、プロ グ ラ ミ ングモードおよびパラ メ ータ設定モー

ド の以下の メ ニューコマン ド で設定でき ます。

日付と時刻の設定 （8.2.1 参照）

夏時間 / 冬時間変換 （3.7.15 参照）

ネ ッ ト ワーク タ イ ムプロ ト コル （FL1F FS5 以降のバージ ョ ンのみ） （3.7.16 参照）

コ ン ト ラス ト とバッ ク ラ イ ト の設定

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト と バッ ク ラ イ ト に関するデフ ォル ト 値は、プロ グ ラ ミ ングモード

およびパラ メ ータ設定モード の以下の メ ニューコマン ド で設定でき ます。

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト と バッ ク ラ イ ト の選択の設定 （8.2.2 参照）

メ ニュー言語

スマー ト リ レーの メ ニ ューが表示される言語は、 プロ グ ラ ミ ングモー ド の以下の メ ニ ューコ

マン ド で設定でき ます。

メ ニュー言語の設定 （8.2.3 参照）
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8. スマートリレーの設定  
ベースモジュールのアナログ入力の点数

ベースモジ ュール FL1F-H12SCD、 および FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE はアナロ グ入力を装

備し ています。従来は 2 点のアナロ グ入力を装備し ていま し た。FL1F-H12SCD、および FL1F-

H12RCE/FL1F-B12RCE は装備されている 4 点のアナロ グ入力の う ち、 使用する点数を 2 点、

または 4 点のどち らかにプロ グ ラ ミ ングモード の以下の メ ニ ューコマン ド で設定でき ます。

ベースモジ ュールのアナロ グ入力点数の設定 （8.2.4 参照）

起動画面の設定

スマー ト リ レーが RUN モードへ移行する際にスマー ト リ レーおよびテキ ス ト デ ィ スプレ イ

で表示 さ れる起動画面のデフ ォル ト 設定は、 プ ロ グ ラ ミ ン グモー ド およびパ ラ メ ータ設定

モード の以下の メ ニ ューコマン ド で設定でき ます。

起動画面の設定 （8.2.5 参照）

メ ッ セージ出力の設定

すべての メ ッセージ出力フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クに適用されるパラ メータは、 プログ ラ ミ ング

モードおよびパラ メータ設定モード の以下の メ ニューコマン ド で設定でき ます。

メ ッセージ出力 （4.4.25 参照）
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8. スマートリレーの設定
8.2.1 日付と時刻の設定

日付と 時刻のデフ ォル ト 値は、 プロ グ ラ ミ ングモー ドおよびパラ メ ータ設定モード で設定で

き ます。

パラ メ ータ設定モー ド での日付と時刻の設定 :

日付と時刻を設定するには、 以下の手順に従います。

1. パラ メ ータ設定モー ド を選択し ます。 （8.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 時計 " に移動し ます。

5. " 時計 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 時計を設定 " に移動し ます。

7. " 時計を設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーの表示内容
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8. スマートリレーの設定  
8. 正しい時刻を設定するには、 または を押し てカーソルを目的の位置に合わせ、 

▲または▼を押し て値を変更し ます。

9. 正しい日付を設定するには、 または を押し てカーソルを目的の位置に合わせ、 

▲または▼を押し て値を変更し ます。

10. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド での日付と時刻の設定

プロ グ ラ ミ ングモード で日付 と時刻を設定するは、 メ イ ン メ ニ ューで " 設定 " を選択し てか

ら、"時計" を選択し、"時計を設定" を選択し ます。後は前述のよ う に日付と時刻を設定し ます。

8.2.2 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト とバッ ク ラ イ ト の選択の設定

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト と バッ ク ラ イ ト のデフ ォル ト 値は、 プロ グ ラ ミ ングモー ドおよ

びパラ メ ータ設定モー ド で設定でき ます。

パラ メ ータ設定モー ド でのデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト の設定

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定するには、 以下の手順に従います。 

1. パラ メ ータ設定モー ド を選択し ます。 （8.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 "LCD" を選択し ます。

5. "LCD" を確認し て、 OK を押し ます。

▲

▲

▲

▲
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8. スマートリレーの設定
6. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " コ ン ト ラス ト " に移動し ます。

7. " コ ン ト ラス ト " を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーの表示内容

8.  、 を押し て、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト を変更し ます。

9. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト の設定

プロ グ ラ ミ ングモー ド でデ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定する場合は、 メ イ ン メ ニ ューで

" 設定 " を選択し てから、 "LCD" および " コ ン ト ラ ス ト " メ ニューを選択し ます。 後は前述の

よ う にデ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定でき ます。

パラ メ ータ設定モー ド でのバッ ク ラ イ ト の設定

バッ ク ラ イ ト の設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

2. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 "LCD" を選択し ます。

▲

▲
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8. スマートリレーの設定  
4. "LCD" を確認し て、 OK を押し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " バッ ク ラ イ ト " に移動し ます。

6. ▼、 ▲を押し て、 “ バッ ク ラ イ ト ” を選択し ます。

7. " バッ ク ラ イ ト " を確認し て、 OK を押し ます。

8. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " デフ ォル ト " または " 常時オン " を選択し ます。

9. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

デフ ォル ト では、 バッ ク ラ イ ト は常にオンではあ り ません。 バ ッ ク ラ イ ト を常にオンするに

は、 " 常時オン " を選択し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのバッ ク ラ イ ト の設定

プログ ラ ミ ングモード でバッ ク ラ イ ト を設定する場合は、 メ イ ン メ ニューで " 設定 " を選択し 

てから "LCD" および " バッ ク ラ イ ト " メ ニューを選択し ます。 後は前述のよ う に、 バッ ク ラ

イ ト を設定でき ます。 （手順 6.）

注記

テキス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の寿命は、 20,000 時間です。

特殊マーカ （M25、 M26、 M28 ～ M31） を使用し て、 スマー ト リ レー搭載デ ィ スプレ イ ま

たはテキ ス ト デ ィ スプレ イのバ ッ ク ラ イ ト 色を変更する こ と ができ ます。 詳し く は、 「定

数と コネ ク タ （4.1）」 を参照し て く だ さい。 これらの特殊マーカを回路プロ グ ラ ムで使用

し た場合、 上記 メ ニューコマン ド によ るバッ ク ラ イ ト 設定は適用されません。
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8. スマートリレーの設定
8.2.3 メ ニュー言語の設定

スマー ト リ レー メ ニ ューの言語は事前に定義された 10 言語のいずれかに設定でき ます。

プログラ ミ ングモー ド でのメ ニュー言語の設定

メ ニュー言語は、 プロ グ ラ ミ ングモード でのみ設定でき ます。

1. プログラ ミ ングモー ド のメ イ ン メ ニューで▼、 ▲を押し て " 設定 " を選択し ます。

2. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 " メ ニュー言語 " を選択し ます。

4. " メ ニュー言語 " を確認し て、 OK を押し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを選択する言語に移動し ます。

6. 選択し た言語を確認し て、 OK を押し ます。

ド イ ツ語 英語 フ ラ ン ス語 スペイ ン語 イ タ リ ア語

中国語 オラ ンダ語 ト ルコ語 ロシア語 日本語
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8. スマートリレーの設定  
8.2.4 ベースモジュールのアナログ入力点数の設定

FL1F-H12RCE/B12RCE および FL1F-H12SCD/B12RCA は、 デジ タル入力 と し て も アナロ グ入

力 と し て も使用でき る入力 （0V ～ 10V） に最大 4 つまで対応し ています。 入力 I7 （AI1） と

入力 I8 （AI8） は、 使用 ・ 未使用にかかわらず、 デフ ォル ト 設定でアナロ グ入力 と し て提供

されています。 入力 I1 （AI3） と入力 I2 （AI4） は、 オプシ ョ ンのアナロ グ入力です。 スマー

ト リ レーでは、 メ ニ ューから、 2 つのアナロ グ入力 （デフ ォル ト の AI1 と AI2） を使用する

か、 4 つ使用するか、 または全 く 使用し ないかを選択でき ます。 設定内容にかかわらず、 入

力 I1 と I2 はデジ タル入力と し て使用でき ます。 これらの入力をアナロ グ入力 AI3、 AI4 と し

て使用する場合、 アナロ グ入力数を 4 に設定する必要があ り ます。 スマー ト リ レーで設定し

たアナロ グ入力数は、 取 り 付けた増設 I/O モジ ュールのアナロ グ入力に割 り 当て られる番号

に影響を与えますので、 ご注意 く だ さい。 （「増設 I/O モジ ュールの最大構成 （2.1.2）」 参照）

入力 AI 数は、 プロ グ ラ ミ ングモード でのみ設定でき ます。

プログラ ミ ングモー ド でのアナログ入力点数の設定

アナロ グ入力点数の設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1. プログラ ミ ングモー ド のメ イ ン メ ニューで、 ▼、 ▲ を押し て " 設定 " を選択し ます。

2. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 "BM AI 点数 " を選択し ます。

4. "BM AI 点数 " を確認し て、 OK を押し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを "0 AI"、 "2 AIs" または "4 AIs" に移動し ます。

6. 選択し た内容を確認し て、 OK を押すと、 即座に設定が反映されます。
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8. スマートリレーの設定
8.2.5 起動画面の設定

RUN モード でスマー ト リ レーの起動画面に表示される、デフ ォル ト の設定を選択する こ と が

でき ます。 パラ メ ータ設定モー ドおよびプロ グ ラ ミ ングモード のいずれから で も設定でき ま

す。

パラ メ ータ設定モー ド での起動画面の選択

起動画面を選択するには、 以下の手順に従います。

1. パラ メ ータ設定モー ド を選択し ます。 （8.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 カーソルを " 起動画面 " に移動し ます。

5. " 起動画面 " を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容

起動画面の現在の設定は、 ラ ジオボタ ンがオンの状態で表示されます。 デフ ォル ト 設定は、 "

時計 " です。

表示内容は、 現在の日付 / 時刻 （時計）、 入力の値 （デジ タル入力）、 およびパラ メ ータ設定 

メ ニュー （ メ ニュー） から選択でき ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 表示し たいデフ ォル ト 設定を選択し ます。

7. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーは選択結果を表示し ます。

ベースモジ ュールの電源を切断し、 変更を有効にし ます。 スマー ト リ レーが RUN モード の

と き、 選択された起動画面が表示されます。
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9. メ モ リ カー ドの使用

スマー ト リ レーは、 プロ グ ラ ム保存用途 と し て、 FAT32 フ ァ イルシステム形式の micro SD メ   

モ リ カー ド のみに対応し ています。プロセスデータのデータ ロ グの有無にかかわらず、スマー

ト リ レーデバイ スから micro SD メ モ リ カード に回路プロ グ ラ ムを保存およびコ ピー保護する  

こ と ができ ます。 また、 回路プロ グ ラ ムを micro SD メ モ リ カード から スマー ト リ レーデバイ  

スにコ ピーする こ と も可能です。

スマー ト リ レーの メ モ リ には 1 つの回路プロ グ ラ ム しか保存する こ と ができ ません。 既存プ

ロ グ ラ ムを消去する こ と な く 、 回路プロ グ ラ ムを変更、 も し く は新しい回路プロ グ ラ ムを作

成する場合、 既存プロ グ ラ ムを ど こ かに保管する必要があ り ます。   

micro SD メ モ リ カード をフ ォーマ ッ ト する方法は、 「micro SD メ モ リ カード の初期化 （9.1）」    

を参照し て く だ さい。

コ ピー保護機能についての詳細は、「プロ グ ラ ムのコ ピー保護 （10.2.2）」 を参照し て く だ さい。

データ ロ グについて詳し く は、 「データ ロ グ （7 章）」 を参照し て く だ さい。
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9. メモリカードの使用

 

9.1 micro SD メ モ リ カー ドの初期化

ス マー ト リ レーは、 プ ロ グ ラ ム保存用途 と し て、 FAT32 フ ァ イ ルシ ス テム形式に対応し た

micro SD メ モ リ カード のみに対応し ています。 そのため、 micro SD メ モ リ カード のフ ァ イル   

システム形式が FAT32 以外の場合、 まず、 micro SD メ モ リ カード を フ ォーマ ッ ト する必要が  

あ り ます。 以下の例では、 Windows 7 で micro SD メ モ リ カード を フ ォーマ ッ ト する方法を説   

明し ています。

Windows OS での micro SD メ モ リ カー ドの初期化

以下の手順に従って、Windows OS 上で micro SD メ モ リ カード を フ ォーマ ッ ト し て く だ さい。

1.

2.
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9. メモリカードの使用  
3.

4.
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9. メモリカードの使用
9.2 micro SD メ モ リ カー ドの挿入および取り出し

スマー ト リ レーが microSD メ モ リ カード にア ク セス し ている間は、 microSD メ モ リ カー ド の

取 り 出し を行わないで く だ さい。

コ ピー保護属性のついた回路プロ グ ラ ムが記録されたmicro SD メ モ リ カード を取 り 出すと き  

は、 次の こ と に注意し て く だ さい。 スマー ト リ レーは、 micro SD メ モ リ カード がシステム実  

行中も挿入されている場合にのみ、その micro SD メ モ リ カード に保存された回路プロ グ ラ ム  

を実行する こ と ができ ます。

RUN モード 時に micro SD メ モ リ カード を取 り 出し た場合、 許容外の動作状態にな る こ と が  

あ り ます。 

火災の危険

危険な場所で挿入／取 り 外し を行 う と、機械または工場内での火災の原因にな るおそれが

あ り ます。 

死亡または重傷事故につながるおそれがあ り ます。 

危険な場所で メ モ リ カード の挿入／取 り 外し を行わないで く だ さい。

micro SD メ モ リ カー ド の取り出し

micro SD メ モ リ カード を取 り 出す際は、 先端 3mm のマ イナス ド ラ イバーを ソ ケ ッ ト の前に  

あ る溝に慎重に差し込み、 て こ の原理で ソ ケ ッ ト を ス ロ ッ ト から部分的に引き出し ます。 以

下の図に示す位置まで ソ ケ ッ ト を引き ます。 ソ ケ ッ ト の左側部にあ る カー ド ス ロ ッ ト か ら

micro SD メ モ リ カード を取 り 出し ます。

注記

SD カード ソ ケ ッ ト を損傷し ないよ う にするために、モジ ュールから ソ ケ ッ ト は完全には引き

出さ ないで く だ さい。

micro SD メ モ リ カー ド の挿入

カード ス ロ ッ ト の入 り 口は、 右下側が面取 り されています。 同様に、 micro SD メ モ リ カード  

の角も面取 り されています。 これは、 micro SD メ モ リ カー ド の誤挿入を防止する も のです。  

カード をホルダーに挿入し、 押し てはめ込みます。
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9. メモリカードの使用  
注記

カチ ッ と音が聞こ え る まで、 し っか り と ソ ケ ッ ト に micro SD メ モ リ カード を挿入し て く   

ださい。

注記

SD カード ソ ケ ッ ト を押すと きに抵抗を感じ る場合は、 無理に押さ ないで く だ さい。 カー

ド を引き、 方向を調整し てから も う 一度押し入れます。 正しい方向については、 以下の図

を参照し て く だ さい。
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9. メモリカードの使用
9.3 スマー ト リ レーから micro SD メ モ リ カードへのデータのコ ピー

スマー ト リ レーから micro SD メ モ リ カー ドへのデータの手動コ ピー

micro SD メ モ リ カー ド へ回路プ ロ グ ラ ム を手動で コ ピーする には、 以下の図に示す手順に  

従って操作を行って く だ さい。

OK を押し ます。 スマー ト リ レーが micro SD メ モ リ カードへの回路プログ ラ ムのコ ピーを開始  

し ます。

スマー ト リ レーが回路プロ グ ラ ムのコ ピー中に電源障害が起こ った場合、 電源が復帰し た後

にこのプロセス を再度行って く ださい。

注記

• プロ グ ラ ムが空の場合、 その旨の メ ッ セージが画面に表示されます。

• スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムがパス ワード によ って保護されている場合、 micro

SD メ モ リ カード にコ ピーされたプロ グ ラ ムにも同じパス ワード が適用されます。

スマー ト リ レーから micro SD メ モ リ カー ドへのデータの自動コ ピー

WindLGC では、 スマー ト リ レーに回路プロ グ ラ ムを転送する際に、micro SD メ モ リ カード に  

回路プロ グ ラ ムを自動的にコ ピーするかど う かを選択でき ます。 こ のオプシ ョ ンは、 パソ コ

ンから スマー ト リ レーへプロ グ ラ ム転送する ダ イ ア ロ グで選択でき ます。 こ のオプシ ョ ンを

選択する こ と によ って、WindLGC はスマー ト リ レーに回路プロ グ ラ ムを転送し、さ らに micro

SD メ モ リ カード に転送し ます。

注記

スマー ト リ レーから micro SD メ モ リ カード に回路プロ グ ラ ムを正常にコ ピーでき る よ う   

に、 必ず micro SD メ モ リ カード の空き容量が 100KB 以上あ る こ と を確認し て く だ さい。 
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フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クパラ メ ータは自動保存できます

FL1F FS5 では、 フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のパラ メ ータに加え られた変更を SD カード に自動 

保存でき ます。

micro SD メ モ リ カー ド でのデータ ログ生成

ス マー ト リ レー内の回路プ ロ グ ラ ムに WindLGC で設定し たデータ ロ グ フ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク が存在する場合、データ ロ グを スマー ト リ レーまたは micro SD メ モ リ カード に保存す  

る こ と ができ ます。 スマー ト リ レーのス ロ ッ ト に micro SD メ モ リ カード が挿入されている と  

きに、 スマー ト リ レーが STOP から RUN に切 り 替わる と、 スマー ト リ レーは micro SD メ モ  

リ カード へデータ ロ グのコ ピーを試みます。 それ以外の場合では、 スマー ト リ レーは メ モ リ

にデータ ロ グを保存し ます。 STOP から RUN に遷移する たびに、 スマー ト リ レーはデータ ロ

グの保存先を判断し ます。 

スマー ト リ レーがデータ ロ グを micro SD メ モ リ カー ド にコ ピーする場合、 データ ロ グはデ  

フ ォル ト で .CSV フ ァ イル形式で保存され、 パソ コ ンから開 く こ と ができ る よ う にな り ます。

.CSV フ ァ イルの各行にはタ イ ム ス タ ンプ、フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク番号および実際の値が記

録されています。 データ ロ グについて詳し く は、 「データ ロ グ （7 章）」 を参照し て く だ さい。

注記

micro SD メ モ リ カー ド を挿入し たスマー ト リ レーが STOP モード の と きは、 WindLGC の  

転送 メ ニ ューコマン ド を使用し て、micro SD メ モ リ カード 上にあ る最新のデータ ロ グフ ァ  

イルを WindLGC にア ッ プロードする こ と ができ ます。 データ ロ グのア ッ プロード コマン

ド についての詳細は、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。 
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9.4 micro SD メ モ リ カードからスマー ト リ レーへのデータのコ ピー

次のいずれかの方法で回路プロ グ ラ ムをmicro SD メ モ リ カード から スマー ト リ レーにコ ピー  

する こ と ができ ます。

• スマー ト リ レー起動時 （電源オン時） に自動コ ピーする

• スマー ト リ レーのカード固有 メ ニューを使用し て コ ピーする

注記

micro SD メ モ リ カー ド に保存されているプ ロ グ ラ ムがパス ワー ド に よ って保護されてい  

る場合、スマー ト リ レーにコ ピーされた同プロ グ ラ ム も同じパス ワード で保護されていま

す。 カード メ ニ ューについて詳し く は、 「スマー ト リ レー メ ニューの概要 （3.6） 」 を参照

し て く だ さい。

スマー ト リ レー起動時における自動データ コ ピー

回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーに自動コ ピーするには、 以下の手順に従います。

1. スマー ト リ レーの電源をオフにし ます。

2. 該当スロ ッ ト に micro SD メ モ リ カー ド を挿入し ます。

3. スマー ト リ レーの電源をオンにし ます。

スマー ト リ レーは、 プロ グ ラ ムモジ ュールまたはカー ド から スマー ト リ レーにプロ グ ラ ムを

コ ピーし ます。 スマー ト リ レーによ るプロ グ ラ ムのコ ピー完了後、 スマー ト リ レーの メ イ ン

メ ニューが開き ます。

注記

スマー ト リ レーを RUN に切 り 替え る前に、 スマー ト リ レーで制御し ている システムが危

険を生じ させない こ と を必ず確認し て く だ さい。

4. ▲または▼を押し てカーソルを一番目のメ ニューコ マン ド に移動させます。

5. OK を押し ます。
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カー ド固有メ ニューを使用する コ ピー

micro SD メ モ リ カー ド の交換についての詳細は、 「micro SD メ モ リ カー ド の挿入および取 り     

出し  (328 ページ )」 を参照し て く ださ い。 

micro SD メ モ リ カード から スマー ト リ レーにプロ グ ラ ムを コ ピーするには、 micro SD メ モ リ     

カード を挿入し て、 次の図に示す手順で操作を行って く だ さ い。

OK を押し ます。 スマー ト リ レーは、 micro SD メ モ リ カード から スマー ト リ レーに回路プロ  

グ ラ ムを コ ピーし ます。 スマー ト リ レーによ るプロ グ ラ ムのコ ピーが完了する と、 画面は自

動的にスマー ト リ レーの メ イ ン メ ニューに戻 り ます。
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10.セキュ リ テ ィ

概要

この章では、 スマー ト リ レーの保護を強化する以下のセキ ュ リ テ ィ 機能を説明し ます。

注記

スマー ト リ レーの通信プロ ト コルは、 信頼でき る環境で使用する ために設計されてお り 、

認証な しでデバイ スへア ク セスでき ます。 そのため、 IDEC 株式会社は、 スマー ト リ レー

デバイ スへのネ ッ ト ワーク ア ク セス を適切な方法で保護する こ と を強 く おすすめし ます。

10.1 ネ ッ ト ワークセキュ リ テ ィ

強化されたスマー ト リ レー FL1F デバイ スのネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ と 共に、 ローカルエ

リ アネ ッ ト ワーク だけでな く 、 リ モー ト エ リ アネ ッ ト ワーク から も スマー ト リ レーベースモ

ジ ュールへア ク セスでき ます。 以下の手順に従 う こ と で、 ネ ッ ト ワーク通信の保護に役立ち

ます。

セキュ リ テ ィ 機能 説明

ネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ 以下の方法はネ ッ ト ワーク通信の保護に役立ちます。

ネ ッ ト ワーク内の安全なネ ッ ト ワーク ゾーン と安全で

はないネ ッ ト ワーク ゾーンを定義し ます。

安全なネ ッ ト ワーク ゾーンで認証、 暗号化、 または完

全性保護が必要な場合、 IDEC 株式会社は、 スマー ト

リ レーデバイ スへのネ ッ ト ワーク ア ク セス を保護する

ために適切な措置を取る こ と をおすすめし ます。

スマー ト リ レーデバイ スへの リ モー ト ネ ッ ト ワーク接

続が必要な場合、 IDEC 株式会社は、 スマー ト リ レー

への通信を適切な方法 （VPN 接続を使用する など）

で保護する こ と をおすすめし ます。

ネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ の詳細については、 「ネ ッ

ト ワーク セキ ュ リ テ ィ 」 （335 ページ） を参照し て く

ださい。

プロ グ ラ ムア ク セスセキ ュ リ テ ィ 以下の方法で、 不正ア ク セスから回路プロ グ ラ ムを保

護する こ と ができ ます。

• パスワードによる保護

• コピー保護

詳細については、 「プロ グ ラ ムア ク セスセキ ュ リ テ ィ 」

（338 ページ） を参照し て く だ さい。

メ ニ ューア ク セスセキ ュ リ テ ィ ア ク セス レベルを設定する こ と によ ってスマー ト リ

レーの特定 メ ニューへのア ク セス を制限する こ と がで

き ます。

詳細については、 「 メ ニューア ク セスセキ ュ リ テ ィ 」

（341 ページ） を参照し て く だ さい。
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10. セキュリティ
ネ ッ ト ワーク内の安全なネ ッ ト ワーク ゾーン と安全ではないネ ッ ト ワーク ゾーンを定義でき

ます。 以下のデバイ ス を安全なネ ッ ト ワーク ゾーンに配置し ます。

• スマー ト リ レーベースモジ ュール

• FL1F-RD1

• FL1F ア ク セス ツール

• WindLGC

• NTP ク ラ イ アン ト ／ NTP サーバー

• Modbus デバイ ス

スマー ト リ レーの通信プロ ト コルは、 信頼でき る環境で使用する ために設計されてお り 、 認

証な しでデバイ スへア ク セスでき ます。 安全なネ ッ ト ワーク ゾーンで認証、 暗号化、 または

完全性保護が必要な場合、IDEC 株式会社は、 スマー ト リ レーデバイ スへのネ ッ ト ワーク ア ク

セス を保護する ために適切な措置を取る こ と をおすすめし ます。

スマー ト リ レーデバイ スへの リ モー ト ネ ッ ト ワーク接続が必要な場合、 IDEC 株式会社は、 ス

マー ト リ レーへの通信を適切な方法 （VPN 接続など） で保護する こ と をおすすめし ます。
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注記

IDEC 株式会社は、VPN を使ったネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ の向上を強 く おすすめし ます。

適切なセキ ュ リ テ ィ レベルを維持する ために、 IDEC 株式会社は、 安全なネ ッ ト ワーク内の

フ ァ イ ア ウ ォールでのみポー ト を開 く こ と を強 く おすすめし ます。 以下の表は、 スマー ト リ

レーでサポー ト されている アプ リ ケーシ ョ ン用のポー ト 情報一覧です。

Web サーバーからのスマー ト リ レーに対する不正ア ク セスによ って、 死亡、 重篤な人身傷

害や物的損害が発生する可能性があ り ます。

WindLGC では、 Web サーバーから スマー ト リ レーへの リ モー ト ア ク セス を有効にする こ

と ができ ます。 

リ モー ト ア ク セス を有効にする こ と で、Web サーバーからプロ グ ラ ム／変数の変更が可能

にな り ます。

Web サーバーからのスマー ト リ レーに対する不正ア ク セスによ って、プロセス動作が阻害

され、 死亡や重篤な人身傷害、 物的損害につながるおそれがあ り ます。

弊社は、 次のセキ ュ リ テ ィ 対策を講じ る こ と を推奨し ます。

• スマー ト リ レーへの Web サーバーからのア ク セス を強力なパス ワード で保護し て く だ

さい。 強力なパス ワード と は、 アルフ ァベッ ト 、 数字、 記号などを組み合わせた 8 文

字以上のパス ワー ド で、 辞書に載っていない言葉で構成され、 個人情報か ら推測でき

ないものを指し ます。 パス ワード は秘密にし て、 定期的に変更し て く だ さい。 

• プログ ラ ム ロジ ッ クの変数のエラーチェ ッ クおよび範囲チェ ッ ク を実施して く ださい。 

サポー ト されているアプ リ ポー ト

FL1F ア ク セス ツール 80

WindLGC 8080, 10005

FL1F-RD1 135

モバイルアプ リ 8080

ModBus デバイ ス 502-510

FL1F 通信 102

Web ブラ ウザ 80,8080
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10.2 プログラムア クセスセキュ リ テ ィ

10.2.1 パスワー ド によるプログラムの保護

パス ワード を用いて、 不正ア ク セスから回路プロ グ ラ ムを保護する こ と ができ ます。 回路プ

ロ グ ラ ムを不正な読み取 り や編集から守る ために、 パス ワード によ って保護する こ と を弊社

は強 く 推奨し ます。

プロ グ ラ ムパス ワード の設定 と変更についての詳細は、 「パス ワード （3.7.5）」 を参照し て く

ださい。

注記

スマー ト リ レーベースモジ ュールにパス ワー ド保護プロ グ ラ ムが保存されている場合、新

しいプロ グ ラ ムをダウ ン ロードするには、現在のプロ グ ラ ムを ロ ッ ク解除する ためにパス

ワード の入力が必要にな り ます。

10.2.2 プログラムのコ ピー保護

コ ピー保護機能は、 micro SD メ モ リ カー ド に保存 さ れた回路プ ロ グ ラ ム を保護し ます。 コ  

ピー保護された メ モ リ カード に回路プロ グ ラ ムを転送する こ と によ り 、 その回路プロ グ ラ ム

はコ ピー保護されます。

こ のセキ ュ リ テ ィ 機能によ って、 特定の メ モ リ カー ド に回路プロ グ ラ ムを結び付ける こ と が

でき ます。 コ ピー保護された回路プロ グ ラ ムを別の メ モ リ カー ド にコ ピーし た場合、 スマー

ト リ レーはプロ グ ラ ムを認識できず、 カード を挿入し て も読み込みを拒否し ます。

こ の回路プ ロ グ ラ ム を ス マー ト リ レーで実行する には、 カー ド を ス マー ト リ レーベースモ

ジ ュールに残し てお く 必要があ り ます。 すなわち、 カー ド を取 り 外し てプロ グ ラ ムを他のス

マー ト リ レーデバイ スにコ ピーする こ と はでき ません。

パス ワード によ って保護されている回路プロ グ ラ ムは、 正しいパス ワー ド が入力される と保

護が解除されます。 つま り 、 正し いパス ワー ド の入力後は、 プ ロ グ ラ ム を編集やコ ピーし、

カード を取 り 出すこ と ができ ます。

異なる フ ァ ン ク シ ョ ンでの運用ステータ ス

以下の表は、 可能な運用について説明し ています。

運用 編集 コ ピー 削除

プロ グ ラ ムパス ワー ド保護な し、

プロ グ ラ ム コ ピー保護な し
可 可 可

プロ グ ラ ムパス ワー ド保護あ り 、

プロ グ ラ ム コ ピー保護な し
パス ワー ド によ り 可 可 可

プロ グ ラ ムパス ワー ド保護な し、

プロ グ ラ ム コ ピー保護あ り
不可 不可 可

プロ グ ラ ムパス ワー ド保護あ り 、

プロ グ ラ ム コ ピー保護あ り
パス ワー ド によ り 可 パス ワード によ り 可 可
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コ ピー保護機能の有効化

以下の手順でコ ピー保護機能を micro SD メ モ リ カード に設定し ます。

1. プログラ ミ ングモー ド に入り、▼または▲を押し てカーソルを  "カー ド " に移動させます。  

2. OK を押し て " カー ド " 選択を確定し ます。

3. ▼または▲を押し てカーソルを " コ ピー保護 " に移動させます。  

4. OK を押し て " コ ピー保護 " 選択を確定し ます。

スマー ト リ レーの表示は、 以下のよ う にな り ます。 

デフ ォル ト では、 micro SD メ モ リ カード は保護されていません。

5. ▼または▲を押し てカーソルを " プロテ ク ト " に移動させます。  

6. OK を押し て選択を確定し ます。

7. カーソルを " Prog->Card 保存 " に動かし ます。 ▼または▲を押す。 

8. OK を押し て " Prog->Card 保存 " を確定し ます。
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9. カーソルを " Prog<-Card 読込 " に動かし ます。 ▼または▲を押す 。 

10. OK を押し て選択を確定し ます。

これで、 保護フ ァ ン ク シ ョ ン を有効に し て、 プ ロ グ ラ ム を カー ド に保存でき る よ う にな

り ます。

注記

コ ピー保護機能は、 micro SD メ モ リ カード にのみ適用されます。 電源オン時に、 別途操作  

によ り 回路プロ グ ラ ムを micro SD メ モ リ カード にコ ピーする必要があ り ます。 （「スマー  

ト リ レーから micro SD メ モ リ カードへのデータのコ ピー （9.3）」 参照）

保護フ ァ ン ク シ ョ ンのステータ スは、 いつで も 「無効」 から 「有効」 に変更でき ます。

カー ド 保護のス テータ スは、 いつで も 「保護フ ァ ン ク シ ョ ン無効」 か ら 「保護フ ァ ン ク

シ ョ ン有効」 に変更でき ます。
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10.3 メ ニューアクセスセキュ リ テ ィ

スマー ト リ レーには、 管理者 (ADMIN) と操作者 (OP) の 2 つのア ク セス レベルがあ り 、 プロ

グ ラ ミ ン グモー ド での特定 メ ニ ューへのア ク セ ス を制限し ています。 管理者はすべての メ

ニ ューコマン ド にア ク セスでき ます。 オペレータの場合は、 表示されない特定の メ ニ ューコ

マン ド があ り ます。 スマー ト リ レーのデフ ォル ト 設定は管理者ですが、 いつで も オペレータ

に変更でき ます。 オペレータから管理者に切 り 替え る と きは、 有効なパス ワー ド （デフ ォル

ト では 「IDEC」） の入力が必要にな り ます。

注記

メ ニューア ク セス保護の観点から、 IDEC 株式会社は、 デフ ォル ト のパス ワード を強力な

パス ワード に変更する こ と をおすすめし ます。 強力なパス ワード と は、 文字、 数字、 およ

び特殊記号を混在させた 8 文字以上のパス ワード です。辞書にあ る言葉を使用し てはな り

ません。 また、 個人情報から推測でき る名前や識別名を使用し てはな り ません。 パス ワー

ド は誰にも知られないよ う にし、 頻繁に変更し て く だ さい。

スマー ト リ レーのア ク セス レベルは、 電源を切る前に常に保存されます。 ア ク セス レベルの

切 り 替えに関する詳細については、 スマー ト リ レーの メ ニュー使用制限の設定 （65 ページ） 

を参照し て く だ さい。

注記

FL1F-RD1 のデフ ォル ト のア ク セス レベルはオペレータですが、 パス ワード を使って管理

者に切 り 替え る こ と ができ ます。 

FL1F-RD1 のア ク セス レベルは、 電源を入れた後に同じ スマー ト リ レーベースモジュール

に接続し ていれば、 電源を切る前に保存されます。 しかし、 別のスマー ト リ レーベースモ

ジ ュールが接続されている場合、 FL1F-RD1 のア ク セス レベルは電源投入後にオペレータ

に戻されます。
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11.スマー ト リ レーのソ フ ト ウ ェ ア

11.1 スマー ト リ レーのソ フ ト ウ ェ ア

パソ コ ン用のプロ グ ラ ミ ングツール と し て、 WindLGC が用意されています。 WindLGC には

以下のよ う な機能があ り ます。

• ラ ダー図、 またはフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク図によ る、 回路プロ グ ラ ム作成用グ ラ フ ィ カ
ルユーザーイ ン ターフ ェ イ ス

• パソ コ ン上での回路プロ グ ラ ムのシ ミ ュ レーシ ョ ン

• 回路プロ グ ラ ムの作成と印刷

• 回路プロ グ ラ ムのバッ ク ア ッ プをハードデ ィ ス ク などの メ デ ィ アに保存

• 回路プロ グ ラ ムの比較

• ブロ ッ ク、 パラ メ ータの簡単設定

• 回路プロ グ ラ ムの転送

- スマー ト リ レー→パソ コ ン

- パソ コ ン→スマー ト リ レー

• 稼働時間カ ウ ン タ値の読出し

• 時刻設定

• 夏時間 / 冬時間変換

• オン ラ イ ンテス ト ： RUN モード でスマー ト リ レーの状態変化やパラ メ ータ変数を表示

- デジ タル入出力、 マーカ （内部 リ レー）、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト 、 カーソルキーの状態

- アナロ グ入力、 アナロ グマーカの値

- 全ブロ ッ ク の出力結果

- 選択されたブロ ッ クの現在値 （タ イマの値を含む）

• パソ コ ンから回路プロ グ ラ ムの実行を開始 / 停止 （RUN、 STOP モード の切 り 替え）

• ネ ッ ト ワーク通信

• 回路プロ グ ラ ムで使用する ためのユーザー定義フ ァ ン ク シ ョ ン （UDF） ブロ ッ ク の作成 
（6 章）

• 回路プロ グ ラ ムが設定フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のプロセス値を記録する ためのデータ ロ
グ （7 章） フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の設定

現行バージ ョ ンは WindLGC V8.2 です。 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプでは、 プロ グ ラ ミ ング 

機能と設計の特徴が網羅されています。

スマー ト リ レーの優位点

紹介し た通 り 、 WindLGC には以下のよ う な多 く の優れた点があ り ます。

• 回路プロ グ ラ ムをパソ コ ンで開発でき ます。

• コ ン ピ ュータ上で回路プロ グ ラ ムのシ ミ ュ レーシ ョ ン を実施し て、 シ ステムに実装する
前にその機能を検証する こ と ができ ます。

• 回路プロ グ ラ ムにコ メ ン ト を追加し た り 、 ハード コ ピーを作成する こ と ができ ます。

• パソ コ ンのフ ァ イルシステムに回路プログ ラ ムを保存して、直接変更する こ と ができ ます。

• ポ イ ン ト と な る操作をい く つか行 う だけで簡単に回路プロ グ ラ ム を スマー ト リ レーにダ
ウ ン ロードする こ と ができ ます。
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11. スマートリレーのソフトウェア
対応 OS

WindLGC は以下の OS で実行する こ と ができ ます。 

• Windows XP、 Windows 7、 Windows 8、 Windows 10 （32 ビ ッ ト ／ 64 ビ ッ ト ）

• Java Runtime Environment 1.8.0_121 （推奨バージ ョ ン）

WindLGC V8.2

WindLGC の最新バージ ョ ンは 8.2 です。 本マニ ュ アルに記載されているすべてのフ ァ ン ク

シ ョ ンやデバイ スの機能は、 V8.2 に対応し ています。

注記

スマー ト リ レーのラ ダープロ グ ラ ミ ングは、PLC のプロ グ ラ ミ ング と は少し異な る こ と に

留意し て く だ さい。 PLC の場合、 各ラ イ ンの出力結果は、 同じ スキ ャ ン タ イ ム内の入力が

反映されます。 一方、 スマー ト リ レーでは、 先にすべての入力が処理されてから、 出力が

処理されます。 こ のよ う に、 出力結果に同じ スキ ャ ン タ イ ム内の入力が反映されず、 以下

のスキ ャ ンに反映されます。

例） イ ン ターロ ッ クは、入力端子 I1 と I2 が同時にオンにな る下記のサンプルプロ グ ラ ム （1）

ではア ク テ ィ ベー ト されません。 入力端子 I1 と I2 が同時にオンにな る下記のサンプルプロ

グ ラ ム （2） ではア ク テ ィ ベー ト されます。 

WindLGC 旧パージ ョ ンからのア ッ プグレー ド  

WindLGC のバージ ョ ンは、 V2、 V3、 V4、 V5、 V6 または V8.0 から V8.2 へア ッ プグレード

でき ます。 また、 ア ッ プグレード パ ッ ケージは （www.idec.com） から手動でダウ ン ロード で

き ます。 

製品の形番については、 「形番 （E 章）」 をご覧 く だ さい。

以下の手順で旧バージ ョ ンから新バージ ョ ンにア ッ プグレード し て く ださ い。

1. DVD から新しいソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

(1) (2)
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11. スマートリレーのソフトウェア  
2. システムの指示に従っ て、 旧バージ ョ ンの WindLGC の DVD を DVD ド ラ イブに挿入し

ます。

3. DVD の "...\Application" デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

ア ッ プデー ト と その他の情報

はじめに (i ページ ) に記載のイ ン ターネ ッ ト ア ド レ スから、 ソ フ ト ウ ェ アのデモバージ ョ ン 

を無料でダウ ン ロードする こ と ができ ます。   

ア ッ プデー ト 、 ア ッ プグレー ドおよび WindLGC ア ッ プデー ト セン ターに関する詳細につい

ては、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。
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11. スマートリレーのソフトウェア
11.2 スマー ト リ レーのパソ コ ンへの接続

スマー ト リ レーのパソ コ ンへの接続

スマー ト リ レーにはイーサネ ッ ト ポー ト があ る ため、 イーサネ ッ ト ケーブルを介し てスマー

ト リ レーをパソ コ ンに接続する こ と ができ ます。

PC ↔ スマー ト リ レーモー ドへの切り替え

次の 2 つの方法でスマー ト リ レーを STOP モー ド に切 り 替え る こ と ができ ます。

• パソ コンから スマー ト リ レーをSTOPモードに切り替える。（WindLGCオンラ インヘルプ参照）

• デ ィ スプレ イのあ るデバイ スの場合、 以下に示す メ ニューコマン ド を選択する。 

" はい " を押し て選択を確定し ます。 

スマー ト リ レーが STOP モード でパソ コ ン と 通信状態にあ る と き、 以下のパソ コ ン コマン ド

が使用でき ます。

• スマー ト リ レーの RUN モードへの切 り 替え

• 回路プロ グ ラ ムの読み取 り ／書き込み

• 夏時間／冬時間の読み取 り ／書き込み

注記

デ ィ スプレ イのないスマー ト リ レーバージ ョ ンについては、 付録の 「デ ィ スプレ イ な しの

スマー ト リ レー （C 章）」 を参照し て く だ さい。

PC ↔ スマー ト リ レーモー ドの終了

スマー ト リ レーはデータ転送を完了する と、 パソ コ ン と の接続を切断し ます。

注記

WindLGC で作成し たプロ グ ラ ムにパス ワー ド を設定し た場合、 スマー ト リ レーはダウ ン

ロード 中に回路プロ グ ラ ム と パス ワード の両方を受け取 り ます。

ス マー ト リ レ ーで作成 し た パ ス ワ ー ド 付 き プ ロ グ ラ ム を ア ッ プ ロ ー ド す る 際には、

WindLGC で正しいパス ワード を入力する必要があ り ます。
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12.アプ リ ケーシ ョ ン

注記

スマー ト リ レーのサンプルアプ リ ケーシ ョ ンは、 すべてのお客様に無料で WindLGC の

DVD で提供されています。

弊社は、 提供サンプルに万一不備があって も保証いた しかねますので、 予めご了承 く だ さ

い。 サンプルは、 スマー ト リ レーのアプ リ ケーシ ョ ンに関する一般的な情報を提供する こ

と を目的 と し てお り 、 お客様の実際の ソ リ ューシ ョ ン と は異な る場合があ り ます。 なお、

弊社はサンプルを変更する権利を有し ています。

システムの操作は自己責任で行って く だ さい。システムの導入に関する規定や関連する国

内基準も考慮し て安全にご使用 く だ さい。

WindLGC の DVD では、 次のサンプルアプ リ ケーシ ョ ンや応用アプ リ ケーシ ョ ンの ヒ ン ト な

どが提供されています。

• 温室植物用の灌漑システム

• シ ョ ーウ ィ ン ド ウ照明

• 警報 ・ 通知システム （学校向けなど）

• 駐車場監視システム

• 屋外照明

• シ ャ ッ ター制御システム

• 住宅用屋外屋内照明システム

• 生ク リ ーム撹拌機の制御システム

• スポーツ施設の照明

• 3 つの供給先に対する定電力負荷

• ボ イ ラーのシーケン ス制御

• 切断機 （導爆線用など）

• 使用時間の監視 （太陽エネルギー利用システムなど）

• 制御可能な足踏みス イ ッチ （速度事前選択用など）

• 昇降デッ キ制御

• 繊維製品の含浸処理、 熱処理、 およびベル ト コ ンベア制御

• サイ ロ充填システム

• テキス ト デ ィ スプレ イに合計カ ウ ン ト が メ ッ セージ出力される充填ステーシ ョ ン
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12. アプリケーション
WindLGC の DVD には、 アプ リ ケーシ ョ ンの説明や対応する回路プロ グ ラ ム も提供されてい

ます。Adobe Acrobat Reader で これらの .pdf フ ァ イルを読むこ と ができ ます。 コ ン ピ ュータに  

WindLGC を イ ン ス ト ールし ている場合、デ ィ ス ク ア イ コ ンを ク リ ッ クするだけで該当回路プ

ロ グ ラ ムを開けます。 開いた回路プロ グ ラ ムをお客様のアプ リ ケーシ ョ ンに合わせて編集し

て、 パソ コ ンケーブルを介し てスマー ト リ レーにダウ ン ロードする こ と も でき ます。

スマー ト リ レーのメ リ ッ ト

スマー ト リ レーは、 特に次のよ う なケースで役立ちます。

• スマー ト リ レー統合機能で補助開閉装置を交換する と き

• 配線 ・ 設置作業の簡略化 （スマー ト リ レーは配線もプロ グ ラ ム化されている ため）

• 制御キ ャ ビネ ッ ト または配電箱内の部品の省スペース化 （小型の制御キ ャ ビネ ッ ト また

は配電箱内であって も十分なスペース を確保）

• 追加の開閉装置や配線の変更な く 機能を追加または変更する と き

• 住宅施設や商業施設に新機能を追加する と き例 と し て次のよ う な ものがあ り ます。

- 住宅用セキ ュ リ テ ィ システム ： スマー ト リ レーが既定の間隔で照明を点灯させた り 、 

不在時にシ ャ ッ ターを開閉し ます。

- 集中暖房システム ： スマー ト リ レーは、 水または暖房が実際に必要な と きにのみ循環 

ポンプを運転し ます。

- 冷凍システム ： スマー ト リ レーが定期的に冷凍システムを除霜する こ と で、 エネルギー

費削減が実現でき ます。

- 時間に応じ て水槽やテ ラ リ ウ ムの照明を点灯する こ と ができ ます。

さ らに以下の適用も可能です。

• 市販のス イ ッチや押しボタンを使用して簡単に住宅用システムを導入する こ とができ ます。

• 統合電源によ ってスマー ト リ レーを直接住宅用施設に接続する こ と ができ ます。
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A. 仕様

A.1 共通仕様

項目 適合規格 値

ベースモジュール （FL1F） 
寸法 （W × H × D） 
重量 
・ リ レー出力モジ ュール
・ ト ラ ンジス タ出力 

モジ ュール
取 り 付け 

 
 

デ ィ スプレ イ な し 
モジュール
寸法寸法 （W × H × D）
重量
・ リ レー出力モジ ュール
取 り 付け

-

 
71.5×90×60mm 
 
約 240g 
約 195g 
 
35mm 幅レールでモジ ュール 4 つ
分の幅、 または壁への取 り 付け

 
71.5×90×58mm 
 
約 200g 
35mm 幅レールでモジ ュール 4 つ
分の幅、 または壁への取 り 付け

FL1F-M08... 
寸法 （W × H × D） 
重量 
・ リ レー出力モジ ュール
・ ト ラ ンジス タ出力モ

ジ ュール
取 り 付け

-

 
35.5×90×58mm 
 
約 130g 
約 95g 
 
35mm 幅レールでモジ ュール 4 つ
分の幅、 または壁への取 り 付け

FL1F-J2B2/K2BM2 
寸法 （W × H × D） 
重量 
取 り 付け

-

 
35.5×90×58mm 
約 95g 
35mm 幅レールでモジ ュール 4 つ
分の幅、 または壁への取 り 付け

FL1F-RD1 
（イーサネ ッ ト イ ン ター
フ ェ イ ス対応テキス ト  
デ ィ スプレ イ） 
重量 
取 り 付け

-

 
128.2×86×38.7mm 
 
 
約 220g 
ブラ ケ ッ ト 取 り 付け

使用環境

周囲温度 
垂直取 り 付け 
水平取 り 付け

 
低温 ： IEC60068-2-1 
高温 ： IEC60068-2-2

 
-20 ℃ ～ 55 ℃ (1)

-20 ℃ ～ 55 ℃

保管および輸送 - -40 ℃ ～ 70 ℃

相対湿度 IEC60068-2-30 10 ～ 95%RH 
結露がないこ と

気圧 - 795 ～ 1080hPa

汚染物質 IEC60068-2-42 
IEC60068-2-43

SO2 10cm3/m3、 21 日間 

H2S 1cm3/m3、 21 日間
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A. 仕様
機械的条件

保護構造

-

IP 20 
（ベースモジュール、 増設 I/O モ
ジュール、 テキス ト デ ィ スプレ イ
（フ ロ ン ト パネルを除 く ）） 
IP 65 / UL type 4x / 12 
（テキス ト デ ィ スプレ イ フ ロ ン ト
パネル）

耐振動 IEC60068-2-6 5 ～ 8.4Hz （定振幅 3.5mm） 

8.4 ～ 150Hz （定加速度 9.8m/s2）

耐衝撃 IEC60068-2-27 半正弦波 15g/11ms

自由落下 （梱包状態） IEC60068-2-32 0.3m

EMC 性能

放射妨害波 EN55011 
EN55022

Limit class B group 1 
Limit class B

静電気放電 IEC61000-4-2 8kV 空中放電 
6kV 接触放電

放射電磁界 IEC61000-4-3

80MHz ～ 1000MHz および
1.4GHz ～ 2.0GHz 10V/m、 80% 
AM (1kHz)
2.0GHz ～ 2.7GHz 1V/m, 80%AM 
(1 kHz)

伝導妨害 IEC61000-4-6 150KHz ～ 80MHz
10V、 80%AM (1kHz)

フ ァ ス ト ト ラ ンジェ ン ト
バース ト

IEC61000-4-4 • 電源ポー ト の場合 ： 2 kV
• 信号ポー ト の場合 ：

– 信号線 < 30 m ： 1 kV/5 kHz
– 信号線 > 30 m ： 2 kV/5 kHz

サージ イ ミ ュ ニテ ィ
（FL1F-H12RCC/FL1F-
B12RCC のみ）

IEC61000-4-5 ラ イ ン間 1 kV
ラ イ ン間 2 kV

適用規格

ク リ ア ラ ン ス ・ 
沿面距離定格

IEC 60664 
IEC 61131-2 
UL508、 
CSA C22.2 No.142

規格ク リ ア

絶縁強度 IEC61131-2 規格ク リ ア

スキ ャ ン  タ イ ム

1 フ ァ ン ク シ ョ ンあた り の
スキ ャ ン タ イ ム

< 0.1 ms

起動

電源投入時の起動時間 1.2 秒 （Typ.）

FL1F 通信

遅延時間 最大 100ms

項目 適合規格 値
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A. 仕様  
注記

CAT5e シール ド ネ ッ ト ワーク ケーブル経由で 2つのスマー ト リ レーベースモジ ュールを直

接接続する場合の最大長は 100 メ ー ト ルです。

A.2 性能仕様 ： FL1F-B12RCC/FL1F-H12RCC

Modbus 通信

遅延時間 最大 100ms

(1): 0℃未満または+55℃を超える動作温度では、LCDの更新レートが低下する可能性があります。

FL1F-B12RCC FL1F-H12RCC

電源

入力電圧 AC/DC 100 ～ 240V AC/DC 100 ～ 240V

許容電圧範囲 AC 85 ～ 265V 
DC 100 ～ 253V

AC 85 ～ 265V 
DC 100 ～ 253V

許容電源周波数 47 ～ 63HZ 47 ～ 63HZ

消費電流

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

 

20 ～ 40mA 
15 ～ 25mA 
10 ～ 20mA 
  5 ～ 15mA

 

20 ～ 40mA 
15 ～ 25mA 
10 ～ 20mA 
  5 ～ 15mA

許容瞬停時間

• AC/DC 100V
• AC/DC 240V

 

10ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

 

10ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

消費電力

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

 

2.3 ～ 4.6W

3.6 ～ 6.0W

1.2 ～ 2.3W

1.2 ～ 3.6W

 

2.3 ～ 4.6W

3.6 ～ 6.0W

1.2 ～ 2.3W

1.2 ～ 3.6W

時計のバッ ク ア ッ プ時間

（25 ℃）
20 日間 （Typ.） 20 日間 （Typ.）

時計精度 ±2 秒 / 日 （Typ.） ±2 秒 / 日 （Typ.）

デジ タル入力

入力点数 8 点 8 点

電気的絶縁 な し な し

高速入力点数 - -

項目 適合規格 値
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A. 仕様
入力

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
-

 

最大 4Hz 
-

最大連続許容電圧
AC 265 V 
DC 253 V

AC 265 V 
DC 253 V

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

• OFF 電圧

• ON 電圧

 

< AC 40V 
> AC 79V 
< DC 30V 
> DC 79V

 

< AC 40V 
> AC 79V 
< DC 30V 
> DC 79V

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

• OFF 電流

• ON 電流

 

< AC 0.05mA 
> AC 0.08mA 
< DC 0.06mA 
> DC 0.13mA

 

< AC 0.05mA 
> AC 0.08mA 
< DC 0.06mA 
> DC 0.13mA

入力遅延時間

• OFF → ON: AC 120V
                         : AC 240V 
                         : DC 120V 
                         : DC 240V

• ON → OFF: AC 120V
                         : AC 240V 
                         : DC 120V 
                         : DC 240V

 

40ms （Typ.） 

30ms （Typ.） 

25ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

45ms （Typ.） 

70ms （Typ.） 

60ms （Typ.） 

75ms （Typ.）

 

40ms （Typ.） 

30ms （Typ.） 

25ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

45ms （Typ.） 

70ms （Typ.） 

60ms （Typ.） 

75ms （Typ.）

ケーブル長 100m 100m

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 点 ・ 独立 1a 接点 4 点 ・ 独立 1a 接点

出力タ イプ リ レー出力 リ レー出力

電気的絶縁 あ り あ り

耐電圧 

[ 電源、 入力端子 （一括）

－各出力端子 ]

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

入力の制御 可 可

最大負荷電流

推奨適用範囲 ： 100mA

以上 （AC/DC 12V） 

10A / 1 点

推奨適用範囲 ： 100mA

以上 （AC/DC 12V） 

10A / 1 点

リ レー定格電圧 AC/DC 240V AC/DC 240V

サージ電流 最大 30A 最大 30A

FL1F-B12RCC FL1F-H12RCC
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A. 仕様  
注記

ラ ンプ等の容量負荷の場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

マグネ ッ ト やバルブなどの誘導負荷では逆起電力防止用の、 DC 電源ではダ イオード、 AC 

電源ではサージアブソーバなどのご使用をおすすめし ます。

白熱灯負荷 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

1000W 
（AC230V/240V） 

500W 
（AC100V/110V）

1000W 
（AC230V/240V） 

500W 
（AC100V/110V）

蛍光管 （安定器付き） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

蛍光管 （補償あ り ） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

1 × 58W 
（AC 230/240V）

1 × 58W 
（AC 230/240V）

蛍光管 （補償な し） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

短絡防止抵抗負荷 （COS1） 電源保護 600A 電源保護 600A

短絡防止 

（COS 0.5 ～ 0.7）

電源保護 900A 電源保護 900A

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止 禁止

出力 リ レーの保護 最大 16A 最大 16A 

最小開閉負荷 10mA、 DC 12V 10mA、 DC 12V

初期接触抵抗 100ｍΩ 以下 

（1A、 DC24V 時）

100ｍΩ 以下 

（1A、 DC24V 時）

機械的寿命 1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）

1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）

電気的寿命 10 万回 

（定格抵抗負荷、 

1800 回 / 時）

10 万回 

（定格抵抗負荷、 

1800 回 / 時）

ス イ ッチング速度

機械的負荷 10Hz 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 2Hz 2Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

FL1F-B12RCC FL1F-H12RCC
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A. 仕様
A.3 性能仕様 ： FL1F-M08C2R2

FL1F-M08C2R2

電源

入力電圧 AC/DC 100 ～ 240V

許容電圧範囲 AC 85 ～ 265V 

DC 100 ～ 253V

許容電源周波数 47 ～ 63HZ

消費電流

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

 
20 ～ 40mA
15 ～ 30mA
10 ～ 25mA
  5 ～ 15mA

許容瞬停時間

• AC/DC 100V
• AC/DC 240V

 
10ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

消費電力

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

 
2.3 ～ 4.6W
3.6 ～ 7.2W
1.2 ～ 2.9W
1.2 ～ 3.6W

デジ タル入力

入力点数 4 点

電気的絶縁 な し

高速入力点数 -

入力

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
-

最大連続許容電圧
AC 265V

DC 253V

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

• OFF 電圧

• ON 電圧

 

< AC 40V 
> AC 79V 
< DC 30V 
> DC 79V

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

• OFF 電流

• ON 電流

 

< AC 0.05mA 
> AC 0.08mA 
< DC 0.06mA 
> DC 0.13mA
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A. 仕様  
入力遅延時間

• OFF → ON: AC 120V
                         : AC 240V 
                         : DC 120V 
                         : DC 240V

• ON → OFF: AC 120V
                         : AC 240V 
                         : DC 120V 
                         : DC 240V

 

40ms （Typ.） 

30ms （Typ.） 

25ms （Typ.） 

20ms （Typ.）

45ms （Typ.） 

70ms （Typ.） 

60ms （Typ.） 

75ms （Typ.）

ケーブル長 100m

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 点 ・ 独立 1a 接点

出力タ イプ リ レー出力

電気的絶縁 あ り

耐電圧 

[ 電源、 入力端子 （一括） －各出力端子 ]

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

入力の制御 可

最大負荷電流

推奨適用範囲 ： 100mA 以上 

（AC/DC 12V） 

5A / 1 点

リ レー定格電圧 AC/DC 240V

サージ電流 最大 30A

白熱灯負荷 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1000W 
（AC230V/240V） 

500W 
（AC100V/110V）

蛍光管 （安定器付き） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

蛍光管 （補償あ り ） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1 × 58W 
（AC 230/240V）

蛍光管 （補償な し） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W 
（AC 230/240V）

短絡防止抵抗負荷 （COS1） 電源保護 600A

短絡防止 

（COS 0.5 ～ 0.7）

電源保護 900A

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止

FL1F-M08C2R2
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A. 仕様
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

出力 リ レーの保護 最大 16A 

ス イ ッ チング速度

機械的負荷 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 2Hz

誘導負荷 0.5Hz

FL1F-M08C2R2
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A. 仕様  
A.4 性能仕様 ： FL1F-H12SCD

FL1F-H12SCD

電源

入力電圧 DC 24V

許容電圧範囲 DC 20.4 ～ 28.8V

逆接続保護 あ り

消費電流 （DC 24V） 25 ～ 50mA （ ト ラ ンジス タ出力無負荷時）

1.2A （ ト ラ ンジス タ出力最大負荷時）

消費電力 （DC 24V） 0.6 ～ 1.2W

時計のバッ ク ア ッ プ時間 （25 ℃時） 20 日間 （Typ.）

時計精度 ±2 秒 / 日 （Typ.）

デジ タル入力

入力点数 8 点

電気的絶縁 な し

高速入力点数 4 点 （I3, I4, I5, I6）

入力
• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
最大 5kHz

動作レベル
• OFF 電圧

• ON 電圧

 

< DC 5V 
> DC 12V

入力電流
• OFF 電流 

• ON 電流

 

< 0.9mA （I3 ～ I6） 

< 0.07mA （11、 12、 I7、 I8） 

> 2.1mA （I3 ～ I6） 

> 0.18mA （11、 12、 I7、 I8）

入力遅延時間
• OFF → ON 

• ON → OFF 

 

1.5ms （Typ.） 

< 1.0ms （I3 ～ I6） 

1.5ms （Typ.） 

< 1.0ms （I3 ～ I6）

ケーブル長 100m

アナロ グ入力

入力点数
（I7,I8 はデジ タル / アナロ グ共有）

4

（I1=AI3、 I2=AI4、 I7=AI1、 I8=AI2）

入力範囲 0 ～ 10V

分解能 10bit （0 ～ 1000）

入力イ ンピーダン ス 80kΩ
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A. 仕様
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

サンプ リ ング間隔 300ms

最大入力電圧 28.8V

ケーブル長 （シール ド付き、 
ツ イ ス ト ペア）

10m

誤差 フルス ケールの ±1.5%

出力

出力点数 ・ 出力構成 4 （独立コモン）

出力タ イプ ト ラ ンジス タ出力、 

（ソース）(1)

電気的絶縁 な し

入力の制御 可

出力電圧 電源供給電圧

定格負荷電流 最大 0.3A

短絡 ・ 過負荷保護 あ り

許容短絡電流 1A

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止

ス イ ッ チング速度(2)

電気的負荷 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 10Hz

誘導負荷 0.5Hz

(1): FL1F-H12SCD、 FL1F-M08B1S2 の電源投入時には、 信号 1 が約 50 μs、 出力に送信さ    

れます。 

特に短パルスに反応する機器を使用する と きは、 こ の点を考慮し て く ださい。

(2): FL1F-H12SCD の最大ス イ ッチング速度は、ス イ ッチングプロ グ ラ ムのスキ ャ ン タ イ

ムだけに依存し ます。

FL1F-H12SCD
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A. 仕様  
A.5 性能仕様 ： FL1F-M08B1S2

FL1F-M08B1S2

電源

入力電圧 DC 24V

許容電圧範囲 DC 20.4 ～ 28.8V

逆接続保護 あ り

許容電源周波数 - -

消費電流 （DC 24V） 25 ～ 40mA （ ト ラ ンジス タ出力無負荷時）

1.2A （ ト ラ ンジス タ出力最大負荷時）

消費電力 （DC 24V） 0.6 ～ 1.0W

デジ タル入力

入力点数 4 点

電気的絶縁 な し

高速入力点数 0

入力周波数

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 

-

最大入力電圧 DC 28.8V

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

 

< DC 5V 
> DC 12V

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

 

< 0.88mA

> 2.1mA

入力遅延時間

• OFF → ON
• ON → OFF

 

1.5ms （Typ.）

1.5ms （Typ.）

ケーブル長 100m

出力

出力点数 4

出力タ イプ ト ラ ンジス タ出力、 

（ソース）(1)

電気的絶縁 な し

入力の制御 可

出力電圧 電源供給電圧

定格負荷電流 最大 0.3A

短絡 ・ 過負荷保護 あ り

許容短絡電流 1A
359



A. 仕様
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く ださ い。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止

ス イ ッチング速度

電気的負荷 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 10Hz

誘導負荷 0.5Hz

(1): FL1F-H12SCD、FL1F-M08B1S2 の電源投入時には、信号 1 が約 50 μs、出力に送信されます。 

特に短パルスに反応する機器を使用する と きは、 こ の点を考慮し て く ださい。

FL1F-M08B1S2
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A. 仕様  
A.6 性能仕様 ： FL1F-H12RCA/FL1F-B12RCA

FL1F-H12RCA 
FL1F-B12RCA

電源

入力電圧 AC/DC 24V

許容電圧範囲 AC 20.4 ～ 26.4V 
DC 20.4 ～ 28.8V

許容電源周波数 47 ～ 63Hz

消費電流 （DC 24V）
• AC 24V
• DC 24V

 
60 ～ 185mA 
25 ～ 100mA 

許容瞬停時間 5ms （Typ.）

消費電力
• AC 24V
• DC 24V

 
1.4 ～ 4.4W 
0.6 ～ 2.4W

時計のバッ ク ア ッ プ時間 （25 ℃） 20 日間 （Typ.）

時計精度 ±2 秒 / 日 （Typ.）

デジ タル入力

入力点数
8 点、 正または負の電圧 （オプシ ョ

ン）

入力信号 AC/DC 入力

電気的絶縁 な し

高速入力点数 -

入力

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
-

動作レベル
• OFF 電圧

• ON 電圧

 
< AC/DC 5V 
> AC/DC 12V

入力電流
• OFF 電流

• ON 電流

 
< 1.2mA 
> 2.6mA

入力遅延時間
• OFF → ON
• ON → OFF

 
1.5ms （Typ.） 

15ms （Typ.）

ケーブル長 100m

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 （独立 1a 接点）

出力タ イプ リ レー出力

電気的絶縁 あ り
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A. 仕様
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

耐電圧 
[ 電源、 入力端子 （一括） －各出力端子 ]

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

入力の制御 可

最大負荷電流

推奨適用範囲 ： 100mA 以上 

（AC/DC 12V） 

最大 10A / 1 点

リ レー定格電圧 AC/DC 240V

サージ電流 最大 30A 

白熱灯負荷 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1000W

蛍光管 （安定器付き） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W

蛍光管 （補償あ り ） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1 × 58W

蛍光管 （補償な し） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要

短絡防止抵抗負荷 （COS 1） 電源保護 600A

短絡防止抵抗負荷 （COS 0.5 ～ 0.7） 電源保護 900A

出力の並列接続 禁止

出力 リ レーの保護 最大 16A

ス イ ッ チング速度

機械的負荷 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 2Hz

誘導負荷 0.5Hz

FL1F-H12RCA 
FL1F-B12RCA
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A. 仕様  
A.7 性能仕様 ： FL1F-M08D2R2

FL1F-M08D2R2

電源

入力電圧 AC/DC 24V

許容電圧範囲 AC 20.4 ～ 26.4V 
DC 20.4 ～ 28.8V

許容電源周波数 47 ～ 63Hz

消費電流
• AC 24V
• DC 24V

 
40 ～ 110mA
15 ～   50mA 

許容瞬停時間 5ms （Typ.）

消費電力
• AC 24V
• DC 24V

 
1.0 ～ 2.6W
0.4 ～ 1.2W

デジ タル入力

入力点数
4 点、 正または負の電圧 （オプシ ョ

ン）

電気的絶縁 な し

高速入力点数 -

入力

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
-

最大入力電圧
AC 26.4
DC 28.8

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

 
< AC/DC 5V 
> AC/DC 12V

入力電流
• OFF 電流

• ON 電流

 
< 1.1mA 
> 2.63mA

入力遅延時間
• OFF → ON
• ON → OFF

 
1.5ms （Typ.） 

15ms （Typ.）

ケーブル長 100m

出力

出力点数 4 

出力タ イプ リ レー出力

電気的絶縁 あ り

耐電圧 
[ 電源、 入力端子 （一括） －各出力端子 ]

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

入力の制御 可
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A. 仕様
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

最大負荷電流

推奨適用範囲 ： 100mA 以上 

（AC/DC 12V） 

最大 5A / 1 点

リ レー定格電圧 AC/DC 240V

サージ電流 最大 30A 

白熱灯負荷 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1000W

蛍光管 （安定器付き） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W

蛍光管 （補償あ り ） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

1 × 58W

蛍光管 （補償な し） 

（ス イ ッチングサイ クル 25000 回）

10 × 58W

デ ィ レーテ ィ ング 全温度にわたって不要

短絡防止抵抗負荷 （COS 1） 電源保護 600A

短絡防止抵抗負荷  
（COS 0.5 ～ 0.7）

電源保護 900A

出力の並列接続 禁止

出力 リ レーの保護 最大 16A

ス イ ッ チング速度

機械的負荷 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 2Hz

誘導負荷 0.5Hz

FL1F-M08D2R2
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A. 仕様  
A.8 性能仕様 ： FL1F-H12RCE/FL1F-B12RCE、 FL1F-M08B2R2

FL1F-H12RCE 
FL1F-B12RCE

FL1F-M08B2R2

電源装置

入力電圧 DC 12/24V DC 12/24V

許容電圧範囲 DC 10.8 ～ 28.8V DC 10.8 ～ 28.8V

逆接続保護 あ り あ り

消費電流 （DC 24V）

• DC 12V
• DC 24V

 

50 ～ 165mA 

25 ～ 90mA 

 

20 ～ 90mA 

15 ～ 50mA 

許容瞬停時間

• DC 12V
• DC 24V

 

2ms （Typ.） 

5ms （Typ.）

 

2ms （Typ.） 

5ms （Typ.）

消費電力

• DC 12V
• DC 24V

 

0.6 ～ 2.0W 

0.6 ～ 2.2W

 

0.2 ～ 1.1W 

0.4 ～ 1.2W

時計のバッ ク ア ッ プ時間

（25 ℃）
20 日間 （Typ.） -

時計精度 ±2 秒 / 日 （Typ.） -

電気的絶縁 な し な し

デジ タル入力

入力点数 8 点 4 点

電気的絶縁 な し な し

高速入力点数 4 （I3, I4, I5, I6） -

入力

• 通常入力

• 高速入力

 

最大 4Hz 
最大 5kHz

 

最大 4Hz 
-

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

 

< DC 5V 
> DC 8.5V

 

< DC 5V 
> DC 8.5V

入力電流

• OFF 電流 

• ON 電流

< 0.88 mA （I3 ～ I6） 

< 0.07mA （I1、 I2、 I7、 I8）

> 1.5 mA （I3 ～ . I6） 

> 0.12 mA （I1、 I2、 I7、 I8）

< 0.88 mA 

> 1.5 mA
365



A. 仕様
入力遅延時間

• OFF → ON 

• ON → OFF

 

1.5ms （Typ.） 

< 1.0ms （I3 ～ I6） 

1.5ms （Typ.） 

< 1.0ms （I3 ～ I6）

 

1.5ms （Typ.） 

 

1.5ms （Typ.） 

ケーブル長 100m 100m

アナロ グ入力

入力点数
4 （I1=AI3、 I2=AI4、

I7=AI1、 I8=AI2）
-

入力範囲 0 ～ 10V -

分解能 10bit （0 ～ 1000） -

入力イ ンピーダン ス 80kΩ -

サンプ リ ング間隔 300ms -

最大入力電圧 28.8V 28.8V

ケーブル長 （シール ド 

付き、 ツ イ ス ト ペア）

10m
-

誤差 フルス ケールの ±1.5% -

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 （独立 1a 接点） 4 （独立 1a 接点）

出力タ イプ リ レー出力 リ レー出力

電気的絶縁 あ り あ り

耐電圧 

[ 電源、 入力端子 （一括）

－各出力端子 ]

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

AC2500V 1 分間 

DC500V 1 分間

入力の制御 可 可

許容最大電流

推奨適用範囲 ： 100mA

以上 （AC/DC 12V） 

最大 10A / 1 点

推奨適用範囲 ： 100mA

以上 （AC/DC 12V） 

最大 5A / 1 点

リ レー定格電圧 AC/DC 240V AC/DC 240V

サージ電流 最大 30A 最大 30A

白熱灯負荷 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

1000W 1000W

蛍光管 （安定器付き） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

FL1F-H12RCE 
FL1F-B12RCE

FL1F-M08B2R2
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A. 仕様  
注記

蛍光ラ ンプの場合、 突入電流を考慮し て く だ さい。 

最大突入電流が仕様値を超える場合、別途、相応の リ レーを中継用と して接続して く ださい。

蛍光管 （補償あ り ） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

1 × 58W 1 × 58W

蛍光管 （補償な し） 

（ス イ ッ チングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

負荷軽減 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

短絡防止抵抗負荷

（COS １ ）

電源保護 600A 電源保護 600A

短絡防止抵抗負荷 

（COS 0.5 ～ 0.7）

電源保護 900A 電源保護 900A

出力の並列接続 禁止 禁止

出力 リ レーの保護 最大 16A 最大 16A

ス イ ッチング速度

機械的負荷 10Hz 10Hz

抵抗負荷 / ラ ンプ負荷 2Hz 2Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

FL1F-H12RCE 
FL1F-B12RCE

FL1F-M08B2R2
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A. 仕様
A.9 リ レー接点の寿命

オーム負荷 （加熱） がある場合のコ ン タ ク ト のスイ ッ チング性能および耐用年数 :

IEC 60947-5-1 DC 13/AC 15 （コ ン タ ク タ、 ソ レ ノ イ ド コ イル、 モーター） への高い誘導負荷を    

持つコ ン タ ク ト のスイ ッ チング性能および耐用年数

注記

開閉容量 と 耐用年数を保証する ために、 AC/DC 12V の電圧での リ レー出力の最小開閉負 

荷を 100mA に抑制し て く だ さい。

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

2 4 6 8 10

AC/DC 12/24V 最大 10A

AC 100/110V 最大 10A

AC 230/240V 最大 10A

DC 120V 最大 0.2A

DC 240V 最大 0.1A

ス イ ッチング回数 [×100 万回 ]

接点電流 [A]

0.1
0.2
0.3
0.4
0.5

321

0.6
0.7
0.8
0.9
1.0 AC/DC 12/24V 最大 2A

AC 100/110V 最大 3A

AC 230/240V 最大 3A

DC 120V 最大 0.2A

DC 240V 最大 0.1A

ス イ ッチング回数 [×100 万回 ]

接点電流 [A]
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A. 仕様  
A.10 性能仕様 ： FL1F-J2B2

FL1F-J2B2

電源

入力電圧 DC 12/24V

許容電圧範囲 DC 10.8 ～ 28.8V

消費電流 25 ～ 30mA

許容瞬停時間 10ms （Typ.）

消費電力

• 12V
• 24V

 

0.3 ～ 0.4W 

0.6 ～ 0.7W

電気的絶縁 な し

逆接続保護 あ り

接地端子 アース接続用、 アナロ グ ラ イ ンの 

シール ド用

アナロ グ入力

入力点数 2

タ イプ ユニポーラ （単極性）

入力範囲 

   電圧入力 

   電流入力

 

0 ～ 10V 
0 ～ 20mA

入力イ ンピーダン ス 

   電圧入力 

   電流入力

 

76kΩ 
最大 250Ω

分解能 10bit （0 ～ 1000）

サンプ リ ング間隔 50ms

電気的絶縁 な し

ケーブル長 （シール ド付き、

ツ イ ス ト ペア）

10m

エン コーダ供給電圧 な し

誤差 フルスケールの ±1.5%

ノ イ ズ除去 55Hz
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A. 仕様
A.11 性能仕様 ： FL1F-K2BM2

注記

電圧出力の端子に、 短絡保護や過負荷保護が働いた場合、 も う 一方の電圧出力の誤差は保

証されません。

FL1F-K2BM2

電源

入力電圧 DC 24V

許容電圧範囲 DC 20.4 ～ 28.8V

消費電流 30 ～ 82mA

許容瞬停時間 10ms （Typ.）

消費電力 （DC 24V） 0.7 ～ 2.0W

電気的絶縁 な し

逆接続保護 あ り

接地端子
アース接続、 アナロ グ出力ラ イ ンの

シール ド 用

アナロ グ出力

出力点数 2

出力範囲
電圧出力 0 ～ 10V 
電流出力 0/4 ～ 20mA

負荷抵抗
電圧負荷 5kΩ 以上 

電流負荷 250Ω 以下

分解能 10bit （0 ～ 1000）

アナロ グ出力のサイ クル時間
構成位置によ って異な る 

（50ms （Typ.））

電気的絶縁 な し

ケーブル長 

（シール ド 付き、 ツ イ ス ト ペア）
10 m

誤差
電圧出力 ： 

フルス ケールの ±2.5%

短絡保護 あ り

過負荷保護 あ り
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A. 仕様  
A.12 性能仕様 : FL1F-RD1 

（イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イス付きテキス ト デ ィ スプレ イ）

FL1F-RD1

機械仕様

キーボード 

 

デ ィ スプレ イ 

 

 

10 個のキーを持つ メ ンブレ ンキーパッ ド 

FSTN グ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ 

（W x H ： 160 x 96 ド ッ ト ） 

LED バッ ク ラ イ ト  

（白 / アンバー / 赤）

電源

入力電圧
AC/DC 24V  
DC 12V

許容範囲
AC 20.4 ～ 26.4V 
DC 10.2 ～ 28.8V

許容電源周波数 47 ～ 63 Hz

消費電流 （イーサネ ッ ト および 

白色バッ ク ラ イ ト ON 時）

• DC 12V
• DC 24V
• AC 24V

150mA （Typ.）

75mA （Typ.）

145mA （Typ.）

保護等級

IP20 （フ ロ ン ト パネルを除 く ）

IP65 （フ ロ ン ト パネル部）

通信ポー ト

イーサネ ッ ト 機能
全／半二重伝送データ通信率 10/100M の 2 つの

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス

データ転送率 19200baud

LCD デ ィ スプレ イおよびバッ ク ラ イ ト

輝度

白色 Typ. 210 cd/m2

赤色 Typ. 45 cd/m2

アンバー色 Typ. 65 cd/m2

視野角

右方向 Typ. 45 deg.

左方向 Typ. 45 deg.

下方向 Typ. 45 deg.

上方向 Typ. 45 deg.

バッ ク ラ イ ト 耐用年数(1) 20,000 時間

デ ィ スプレ イ耐用年数(2) 50,000 時間

設置

取 り 付け穴寸法 （WxH） （119 + 0.5 mm） x （78.5 + 0.5 mm）
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A. 仕様
取 り 付け条件
FL1F-RD1 を IP 65 または Type 4x/12 の筐体の平

ら な表面に縦向きに取 り 付けます。

(1): バッ ク ラ イ ト 耐用年数 と は、 輝度が初期の 50% になる までの時間 と し ます。

(2): デ ィ スプレ イ耐用年数は、通常の操作および下記の保管状況において計算さ 

れています。 常温 （20 +/-8 ℃）、 相対湿度 65% 以下の通常湿度、 および直射 

日光の照射な し。 

FL1F-RD1
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B. スキャ ン タ イムの決め方

プロ グ ラ ム ス キ ャ ン と は、 回路プロ グ ラ ムを完全に実行するサイ クルの こ と で、 まず入力を

読み出し、回路プロ グ ラ ムを実行し、続いて出力を書き込んで １ スキ ャ ンにな り ます。スキ ャ

ン タ イ ム と は、 回路プロ グ ラ ム全体を １ 回実行する ために要する時間のこ と です。

プロ グ ラ ム ス キ ャ ンに要する時間を決めるには、 短いテス ト プロ グ ラ ムを使います。 スマー

ト リ レーで こ のテス ト プロ グ ラ ムを作成し て、 サイ クル時間が計算でき る値を返すよ う にし

ます。

テス ト プログラム

テス ト プロ グ ラ ムの作成方法は、 以下の手順に従います。

1. 出力を周波数スイ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンに接続し、 ト リ ガ入力を反転マーカに接続し て、テ

ス ト プログラムを作成し ます。

2. 周波数スイ ッ チフ ァ ン クシ ョ ンを下記のよ う に設定し ます。反転マーカによ って各プログ

ラムスキャ ンご とに １ パルスずつ発生し ます。 ト リ ガの間隔は２ 秒に設定されています。

出力 Qx 
または、 

その他のマーカ Mx
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B. スキャンタイムの決め方
3. 回路プログラムを起動し、 スマー ト リ レーをパラ メ ー タ設定モー ド に切替えます。 この  

モー ド では、 周波数スイ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータが表示されます。

4. fa の逆数が、 メ モ リ に保存されている回路プログラムの実行時間に等し く な り ます。

1/fa= スキ ャ ン タ イ ム （秒）

説明

反転マーカのブロ ッ クは、 プロ グ ラ ムの実行ご と に出力信号を反転させます。 そのため、 信

号レベル （high/low） の各幅は、 １ ス キ ャ ンの長さ に等し く な り ます。 し たがって、 １ 周期

は、 ２ ス キ ャ ンに相当し ます。

周波数ス イ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンは、 ２ 秒ご と の周期の割合を表示するので、 結果 と し て １ 秒

ご と のス キ ャ ンの割合にな り ます。

fa  G_T

回路プロ グ ラ ム実行ご と の反転マーカのエ ッ ジ

１ 周期 = １ パルス  = ２ スキ ャ ンスキ ャ ン 
タ イ ム

周期
374



C. デ ィ スプレ イな しのスマー ト リ レー

一部の特定のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 ボ タ ンやデ ィ スプレ イ などのオペレータ操作部やイ ン

ターフ ェ イ ス を必要と し ないため、 FL1F-B12RCE、 FL1F-B12RCA および FL1FB12RCC バー

ジ ョ ンにデ ィ スプレ イは付属し ていません。

デ ィ スプレ イな し スマー ト リ レーの特徴

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーには下記の特徴があ り ます。

• 操作部分がないので、 費用対効果が高い。

• 他のス イ ッチング機器に比べて、 柔軟性やコ ス ト の点で大幅に有利。

• 非常に使いやすい。

• 不正ア ク セス を防止。

• デ ィ スプレ イ あ り のスマー ト リ レーと互換性があ る。

• WindLGC によ って、 データ を読み出すこ と が可能。

操作パネルを使わずに回路プログラムを作成するには

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーで回路プロ グ ラ ムを作成する方法には、 以下の ２ つがあ

り ます。

• パソ コ ンで WindLGC を使って回路プロ グ ラ ムを作成し、 スマー ト リ レーにダウ ン ロード

する。 （11 章参照）

• 回路プロ グ ラ ムを micro SD メ モ リ カード からデ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーにダウ  

ン ロード する。 （9 章参照）

ネ ッ ト ワーク通信表示

• WindLGC で回路プロ グ ラ ムを作成する場合、モジュールとお使いのパソ コ ンを イーサネ ッ

ト ケーブルで接続する必要があ り ます。 イ ン ターネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スの配線と イーサ

ネ ッ ト ステータ ス表示ラ ンプについては、「イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スの接続 （2.3.5）」

を参照し て く ださい。
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C. ディスプレイなしのスマートリレー
動作特性

スマー ト リ レーは、 電源を入れる と すぐに動作し ます。 デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レー

を停止する ためには、 電源装置 と の接続を切断し ます。

FL1F-B12RCE/FL1F-B12RCA/FL1F-B12RCC タ イプでは、 回路プロ グ ラ ムを起動 ・ 停止させる

操作ス イ ッ チがないので、 以下の起動方法が用意されています。

起動方法

回路プロ グ ラ ムが、 スマー ト リ レー自体に も、 また挿入された micro SD メ モ リ カード に も存  

在し ない と きは、 スマー ト リ レーは STOP 状態のま まです。

スマー ト リ レーの メ モ リ 内またはmicro SD メ モ リ カード に有効な回路プロ グ ラ ムが存在する  

場合、 電源投入時にスマー ト リ レーは STOP から RUN に自動的に切替わ り ます。

挿入された micro SD メ モ リ カー ド に回路プ ロ グ ラ ムが存在する場合、 電源投入後すぐにス  

マー ト リ レーに自動的にコ ピーされます。 既存の回路プロ グ ラ ムは上書き されます。 スマー

ト リ レーは STOP から RUN に自動的に切替わ り ます。

イーサネ ッ ト ケーブルを スマー ト リ レーに接続する こ と によ って （11.2） 、 WindLGC を使用

し て回路プロ グ ラ ムをダウ ン ロード し て、 スマー ト リ レーを RUN モード にする こ と ができ

ます。

動作状態の表示

動作状態は、 前面カバーの LED で表示されます。

• 赤色 LED ： Power On/STOP

• 緑色 LED ： Power On/RUN

赤色 LED は、 Power On の後、 RUN 以外の場合に点灯し ます。 緑色 LED は、 RUN モード の 

場合に点灯し ます。

現在値の読取り

WindLGC には、 RUN 中に全フ ァ ン ク シ ョ ンの現在値を読み出すためのオン ラ イ ンテス ト 機

能があ り ます。

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーに、パス ワード で保護された micro SD メ モ リ カード が挿  

入されている場合は、 正しいパス ワード を入力し ない と、 現在値を読み出すこ と はでき ませ

ん。 コ ピー保護機能有効の micro SD メ モ リ カード を取 り 外す と、 回路プロ グ ラ ムは、 スマー  

ト リ レーの メ モ リ から削除されます。 （10.2.2 参照）

回路プログラムの削除

WindLGC を使用し、 回路プロ グ ラ ムを削除し、 パス ワード があ る場合にはパス ワード を削除

し ます。
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D. スマー ト リ レーのメ ニュー構造

D.1 ベースモジュール

D.1.1 メ ニューの概要

ア ク セス レベルが管理者の と き、 スマー ト リ レーでは以下のすべての メ ニ ューコマン ド が使

用でき ます。 ア ク セス レベルが操作者の と きには、 い く つかの メ ニ ューコマン ド が表示され

ません。 詳し く は、 「スマー ト リ レー メ ニューの概要 （3.6）」 をご覧 く だ さい。

D.1.2 メ イ ン メ ニュー （Esc / > 停止）

① ス ター ト メ ニュー (381 ページ ) ④ ネ ッ ト ワーク メ ニュー (380 ページ )

② プロ グ ラ ミ ング メ ニュー (378 ページ ) ⑤ 診断 メ ニュー (380 ページ )

③ 設定 メ ニ ュー (379 ページ ) ⑥ カード メ ニュー (378 ページ )

RUN

1
2

3
4

5
6
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D. スマートリレーのメニュー構造
D.1.3 プログラ ミ ング メ ニュー

注記

スマー ト リ レーが RUN モードのと きは、プログラ ミ ング メ ニューの う ち、 アス タ リ ス ク （*）

の付いた メ ニ ューコマン ド のみ使用でき ます。

D.1.4 カー ド メ ニュー 

この メ ニューは、 スマー ト リ レーがプロ グ ラ ミ ングモード の と きに使用でき ます。

3.7.14

/
3.7.5

3.9

3.7

3.7.4

8.1.1

3.7.5

micro SD 
9.3

micro SD 
9.4

/
10.2

（Esc / > 停止        > プログラムする）
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D. スマートリレーのメニュー構造  
D.1.5 設定メ ニュー

注記

スマー ト リ レーが RUN モード の と きは、セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューの う ち、アス タ リ ス ク （*）

の付いた メ ニ ューコマン ド のみ使用でき ます。

(8.2.3)

8.2.2

8.2.2

RUN STOP

AQ1

AQ8

1 10s 0.2s

0.1 10s 0.1s

(8.2.4)

FL1F
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D. スマートリレーのメニュー構造
D.1.6 ネ ッ ト ワーク メ ニュー

注記

スマー ト リ レーが RUN モード の と きは、ネ ッ ト ワーク メ ニ ューの う ち、アス タ リ ス ク （*）

の付いた メ ニ ューコマン ド のみ使用でき ます。

D.1.7 診断メ ニュー

IP

FL1F

micro SD 

FL1F MAC

IP
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D. スマートリレーのメニュー構造  
D.1.8 ス ター ト メ ニュー
381



D. スマートリレーのメニュー構造
D.2 テキス ト デ ィ スプレ イ

D.2.1 メ ニューの概要

ア ク セス レベルが管理者の と き、 テキ ス ト デ ィ スプレ イでは以下のすべての メ ニ ューコマン

ド が使用でき ます。 ア ク セス レベルが操作者の と きには、 い く つかの メ ニ ューコマン ド が表

示されません。 詳し く は、 「スマー ト リ レー メ ニューの概要 （3.6）」 をご覧 く だ さい。

(RUN)

FL F-RD1 FL F-RD1

FL F-RD1

FL F-RD1

FL F RD1

FL F RD1

FL F RD1

FL F-RD1FL F-RD1
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D. スマートリレーのメニュー構造  
D.2.2 メ イ ン メ ニュー

①  "BM 選択 メ ニュー （D.2.3） ". ⑥  " 診断 メ ニュー （D.1.7） ".

②  "BM 設定 メ ニュー （D.2.4） ". ⑦  " カード メ ニュー （D.1.4） ".

③  " プロ グ ラ ミ ング メ ニュー （D.1.3） ". ⑧  "TDE テキス ト デ ィ スプレ イ設定 メ ニュー （D.2.5） ".

④  " 設定 メ ニュー （D.1.5） ". ⑨  "TDE テキ ス ト デ ィ スプレ イ ネ ッ ト ワーク メ ニ ュー 

（D.2.5） ".

⑤  " ネ ッ ト ワーク メ ニュー （D.1.6） ". ⑩  "TDE テキス ト デ ィ スプレ イ診断 メ ニュー （D.2.5） ".

FL F-RD1

FL F-RD1

FL F-RD1

FL F-RD1

8
9

10

2
3

4
5

6
7

1
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D. スマートリレーのメニュー構造
D.2.3 BM 選択メ ニュー

D.2.4 BM 設定メ ニュー

テキ ス ト デ ィ スプレ イ では、 ス マー ト リ レー設定 メ ニ ューか ら、 接続 さ れてい るベース モ

ジュールの設定の閲覧 と編集ができ ます。

プログラム メ ニュー

プロ グ ラ ム メ ニューは、 ベースモジュール と同一です。 詳し く は、 「プロ グ ラ ミ ング メ ニュー

（D.1.3）」 を参照し て く だ さい。

カー ド メ ニュー

カード メ ニューは、 ベースモジ ュール と同一です。 詳し く は、 「カー ド メ ニュー （D.1.4）」 を

参照し て く だ さい。

IP
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D. スマートリレーのメニュー構造  
設定メ ニュー

設定 メ ニ ューは、 ベースモジ ュールの も の と は異な り ます。 スマー ト リ レーベーシ ッ ク用の

設定 メ ニューの全容は、 「設定メ ニュー （D.1.5）」 を参照し て く だ さい。 

注記

スマー ト リ レーが RUN モード の と きは、 上記 メ ニ ューの う ち、 アス タ リ ス ク （*） の付い

た メ ニ ューコマン ド のみ使用でき ます。

RUN STOP

AQ1

AQ8

1 10s 0.2s

AI
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D. スマートリレーのメニュー構造
ネ ッ ト ワーク メ ニュー

ネ ッ ト ワーク メ ニューは、 ベースモジ ュール と同一です。 詳し く は、 「ネ ッ ト ワーク メ ニュー

（D.1.6）」 を参照し て く だ さい。

診断メ ニュー

診断 メ ニューは、 ベースモジュール と同一です。 詳し く は、 「診断 メ ニュー （D.1.7）」 を参照

し て く だ さい。

ス ター ト メ ニュー

ス ター ト メ ニ ューは、 ベースモジ ュール と同一です。 詳し く は、 「ス ター ト メ ニュー （D.1.8）」

を参照し て く だ さい。

注記

スマー ト リ レーベーシ ッ ク が RUN モード の と きは、 テキ ス ト デ ィ スプレ イの起動画面は

常に時計表示と な り ます。
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D. スマートリレーのメニュー構造  
D.2.5 TDE テキス ト デ ィ スプレ イ設定メ ニュー

テキ ス ト デ ィ スプレ イでは、 テキス ト デ ィ スプレ イの設定を閲覧 ・編集する こ と ができ ます。

以下のテキ ス ト デ ィ スプレ イ の設定 メ ニ ュー構成は、 接続 さ れてい る ス マー ト リ レーベー

シ ッ ク が RUN モード であって も STOP モード であって も同様です。

TDE テキス ト デ ィ スプレ イ設定メ ニュー

TDE テキス ト デ ィ スプレ イネ ッ ト ワーク メ ニュー

以下の メ ニューから テキス ト デ ィ スプレ イのネ ッ ト ワーク構成を設定する こ と ができ ます。 

注記

テキス ト デ ィ スプレ イが RUN モード の と きは、 IP ア ド レ スは読み取 り 専用にな り ます。

AI
0.1 1s 0.1s

IP
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D. スマートリレーのメニュー構造
TDE テキス ト デ ィ スプレ イ診断メ ニュー

MAC

FW
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E. 形番

種類 電源仕様 入力仕様 出力仕様 デ ィ ス

プレ イ

時計

機能

入出力

点数合計

（入力 / 出力）

形番

ベース 

モジュール

DC 12/24V DC 入力 

（4 点は 

デジ タル /

アナロ グ 

共用）

リ レー出力 有 付 12 点

（8 点 /4 点）

FL1F-H12RCE

- FL1F-B12RCE

DC 24V ト ラ ンジス

タ出力

有 - FL1F-H12SCD

AC/DC 
24V

AC/DC 入

力

リ レー出力 有 付 FL1F-H12RCA

- FL1F-B12RCA

AC/DC 

100 ～

240V

有 FL1F-H12RCC

- FL1F-B12RCC

増設 I/O 
モジュール

DC 12/24V DC 入力 リ レー出力 - - 8 点

（4 点 /4 点）

FL1F-M08B2R2

DC 24V ト ラ ンジス

タ出力

FL1F-M08B1S2

AC/DC 
24V

AC/DC 入

力

リ レー出力 FL1F-M08D2R2

AC/DC 

100 ～

240V

FL1F-M08C2R2

DC 12/24V アナロ グ 

入力

- - - 2 点

（電圧、 電流入力）

FL1F-J2B2

DC 24V - アナロ グ 

出力

- - 2 点

（電圧、 電流出力）

FL1F-K2BM2

テキス ト

デ ィ スプレ

イ

AC/DC 
24V 
DC 12V

AC/DC 入

力

- 有 - - FL1F-RD1
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E. 形番
品名 ご注文形番 備考

アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア 

（WindLGC）

FL9Y-LP1CDW DVD-ROM 
（PDF マニュ アル （ハード ウ ェ ア） （ソ フ ト

ウ ェ ア） 含む。）

テキス ト デ ィ スプレ イ用取付キ ッ ト FL1F-KW1 1 個入 り

直取付フ ッ ク FL1F-PSP1PN05 1 パッ ク （同種 5 個入 り ）

レ ンズ引外工具 MT-101 メ モ リ カー ト リ ッ ジ引外し用

ユーザーズマニュ アル 日本語版 FL9Y-B1788 （本マニュ アル）

英語版 FL9Y-B1789

35mm 幅 DIN レール アル ミ 製 １ m BAA1000PN10 10 本入 り

鋼板製 １ m BAP1000PN10 10 本入 り

止め金具 BNL6PN10 10 個入 り
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索引

数字

1 ショットパルス ...................... 168
4 原則 .............................. 63

A

AC 電圧での回路の保護 .............. 32
AND .............................. 139

AND ↑ ( 立ち上がり検出） ............ 140
AQ ........................... 99, 101
AQ モード .......................... 101

C

CE マーク ........................... 12
cFMus 認証 ......................... 12
Cnt ............................... 146
Co ................................. 55
CSA ............................... 12

cULus 認証 ......................... 12

D

DIN レール .......................... 23
DIN レールへの取り付け ............... 24
Dir ................................ 146

E
En ................................ 146

F
FL1F-B12RCE ...................... 365
FL1F-H12RCA ...................... 361
FL1F-H12RCE ...................... 365
FL1F-H12SCD ...................... 357
FL1F-J2B2 ......................... 369
FL1F-M08B2R2 ..................... 365
Fre ................................ 146

G
GF ................................ 137

H
hi ............................. 55, 135

I
I .................................. 132
Inv ................................ 146

L
Lap ............................... 146
lo ............................. 55, 135

M

MI、 MN、 OT 値の表示 ..............207
micro SD メモリカードの初期化 .........326

N
NAND .............................141

NAND ↓ ( 立ち下がり検出） ...........142
NOR ...............................144
NOT ...............................145
NTP ...............................108

O
OK .................................74
OR ................................143

P

PC ↔ スマートリレーモード .............346
PI 制御 .............................259

R

R( リセット ) ..........................146
Ral ................................146
REM ...............................125
RUN モード .................... 84, 376

S
S ..................................146
SF ........................... 146, 152
STOP ..............................376

T
T ..................................148

精度 ............................148
Trg(Trigger) .........................146

U
URL ...............................396

W

Web サーバ .........................289
ロ グア ウ ト  ......................299
ロ グオン ........................292

WindLGC ..........................343

X
x ..................................147
XOR ...............................145
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索引
あ

アップ / ダウンカウンタ ................ 200
アナログ出力 ........................ 45
アナログ出力値 ...................... 98
アナログ出力モジュール ................ 9
アナログスイッチ ..................... 212
アナログ台形制御 ................... 254
アナログ値 .................... 132, 150
アナログディファレンシャルスイッチ ..... 216
アナログ入力 ....................... 132
アナログ入力モジュール ................ 9
アナログ比較 ....................... 219
アナログマルチプレクサ ............... 251
アナログモニタ ...................... 224
アナログリニア変換 .................. 227

い

イーサネットインターフェイス
接続 ............................ 48

インターネットアドレス ................ 396
インターロック .................... 25, 26
インテジャ／フロート変換 ............. 285

え

エラーイベント診断 .................. 118
エレメント .......................... 131

お

オフ時刻 ........................... 186
オフセットパラメータ .................. 150
オフディレー タイマ .................. 161
オルタネイトディレースイッチ ........... 181
オン / オフ時刻 ...................... 186
オン / オフディレータイマ .............. 163
オン時刻 ........................... 186
オンディレータイマ ................... 157

か

カーソル ............................ 64
カーソル移動 ........................ 64
カーソルキー ................... 54, 245
開始マーカ .................... 134, 135
回路プログラム

" 消去 " ......................... 103
" パス ワード " .................... 80
" プロ グ ラ ム名 " .................. 78
ブロ ッ クの追加 .................. 91
文字セ ッ ト  ...................... 78

回路プログラムの検証 ................. 95
回路プログラムのサイズ ............... 125
回路プログラムの削除 ................ 103
回路プログラムの作成と起動 ........... 70
回路プログラムの消去 ................ 103

回路プログラムの設定 ..................78
回路プログラムの名前 ..................78
回路プログラムの入力 ..................73
回路プログラムの変更 ..................79
回路プログラムの編集 ..................90
稼働時間カウンタ ....................204
カム ...............................184

き

キー ................................95
キー入力エラーの修正 .................98
起動画面 ...........................324
基本ファンクション ....................137

AND ............................139
AND ↑ ( 立ち上が り 検出） .........140
NAND ..........................141

NAND ↓ ( 立ち下が り 検出） .......142
NOR ............................144
NOT ............................145
OR .............................143
XOR ............................145

こ

高速カウンタ入力 .....................36
高速入力 ............................36
コネクタ .............................54
コネクタカバー ........................24
コンスタント (Co) ......................55

し

四角のカーソル .......................73
時間応答 ...........................148
時間設定の方法 ......................93
時間単位 ..................... 148, 158
自己保持 ...........................231
自己保持のオンディレータイマ .........166
シフトレジスタ ........................249
シフトレジスタビット .............. 54, 135
週間タイムスイッチ ...................184
週間タイムスイッチの設定 ..............186
週間タイムスイッチの例 ................187
周波数スイッチ ......................209
出力 .......................... 55, 133
出力端子の接続 ......................44
出力等価回路 ........................45
仕様 ...............................349

FL1F-B12RCE ....................365
FL1F-H12RCA ...................361
FL1F-H12RCC ....................351
FL1F-H12RCE ....................365
FL1F-H12SCD ....................357
FL1F-J2B ........................369
FL1F-K2BM2 ....................370
FL1F-M08B2R2 ...................365
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索引
共通 ........................... 349
消灯警報付オフディレースイッチ ....... 178

す

スタート ............................. 84
ストップ中の AQ ...................... 99
スマートリレーの構造 ................... 5
スマートリレーの識別方法 ............... 8
スマートリレーの使用方法 .............. 63
スマートリレーのソフトウェア ........... 343
スマートリレーメニューの概要 ........... 68

せ

セキュリティ
ネ ッ ト ワーク セキ ュ リ テ ィ ....... 335
メ ニュー使用制限 ........... 65, 338

接続方法
イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス .... 48

設置と配線時の注意 .................. 15
センサとの接続 ...................... 37

そ

増加率 ............................ 150
増設 I/O モジュール ................... 2
増設 I/O モジュールのタイプ ........... 11
増設 I/O モジュールの動作状態 ........ 52
ソフトウェアスイッチ .................. 246

た

対応 OS ........................... 344
タイマ ............................... 1

天文時計 ....................... 194
ス ト ッ プウ ォ ッチ ............... 197

タイマの精度 ....................... 148
立上がり検出インターバルタイムディレー 170

ち

中断時間 ..................... 172, 174

て

データログ ......................... 307
定数 .............................. 132
定数とコネクタ ...................... 132
ディスプレイ ......................... 58
ディスプレイあり ...................... 10
ディスプレイなし ...................... 10
ディスプレイなしのスマートリレー ....... 375

回路プロ グ ラ ムを作成 ............ 53
現在値の読取 り ................. 376

ディスプレイのコントラスト ............. 319
適合電線 ........................... 30
テキストディスプレイモジュール .......... 11
デフォルト値 ........................ 316

デモバージョン ......................345
デューティー比可変パルス出力 .........173
電源遮断時現在値保持機能 ..... 128, 149
電源遮断時現在値保持機能の有効化 / 無効化

 ................................94
電源スイッチ .........................49
電源の接続 ..................... 31, 32
電源の投入 ..........................49

と

動作モードの変更 .....................63
特殊ファンクション ......... 131, 146, 152

1 シ ョ ッ ト パルス .................168
PI 制御 ..........................259
ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ ..........200
アナロ グ ス イ ッ チ ................212
アナロ グ台形制御 ................254
アナ ロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス イ ッ チ
 ..............................216

アナロ グ比較 ....................219
アナロ グフ ィ ルタ ................275
アナロ グマルチプレ ク サ ..........251
アナロ グモニ タ ..................224
アナロ グ リ ニア変換 ..............227
オフデ ィ レータ イマ ..............161
オルタ ネイ ト ス イ ッチ ............232
オルタ ネイ ト デ ィ レース イ ッ チ ....181
オン / オフデ ィ レータ イマ ........163
オンデ ィ レータ イマ ..............157
稼働時間カ ウ ン タ ................204
最大 / 最小 .......................277
自己保持 ........................231
自己保持のオンデ ィ レータ イマ ....166
シフ ト レジス タ ..................249
週間タ イ ム ス イ ッチ ..............184
周波数ス イ ッチ ..................209
消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ ..178
ス ト ッ プウ ォ ッ チ ................197
ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチ ............246
立上が り 検出 イ ン タ ーバル タ イ ム デ ィ
レー ............................170
デューテ ィ ー比可変パルス出力 ....173
天文時計 ........................194
年間タ イ ム ス イ ッチ ..............188
平均化 ..........................281
メ ッ セージ出力 ..................235
ラ ンダムパルス出力 ..............175

特定のアナログ出力値の設定 ..........100
時計設定 ...........................318
時計のバックアップ ...................148
トランジスタ出力 ......................44
トリガ入力 (Trg) ......................146
取り付け

DIN レールへの取 り 付け方法 .......24
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索引
壁面への取 り 付け ............ 27, 29
取り付け寸法 ........................ 23

な

夏時間 / 冬時間変換 ................. 104
" 時計 " ......................... 104
" 夏時間 / 冬時間 " ............... 104
ユーザー設定のパラ メ ータ ....... 107
有効 ........................... 105

に

入出力混合モジュール ......... 2, 9, 10
入力 ..................... 54, 55, 132

アナロ グ入力 .................... 36
カーソルキー ................... 135
グループ ........................ 34
入力 ........................... 132
ポテンシ ョ メ ータ ................ 36

入力グループ ........................ 38
入力端子の接続 ..................... 34
入力等価回路 ....................... 40

ね

年間タイムスイッチ ................... 188

は

廃棄 ............................... 13
パスワード ....................... 79, 80

不正なパス ワー ド ................ 83
パスワードの設定 ..................... 80
パスワードの変更 ..................... 81
パスワード保護の無効化 ............... 82
パラメータ .......................... 311
パラメータ T ........................ 148
パラメータ設定画面 ............. 185, 241
パラメータ設定モード ............. 94, 246
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サポー ト の窓口

スマー ト リ レーに関する情報は、 下記ホームページから閲覧、 ダウ ン ロード ができ ます。

http://jp.idec.com/product/PLC
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